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1．ご意見のとりまとめ（概要） 

 

国土交通省四国地方整備局では、徳島県知事が流域の様々な意見を聴取されたうえでまと

められた「吉野川の整備の在り方（第十堰を含む）についての要望」（平成１６年３月２９

日）を受けとめ、吉野川の現状を治水・利水・環境の各視点から、少しでも良くしていくこ

とが肝要であるとの認識のもと、平成１６年４月２７日に『「よりよい吉野川づくり」に向

けて』を発表し、吉野川の河川整備のあり方についての基本的な考え方を示したところです。 

また、平成１７年１１月１８日には河川法に基づき「吉野川水系河川整備基本方針」が策

定されました。 

一方近年は、度重なる大規模洪水や異常渇水により甚大な被害が発生するなど、流域住民

の生活に多大な影響を及ぼしています。 

このため、四国地方整備局では、今後早期に「吉野川水系河川整備計画」を策定し、必要

な河川整備を着実に実施していきたいと考えています。 

 

まず、「吉野川水系河川整備計画」の策定に向けて、平成１８年６月２３日に「吉野川水

系河川整備計画【素案】」（以下、【素案】という）を公表いたしました。 

この後、「吉野川学識者会議」、「吉野川流域市町村長の意見を聴く会」、「吉野川流域

住民の意見を聴く会」を開催し、ご意見を頂きながら、出来るだけご意見を反映し、平成１

８年１２月１８日に「吉野川水系河川整備計画【修正素案】」（以下、【修正素案】という）、

平成１９年１０月１６日に「吉野川水系河川整備計画【再修正素案】」（以下、【再修正素

案】という）、平成２０年１２月２４日に「吉野川水系河川整備計画【原案】」（以下、【原

案】という）を公表してまいりました。 

 

この【原案】に対し、河川法（第１６条の２第4 項）に則り、住民の皆様からご意見をお

聴きするため、公述人を募集し、平成２１年２月に公聴会（下流域、中流域、上流域で各１

回の計３回）を開催しました。また、平成２０年１２月～平成２１年３月までに「学識者」、

「吉野川流域市町村長」に【原案】に対する意見照会を行い、ご意見を頂きました。 

 

また、これらの会に参加できない流域住民の方々のご意見を頂くため、第１回目（平成１

８年６月２７日から同１０月７日）、第２回目（平成１８年１２月１９日から平成１９年２

月２８日）、第３回目（平成１９年１０月１７日から平成２０年２月２９日）、第４回目（平

成２０年１２月２５日から平成２１年３月１５日）の計４回のハガキやインターネット等に

よるご意見の募集（パブリックコメント）を行いました。 

 

これら様々な機会を通じて数多くのご意見を頂き、誠に有難うございました。 
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頂きましたご意見の総括は、表－1 のとおりです。 

公聴会の速記録及びハガキやインターネット等のパブリックコメントにより頂きましたご

意見については、以下に示した吉野川水系河川整備計画のホームページに掲載しています。    

http://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/yoshinoriver/index.html 

その際、流域住民の方々の氏名等の個人情報については、公表を差し控えさせて頂いてお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～資料構成等について～ 

今回公表いたしました「吉野川水系河川整備計画【原案】に係る「ご意見・ご質問」に対す

る四国地方整備局の考え方について」の資料構成等については、以下の点をご了承ください。

(1)今回整理したご意見は、①公聴会、②「学識者」､「吉野川流域市町村長」への

【原案】に対する意見照会で頂いた意見、③第４回目のパブリックコメント、に

ついて整理しました。 

(2)資料構成は、前回の資料構成を踏襲しました。 

（既往資料の閲覧者への無用な混乱を避けるため。） 
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第1回 第2回 第3回 第4回 計

3通 13通 12通 0通 28通

9通 4通 4通 3通 20通

5通 8通 1通 1通 15通

30通 394通 71通 17通 512通

31通 28通 27通 14通 100通

7通 5通 7通 0通 19通

85通 452通 122通 35通 659通

ホームページ

メール

ＦＡＸ

ハガキ

コモンズ経由等

合計

意見記入用紙

②パブリックコメントによるご意見提出数
意見提出者数

提出方法

第1回 第2回 第3回 公聴会 計

514件 742件 472件 207件 1935件

河川整備計画全般 111件 161件 115件 38件 425件

洪水、高潮等による災害の防止または軽減 178件 187件 144件 73件 582件

河川水の適正な利用 16件 41件 42件 5件 104件

河川環境の整備と保全 131件 183件 100件 74件 488件

維持・管理 78件 170件 71件 17件 336件

305件 368件 305件 70件 1048件

吉野川水系河川整備計画の進め方について 159件 104件 170件 42件 475件

抜本的な第十堰の対策のあり方について 52件 89件 25件 10件 176件

直轄管理区間外の整備等について 29件 66件 41件 13件 149件

国土交通行政へのご意見・ご質問について 20件 28件 5件 2件 55件

その他 45件 81件 64件 3件 193件

819件 1110件 777件 277件 2983件合計

■【素案】等以外に関する意見

■【素案】等に関する意見

③意見分類による意見数
意見数

分類
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2．ご意見への対応 

2．1 ご意見の整理 

ご意見の整理にあたっては、公聴会での速記録、公述希望届出書、学識者・流域市町村長の意

見照会結果やパブリックコメントでいただいた文章の中で、同一内容に係るご意見又はご質問と

その理由を要約し、一つの「意見及び質問」と定義しました。なお、ご意見の整理の対象は①公

聴会、②「学識者」､「吉野川流域市町村長」への【原案】に対する意見照会で頂いた意見、③第

４回目のパブリックコメント、としました。 

2．2 ご意見のとりまとめ 

2. 1 のご意見について、ご意見の検索のし易さを考慮して、会場別に分類し並べさせていただ

きました。また、各ご意見について同様のご意見と判断したものについては、前回より設定して

おります「テーマ」に分類し、更に意見要旨を作成しました。なお、今回頂いたご意見からは、

原案に関する新たなテーマはございませんでした。 

2．3 四国地方整備局の考え方 

2. 2 で作成したテーマ毎に、四国地方整備局の考え方をお示しし、できる限り【原案】に反映

し、反映できないご意見については、理由を付して公表いたします。 

また、理由や根拠となるデータについても、公表します。 

2．4 考え方に対応した河川整備計画【案】内容 

みなさまからいただいたご意見について、反映できるものについては、どのように【原案】を

修正するのかをゴシック体と見え消しで示させて頂いております。 

また、いただいたご意見で 、河川整備計画【案】（以下、【案】という）に記載されているも

のについては、【案】の該当箇所を記載させていただきました。(アンダーライン部分が該当箇所

として明示しています。） 

なお、【案】に対する該当箇所のページ番号は、修正箇所が確認できる河川整備計画【案】の

「修正箇所表示版」におけるページ番号を記載しています。（吉野川水系河川整備計画【案】修

正箇所表示版は、国土交通省、水資源機構における閲覧場所で確認できるほか、吉野川水系河川

整備計画ホームページで入手できます。） 

2．5 補足 

2.3 及び 2.4 における修正のベースとなる文章は、前回の平成20年12月にお示しした【原案】

の文章としております。そのため、今回の資料において前回の修正内容について確認が出来ない

ことをご了承ください。 
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3．ご意見等の検索方法 

3．1 ご意見・ご質問の検索方法 

  ①9ページの目次を開く 

  ②目次に掲載されたご意見の分類を参考に該当するページを検索し移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ③該当ページにおける「意見及び質問」の項目からご意見を検索 

 

 

 

 

 

 

頁

10

下流域 徳島市 H21. 2.14(土) 徳島県建設センター 10

中流域 美馬市 H21. 2.15(日) 四国三郎の郷　交流体験棟 19

上流域 高知県 H21. 2.22(日) 土佐町保健福祉センター 23

26

30

下流域  徳島市、鳴門市、吉野川市、阿波市、石井町、松茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町 30

中流域  美馬市、三好市、つるぎ町、東みよし町 34

上流域  新居浜市、四国中央市、本山町、大豊町、土佐町、大川村、いの町 35

38

38

■パブコメ

 H20.12.25  ～  H21.3.15

会場

■学識者への意見照会

■流域市町村長への意見照会

■公聴会(公述意見届出書を含む)

第４回

「公聴会・中流域」で公述を行った方、あるいは、公述希望
届出書を提出された方、のご意見をお探しの方は、19ページ

に移動して下さい。

⇒19ページ
　へ移動

対応
ページ

目次

意見及び質問

← 公聴会の開催場所等を確認

「考え方」に
対応するページ

「案」に対応
するページ※ご意見は公聴会における公述の順番に並べています。

　発言者の名前が同じ場合は、同じ方が意見を述べられています。

同じ方の意見

ご意見
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3. 2 テーマに対応した「四国地方整備局の考え方」の検索方法 

 ●検索方法 

  ①53～54ページの目次を開く 

  ②目次を参考に、確認したいテーマを選択し、対応するページに移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③該当ページにおける「四国地方整備局の考え方」の項目から内容を確認 

 

テーマ テーマに対応
したページ

例えば、「地球温暖化へ
の対応」などに対する
「四国地方整備局の

考え方」について確認し

たい方は、55ページから

検索下さい。

目次

⇒Ｐ55
　へ移動

頁
地球温暖化に対する方策について 55

流域内の交流推進について 57

治水・利水・河川利用に関する整備と河川環境の保全について 59

将来予測を考慮した計画策定について 61

河川整備計画の見直しについて 62

河川整備計画の事業費について 64

河川整備計画の事業工程について 65

今後の地域住民、関係機関の連携について 67

河川利用における観光開発について 68

森林に関する他機関との連携について 70

　森林による土砂流出抑制について 71

森林による流出抑制について 72

文章等表現内容の改善について 76

テーマ

①河川整備計画全般
共通-1

共通-2

共通-3

共通-4

共通-5

共通-6

共通-7

共通-8

共通-9

共通-10

共通-11

共通-12

共通-13

考え方

テーマ

考え方 考え方に対応した河川整備計画【案】内容

意見
要旨

テ
ー

マ
 共通－1　地球温暖化に対する方策について

意見
要旨

意見
要旨

考え方に対応した河川整備計画【案】内容

2-1　治水の現状と課題
【河川整備計画案P41】
(4)浸水被害軽減策及び危機管理

　吉野川では、これまでも工事実施基本計画に基づく着実な整備を実施してきた。しかし、現状施
設の整備水準以上の洪水が発生する可能性は常に存在している。また、将来、計画された施設
整備が完成したとしても、計画規模以上の洪水（超過洪水）が発生する可能性は存在する。さら
に、今後、地球温暖化に伴う気候変化による洪水・高潮の増大等のリスクの増大が見込まれる。し
かしながら、これら水災害のすべてを完全に防御することは難しいことから、洪水はん濫の発生を
防止するための施設整備を着実に進めていくことと並行して、例えそのような洪水が発生した場合
でも、壊滅的な被害を回避するとともに、被害の最小化を目的とする適応策の実施に努めていく
必要がある。

2-2　河川の適正な利用及び河川環境の現状と課題
【河川整備計画案P46-1】
2-2-2 現況の流況

　このように渇水が頻発している状況に加え、今後、地球温暖化に伴う気候変化による渇水リスク
の増大が見込まれることから、さらなる関係機関の連携、合理的な水利用に努め、平成14年2月に
改訂された「吉野川水系における水資源開発基本計画（通称フルプラン）」と整合を図り、四国4県
の発展に必要な水の安定供給を行う必要がある。

要旨a

要旨a. 温暖化による異常気象は計画の中に含むのか。

四国地方整備局の考え方

平成20年6月に社会資本整備審議会より「水災害分野におけ
る地球温暖化に伴う気候変動への適応策のあり方について」
の答申がなされ、基本的な方向が示されました。地球温暖化
に伴う気候変化により、洪水・高潮、渇水リスクの増大、河川
環境の変化等が見込まれており、今後、吉野川水系において
も「適応策」について、研究や全国的な施策展開の状況を踏
まえ、吉野川の流域特性に照らして、必要なものから取り組ん
でいくことを、河川整備計画案P41,46-1,56,58,122,134に記
載しております。
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4.吉野川水系河川整備計画【原案】に対するご意見・ご質問 
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～
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減
対

策
や

事
業

効
果

を
発

揮
工

夫
を

加
え

る
こ

と
で

ス
ピ

ー
ド

ア
ッ

プ
を

図
っ

て
も

ら
い

た
い

。
共

通
-6

河
川

整
備

計
画

の
事

業
費

に
つ

い
て

a.
P

6
4

P
6
7

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
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述
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N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

1
0

公
述

③
地

球
温

暖
化

へ
の

備
え

の
充

実
を

す
る

た
め

、
古

い
時

代
に

造
ら

れ
た

堤
防

に
つ

い
て

は
、

質
的

な
改

良
を

加
え

て
、

洪
水

が
あ

ふ
れ

て
も

決
壊

し
な

い
堤

防
に

な
る

よ
う

、
強

化
策

を
講

じ
て

い
た

だ
き

た
い

。
治

水
-2

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

へ
の

対
応

に
つ

い
て

a.
P

7
8

P
4
1
,7

1
,7

2
,

1
2
0
,1

2
2
,

1
3
3
,1

3
4

1
1

公
述

③
国

土
交

通
省

は
土

地
利

用
規

制
を

し
な

い
地

域
は

ポ
ン

プ
場

を
設

置
し

な
い

方
針

で
あ

る
よ

う
に

聴
き

及
ん

で
い

る
。

こ
れ

が
事

実
な

ら
、

ポ
ン

プ
が

あ
る

地
域

と
な

い
地

域
で

は
大

変
不

公
平

な
扱

い
と

な
る

。
今

後
と

も
、

内
水

被
害

の
実

状
を

十
分

調
査

し
、

ポ
ン

プ
場

の
整

備
を

推
進

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

治
水

-9
内

水
対

策
の

進
め

方
に

つ
い

て
a.

P
9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

1
2

公
述

③
堤

防
の

整
備

状
況

は
全

国
で

84
％

、
吉

野
川

で
64

％
と

、
全

国
水

準
か

ら
20

％
近

く
の

遅
れ

、
大

き
な

格
差

が
生

じ
て

い
る

。
水

害
か

ら
人

々
を

守
る

こ
と

は
最

も
根

幹
を

な
す

重
要

な
施

策
で

あ
り

、
国

土
交

通
省

は
も

っ
と

責
任

を
持

っ
て

、
積

極
的

に
吉

野
川

の
改

修
事

業
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
一

日
も

早
く

、
河

川
整

備
計

画
を

策
定

す
る

こ
と

が
何

よ
り

も
重

要
で

あ
る

。

そ
の

他
-

3
河

川
整

備
計

画
の

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

a.
P

1
6
8

－

1
3

公
述

③
適

切
に

管
理

さ
れ

た
森

林
は

洪
水

の
流

出
抑

制
な

ど
、

河
川

に
対

し
て

一
定

の
効

果
は

期
待

で
き

る
が

、
現

時
点

で
は

そ
の

効
果

を
河

川
整

備
計

画
に

見
込

む
こ

と
に

は
賛

成
で

き
な

い
。

な
ぜ

な
ら

、
森

林
の

持
つ

機
能

の
ほ

と
ん

ど
は

ま
だ

定
性

的
レ

ベ
ル

に
あ

る
こ

と
、

ま
た

森
林

の
多

く
は

個
人

の
財

産
で

、
木

材
の

処
分

も
個

人
の

自
由

に
な

る
。

仮
に

、
森

林
の

効
果

を
過

剰
に

見
込

ん
だ

計
画

に
基

づ
い

て
河

川
整

備
が

行
わ

れ
た

と
す

れ
ば

、
流

域
住

民
が

水
害

を
受

け
る

危
険

性
が

深
ま

る
こ

と
は

当
然

で
ご

ざ
い

ま
す

。
今

後
は

地
球

の
温

暖
化

に
と

も
な

う
気

候
変

動
に

よ
っ

て
、

洪
水

と
渇

水
の

起
こ

る
頻

度
や

そ
の

規
模

は
拡

大
す

る
と

予
想

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

森
林

の
効

果
は

そ
の

際
の

安
全

弁
ぐ

ら
い

に
考

え
て

お
く

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。

共
通

-1
2

森
林

に
よ

る
流

出
抑

制
に

つ
い

て
c.

P
7
2

P
7
,1

3
4

1
4

公
述

④
池

田
ダ

ム
、

柿
原

堰
お

よ
び

第
十

樋
門

の
魚

道
に

お
い

て
は

ア
ユ

や
他

の
魚

類
の

遡
上

が
確

認
さ

れ
て

い
る

が
、

そ
も

そ
も

構
造

物
の

存
在

自
体

が
、

魚
類

お
よ

び
自

然
環

境
に

は
影

響
が

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
、

魚
道

の
機

能
向

上
に

努
め

る
。

環
境

-6
連

続
性

の
確

保
に

つ
い

て
b
.

P
1
2
5

P
5
6
,5

8
,7

5
,

1
1
3
,1

2
9
,

1
3
0
,1

3
4

1
5

公
述

④
「河

川
が

本
来

有
し

て
い

る
生

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

環
境

」を
基

本
と

す
る

川
づ

く
り

を
目

指
す

の
で

あ
れ

ば
、

そ
れ

以
前

の
魚

類
お

よ
び

自
然

環
境

が
ど

ん
な

も
の

で
あ

っ
た

の
か

を
調

査
（聞

き
取

り
な

ど
）し

、
本

来
ど

う
で

あ
っ

た
の

か
を

整
備

計
画

に
示

し
、

そ
れ

を
再

生
す

る
こ

と
を

目
指

す
３

０
年

間
の

計
画

に
す

る
べ

き
で

あ
る

。

環
境

-2
環

境
目

標
の

明
確

化
に

つ
い

て
b
.

P
1
1
6

P
5
3
～

5
6
,5

7
,7

5
,

1
3
3
～

1
3
4

1
6

公
述

④
山

崎
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
流

域
全

体
の

連
続

性
を

確
保

す
る

た
め

に
、

魚
道

の
設

置
を

高
知

県
お

よ
び

電
源

開
発

に
働

き
か

け
る

こ
と

。
環

境
-6

連
続

性
の

確
保

に
つ

い
て

a.
P

1
2
5

P
5
6
,5

8
,7

5
,

1
1
3
,1

2
9
,

1
3
0
,1

3
4

1
7

公
述

④
水

際
環

境
に

つ
い

て
は

吉
野

川
の

石
や

木
杭

を
使

っ
た

伝
統

工
法

を
採

用
す

る
こ

と
で

、
変

化
に

富
ん

だ
水

際
環

境
が

で
き

、
苔

や
藻

が
生

え
、

カ
ニ

や
ウ

ナ
ギ

が
生

息
で

き
る

環
境

と
な

る
。

ま
た

、
人

間
も

水
際

に
近

づ
き

や
す

く
、

費
用

面
で

は
間

伐
材

の
利

用
や

、
周

辺
に

あ
る

石
を

利
用

す
る

こ
と

で
費

用
を

低
く

抑
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

工
事

用
の

資
材

運
搬

ト
ラ

ッ
ク

を
長

距
離

間
走

ら
せ

る
こ

と
も

な
く

な
る

の
で

、
二

酸
化

炭
素

も
無

駄
に

排
出

す
る

こ
と

な
く

済
む

。

環
境

-8
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（工

法
）

b
.

P
1
3
3

P
7
5
,7

6
,1

3
0
,

1
3
1
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1
8

公
述

④
す

べ
て

の
河

川
工

事
を

実
施

す
る

際
に

は
、

専
門

家
の

意
見

を
聴

き
、

地
元

住
民

の
意

見
を

反
映

す
る

仕
組

み
を

つ
く

る
こ

と
を

整
備

計
画

に
記

載
す

る
こ

と
。

環
境

-9
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（仕

組
み

）

a.
P

1
3
6

P
7
5
,1

3
4

1
9

公
述

④
新

し
い

河
川

法
の

理
念

を
実

現
す

る
た

め
の

テ
ー

マ
は

、
こ

れ
ま

で
全

然
議

論
で

き
て

い
な

か
っ

た
り

、
合

意
形

成
に

は
至

っ
て

い
な

い
と

い
う

ふ
う

に
、

私
自

身
は

思
っ

て
お

り
ま

す
。

言
い

っ
ぱ

な
し

で
納

得
の

い
く

議
論

に
至

っ
て

い
な

い
も

の
が

た
く

さ
ん

あ
る

。
な

の
に

今
回

の
公

聴
会

に
移

っ
た

と
い

う
こ

と
は

、
私

自
身

は
非

常
に

不
満

に
思

っ
て

お
り

ま
す

。

そ
の

他
-

4
意

見
の

反
映

方
法

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
9

－

2
0

公
述

④
公

聴
会

の
あ

り
方

に
し

て
も

、
質

問
で

き
な

い
、

言
っ

た
こ

と
に

対
し

こ
の

場
で

コ
メ

ン
ト
が

も
ら

え
な

か
い

こ
と

は
、

あ
り

方
と

し
て

(問
題

)と
思

い
ま

す
。

18
件

の
意

見
希

望
が

あ
っ

た
な

ら
、

18
件

全
部

聴
い

て
ほ

し
い

で
す

。
そ

の
他

-
6

公
聴

会
に

つ
い

て
a.

P
1
7
1

－

2
1

公
述

⑤
①

河
川

整
備

計
画

の
早

期
策

定
・早

期
実

施
に

つ
い

て
　

吉
野

川
に

お
け

る
治

水
対

策
と

し
て

、
無

堤
防

部
の

堤
防

整
備

、
河

道
の

掘
削

、
堤

防
整

備
済

み
区

間
の

堤
防

漏
水

・侵
食

対
策

、
内

水
対

策
、

地
震

対
策

、
高

潮
対

策
さ

ら
に

上
流

ダ
ム

群
の

改
良

な
ど

難
し

い
課

題
や

新
た

な
課

題
が

山
積

し
て

お
り

、
立

ち
遅

れ
が

目
立

つ
ば

か
り

で
あ

る
。

に
も

か
か

わ
ら

ず
国

の
財

政
・経

済
状

況
は

ま
す

ま
す

厳
し

く
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

早
期

に
計

画
を

策
定

し
、

早
期

に
実

施
し

て
ほ

し
い

。

そ
の

他
-

3
河

川
整

備
計

画
の

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

a.
P

1
6
8

－

2
2

公
述

⑤
②

内
水

対
策

を
考

慮
し

た
堤

防
整

備
に

つ
い

て
　

多
く

の
自

治
体

首
長

や
住

民
が

強
く

求
め

て
い

る
内

水
対

策
に

つ
い

て
は

、
厳

し
い

投
資

金
力

の
中

、
極

め
て

限
ら

れ
た

整
備

計
画

と
な

っ
て

い
る

。
無

堤
防

部
で

は
堤

防
整

備
に

10
～

20
年

を
要

し
そ

の
後

に
お

い
て

も
特

に
深

刻
な

内
水

被
害

が
予

見
さ

れ
て

い
る

。
早

期
に

投
資

効
果

を
発

現
す

る
た

め
に

、
内

水
対

策
を

考
慮

し
た

堤
防

法
線

・
河

床
掘

削
・支

川
処

理
方

式
を

検
討

し
て

ほ
し

い
。

治
水

-9
内

水
対

策
の

進
め

方
に

つ
い

て
a.

P
9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

2
3

公
述

⑤
③

上
流

ダ
ム

群
の

効
果

的
洪

水
調

節
に

つ
い

て
　

ダ
ム

の
洪

水
調

節
は

計
画

ハ
イ

ド
ロ

グ
ラ

フ
を

も
と

に
し

た
1パ

タ
ー

ン
の

調
節

方
式

と
な

っ
て

い
る

が
、

近
年

、
気

象
観

測
や

降
雨

予
測

の
精

度
が

非
常

に
高

ま
っ

て
来

て
い

る
こ

と
か

ら
、

過
去

の
降

雨
パ

タ
ー

ン
を

詳
し

く
分

析
す

る
こ

と
に

よ
り

、
あ

ら
か

じ
め

複
数

の
洪

水
調

節
方

式
を

用
意

し
て

お
き

、
そ

の
と

き
の

気
象

条
件

に
応

じ
て

下
流

河
川

の
状

況
に

最
も

効
果

的
な

方
式

を
選

択
し

て
適

用
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

治
水

-1
7

ダ
ム

の
洪

水
調

節
に

つ
い

て
a.

P
1
0
8

P
3
7
,7

2
,9

6

- 12 -



公
聴

会
（下

流
域

）　
H

21
.2

.1
4　

徳
島

県
建

設
セ

ン
タ

ー
　

　
（公

述
意

見
届

出
書

を
含

む
）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

2
4

公
述

⑤
吉

野
川

の
下

流
部

か
ら

中
流

部
に

お
い

て
は

広
い

れ
き

河
原

が
減

少
し

、
み

お
筋

が
固

定
・深

み
化

し
、

河
川

水
位

が
低

下
し

て
き

て
い

る
。

ま
た

、
地

下
水

位
の

低
下

や
麻

名
用

水
の

取
水

が
困

難
に

な
っ

て
い

る
と

い
う

意
見

も
あ

る
。

四
国

地
方

整
備

局
主

宰
で

四
国

の
水

問
題

を
研

究
し

て
い

る
が

、
流

域
外

の
瀬

戸
内

地
域

の
異

常
渇

水
に

備
え

て
格

別
の

研
究

を
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

に
大

い
に

疑
問

を
感

じ
る

。
合

理
的

水
利

用
、

広
域

的
水

利
用

、
危

機
管

理
の

観
点

な
ど

な
ど

、
い

か
な

る
大

義
名

分
を

並
べ

よ
う

と
も

、
流

域
内

で
取

水
障

害
や

地
下

水
位

の
低

下
が

生
じ

て
い

る
限

り
は

、
こ

れ
以

上
の

分
水

強
化

に
は

絶
対

反
対

で
あ

る
。

流
域

の
資

源
は

将
来

に
わ

た
っ

て
流

域
住

民
に

よ
っ

て
優

先
的

に
利

用
さ

れ
る

べ
き

。
流

域
外

へ
の

分
水

量
を

削
減

し
、

吉
野

川
や

銅
山

川
の

正
常

流
量

を
増

や
し

て
い

た
だ

き
、

流
域

住
民

の
生

活
や

産
業

の
支

え
に

な
る

よ
う

に
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

つ
い

て
柔

軟
に

対
応

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

利
水

-1
吉

野
川

の
正

常
流

量
に

つ
い

て
a.

P
1
1
1

P
4
3
,1

2
6

2
5

公
述

⑤
麻

名
用

水
で

は
、

台
風

の
後

で
は

、
取

水
口

の
前

に
貯

ま
っ

た
土

砂
や

ご
み

、
あ

く
た

な
ど

を
取

り
除

き
、

渇
水

の
と

き
に

は
土

砂
を

か
き

分
け

み
お

筋
を

つ
け

る
な

ど
、

施
設

管
理

者
と

し
て

努
め

て
き

て
い

る
。

施
設

が
完

成
し

て
か

ら
約

10
0年

も
の

間
、

異
常

渇
水

以
外

自
然

取
水

で
き

て
い

た
が

、
こ

の
10

年
ほ

ど
前

か
ら

吉
野

川
の

み
お

筋
の

変
化

、
河

床
低

下
に

よ
り

、
取

水
が

年
々

困
難

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

状
況

で
も

川
の

形
状

は
自

然
に

任
す

の
が

よ
い

の
か

。
そ

う
で

あ
る

な
ら

ば
、

「流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
」を

図
る

た
め

に
正

常
流

量
を

増
や

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
。

利
水

-1
吉

野
川

の
正

常
流

量
に

つ
い

て
a.

P
1
1
1

P
4
3
,1

2
6

2
6

公
述

⑤
10

年
も

た
て

ば
、

国
の

社
会

、
経

済
、

財
政

の
状

況
、

河
川

整
備

の
状

況
な

ど
は

大
き

く
変

化
し

て
い

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

30
年

間
の

計
画

期
間

は
余

り
に

も
長

す
ぎ

ま
す

。
そ

こ
で

、
計

画
は

早
く

策
定

し
、

見
直

し
を

お
お

む
ね

10
年

ご
と

に
行

っ
て

い
だ

だ
き

た
い

。

共
通

-5
河

川
整

備
計

画
の

見
直

し
に

つ
い

て
a.

P
6
2

P
7
1
,7

8
,1

1
2
,

1
1
6
,1

2
6
,1

2
8

2
7

公
述

⑥
　

国
交

省
は

森
林

の
洪

水
緩

和
機

能
に

つ
い

て
、

日
本

学
術

会
議

の
提

言
に

よ
り

、
森

林
の

状
態

が
洪

水
緩

和
機

能
に

影
響

す
る

こ
と

を
認

め
て

い
る

の
で

あ
れ

ば
、

森
林

の
状

態
や

分
布

が
ど

う
影

響
す

る
の

か
、

そ
の

検
証

を
河

川
整

備
計

画
に

加
え

る
べ

き
で

あ
る

。
洪

水
緩

和
機

能
は

健
全

な
森

林
の

状
態

を
も

っ
て

始
め

て
作

用
す

る
の

で
あ

り
、

森
林

が
適

切
に

管
理

で
き

て
い

な
け

れ
ば

、
河

川
の

ピ
ー

ク
流

量
は

目
標

よ
り

も
過

大
に

な
る

こ
と

さ
え

、
予

測
さ

れ
る

。
　

放
置

人
工

林
が

表
層

崩
壊

し
、

各
地

で
土

砂
や

流
木

が
河

川
に

悪
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

。
こ

の
こ

と
は

学
識

者
か

ら
も

首
長

か
ら

も
指

摘
を

受
け

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

国
交

省
は

調
査

を
河

川
整

備
計

画
に

位
置

づ
け

る
べ

き
と

考
え

る
。

日
本

学
術

会
議

に
は

、
洪

水
防

止
機

能
、

土
砂

崩
壊

防
止

機
能

、
河

川
流

況
安

定
化

機
能

な
ど

の
定

量
的

評
価

は
可

能
で

あ
る

と
書

か
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

定
量

評
価

を
し

、
森

林
の

多
面

的
機

能
を

生
か

し
た

計
画

に
変

更
す

べ
き

。

共
通

-1
2

森
林

に
よ

る
流

出
抑

制
に

つ
い

て
b
.

P
7
2

P
7
,1

3
4
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述
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N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

2
8

公
述

⑥
既

に
世

界
的

に
ダ

ム
に

つ
い

て
の

評
価

が
ま

と
ま

っ
て

お
り

、
こ

れ
か

ら
は

構
造

物
へ

の
過

大
な

機
能

に
偏

重
し

た
計

画
は

見
直

す
べ

き
で

あ
る

。
ダ

ム
の

堆
砂

問
題

に
つ

い
て

も
、

原
案

に
は

森
林

整
備

は
見

込
ま

れ
て

い
な

い
。

日
本

学
術

会
議

に
よ

る
と

、
土

砂
災

害
防

止
機

能
、

土
壌

保
全

機
能

に
つ

い
て

も
定

量
評

価
は

可
能

で
あ

る
と

明
確

に
記

載
さ

れ
て

い
る

。
河

川
と

森
林

は
切

っ
て

も
切

れ
な

い
関

係
に

あ
り

、
森

林
の

適
正

管
理

な
し

に
は

、
河

川
の

適
正

管
理

は
な

い
。

森
林

整
備

を
整

備
計

画
に

盛
り

込
む

べ
き

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
こ

の
30

年
、

こ
の

流
域

の
78

.5
％

の
面

積
を

占
め

る
森

林
の

対
策

を
放

置
し

て
い

て
は

、
異

常
気

象
の

こ
れ

か
ら

を
乗

り
切

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
考

え
ま

す
。

共
通

-1
1

森
林

に
よ

る
土

砂
流

出
抑

制
に

つ
い

て
a.

P
7
1

P
2
6
,1

3
4

2
9

公
述

⑥
さ

ま
ざ

ま
な

意
見

が
出

て
い

る
が

、
十

分
に

反
映

さ
れ

て
い

る
と

は
言

え
ず

、
こ

の
ま

ま
早

急
に

計
画

を
策

定
す

る
こ

と
に

は
疑

問
を

感
じ

る
。

こ
れ

か
ら

は
新

し
い

河
川

法
、

そ
し

て
流

域
の

住
民

の
参

加
を

初
め

、
森

林
整

備
、

そ
れ

か
ら

環
境

、
新

し
い

観
点

を
含

め
た

整
備

計
画

で
あ

る
べ

き
。

よ
り

よ
い

吉
野

川
の

た
め

に
も

、
工

事
実

施
基

本
計

画
に

基
づ

く
現

在
の

整
備

は
進

め
な

が
ら

も
、

こ
れ

か
ら

慎
重

に
計

画
を

進
め

る
べ

き
で

あ
る

。

そ
の

他
-

4
意

見
の

反
映

方
法

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
9

－

3
0

公
述

⑦
素

案
が

提
示

さ
れ

た
の

が
平

成
18

年
６

月
で

、
既

に
２

年
以

上
の

月
日

が
流

れ
て

い
ま

す
。

計
画

策
定

が
最

終
目

的
で

な
い

は
ず

。
早

く
計

画
を

決
定

し
、

す
ぐ

に
で

も
工

事
に

取
り

か
か

っ
て

欲
し

い
。

い
つ

ま
で

も
議

論
し

て
い

て
は

、
地

域
の

生
命

と
財

産
は

守
れ

ま
せ

ん
。

速
や

か
な

計
画

の
決

定
を

要
望

す
る

。

そ
の

他
-

3
河

川
整

備
計

画
の

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

a.
P

1
6
8

－

3
1

公
述

⑦
堤

防
整

備
区

間
を

対
象

と
し

た
浸

透
対

策
の

必
要

性
が

検
討

さ
れ

、
旧

吉
野

川
左

岸
及

び
今

切
川

の
左

右
岸

で
２

．
２

ｋ
ｍ

の
区

間
に

浸
透

対
策

を
実

施
す

る
こ

と
と

さ
れ

、
地

域
住

民
に

と
っ

て
は

安
堵

す
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
速

や
か

に
着

工
し

て
ほ

し
い

。

治
水

-7
浸

透
対

策
に

つ
い

て
b.

P
9
0

P
3
2
,7

3
,8

8
,9

0
,

1
0
6
,1

1
7
,1

2
5

3
2

公
述

⑦
今

回
の

原
案

で
は

旧
吉

野
川

及
び

今
切

川
に

未
整

備
区

間
が

残
る

こ
と

と
な

る
わ

け
で

、
未

整
備

区
間

を
早

期
に

解
消

す
る

こ
と

を
要

望
し

ま
す

。
治

水
-1

5
旧

吉
野

川
板

東
谷

川
合

流
点

下
流

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容
に

つ
い

て

a.
P

1
0
4

P
9
9
,1

0
2
,1

2
2

3
3

公
述

⑧
こ

れ
か

ら
本

当
に

命
を

守
り

、
そ

し
て

未
来

の
吉

野
川

を
守

る
た

め
、

治
水

で
は

総
合

的
な

治
水

対
策

、
利

水
で

は
水

の
再

生
循

環
、

環
境

で
は

生
物

多
様

性
に

お
け

る
環

境
目

標
の

具
体

的
設

定
、

そ
し

て
こ

れ
ら

を
機

能
さ

せ
る

住
民

参
加

、
こ

の
4つ

の
新

し
い

テ
ー

マ
が

必
要

で
あ

る
。

こ
れ

ら
テ

ー
マ

の
具

体
的

な
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
っ

て
も

ら
い

た
い

。

共
通

-4
将

来
予

測
を

考
慮

し
た

計
画

策
定

に
つ

い
て

a.
P

6
1

P
7
1
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述
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N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

3
4

公
述

⑧
大

規
模

な
気

象
変

動
が

予
測

さ
れ

、
平

成
１

６
年

洪
水

を
超

え
る

大
洪

水
が

心
配

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

か
ら

の
治

水
理

念
は

、
い

か
な

る
洪

水
で

も
死

者
を

出
さ

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
河

道
内

だ
け

の
対

策
工

事
で

は
限

界
が

あ
る

。
整

備
計

画
に

は
ま

ず
こ

の
認

識
を

し
っ

か
り

と
打

ち
出

す
べ

き
で

あ
り

、
①

あ
ふ

れ
て

も
壊

れ
な

い
堤

防
②

洪
水

の
ピ

ー
ク

流
量

の
抑

制
策

③
洪

水
を

想
定

し
た

土
地

利
用

計
画

④
水

防
と

避
難

計
画

の
見

直
し

な
ど

、
流

域
全

体
で

洪
水

対
応

を
す

る
新

た
な

し
く

み
を

作
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

治
水

-2
施

設
能

力
を

上
回

る
洪

水
へ

の
対

応
に

つ
い

て

a.
P

7
8

P
4
1
,7

1
,7

2
,

1
2
0
,1

2
2
,

1
3
3
,1

3
4

3
5

公
述

⑧
国

に
反

対
し

た
た

め
に

工
事

が
遅

れ
て

地
域

は
後

悔
し

た
と

い
う

記
載

が
あ

る
が

、
こ

れ
は

大
き

な
間

違
い

。
覚

円
騒

動
が

起
こ

っ
た

、
国

の
事

業
は

経
済

政
策

の
低

水
工

事
で

す
。

そ
し

て
、

中
止

を
し

て
、

遅
れ

た
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

国
の

舟
運

事
業

か
ら

鉄
道

網
が

ど
ん

ど
ん

整
備

さ
れ

始
め

て
、

大
き

な
運

輸
網

の
転

換
が

起
こ

っ
た

た
め

に
中

止
さ

れ
た

ん
で

す
。

明
治

29
年

に
な

っ
て

、
43

年
か

ら
国

の
第

１
期

改
修

が
全

国
で

行
わ

れ
る

、
さ

ら
に

２
年

前
に

、
吉

野
川

の
第

１
期

改
修

計
画

を
着

手
し

て
い

ま
す

。
全

国
で

９
番

目
に

早
い

。
高

水
工

事
が

始
ま

っ
た

こ
と

が
決

ま
っ

た
か

ら
、

だ
か

ら
吉

野
川

の
第

１
期

改
修

工
事

が
始

ま
っ

た
ん

で
す

。
歴

史
的

事
実

と
違

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

案
か

ら
削

除
を

し
て

ほ
し

い
。

共
通

-1
3

文
章

等
表

現
内

容
の

改
善

に
つ

い
て

a.
P

7
6

P
1
5

3
6

公
述

⑧
高

地
蔵

に
つ

い
て

、
こ

れ
は

そ
も

そ
も

洪
水

遺
産

な
の

か
と

い
う

点
に

つ
い

て
は

専
門

家
の

大
き

な
批

判
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
原

案
か

ら
削

除
を

し
て

ほ
し

い
。

共
通

-1
3

文
章

等
表

現
内

容
の

改
善

に
つ

い
て

a.
P

7
6

P
1
4

3
7

公
述

⑨
整

備
計

画
に

つ
い

て
は

、
説

明
会

で
住

民
よ

り
受

け
た

意
見

、
要

望
事

項
、

ま
た

、
関

係
自

治
体

首
長

、
学

識
経

験
者

等
の

意
見

、
要

望
も

加
味

さ
れ

て
修

正
が

行
な

わ
れ

、
流

域
住

民
や

機
関

の
要

望
や

意
見

は
出

尽
く

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
、

可
能

な
修

正
は

充
分

に
行

な
わ

れ
て

い
る

。
　

又
、

堤
防

強
化

、
外

来
植

物
駆

除
、

河
道

内
樹

木
管

理
等

々
の

諸
管

理
に

つ
い

て
も

、
専

門
委

員
会

に
お

い
て

充
分

な
討

議
が

行
な

わ
れ

、
当

整
備

計
画

に
織

り
込

ま
れ

て
い

る
と

確
信

し
て

い
る

。

そ
の

他
-

4
意

見
の

反
映

方
法

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
9

－

3
8

公
述

⑨
今

回
の

整
備

計
画

が
防

災
面

で
の

安
全

性
レ

ベ
ル

か
ら

見
る

と
年

超
過

確
率

が
1／

30
は

い
か

に
も

頼
り

な
い

数
字

で
あ

る
が

、
流

域
現

状
に

お
い

て
は

、
こ

れ
以

下
の

数
字

の
地

区
が

多
々

存
在

し
て

お
り

、
先

ず
は

1／
30

ま
で

向
上

さ
せ

、
人

道
上

の
見

地
か

ら
不

安
住

民
の

安
全

、
安

心
度

を
向

上
さ

せ
る

の
が

、
当

計
画

の
骨

子
で

あ
ろ

う
。

治
水

-1
河

川
整

備
に

お
い

て
目

標
と

す
る

流
量

に
つ

い
て

a.
P

7
7

P
7
1
,7

3

3
9

公
述

⑨
今

回
の

計
画

で
は

、
利

水
面

と
環

境
整

備
面

で
議

論
が

不
足

す
る

と
こ

ろ
も

あ
る

の
か

も
知

れ
な

い
が

、
当

計
画

が
30

年
と

い
う

ロ
ン

グ
ラ

ン
計

画
な

の
で

、
適

当
な

期
間

毎
（
例

え
ば

10
年

毎
）に

見
直

し
修

正
を

し
な

が
ら

、
こ

れ
ら

の
面

で
の

更
な

る
向

上
策

を
取

り
入

れ
て

ゆ
く

必
要

が
あ

る
。

共
通

-5
河

川
整

備
計

画
の

見
直

し
に

つ
い

て
a.

P
6
2

P
7
1
,7

8
,1

1
2
,

1
1
6
,1

2
6
,1

2
8

4
0

公
述

⑨
当

計
画

に
よ

る
事

業
推

進
に

向
か

っ
て

の
次

の
プ

ロ
セ

ス
に

一
日

も
早

く
取

り
か

か
る

べ
き

で
あ

る
。

そ
の

他
-

3
河

川
整

備
計

画
の

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

a.
P

1
6
8

－
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公
聴

会
（下

流
域

）　
H

21
.2

.1
4　

徳
島

県
建

設
セ

ン
タ

ー
　

　
（公

述
意

見
届

出
書

を
含

む
）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

4
1

公
述

⑩
平

成
16

年
の

23
号

台
風

は
流

域
に

甚
大

な
被

害
を

与
え

、
岩

津
下

流
で

は
、

浸
水

戸
数

床
上

約
13

00
戸

、
床

下
約

19
00

戸
と

、
上

流
の

外
水

被
害

よ
り

も
、

よ
り

被
害

は
甚

大
で

し
た

。
内

水
被

害
の

対
策

が
必

要
な

の
は

い
う

ま
で

も
あ

り
ま

せ
ん

。
整

備
計

画
案

で
は

、
ハ

ー
ド

の
内

水
被

害
対

策
と

し
て

は
、

2箇
所

の
ポ

ン
プ

場
の

新
設

・増
設

が
明

記
さ

れ
て

い
る

の
み

で
、

こ
の

2箇
所

は
い

ず
れ

も
昨

年
か

ら
今

年
中

に
完

成
す

る
も

の
で

す
。

他
の

13
箇

所
の

排
水

機
場

は
「必

要
な

対
策

を
実

施
す

る
」と

あ
る

の
み

で
、

今
後

30
年

間
の

「
計

画
」
が

こ
れ

で
は

、
心

も
と

な
い

限
り

で
す

。
予

算
の

関
係

か
ら

は
っ

き
り

し
た

日
程

が
書

け
な

い
の

で
あ

れ
ば

、
台

風
23

号
の

被
害

箇
所

の
検

証
に

よ
り

、
整

備
の

優
先

順
位

を
明

記
し

、
た

と
え

ば
、

10
年

以
内

に
○

箇
所

、
20

年
以

内
に

○
箇

所
、

と
い

う
ふ

う
に

住
民

の
納

得
い

く
計

画
ら

し
く

変
更

す
べ

き
で

す
。

治
水

-9
内

水
対

策
の

進
め

方
に

つ
い

て
b
.

P
9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

4
2

公
述

⑩
住

民
か

ら
約

2
7
0
0
の

意
見

が
出

さ
れ

ま
し

た
。

そ
れ

に
対

し
、

国
交

省
は

今
考

え
方

と
し

て
示

し
た

だ
け

で
、

多
く

の
意

見
が

反
映

さ
れ

て
い

な
い

と
思

う
。

こ
の

公
聴

会
で

改
め

て
意

見
を

聴
い

て
計

画
に

反
映

す
る

と
い

う
こ

と
に

、
今

度
は

期
待

し
て

も
い

い
か

。

そ
の

他
-

4
意

見
の

反
映

方
法

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
9

－

4
3

公
述

外
①

　
す

ぐ
近

く
に

あ
る

今
切

川
の

堤
防

が
数

ヶ
所

、
台

風
の

た
め

、
切

れ
そ

う
に

な
っ

た
。

危
険

な
と

こ
ろ

が
多

す
ぎ

る
よ

う
に

思
う

。
危

険
な

と
こ

ろ
は

率
先

し
て

工
事

を
進

め
て

ほ
し

い
。

治
水

-1
5

旧
吉

野
川

板
東

谷
川

合
流

点
下

流
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

a.
P

1
0
4

P
9
9
,1

0
2
,1

2
2

4
4

公
述

外
②

期
間

、
経

費
等

か
ら

考
え

て
も

、
こ

の
あ

た
り

で
河

川
整

備
計

画
の

策
定

に
も

っ
て

い
っ

て
も

ら
い

、
吉

野
川

の
安

全
、

安
心

に
少

し
で

も
近

づ
く

よ
う

案
か

ら
実

行
に

移
し

て
も

ら
い

た
い

。
そ

の
他

-
3

河
川

整
備

計
画

の
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て

a.
P

1
6
8

－

4
5

公
述

外
②

洪
水

の
流

下
の

障
害

と
な

っ
て

い
る

堰
を

可
動

堰
に

す
る

こ
と

に
よ

り
洪

水
災

害
の

危
険

度
は

著
し

く
少

な
く

な
り

、
利

水
面

で
も

安
全

性
が

確
保

さ
れ

る
安

全
確

実
な

方
法

で
あ

る
と

思
い

ま
す

。
速

や
か

に
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
を

踏
ま

え
た

吉
野

川
の

整
備

計
画

の
策

定
に

進
ん

で
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

他
-

7
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て

c.
P

1
7
2

－

4
6

公
述

外
②

吉
野

川
本

流
の

下
流

と
旧

吉
野

川
、

今
切

川
一

帯
の

地
下

水
位

の
低

下
や

地
下

水
の

塩
水

化
な

ど
の

問
題

が
な

い
の

か
教

え
て

ほ
し

い
。

利
水

-2
地

下
水

の
経

年
変

化
に

つ
い

て
a.

P
1
1
2

－

4
7

公
述

外
③

近
年

、
増

加
傾

向
に

あ
る

激
し

い
集

中
豪

雨
の

発
生

や
地

球
温

暖
化

に
よ

る
気

候
変

動
、

い
ず

れ
必

ず
起

き
る

南
海

地
震

な
ど

徳
島

県
を

取
り

巻
く

状
況

を
真

摯
に

受
け

止
め

、
今

回
の

計
画

を
で

き
る

だ
け

早
く

達
成

し
、

吉
野

川
流

域
の

住
民

や
生

活
基

盤
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
よ

り
強

固
な

防
災

施
設

の
整

備
を

目
指

す
抜

本
的

な
計

画
の

早
期

実
現

を
望

ん
で

い
ま

す
。

そ
の

他
-

3
河

川
整

備
計

画
の

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

a.
P

1
6
8

－

4
8

公
述

外
④

森
林

整
備

や
土

地
利

用
の

誘
導

に
よ

る
治

水
効

果
は

定
量

的
に

把
握

で
き

な
い

の
が

現
状

で
す

。
し

た
が

っ
て

、
河

川
整

備
計

画
と

、
他

分
野

の
整

備
計

画
が

相
互

に
補

完
し

つ
つ

、
そ

れ
ぞ

れ
が

連
携

を
図

り
、

一
刻

も
早

い
具

体
化

を
望

む
。

共
通

-8
今

後
の

地
域

住
民

、
関

係
機

関
の

連
携

に
つ

い
て

b
.

P
6
7

P
1
3
3
～

1
3
4
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述
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含
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）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

4
9

公
述

外
④

　
近

年
、

頻
発

す
る

局
所

的
ゲ

リ
ラ

豪
雨

や
吉

野
川

に
お

い
て

戦
後

最
大

流
量

を
記

録
し

た
平

成
16

年
の

洪
水

を
見

る
と

、
15

0年
確

率
の

大
雨

に
対

応
し

た
治

水
対

策
は

当
然

だ
と

思
い

ま
す

。
本

案
は

、
河

川
整

備
基

本
方

針
を

最
終

的
な

目
標

に
置

き
つ

つ
、

現
実

的
な

戦
後

最
大

流
量

に
対

応
し

た
堤

防
整

備
な

ど
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

限
ら

れ
た

期
間

と
予

算
の

中
で

、
効

果
的

に
流

域
住

民
を

水
害

か
ら

守
る

た
め

に
は

、
や

む
を

得
な

い
計

画
で

す
。

た
だ

、
30

年
先

以
後

の
将

来
に

お
い

て
、

最
終

目
標

に
向

け
、

ど
う

整
備

を
進

め
て

い
く

の
か

、
現

計
画

は
、

最
終

目
標

と
整

合
性

が
と

れ
て

い
る

の
か

な
ど

の
説

明
を

加
え

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

治
水

-1
河

川
整

備
に

お
い

て
目

標
と

す
る

流
量

に
つ

い
て

a.
P

7
7

P
7
1
,7

3

5
0

公
述

外
④

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
動

に
よ

っ
て

、
豪

雨
や

台
風

の
激

化
な

ど
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
そ

の
際

に
は

、
河

川
整

備
計

画
を

遂
次

見
直

し
て

い
く

こ
と

も
重

要
と

だ
が

、
場

合
に

よ
っ

て
は

、
計

画
と

異
な

っ
て

い
た

り
、

計
画

に
盛

り
込

ま
れ

て
い

な
く

て
も

柔
軟

に
対

応
す

る
な

ど
、

弾
力

的
な

取
り

込
み

を
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

共
通

-1
地

球
温

暖
化

に
対

す
る

方
策

に
つ

い
て

a.
P

5
5

P
4
1
,4

6
-
1
,

5
6
,5

8
,1

2
2
,

1
3
4

5
1

公
述

外
⑤

川
の

自
然

環
境

の
保

全
に

留
ま

ら
ず

復
元

再
生

に
む

け
て

、
単

に
河

川
に

留
ま

ら
ず

周
辺

環
境

を
計

画
の

影
響

範
囲

に
含

め
、

川
の

循
環

を
考

え
た

全
体

構
想

を
打

ち
た

て
る

べ
き

と
考

え
ま

す
。

環
境

-1
河

川
環

境
の

あ
り

方
に

つ
い

て
a.

P
1
1
4

P
6
8
,7

5
,1

2
6
,

1
2
8
～

1
2
9

5
2

公
述

外
⑤

多
自

然
(川

づ
く

り
)は

抽
象

的
表

現
で

独
善

的
に

落
ち

入
り

や
す

い
と

危
惧

し
て

い
ま

す
。

自
然

を
相

手
に

す
る

工
事

は
見

試
し

的
手

法
や

段
階

的
チ

ェ
ッ

ク
と

検
証

、
様

々
な

専
門

家
、

住
民

の
参

加
が

必
要

で
す

。
適

切
な

多
自

然
型

を
実

践
す

る
具

体
的

方
策

ま
で

踏
み

込
む

こ
と

が
必

要
と

考
え

ま
す

。

環
境

-9
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（仕

組
み

）

a.
P

1
3
6

P
7
5
,1

3
4

5
3

公
述

外
⑤

地
域

の
風

景
の

連
続

性
を

醸
し

出
す

た
め

に
は

、
地

域
の

風
景

や
環

境
の

骨
格

を
担

う
吉

野
川

の
工

事
に

使
う

材
料

は
、

地
場

材
を

原
則

に
し

、
積

極
的

に
そ

の
土

地
の

石
材

や
樹

木
、

植
生

を
生

か
す

こ
と

の
重

要
性

に
触

れ
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
県

外
域

か
ら

の
輸

入
材

を
替

え
、

外
来

種
を

抑
制

し
、

そ
の

具
体

的
方

針
を

打
ち

出
し

て
ほ

し
い

と
考

え
ま

す
。

川
と

人
と

の
関

わ
り

、
歴

史
・時

間
と

の
連

続
性

、
環

境
負

荷
を

軽
減

し
、

豊
か

な
生

態
系

を
育

み
技

法
と

し
て

、
そ

の
可

能
性

に
高

く
評

価
さ

れ
て

い
る

伝
統

工
法

の
技

術
を

積
極

的
に

生
か

す
方

針
を

打
ち

出
す

べ
き

と
考

え
ま

す
。

そ
の

活
用

が
、

地
域

の
雇

用
や

技
術

の
継

承
に

貢
献

し
て

い
く

多
自

然
型

技
術

と
し

て
位

置
づ

け
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。

環
境

-8
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（工

法
）

b
.

P
1
3
3

P
7
5
,7

6
,1

3
0
,

1
3
1

5
4

公
述

外
⑥

吉
野

川
中

流
・上

流
の

無
堤

地
区

の
堤

防
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

。
治

水
-6

吉
野

川
本

川
堤

防
の

整
備

の
進

め
方

に
つ

い
て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

5
5

公
述

外
⑥

河
口

に
近

い
旧

吉
野

川
、

今
切

川
な

ど
の

無
堤

地
区

や
旧

堤
防

の
嵩

上
げ

、
改

築
が

急
務

で
あ

る
。

治
水

-1
5

旧
吉

野
川

板
東

谷
川

合
流

点
下

流
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

a.
P

1
0
4

P
9
9
,1

0
2
,1

2
2
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会
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流
域
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H

21
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徳
島

県
建

設
セ

ン
タ

ー
　

　
（公

述
意

見
届

出
書

を
含

む
）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

5
6

公
述

外
⑥

　
河

川
環

境
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

そ
の

川
に

生
息

す
る

魚
類

が
移

動
す

る
場

合
、

人
工

の
構

築
物

に
よ

っ
て

妨
げ

ら
れ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

に
魚

道
の

整
備

が
重

要
な

こ
と

で
あ

る
。

環
境

-6
連

続
性

の
確

保
に

つ
い

て
b
.

P
1
2
5

P
5
6
,5

8
,7

5
,

1
1
3
,1

2
9
,

1
3
0
,1

3
4

5
7

公
述

外
⑦

吉
野

川
流

域
面

積
の

約
85

%が
森

林
で

あ
り

、
こ

の
森

林
面

積
の

公
有

林
と

し
て

管
理

育
林

す
る

。
10

0年
も

経
て

ば
美

林
と

な
り

山
腹

は
固

定
さ

れ
、

年
間

保
水

量
は

安
定

さ
れ

安
全

な
も

の
と

な
り

る
。

又
、

市
民

の
安

全
健

康
増

進
又

野
生

動
物

も
順

次
回

帰
す

る
。

観
光

は
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
で

運
ん

で
や

れ
ば

一
層

の
安

全
安

心
で

、
加

え
て

総
工

費
は

結
局

安
い

も
の

と
な

る
。

共
通

-1
1

森
林

に
よ

る
土

砂
流

出
抑

制
に

つ
い

て
b
.

P
7
1

P
2
6
,1

3
4

5
8

公
述

外
⑦

(海
外

の
)河

川
は

数
ヶ

国
を

還
流

し
人

工
の

(コ
ン

ト
ロ

ー
ル

）に
限

度
が

あ
る

が
、

日
本

は
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

が
出

き
、

計
算

に
基

づ
く

管
理

が
可

能
で

あ
る

。
四

国
地

方
を

農
林

省
国

交
省

の
特

区
に

指
定

し
、

管
理

し
て

は
ど

う
か

共
通

-1
2

森
林

に
よ

る
流

出
抑

制
に

つ
い

て
b
.

P
7
2

P
7
,1

3
4

5
9

公
述

外
⑧

　
原

案
P
７

１
に

計
画

の
変

更
も

あ
る

と
書

か
れ

て
い

る
が

、
変

更
が

必
要

で
あ

る
と

い
う

判
断

を
誰

が
、

ど
の

よ
う

に
、

い
つ

行
な

う
の

か
を

具
体

的
に

明
記

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
共

通
-5

河
川

整
備

計
画

の
見

直
し

に
つ

い
て

a.
P

6
2

P
7
1
,7

8
,1

1
2
,

1
1
6
,1

2
6
,1

2
8

6
0

公
述

外
⑧

四
国

地
方

整
備

局
事

業
評

価
委

員
会

の
メ

ン
バ

ー
の

選
定

に
も

疑
問

が
あ

る
。

河
川

整
備

計
画

に
は

環
境

面
に

も
配

慮
す

る
必

要
が

あ
り

、
メ

ン
バ

ー
は

環
境

・生
態

学
な

ど
様

々
な

専
門

家
で

構
成

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

そ
の

評
価

を
行

な
う

段
階

に
お

い
て

、
学

識
者

だ
け

で
な

く
、

流
域

住
民

の
参

加
が

不
可

欠
で

あ
る

と
考

え
る

た
め

、
計

画
の

見
直

し
に

つ
い

て
、

新
た

な
評

価
・検

討
す

る
場

や
委

員
会

の
設

置
が

必
要

と
考

え
る

。
　

流
域

住
民

の
意

見
の

反
映

・連
携

を
め

ざ
す

の
で

あ
れ

ば
、

そ
う

い
っ

た
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
、

河
川

整
備

計
画

の
中

に
盛

り
込

む
べ

き
で

あ
る

。

そ
の

他
-

1
住

民
参

加
に

関
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
6

－

6
1

公
述

外
⑧

河
川

整
備

計
画

が
策

定
さ

れ
た

後
、

ま
ず

は
１

０
年

間
の

整
備

に
関

し
て

、
よ

り
具

体
的

な
工

事
箇

所
や

工
程

、
方

法
、

予
算

を
公

開
し

、
そ

れ
に

つ
い

て
国

交
省

、
県

、
市

町
村

、
流

域
住

民
が

連
携

し
て

検
討

す
る

し
く

み
を

つ
く

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。

共
通

-8
今

後
の

地
域

住
民

、
関

係
機

関
の

連
携

に
つ

い
て

a.
P

6
7

P
1
3
3
～

1
3
4

- 18 -



公
聴

会
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流
域
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H
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四
国

三
郎

の
郷

　
　

（公
述

意
見

届
出

書
を

含
む

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

1
公

述
①

野
村

谷
川

か
ら

井
口

谷
の

間
は

洪
水

の
被

害
も

少
な

い
と

い
う

こ
と

か
ら

、
手

つ
か

ず
で

あ
っ

た
が

、
平

成
16

年
に

は
、

畑
・水

田
で

洪
水

被
害

が
生

じ
て

い
る

。
こ

の
吉

野
川

北
岸

堤
防

建
設

を
お

願
い

し
た

い
。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

2
公

述
②

吉
野

川
整

備
計

画
「原

案
」に

あ
り

ま
す

１
０

年
以

内
に

着
手

着
工

を
守

っ
て

い
た

だ
き

沼
田

地
区

の
堤

防
の

早
期

完
成

す
る

事
に

よ
り

住
民

の
安

心
・安

全
又

良
質

の
農

地
も

守
れ

る
と

思
う

。
治

水
-6

吉
野

川
本

川
堤

防
の

整
備

の
進

め
方

に
つ

い
て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

3
公

述
③

　
整

備
区

間
が

本
来

備
え

て
い

た
遊

水
効

果
な

ど
が

減
少

し
た

た
め

に
、

洪
水

位
の

高
ま

り
な

ど
か

ら
未

整
備

区
間

の
被

害
が

む
し

ろ
拡

大
し

て
い

る
傾

向
に

あ
る

と
思

う
。

　
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
中

流
域

全
体

の
整

備
を

急
ぎ

、
早

急
に

完
了

す
る

こ
と

が
、

築
堤

の
効

果
を

最
大

限
に

発
揮

す
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

と
考

え
て

い
る

の
で

、
実

施
工

程
に

つ
い

て
、

計
画

原
案

で
は

今
後

10
年

以
内

の
着

手
予

定
区

間
が

示
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

を
5年

程
度

に
繰

り
上

げ
て

実
施

し
て

欲
し

い
。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

4
公

述
③

整
備

計
画

原
案

は
、

関
係

自
治

体
や

地
域

住
民

に
対

す
る

た
び

重
な

る
説

明
を

し
、

ま
た

、
意

見
の

反
映

が
な

さ
れ

る
た

め
に

十
分

審
議

が
尽

く
さ

れ
て

い
る

の
で

、
こ

の
計

画
を

早
く

決
定

し
て

ほ
し

い
。

そ
の

他
-

3
河

川
整

備
計

画
の

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

a.
P

1
6
8

－

5
公

述
④

　
自

然
と

の
共

生
に

心
が

け
る

　
河

川
は

時
と

共
に

生
き

て
き

た
　

そ
れ

を
堤

防
で

固
定

化
す

る
　

出
来

る
だ

け
自

然
を

拘
束

し
な

い
管

理
を

願
い

た
い

治
水

-3
吉

野
川

の
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
（築

堤
等

）

b
.

P
8
2

P
7
8
,8

0
,8

3

6
公

述
④

堤
防

が
出

来
れ

ば
も

う
そ

れ
で

大
丈

夫
か

と
い

う
と

、
先

年
の

脇
町

の
水

騒
ぎ

と
い

う
も

の
が

あ
る

よ
う

に
、

内
水

の
問

題
と

い
う

の
は

必
ず

出
て

く
る

た
め

、
内

水
対

策
を

講
じ

て
ほ

し
い

。
治

水
-9

内
水

対
策

の
進

め
方

に
つ

い
て

a.
P

9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

7
公

述
④

液
状

化
を

含
め

た
地

震
対

策
を

講
じ

て
ほ

し
い

治
水

-1
6

地
震

対
策

に
つ

い
て

c.
P

1
0
6

P
7
2
,7

4
,9

6
,

1
0
8

8
公

述
④

漏
水

対
策

を
講

じ
て

ほ
し

い
。

治
水

-7
浸

透
対

策
に

つ
い

て
a.

P
9
0

P
3
2
,7

3
,8

8
,9

0
,

1
0
6
,1

1
7
,1

2
5

9
公

述
④

我
々

の
じ

い
さ

ん
ば

あ
さ

ん
の

時
代

に
一

生
懸

命
川

に
竹

を
植

え
て

畑
を

守
ろ

う
と

し
た

人
た

ち
が

お
っ

た
。

そ
し

て
、

昔
は

ア
ユ

が
よ

う
け

お
っ

て
、

み
ん

な
よ

う
と

り
に

行
っ

た
、

ウ
ナ

ギ
も

よ
う

け
お

っ
た

と
い

う
話

を
聴

く
の

で
す

が
、

今
は

だ
ん

だ
ん

と
そ

う
い

う
ふ

う
な

も
の

が
廃

れ
て

い
き

よ
る

と
い

う
思

い
が

し
て

お
る

わ
け

で
す

。
で

す
か

ら
、

そ
れ

を
何

と
か

復
活

さ
せ

て
ほ

し
い

。

環
境

-1
河

川
環

境
の

あ
り

方
に

つ
い

て
b
.

P
1
1
4

P
6
8
,7

5
,1

2
6
,

1
2
8
～

1
2
9

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
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（公
述

意
見

届
出

書
を

含
む

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

1
0

公
述

④
吉

野
川

と
い

う
と

こ
ろ

で
思

い
出

を
何

と
か

作
っ

て
あ

げ
た

い
。

安
全

・安
心

な
吉

野
川

づ
く

り
を

考
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

環
境

-1
2

河
川

空
間

（河
川

敷
）

の
利

用
促

進
に

つ
い

て

a.
P

1
4
2

P
7
7
,1

3
1

1
1

公
述

④
30

年
先

に
子

供
た

ち
と

一
緒

に
今

の
吉

野
川

を
も

っ
と

き
れ

い
に

し
て

遊
ぶ

が
た

め
に

環
境

の
保

全
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
私

た
ち

の
じ

い
ち

ゃ
ん

ば
あ

ち
ゃ

ん
が

一
生

懸
命

植
え

た
竹

林
を

守
っ

て
い

く
、

そ
し

て
そ

の
竹

林
に

あ
り

が
と

う
を

言
い

、
吉

野
川

に
あ

り
が

と
う

と
言

い
な

が
ら

、
吉

野
川

に
親

し
む

町
づ

く
り

が
で

き
れ

ば
い

い
か

な
思

い
ま

す
。

共
通

-4
将

来
予

測
を

考
慮

し
た

計
画

策
定

に
つ

い
て

a.
P

6
1

P
7
1

1
2

公
述

④
万

が
一

の
と

き
に

ど
の

よ
う

な
防

災
活

動
を

す
る

か
と

い
う

と
こ

ろ
ま

で
手

を
入

れ
て

、
計

画
を

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

管
理

-1
防

災
情

報
の

充
実

に
つ

い
て

a.
P

1
5
1

P
1
2
2
,1

2
3
～

1
2
4

1
3

公
述

④
下

流
の

人
は

下
流

の
こ

と
を

考
え

、
中

流
の

人
は

中
流

の
こ

と
を

考
え

、
上

流
の

人
は

上
流

の
こ

と
を

考
え

、
皆

そ
れ

ぞ
れ

に
考

え
る

け
れ

ど
も

、
吉

野
川

を
一

本
の

川
と

し
て

考
え

て
い

こ
う

と
す

る
運

動
が

少
し

少
な

か
っ

た
の

で
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

提
案

で
す

け
れ

ど
も

、
道

の
駅

を
造

っ
て

、
川

を
通

じ
て

上
流

・中
流

・下
流

域
の

人
々

が
交

流
で

き
れ

ば
い

い
と

思
い

ま
す

。

共
通

-2
流

域
内

の
交

流
推

進
に

つ
い

て
a.

P
5
7

P
1
3
3

1
4

公
述

⑤
　

無
堤

地
区

で
10

年
は

待
て

な
い

。
堤

高
を

現
況

の
半

分
で

も
漏

れ
は

解
消

さ
れ

る
。

　
不

況
化

で
厳

し
い

予
算

上
に

も
進

捗
率

は
上

が
る

と
お

も
う

。
　

早
急

に
整

備
に

着
手

し
て

ほ
し

い
。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

1
5

公
述

⑥
１

．
堤

防
工

事
に

よ
る

自
然

環
境

へ
の

影
響

を
軽

減
堤

防
位

置
は

水
辺

か
ら

で
き

る
だ

け
遠

ざ
け

て
ほ

し
い

。
水

際
近

く
に

堤
防

を
行

う
と

堤
防

を
守

る
た

め
の

低
水

護
岸

が
必

要
に

な
り

、
最

も
大

切
な

水
辺

環
境

（エ
コ

ト
ー

ン
）が

損
な

わ
れ

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
ま

た
、

吉
野

川
の

自
然

景
観

の
特

徴
で

あ
る

水
辺

林
が

堤
防

設
置

に
よ

っ
て

損
な

わ
れ

る
だ

け
で

な
く

、
堤

防
に

よ
っ

て
内

と
外

に
分

断
さ

れ
る

こ
と

で
環

境
の

劣
化

も
お

き
ま

す
。

吉
野

川
に

よ
り

多
く

の
自

然
を

残
す

こ
と

は
国

民
共

通
の

自
然

的
財

産
を

守
る

こ
と

に
な

る
と

考
え

ま
す

。

環
境

-8
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（工

法
）

a.
P

1
3
1

P
7
5
,1

1
3
,1

2
9
,

1
3
0
,1

3
1
,1

3
4

1
6

公
述

⑥
２

．
護

岸
工

事
に

は
石

組
み

の
水

制
工

な
ど

先
人

が
行

っ
て

き
た

工
事

方
法

を
吉

野
川

に
は

伝
統

的
な

護
岸

工
法

と
し

て
大

型
水

制
群

が
水

当
た

り
に

多
く

残
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
れ

ら
の

水
制

群
は

自
然

環
境

に
溶

け
込

み
、

淀
み

や
淵

を
形

成
し

、
構

造
物

が
あ

る
こ

と
で

か
え

っ
て

変
化

に
富

ん
だ

水
辺

環
境

を
創

り
出

し
て

い
ま

す
。

そ
れ

に
対

し
て

、
近

年
行

わ
れ

た
大

量
の

コ
ン

ク
リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
に

よ
る

根
固

め
や

護
岸

は
自

然
環

境
・景

観
を

大
き

く
損

な
い

鮎
な

ど
の

生
息

数
も

減
少

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
ふ

れ
あ

い
の

場
と

し
て

の
環

境
も

著
し

く
損

な
わ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

た
め

、
先

人
が

行
っ

て
き

た
伝

統
的

な
工

事
方

法
（水

制
）を

取
り

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

環
境

-8
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（工

法
）

b
.

P
1
3
3

P
7
5
,7

6
,1

3
0
,

1
3
1
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述

意
見

届
出

書
を

含
む

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

1
7

公
述

⑥
３

．
既

に
行

わ
れ

た
工

事
箇

所
に

お
い

て
自

然
環

境
の

再
生

を
行

う
大

量
に

設
置

さ
れ

た
根

固
め

ブ
ロ

ッ
ク

は
自

然
環

境
・景

観
を

損
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
巨

石
等

に
よ

る
覆

い
を

行
い

、
エ

コ
ト
ー

ン
を

回
復

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
こ

う
し

た
自

然
環

境
の

再
生

に
つ

い
て

も
河

川
整

備
計

画
に

位
置

づ
け

て
く

だ
さ

い
。

環
境

-1
0

多
自

然
川

づ
く

り
の

検
討

に
つ

い
て

（調
査

・
評

価
）

b
.

P
1
3
7

P
7
5

1
8

公
述

⑦
昨

年
の

七
月

に
開

か
れ

た
「第

一
回

吉
野

川
流

域
市

町
村

長
の

意
見

を
聞

く
会

」で
つ

る
ぎ

町
長

の
、

治
水

の
重

要
性

を
鑑

み
た

「議
論

を
長

引
か

せ
な

い
早

急
の

対
策

の
実

施
」と

い
う

要
望

こ
そ

が
我

々
浸

水
の

害
を

被
っ

て
い

る
住

民
の

統
一

し
た

意
見

で
あ

り
ま

す
。

温
暖

化
に

伴
い

更
な

る
猛

威
を

振
る

う
可

能
性

の
あ

る
台

風
に

対
し

て
我

々
に

与
え

ら
れ

た
時

間
は

僅
か

な
も

の
で

あ
り

、
悠

長
に

議
論

を
交

わ
し

て
い

る
と

き
で

は
な

く
、

そ
の

被
害

を
少

し
で

も
減

ら
す

た
め

の
築

堤
は

急
が

れ
る

べ
き

も
の

だ
と

考
え

ま
す

。

そ
の

他
-

3
河

川
整

備
計

画
の

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

a.
P

1
6
8

－

1
9

公
述

⑧
吉

野
川

の
資

源
を

い
か

に
保

ち
、

よ
り

良
好

な
自

然
環

境
に

改
善

す
る

こ
と

が
で

き
る

か
ど

う
か

、
整

備
計

画
に

よ
り

深
く

明
記

、
ま

た
は

、
検

討
課

題
と

し
て

打
ち

出
す

べ
き

。
環

境
-2

環
境

目
標

の
明

確
化

に
つ

い
て

b
.

P
1
1
6

P
5
3
～

5
6
,5

7
,7

5
,

1
3
3
～

1
3
4

2
0

公
述

⑧
治

水
対

策
に

つ
い

て
、

ハ
リ
ケ

ー
ン

・カ
ト
リ
ー

ナ
災

害
に

代
表

さ
れ

る
よ

う
に

、
現

状
の

治
水

計
画

や
洪

水
高

水
を

上
回

る
洪

水
が

起
こ

る
こ

と
を

前
提

と
し

、
そ

の
対

策
に

つ
い

て
検

討
し

、
明

記
す

べ
き

で
す

。
ま

た
、

住
民

の
避

難
計

画
や

、
被

災
者

へ
の

精
神

的
な

ケ
ア

、
復

興
計

画
な

ど
を

加
え

る
べ

き
で

す
。

治
水

-2
施

設
能

力
を

上
回

る
洪

水
へ

の
対

応
に

つ
い

て

a.
P

7
8

P
4
1
,7

1
,7

2
,

1
2
0
,1

2
2
,

1
3
3
,1

3
4

2
1

公
述

⑧
県

の
管

理
区

間
や

、
関

連
す

る
電

源
開

発
、

電
力

各
会

社
な

ど
と

の
関

係
や

連
携

を
明

確
に

し
て

ほ
し

い
。

そ
の

他
-

1
1

高
知

県
と

の
連

携
に

つ
い

て
a.

P
1
7
6

－

2
2

公
述

⑧
濁

水
を

流
さ

な
い

方
法

と
し

て
、

高
知

と
か

愛
媛

と
か

に
流

し
た

水
利

権
を

一
時

的
に

そ
の

時
期

だ
け

戻
し

て
、

ダ
ム

か
ら

濁
水

を
流

す
の

で
は

な
く

て
、

そ
う

い
う

水
で

補
て

ん
す

る
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

な
方

法
が

あ
る

。
環

境
-1

5
早

明
浦

ダ
ム

に
お

け
る

濁
水

対
策

に
つ

い
て

b
.

P
1
4
7

P
5
2
,9

6
,1

2
7
,

1
3
4

2
3

公
述

⑧
で

き
れ

ば
地

域
住

民
と

か
関

係
諸

機
関

を
入

れ
た

上
で

、
本

来
は

作
業

部
会

の
よ

う
な

常
設

委
員

会
を

作
り

、
是

非
常

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

よ
う

な
こ

と
を

お
願

い
し

た
い

。
そ

の
他

-
1

住
民

参
加

に
関

す
る

仕
組

み
に

つ
い

て
c.

P
1
6
6

－

2
4

公
述

⑧
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
く

一
部

の
情

報
が

公
開

に
な

り
、

こ
の

情
報

が
最

大
で

過
去

３
カ

月
間

の
情

報
し

か
残

っ
て

な
く

、
あ

と
は

ほ
と

ん
ど

公
開

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

も
含

め
て

、
情

報
公

開
の

環
境

整
備

を
お

願
い

し
ま

す
。

そ
の

他
-

1
3

調
査

・検
討

資
料

の
情

報
公

開
に

つ
い

て
a.

P
1
7
8

－

2
5

公
述

⑨
　

地
球

温
暖

化
に

伴
う

洪
水

等
水

災
害

に
対

し
て

、
東

み
よ

し
町

加
茂

地
区

に
は

壊
滅

的
な

被
害

を
回

避
す

る
こ

と
が

で
き

る
堤

防
が

な
い

。
早

期
の

加
茂

第
二

堤
防

完
成

を
お

願
い

す
る

と
共

に
、

堤
防

整
備

と
一

体
と

な
っ

た
街

づ
く

り
を

お
願

い
し

た
い

。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0
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（公
述

意
見

届
出

書
を

含
む

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

2
6

公
述

⑨
景

観
に

配
慮

し
た

整
備

と
し

て
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
等

を
極

力
使

用
し

な
い

盛
土

方
式

の
堤

防
を

お
願

い
し

ま
す

。
環

境
-8

多
自

然
川

づ
く

り
の

検
討

に
つ

い
て

（工
法

）
a.

P
1
3
1

P
7
5
,1

1
3
,1

2
9
,

1
3
0
,1

3
1
,1

3
4

2
7

公
述

⑨
釣

り
人

の
多

い
河

原
で

は
、

川
の

駅
み

た
い

な
船

着
場

や
河

原
に

行
け

る
よ

う
な

進
入

路
を

造
っ

て
頂

き
た

い
。

環
境

-1
3

河
川

空
間

（堤
防

）の
利

用
促

進
に

つ
い

て
a.

P
1
4
4

P
1
3
1
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土
佐

町
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
　

　
（公

述
意

見
届

出
書

を
含

む
）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

1
公

述
①

　
治

水
ダ

ム
が

あ
り

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

し
て

い
な

が
ら

、
建

設
以

来
３

０
年

を
越

え
る

今
日

に
お

い
て

も
大

豊
町

内
で

は
農

地
の

冠
水

な
ど

の
洪

水
被

害
が

発
生

し
て

い
る

。
　

こ
の

対
策

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
取

り
組

み
が

明
記

さ
れ

ず
、

流
域

住
民

の
不

安
を

解
消

す
る

よ
う

な
計

画
と

な
っ

て
い

な
い

。
　

こ
れ

ら
に

つ
い

て
、

完
全

に
解

消
す

る
こ

と
を

「目
標

」
に

明
記

し
、

住
民

が
理

解
で

き
る

具
体

的
な

取
り

組
み

を
「実

施
」に

明
記

す
べ

き
で

あ
る

。
ま

た
、

解
消

す
る

ま
で

の
間

、
流

域
住

民
に

強
い

る
我

慢
に

対
し

て
、

具
体

的
な

対
策

を
明

記
、

国
の

責
任

に
お

い
て

実
施

す
べ

き
で

あ
る

。

そ
の

他
-

1
0

高
知

県
管

理
区

間
の

改
修

要
望

・河
川

整
備

計
画

に
つ

い
て

d
.

P
1
7
5

－

2
公

述
①

建
設

以
来

、
洪

水
、

渇
水

、
い

ず
れ

の
場

合
も

濁
水

が
発

生
、

し
か

も
長

期
化

す
る

こ
と

か
ら

、
３

０
数

年
間

に
わ

た
り

流
域

住
民

は
そ

の
解

消
に

つ
い

て
訴

え
て

き
た

が
、

一
向

に
解

消
さ

れ
ず

、
住

民
は

我
慢

を
強

い
ら

れ
て

き
た

。
　

こ
の

対
策

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
取

り
組

み
が

明
記

さ
れ

ず
、

流
域

住
民

の
不

安
を

解
消

す
る

よ
う

な
計

画
と

な
っ

て
い

な
い

。
　

こ
れ

ら
に

つ
い

て
、

完
全

に
解

消
す

る
こ

と
を

「目
標

」
に

明
記

し
、

住
民

が
理

解
で

き
る

具
体

的
な

取
り

組
み

を
「実

施
」に

明
記

す
べ

き
で

あ
る

。
ま

た
、

解
消

す
る

ま
で

の
間

、
流

域
住

民
に

強
い

る
我

慢
に

対
し

て
、

具
体

的
な

対
策

を
明

記
、

国
の

責
任

に
お

い
て

実
施

す
べ

き
で

あ
る

。

環
境

-1
5

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
濁

水
対

策
に

つ
い

て
a.

P
1
4
7

P
5
2
,9

6
,1

2
7
,

1
3
4

3
公

述
②

過
去

に
重

大
な

災
害

が
な

か
っ

た
が

、
近

年
数

十
年

に
一

度
、

数
百

年
に

一
度

と
い

う
異

常
気

象
、

異
常

災
害

が
数

年
に

一
度

と
い

う
よ

う
な

割
合

で
起

き
る

と
い

う
見

解
が

ご
ざ

い
ま

す
。

も
し

も
の

場
合

、
予

想
を

超
え

る
と

か
想

定
外

の
と

い
う

よ
う

な
こ

と
を

言
わ

れ
ま

し
て

も
、

こ
れ

は
住

民
と

し
て

は
非

常
に

受
け

入
れ

が
た

い
も

の
が

あ
ろ

う
か

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
自

然
災

害
に

よ
る

行
政

裁
判

の
経

過
か

ら
、

無
過

失
責

任
と

い
う

こ
と

で
被

害
人

の
救

済
が

県
だ

け
で

は
ど

う
し

て
も

限
界

が
あ

り
、

で
き

な
い

こ
と

が
も

十
分

考
え

ら
れ

ま
す

。
し

た
が

い
ま

し
て

、
上

流
域

も
国

の
直

轄
の

中
に

入
れ

て
い

た
だ

き
た

い
と

い
う

ふ
う

に
私

は
考

え
て

お
り

ま
す

。
法

律
的

な
制

約
が

あ
れ

ば
、

改
正

も
必

要
で

は
な

い
か

、
省

令
に

基
づ

く
も

の
で

あ
れ

ば
、

法
律

よ
り

容
易

に
で

き
る

と
の

考
え

て
お

り
ま

す
。

吉
野

川
水

系
の

河
川

整
備

計
画

は
、

総
合

的
な

面
、

ま
た

運
営

に
お

い
て

整
合

性
の

と
れ

る
よ

う
な

政
策

を
実

施
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

そ
の

他
-

8
県

管
理

区
間

の
直

轄
化

要
望

に
つ

い
て

a.
P

1
7
3

－

4
公

述
②

　
洪

水
時

に
お

け
る

ダ
ム

の
放

流
量

は
ど

の
よ

う
な

基
準

に
よ

っ
て

決
め

ら
れ

て
い

る
の

か
。

そ
の

基
準

は
何

に
基

づ
い

て
い

る
の

か
。

管
理

-6
ダ

ム
の

管
理

規
定

に
つ

い
て

a.
P

1
6
2

－

5
公

述
②

直
轄

外
の

区
域

は
県

に
任

せ
る

と
い

う
こ

と
だ

が
、

運
営

、
管

理
す

る
こ

と
に

な
っ

た
ら

、
国

と
県

の
間

に
行

き
違

い
、

事
柄

に
よ

っ
て

は
衝

突
が

起
こ

っ
て

流
域

住
民

が
不

利
益

を
こ

う
む

る
こ

と
は

な
い

か
。

国
と

県
と

の
間

に
常

設
の

協
議

機
関

を
設

置
し

、
絶

え
ず

調
整

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

他
-

1
1

高
知

県
と

の
連

携
に

つ
い

て
a.

P
1
7
6

－

6
公

述
③

・早
明

浦
ダ

ム
に

お
い

て
、

流
域

の
保

水
力

を
保

つ
た

め
、

間
伐

や
植

樹
、

下
草

刈
り

な
ど

の
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

今
後

と
も

上
下

流
の

多
く

の
方

々
に

参
加

し
て

も
ら

う
た

め
に

も
、

ダ
ム

湖
岸

に
活

動
の

場
を

提
供

し
て

も
ら

い
た

い
。

共
通

-2
流

域
内

の
交

流
推

進
に

つ
い

て
a.

P
5
7

P
1
3
3

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
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「
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記
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ー
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テ
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マ
/
意

見
要

旨

7
公

述
④

早
明

浦
ダ

ム
下

流
の

県
管

理
区

間
の

問
題

に
つ

い
て

は
治

水
、

河
川

環
境

の
整

備
、

河
川

空
間

の
利

用
な

ど
下

流
域

と
上

流
域

の
整

合
性

を
図

り
、

整
備

計
画

を
公

平
公

正
な

国
策

に
す

る
た

め
、

是
非

早
明

浦
ダ

ム
か

ら
池

田
ダ

ム
間

の
区

間
を

濁
水

被
害

の
著

し
い

河
川

環
境

保
全

救
済

流
域

と
し

て
国

直
轄

区
間

に
変

更
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

そ
の

他
-

8
県

管
理

区
間

の
直

轄
化

要
望

に
つ

い
て

a.
P

1
7
3

－

8
公

述
④

濁
水

対
策

は
発

想
を

変
え

、
ダ

ム
上

流
だ

け
で

な
く

下
流

で
も

対
策

を
講

ず
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

具
体

的
に

は
、

ダ
ム

下
流

に
渇

水
期

専
用

の
河

道
を

設
け

、
濁

水
を

ろ
過

し
、

き
れ

い
な

水
を

本
流

に
戻

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
是

非
文

中
に

濁
水

対
策

と
し

て
、

「早
明

浦
ダ

ム
直

下
に

濁
水

ろ
過

設
備

を
設

置
す

る
」の

文
言

追
加

を
い

た
だ

き
た

い
。

環
境

-1
5

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
濁

水
対

策
に

つ
い

て
a.

P
1
4
7

P
5
2
,9

6
,1

2
7
,

1
3
4

9
公

述
④

過
去

の
洪

水
に

伴
う

現
状

の
ダ

ム
操

作
に

ダ
ム

直
下

の
住

民
は

不
安

を
持

っ
て

い
ま

す
。

国
管

理
区

間
で

は
、

徳
島

県
岩

津
地

点
に

目
標

流
量

が
定

め
ら

れ
、

ダ
ム

の
洪

水
調

節
が

な
さ

れ
て

い
ま

す
。

当
然

な
が

ら
、

本
整

備
計

画
の

対
象

外
で

あ
る

県
管

理
区

間
で

は
、

目
標

流
量

は
策

定
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。
し

た
が

っ
て

、
早

明
浦

ダ
ム

で
は

計
画

最
大

放
流

量
2
0
0
0
ｍ

３
/ｓ

以
内

で
あ

れ
ば

、
下

流
の

家
屋

や
田

畑
が

浸
水

し
て

い
て

も
ダ

ム
放

流
は

管
理

上
、

問
題

な
い

こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す
。

岩
津

地
点

の
目

標
流

量
を

達
成

す
る

た
め

に
も

上
流

に
目

安
と

な
る

目
標

流
量

を
定

め
、

池
田

ダ
ム

と
貯

水
容

量
の

大
き

い
早

明
浦

ダ
ム

で
早

目
に

洪
水

調
節

を
図

る
べ

き
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

応
策

と
し

て
、

本
山

町
汗

見
川

と
の

合
流

地
点

に
計

画
高

水
流

量
を

定
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

そ
の

他
-

9
高

知
県

管
理

区
間

の
浸

水
被

害
に

つ
い

て
a.

P
1
7
4

－

1
0

公
述

④
魚

類
、

動
植

物
の

生
息

、
生

育
等

に
は

水
質

の
確

保
と

適
度

な
水

温
の

保
持

が
重

要
と

考
え

ま
す

。
下

流
の

水
質

や
河

川
環

境
を

守
る

に
は

上
流

か
ら

河
口

ま
で

河
川

環
境

を
モ

ニ
タ

ー
し

、
対

策
を

講
じ

て
い

た
だ

き
た

い
。

管
理

-5
水

質
の

保
全

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
0

P
4
8
,7

6
,1

1
9
,

1
2
6
～

1
2
7

1
1

公
述

④
53

ペ
ー

ジ
、

「２
．

吉
野

川
の

現
状

と
課

題
」で

は
、

吉
野

川
上

流
域

は
「（

源
流

～
池

田
ダ

ム
）」

に
な

っ
て

い
ま

す
。

で
き

れ
ば

、
県

管
理

区
間

も
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

な
ど

を
実

施
し

、
河

川
環

境
の

現
状

把
握

と
附

帯
対

策
を

講
じ

て
い

た
だ

き
た

い
。

そ
の

他
-

1
0

高
知

県
管

理
区

間
の

改
修

要
望

・河
川

整
備

計
画

に
つ

い
て

b
.

P
1
7
5

－

1
2

公
述

④
特

に
濁

水
に

よ
る

環
境

破
壊

は
吉

野
川

に
流

入
す

る
支

流
河

川
の

水
に

よ
り

希
釈

さ
れ

ま
す

が
、

土
砂

量
は

変
わ

り
ま

せ
ん

。
魚

類
、

動
植

物
の

生
育

・繁
殖

・レ
キ

河
原

の
再

生
に

は
濁

水
に

よ
る

泥
の

付
着

、
底

泥
は

重
大

な
フ

ァ
ク

タ
ー

で
す

。
し

た
が

っ
て

、
「濁

水
な

ど
に

よ
り

発
生

し
た

底
泥

な
ど

泥
を

除
去

す
る

た
め

に
ダ

ム
放

流
に

よ
る

河
川

環
境

の
改

善
」の

記
述

追
加

を
要

望
す

る
。

環
境

-1
5

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
濁

水
対

策
に

つ
い

て
a.

P
1
4
7

P
5
2
,9

6
,1

2
7
,

1
3
4

1
3

公
述

④
魚

類
な

ど
生

息
・生

育
に

は
水

温
も

重
要

で
す

が
、

原
案

に
は

記
述

が
あ

り
ま

せ
ん

。
早

明
浦

ダ
ム

下
流

に
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

や
魚

類
が

た
く

さ
ん

い
た

こ
ろ

は
、

水
は

澄
み

本
流

の
ほ

う
が

支
流

よ
り

水
温

が
高

い
状

態
で

し
た

。
し

か
し

、
現

在
の

水
温

は
本

流
の

ほ
う

が
低

水
温

で
す

。
将

来
、

ダ
ム

下
部

に
放

流
管

を
完

成
し

放
流

が
開

始
さ

れ
れ

ば
、

さ
ら

に
本

流
の

水
温

は
下

が
り

、
魚

類
な

ど
の

生
息

、
生

育
に

重
大

な
影

響
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

現
在

の
基

準
を

再
検

討
す

る
と

と
も

に
、

住
民

周
知

、
情

報
共

有
な

ど
の

理
由

に
よ

り
、

本
整

備
計

画
の

ダ
ム

管
理

の
項

目
に

放
流

水
の

水
温

基
準

を
策

定
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

環
境

-1
4

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
環

境
の

現
状

に
つ

い
て

a.
P

1
4
5

P
5
2
,1

2
7

- 24 -



公
聴

会
（上

流
域

）　
H

21
.2

.2
2　

土
佐

町
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
　

　
（公

述
意

見
届

出
書

を
含

む
）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
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マ
/
意
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要

旨

1
4

公
述

④
現

在
、

本
山

町
に

は
ア

ユ
の

遡
上

は
確

認
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。
当

然
の

こ
と

な
が

ら
、

本
山

町
上

流
の

直
轄

区
間

で
あ

る
早

明
浦

ダ
ム

上
流

に
も

ア
ユ

が
遡

上
し

て
い

な
い

は
ず

で
す

。
75

ペ
ー

ジ
に

は
「堰

等
の

河
川

の
横

断
構

造
物

に
お

い
て

は
、

概
ね

魚
道

機
能

が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ア

ユ
等

の
遡

上
も

確
認

さ
れ

て
お

り
、

今
後

も
河

口
か

ら
上

流
に

か
け

て
の

移
動

の
連

続
性

を
確

保
で

き
る

よ
う

に
維

持
管

理
を

行
う

」と
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

文
言

を
「概

ね
魚

道
機

能
が

整
備

さ
れ

て
い

る
が

、
今

後
も

河
口

か
ら

上
流

に
か

け
て

の
移

動
の

連
続

性
を

確
保

し
、

ア
ユ

が
吉

野
川

上
流

ま
で

遡
上

で
き

る
よ

う
整

備
す

る
」に

修
正

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

環
境

-6
連

続
性

の
確

保
に

つ
い

て
b
.

P
1
2
5

P
5
6
,5

8
,7

5
,

1
1
3
,1

2
9
,

1
3
0
,1

3
4

1
5

公
述

④
河

川
整

備
計

画
の

見
直

し
に

つ
い

て
は

地
方

公
共

団
体

及
び

住
民

の
意

見
に

基
づ

く
こ

と
を

要
望

す
る

。
共

通
-5

河
川

整
備

計
画

の
見

直
し

に
つ

い
て

d
.

P
6
2

P
7
1
,7

8
,1

1
2
,

1
1
6
,1

2
6
,1

2
8

1
6

公
述

外
①

下
流

域
の

濁
水

、
渇

水
に

伴
う

河
川

環
境

の
悪

化
防

止
、

魚
の

住
め

る
川

と
な

る
為

の
考

え
を

お
聞

か
せ

下
さ

い
。

環
境

-1
4

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
環

境
の

現
状

に
つ

い
て

b
.

P
1
4
6

P
5
2
,1

2
7

- 25 -



学
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発
言

者
意

見
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び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

1
鎌

田
委

員
河

川
環

境
の

記
載

部
分

に
つ

い
て

は
、

｢図
る

｣･
｢努

め
る

｣の
表

現
が

多
い

。
例

え
ば

、
原

案
P
12

8に
「河

川
環

境
の

保
全

に
関

す
る

項
目

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

関
係

自
治

体
や

地
域

住
民

と
の

連
携

･共
同

を
図

る
」と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
仕

組
み

が
見

え
て

こ
な

い
。

仕
組

み
を

作
る

と
い

う
努

力
が

欲
し

い
。

環
境

-4
環

境
保

全
に

対
す

る
地

域
住

民
等

と
の

連
携

に
つ

い
て

a.
P

1
2
1

P
7
5
,1

3
2
,1

3
3

2
鎌

田
委

員
河

川
の

環
境

行
政

を
行

う
た

め
に

は
、

住
民

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
と

思
う

。
｢吉

野
川

の
自

然
環

境
を

考
え

る
会

｣を
利

用
す

る
等

し
て

、
河

川
環

境
に

つ
い

て
の

検
討

会
を

常
設

し
て

欲
し

い
。

ま
た

、
検

討
会

で
評

価
し

た
結

果
が

外
部

に
公

表
さ

れ
る

シ
ス

テ
ム

を
作

っ
て

欲
し

い
。

環
境

-4
環

境
保

全
に

対
す

る
地

域
住

民
等

と
の

連
携

に
つ

い
て

a.
P

1
2
1

P
7
5
,1

3
2
,1

3
3

3
小

林
委

員
流

域
住

民
の

一
人

と
し

て
も

、
こ

の
吉

野
川

水
系

河
川

整
備

計
画

の
策

定
を

期
待

し
て

お
り

ま
す

。
そ

の
他

-
3

河
川

整
備

計
画

の
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て

a.
P

1
6
8

－

4
中

村
委

員
今

後
、

一
段

と
経

済
情

勢
、

財
政

事
情

が
厳

し
く

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

中
で

、
予

算
の

確
保

と
、

着
実

な
計

画
の

実
施

を
望

む
。

共
通

-6
河

川
整

備
計

画
の

事
業

費
に

つ
い

て
a.

P
6
4

P
6
7

5
中

村
委

員
第

十
堰

の
上

流
数

十
米

の
所

の
巨

木
を

伐
採

し
て

も
ら

い
た

い
と

考
え

て
い

る
。

美
観

上
も

ぜ
ひ

お
願

い
し

た
い

。
す

ぐ
に

実
行

可
能

と
思

う
が

、
な

ぜ
と

り
か

か
れ

な
い

の
か

教
え

て
欲

し
い

。
管

理
-3

河
道

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
（樹

木
伐

採
・

河
積

確
保

）

a.
P

1
5
6

P
1
1
4
,1

1
6

6
佐

藤
（
晃

）
委

員

吉
野

川
中

流
の

堤
防

未
改

修
地

区
は

、
一

般
に

昔
か

ら
下

流
地

域
を

守
る

た
め

の
洪

水
時

の
安

全
弁

と
し

て
遊

水
池

機
能

が
期

待
さ

れ
て

き
た

。
そ

の
た

め
に

整
備

順
位

が
あ

と
に

な
ら

ざ
る

を
得

な
い

の
が

一
般

で
あ

る
。

大
き

な
河

川
流

域
の

整
備

は
非

常
に

長
期

間
を

要
す

る
た

め
に

、
都

市
化

の
進

展
に

伴
い

こ
れ

ら
地

域
に

住
宅

が
建

設
さ

れ
る

場
合

が
増

え
、

河
川

整
備

が
追

い
つ

い
て

い
な

い
場

合
が

し
ば

し
ば

見
ら

れ
る

。
も

し
こ

の
よ

う
な

箇
所

が
あ

っ
た

ら
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
な

ど
に

よ
り

十
分

に
理

解
を

得
る

と
共

に
、

当
面

の
安

全
対

策
に

十
分

配
慮

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

管
理

-2
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
の

充
実

に
つ

い
て

a.
P

1
5
4

P
4
1
,1

2
3

7
佐

藤
（
晃

）
委

員

整
備

計
画

原
案

に
も

上
流

ダ
ム

群
の

統
合

管
理

の
重

要
性

に
触

れ
て

い
る

が
、

さ
す

が
に

吉
野

川
流

域
に

は
各

種
ダ

ム
が

多
く

建
設

さ
れ

て
い

る
だ

け
に

大
変

重
要

な
課

題
で

あ
り

是
非

実
現

し
て

頂
き

た
い

。
特

に
近

年
、

上
流

の
本

・支
川

流
域

に
お

け
る

気
象

特
性

の
変

化
（降

雨
特

性
、

ス
ポ

ッ
ト
的

な
集

中
降

雨
な

ど
）
が

、
洪

水
・渇

水
両

面
で

の
ダ

ム
管

理
の

変
化

の
必

要
性

と
し

て
も

表
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
思

う
。

ダ
ム

管
理

規
定

改
訂

な
ど

に
は

利
用

順
位

な
ど

権
利

問
題

も
含

め
て

難
し

い
問

題
も

多
い

と
存

じ
ま

す
が

、
連

結
管

理
が

実
現

す
る

メ
リ
ッ

ト
の

大
き

さ
を

考
え

て
早

急
の

取
り

組
み

を
図

る
べ

き
で

あ
る

と
考

え
る

。

管
理

-6
ダ

ム
の

管
理

規
定

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
2

－

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
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8
田

村
委

員
近

年
、

地
球

温
暖

化
に

よ
る

気
候

の
変

化
で

、
流

域
住

民
が

水
災

害
や

渇
水

等
の

被
害

に
見

舞
わ

れ
て

お
り

、
治

水
や

利
水

に
重

点
が

置
か

れ
る

整
備

計
画

に
な

る
の

は
当

然
の

こ
と

だ
と

思
う

。
し

か
し

、
人

間
文

明
の

エ
ゴ

・市
場

原
理

主
義

が
地

球
の

生
態

系
を

壊
し

、
環

境
の

悪
化

を
招

い
て

き
た

の
は

、
皆

さ
ん

承
知

の
と

お
り

で
あ

り
、

環
境

へ
の

配
慮

は
と

て
も

大
切

で
あ

る
。

水
は

人
間

が
人

間
で

あ
る

た
め

の
最

後
の

砦
だ

と
い

う
人

が
い

る
。

森
と

水
の

文
明

を
守

り
、

生
態

系
を

守
り

、
命

を
守

る
こ

と
を

忘
れ

て
は

な
ら

な
い

と
思

う
。

環
境

-1
河

川
環

境
の

あ
り

方
に

つ
い

て
a.

P
1
1
4

P
6
8
,7

5
,1

2
6
,

1
2
8
～

1
2
9

9
森

本
委

員
　

今
回

の
【原

案
】は

13
4頁

に
わ

た
っ

て
い

る
が

、
当

然
の

事
な

が
ら

大
部

分
が

治
水

・利
水

で
あ

っ
て

、
環

境
に

つ
い

て
の

項
目

は
、

「3
-5

-2
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

項
目

」7
5～

76
頁

の
2頁

の
み

で
、

住
民

参
加

に
関

し
て

の
項

目
は

13
3～

13
4頁

の
「今

後
に

む
け

て
」の

中
に

、
『地

域
住

民
、

自
治

体
、

関
係

機
関

、
河

川
管

理
者

等
が

吉
野

川
流

域
の

情
報

を
共

有
し

連
携

・共
同

し
て

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

不
可

欠
で

あ
る

』と
記

さ
れ

て
い

る
だ

け
で

あ
る

。
不

可
欠

で
あ

る
な

ら
ば

、
今

後
30

年
間

の
整

備
計

画
で

あ
る

の
で

、
河

川
整

備
の

基
本

理
念

の
中

に
関

係
住

民
を

加
え

た
住

民
参

加
型

の
し

く
み

を
加

え
る

べ
き

で
あ

る
と

考
え

る
。

　
こ

れ
ま

で
に

貴
省

は
、

流
域

首
長

や
流

域
住

民
の

意
見

を
聞

く
会

を
の

べ
約

30
回

行
い

、
貴

省
の

考
え

方
を

説
明

し
て

き
た

が
、

住
民

側
か

ら
み

る
と

い
ず

れ
も

一
方

的
な

説
明

で
、

「聞
き

お
こ

う
」の

姿
勢

は
変

わ
っ

て
い

な
い

。
も

っ
と

真
摯

に
対

応
す

べ
き

で
、

そ
の

た
め

に
は

【原
案

】
の

「河
川

整
備

の
基

本
理

念
」(

1)
安

全
で

安
心

で
き

る
吉

野
川

の
実

現
、

(2
)河

川
本

来
の

自
然

環
境

を
有

す
る

吉
野

川
の

再
生

、
(3

)地
域

の
自

然
・景

観
・社

会
環

境
に

調
和

し
た

個
性

あ
る

吉
野

川
の

創
造

、
に

加
え

て
(4

)と
し

て
関

係
住

民
参

加
の

検
討

会
を

明
文

化
し

て
お

け
ば

、
今

後
必

ず
関

係
住

民
の

意
見

が
反

映
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

が
必

要
で

あ
る

。

そ
の

他
-

1
住

民
参

加
に

関
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
6

－

1
0

上
月

委
員

１
）環

境
用

水
に

つ
い

て
　

地
域

で
の

豊
か

さ
の

基
盤

と
な

る
水

辺
と

し
て

，
身

近
な

小
河

川
の

役
割

は
大

き
い

。
　

し
か

 し
下

水
道

整
備

率
が

低
い

吉
野

川
流

域
で

は
，

生
活

排
水

に
よ

っ
て

汚
濁

さ
れ

る
小

河
川

が
多

い
。

　
そ

こ
で

，
水

質
の

改
善

，
良

好
な

景
観

や
親

水
・レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

空
間

の
保

全
・創

出
，

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

の
保

全
等

の
た

め
に

使
用

さ
れ

る
水

と
し

て
「環

境
用

水
」を

認
め

，
必

要
と

さ
れ

る
地

域
で

利
用

す
る

こ
と

を
認

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

管
理

-5
水

質
の

保
全

に
つ

い
て

a.
P

1
6
0

P
4
8
,7

6
,1

1
9
,

1
2
6
～

1
2
7

1
1

上
月

委
員

　
各

地
方

自
治

体
に

は
，

今
後

10
年

程
度

の
将

来
計

画
が

あ
る

。
　

国
土

交
通

省
で

は
全

国
規

模
で

地
域

の
将

来
予

測
が

様
々

な
視

点
で

な
さ

れ
て

い
る

。
　

こ
れ

ら
の

計
画

や
将

来
予

測
に

基
づ

き
，

必
要

と
さ

れ
る

河
川

事
業

と
い

っ
た

視
点

で
の

記
述

が
十

分
で

な
い

。
　

河
川

整
備

計
画

と
そ

れ
ら

の
計

画
，

予
測

と
の

整
合

性
を

示
す

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

共
通

-4
将

来
予

測
を

考
慮

し
た

計
画

策
定

に
つ

い
て

a.
P

6
1

P
7
1

1
2

原
田

委
員

将
来

30
年

の
間

に
は

、
予

想
を

超
え

る
天

変
地

異
で

不
測

の
事

態
が

発
生

す
る

か
も

し
れ

な
い

。
周

辺
地

域
や

諸
外

国
に

支
援

を
仰

ぐ
こ

と
も

含
め

て
臨

機
応

変
に

対
応

す
る

事
。

治
水

-2
施

設
能

力
を

上
回

る
洪

水
へ

の
対

応
に

つ
い

て

a.
P

7
8

P
4
1
,7

1
,7

2
,

1
2
0
,1

2
2
,

1
3
3
,1

3
4
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1
3

原
田

委
員

早
急

に
夏

の
渇

水
被

害
の

な
い

よ
う

早
明

浦
ダ

ム
の

治
水

機
能

向
上

が
求

め
ら

れ
る

が
、

こ
の

問
題

は
、

ダ
ム

周
辺

の
山

の
あ

り
よ

う
で

あ
る

。
国

有
林

・私
有

林
、

植
林

、
間

伐
、

林
道

整
備

、
環

境
問

題
な

ど
、

複
雑

に
か

ら
み

あ
う

総
合

的
複

合
的

問
題

解
決

が
急

が
れ

、
大

き
な

政
治

課
題

で
あ

る
。

こ
の

地
域

に
マ

ン
パ

ワ
ー

投
入

が
必

要
で

あ
り

、
「歳

越
し

派
遣

村
」の

事
態

か
ら

、
少

し
は

国
レ

ベ
ル

で
考

え
ら

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

共
通

-1
0

森
林

に
関

す
る

他
機

関
と

の
連

携
に

つ
い

て
b
.

P
7
0

P
1
3
4

1
4

原
田

委
員

　
追

っ
て

出
来

る
『抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
』と

の
、

よ
り

よ
い

調
和

を
計

っ
て

ほ
し

い
。

社
会

情
勢

が
如

何
に

変
わ

ろ
う

と
も

、
「国

破
れ

て
山

河
あ

り
」。

吉
野

川
だ

け
は

、
「水

は
い

の
ち

」新
し

い
２

１
世

紀
文

明
の

創
造

に
、

こ
の

原
案

で
即

し
た

事
柄

が
、

そ
の

優
先

順
位

を
タ

イ
ム

リ
ー

に
獲

得
し

な
が

ら
実

行
さ

れ
て

い
っ

て
ほ

し
い

。
枯

渇
の

な
い

吉
野

川
流

域
の

す
べ

で
の

生
命

を
潤

す
た

め
に

－

そ
の

他
-

7
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て

d
.

P
1
7
2

－

1
5

平
井

委
員

加
茂

第
二

地
区

に
お

け
る

築
堤

事
業

で
は

、
当

方
の

試
算

・シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

で
は

現
状

の
竹

林
景

観
の

20
％

弱
が

伐
採

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
自

然
豊

か
な

河
川

景
観

の
一

部
を

失
う

こ
と

も
予

想
さ

れ
る

。
そ

れ
ゆ

え
、

河
川

整
備

計
画

の
推

進
・実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

平
成

20
年

度
に

設
置

さ
れ

た
「吉

野
川

中
流

域
文

化
・
景

観
懇

談
会

」な
ど

で
の

意
見

も
踏

ま
え

て
、

河
川

工
事

の
実

施
計

画
を

立
案

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
今

回
は

た
ま

た
ま

加
茂

第
二

地
区

が
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

無
堤

地
区

の
築

堤
事

業
に

あ
た

っ
て

は
、

基
本

的
に

地
域

の
景

観
・環

境
に

も
十

分
に

配
慮

し
て

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

治
水

-1
3

加
茂

第
二

箇
所

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容
に

つ
い

て

a.
P

1
0
0

－

1
6

平
井

委
員

築
堤

さ
れ

た
と

し
て

も
、

排
水

ポ
ン

プ
な

ど
が

整
備

さ
れ

な
い

と
、

平
成

16
年

10
月

台
風

で
浸

水
し

た
内

水
災

害
区

域
の

被
害

は
回

避
で

き
な

い
。

築
堤

に
よ

り
、

か
え

っ
て

内
水

が
長

時
間

湛
水

し
て

し
ま

う
恐

れ
も

あ
る

。
治

水
-1

3
加

茂
第

二
箇

所
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

b
.

P
1
0
0

－

1
7

平
井

委
員

吉
野

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【原

案
】の

策
定

前
に

河
川

流
域

の
歴

史
や

文
化

、
自

然
環

境
、

河
川

景
観

・地
域

景
観

を
検

討
す

る
懇

談
会

（「
吉

野
川

中
流

域
文

化
・景

観
懇

談
会

」）
が

設
置

さ
れ

、
そ

こ
で

の
検

討
内

容
を

整
備

計
画

に
反

映
し

て
も

ら
い

た
か

っ
た

。
こ

の
よ

う
な

取
組

は
、

環
境

・景
観

に
配

慮
し

た
新

河
川

法
で

の
河

川
整

備
計

画
の

立
案

・推
進

に
あ

た
っ

て
新

た
な

モ
デ

ル
と

し
て

評
価

で
き

、
整

備
計

画
立

案
時

の
み

な
ら

ず
、

工
事

実
施

計
画

立
案

時
に

も
ぜ

ひ
機

能
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

。

環
境

-1
1

河
川

景
観

に
つ

い
て

b.
P

1
3
8

P
6
0
,6

8
,

7
5
～

7
6
,

1
3
0
～

1
3
1
,

1
3
3
～

1
3
4

1
8

平
井

委
員

加
茂

第
二

地
区

の
場

合
に

は
、

複
数

の
築

堤
法

定
計

画
線

の
中

か
ら

、
現

居
住

者
の

家
屋

移
転

問
題

な
ど

も
検

討
さ

れ
た

現
行

の
築

堤
法

定
計

画
線

が
示

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

う
し

た
場

合
に

は
、

築
堤

工
事

費
と

家
屋

移
転

費
用

の
対

費
用

効
果

な
ど

も
整

備
計

画
立

案
に

あ
た

っ
て

の
検

討
材

料
に

な
る

の
で

は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
。

整
備

計
画

自
体

に
お

い
て

工
事

費
等

は
検

討
項

目
に

な
っ

て
い

な
い

よ
う

で
は

あ
る

が
、

事
業

計
画

の
推

進
・進

捗
に

あ
た

っ
て

は
工

事
費

や
地

元
負

担
額

、
対

費
用

効
果

も
大

き
な

課
題

で
あ

る
た

め
、

こ
う

し
た

点
に

つ
い

て
検

討
す

る
分

科
会

な
ど

の
設

置
も

必
要

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

も
ち

ろ
ん

、
こ

れ
は

公
共

工
事

の
あ

り
方

全
般

と
関

連
す

る
こ

と
あ

り
、

今
後

の
河

川
行

政
の

中
で

ぜ
ひ

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

そ
の

他
-

1
住

民
参

加
に

関
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

c.
P

1
6
6

－
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学
識

者
へ

の
意

見
照

会

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

1
9

佐
藤

（
陽

）
委

員

論
理

流
れ

や
構

成
が

適
切

で
な

い
た

め
，

た
だ

漫
然

と
記

述
し

て
ペ

ー
ジ

を
増

や
し

て
い

る
だ

け
の

よ
う

な
印

象
を

与
え

る
。

ま
ず

，
人

に
見

せ
読

ん
で

も
ら

う
つ

も
り

の
文

書
な

の
か

ど
う

か
を

考
え

た
方

が
よ

い
．

ポ
イ

ン
ト
は

，
論

理
の

流
れ

を
き

っ
ち

り
と

定
め

，
そ

れ
に

基
づ

き
適

切
に

構
成

し
，

わ
か

り
や

す
く

，
具

体
的

に
記

述
す

る
こ

と
に

つ
き

る
（言

葉
の

定
義

に
も

も
っ

と
注

意
を

払
う

必
要

が
あ

る
）。

共
通

-1
3

文
章

等
表

現
内

容
の

改
善

に
つ

い
て

a.
P

7
6

－

2
0

佐
藤

（
陽

）
委

員

　
唐

突
に

温
暖

化
の

影
響

の
記

述
は

加
え

な
い

方
が

よ
い

。
温

暖
化

に
つ

い
て

は
、

一
般

に
そ

れ
に

つ
い

て
の

影
響

を
説

明
し

て
い

る
よ

う
で

、
実

際
は

何
も

説
明

し
て

い
な

い
こ

と
が

多
い

。
記

述
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
ど

の
よ

う
な

影
響

が
考

え
ら

れ
る

の
か

、
具

体
的

に
記

す
こ

と
。

　
ま

た
、

温
暖

化
の

具
体

的
な

影
響

を
検

出
す

る
た

め
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
は

、
一

般
に

簡
単

な
こ

と
で

は
な

い
の

で
注

意
。

共
通

-1
地

球
温

暖
化

に
対

す
る

方
策

に
つ

い
て

a.
P

5
5

P
4
1
,4

6
-
1
,

5
6
,5

8
,1

2
2
,

1
3
4

2
1

佐
藤

（
陽

）
委

員

　
適

正
な

利
用

と
は

、
流

水
の

正
常

な
機

能
と

は
何

な
の

か
、

こ
の

記
述

で
は

ま
っ

た
く

わ
か

ら
な

い
。

渇
水

被
害

を
ど

こ
ま

で
押

さ
え

た
ら

最
小

限
な

の
か

、
目

標
が

わ
か

る
記

述
と

な
っ

て
い

な
い

。
利

水
は

重
要

な
事

項
で

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

記
述

が
驚

く
ほ

ど
短

く
、

曖
昧

な
の

は
問

題
。

利
水

-1
吉

野
川

の
正

常
流

量
に

つ
い

て
a.

P
1
1
1

P
4
3
,1

2
6

2
2

佐
藤

（
陽

）
委

員

　
こ

こ
に

記
述

さ
れ

て
い

る
と

お
り

だ
と

す
れ

ば
、

吉
野

川
の

環
境

面
に

お
け

る
整

備
の

基
本

理
念

は
，

堤
内

地
の

樹
林

化
と

シ
ナ

ダ
レ

ス
ズ

メ
ガ

ヤ
だ

け
と

な
る

が
、

そ
れ

で
よ

い
の

か
？

理
念

の
記

述
と

し
て

は
、

非
常

に
問

題
が

あ
る

と
思

う
。

も
っ

と
河

川
整

備
の

基
本

理
念

と
は

何
か

を
含

め
、

再
検

討
す

べ
き

と
考

え
る

。

環
境

-2
環

境
目

標
の

明
確

化
に

つ
い

て
b
.

P
1
1
6

P
5
3
～

5
6
,5

7
,7

5
,

1
3
3
～

1
3
4

2
3

佐
藤

（
陽

）
委

員

　
目

標
を

示
す

記
述

に
な

っ
て

い
な

い
。

曖
昧

に
努

力
の

方
向

性
を

示
し

た
だ

け
で

は
目

標
と

は
言

え
な

い
の

で
、

ど
う

し
て

も
こ

の
よ

う
な

記
述

の
仕

方
を

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

目
標

と
い

う
言

葉
は

使
う

べ
き

で
な

い
。

目
標

が
具

体
的

に
示

さ
れ

な
い

の
で

あ
れ

ば
、

評
価

の
し

よ
う

も
な

く
無

意
味

。
　

結
局

の
と

こ
ろ

、
現

状
の

把
握

、
そ

れ
に

基
づ

い
た

課
題

の
抽

出
が

き
ち

ん
と

で
き

て
い

な
い

の
で

、
理

念
も

目
標

も
曖

昧
な

記
述

に
終

始
し

て
い

る
よ

う
に

見
受

け
ら

れ
る

。
論

理
の

流
れ

を
踏

ま
え

た
上

で
の

再
検

討
を

求
む

。

環
境

-2
環

境
目

標
の

明
確

化
に

つ
い

て
b
.

P
1
1
6

P
5
3
～

5
6
,5

7
,7

5
,

1
3
3
～

1
3
4
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流
域

市
町

村
長

へ
の

意
見

照
会

 （
下

流
域

：徳
島

市
、

鳴
門

市
、

吉
野

川
市

、
阿

波
市

、
石

井
町

、
松

茂
町

、
北

島
町

、
藍

住
町

、
板

野
町

、
上

板
町

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

1
徳

島
市

長
堤

防
の

か
さ

上
げ

に
よ

る
安

全
性

向
上

治
水

-1
0

河
口

周
辺

堤
防

の
対

策
の

計
画

反
映

に
つ

い
て

a.
P

9
7

P
9
6

2
徳

島
市

長
漏

水
対

策
に

よ
る

安
全

性
向

上
治

水
-7

浸
透

対
策

に
つ

い
て

a.
P

9
0

P
3
2
,7

3
,8

8
,9

0
,

1
0
6
,1

1
7
,1

2
5

3
徳

島
市

長
地

震
に

対
す

る
安

全
性

向
上

治
水

-1
6

地
震

対
策

に
つ

い
て

b.
P

1
0
6

P
7
2
,7

4
,9

6
,

1
0
8

4
徳

島
市

長
排

水
機

場
の

新
設

・増
設

治
水

-9
内

水
対

策
の

進
め

方
に

つ
い

て
a.

P
9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

5
徳

島
市

長
環

境
保

全
、

地
域

と
川

の
共

生
関

係
の

構
築

環
境

-1
河

川
環

境
の

あ
り

方
に

つ
い

て
a.

P
1
1
4

P
6
8
,7

5
,1

2
6
,

1
2
8
～

1
2
9

6
徳

島
市

長
適

切
な

維
持

管
理

管
理

-4
河

川
の

適
正

な
維

持
管

理
に

つ
い

て
b
.

P
1
5
9

P
1
1
7

7
徳

島
市

長
住

民
に

わ
か

り
や

す
い

防
災

情
報

の
提

供
管

理
-1

防
災

情
報

の
充

実
に

つ
い

て
a.

P
1
5
1

P
1
2
2
,1

2
3
～

1
2
4

8
徳

島
市

長
四

国
地

方
整

備
局

に
お

か
れ

て
は

、
一

層
の

予
算

確
保

に
努

め
ら

れ
、

吉
野

川
水

系
河

川
整

備
計

画
の

早
期

策
定

と
事

業
着

手
及

び
早

期
事

業
完

成
を

強
く

希
望

す
る

。
そ

の
他

-
3

河
川

整
備

計
画

の
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て

a.
P

1
6
8

－

9
鳴

門
市

長
旧

吉
野

川
の

板
東

谷
川

合
流

点
下

流
で

は
、

無
堤

地
区

が
あ

り
、

整
備

が
遅

れ
て

い
ま

す
。

　
こ

の
た

び
の

、
吉

野
川

水
系

河
川

整
備

計
画

（原
案

P
.9

9）
で

は
、

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
浸

水
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

の
対

策
と

し
て

、
新

規
築

堤
実

施
区

間
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

で
き

る
だ

け
早

く
実

施
計

画
を

策
定

し
て

い
た

だ
き

、
一

日
も

早
い

整
備

を
お

願
い

し
た

い
。

　
継

続
区

間
に

つ
い

て
も

、
優

先
的

に
整

備
を

お
願

い
し

た
い

。

治
水

-1
5

旧
吉

野
川

板
東

谷
川

合
流

点
下

流
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

a.
P

1
0
4

P
9
9
,1

0
2
,1

2
2

1
0

鳴
門

市
長

流
域

住
民

の
生

命
財

産
を

守
る

と
と

も
に

、
安

定
し

た
水

利
用

を
維

持
す

る
た

め
、

現
在

の
第

十
堰

を
抜

本
的

に
改

築
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
旧

吉
野

川
の

水
を

、
上

水
道

や
農

業
用

水
・工

業
用

水
の

水
源

と
し

て
い

る
鳴

門
市

と
し

て
は

、
治

水
、

利
水

の
面

か
ら

、
ま

た
、

環
境

保
全

の
観

点
か

ら
も

、
何

が
ベ

ス
ト
な

の
か

を
、

地
域

住
民

の
意

見
を

早
急

に
取

り
ま

と
め

、
で

き
る

だ
け

早
く

抜
本

的
な

第
十

堰
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

そ
の

他
-

7
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て

d
.

P
1
7
2

－

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
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流
域

市
町

村
長

へ
の

意
見

照
会

 （
下

流
域

：徳
島

市
、

鳴
門

市
、

吉
野

川
市

、
阿

波
市

、
石

井
町

、
松

茂
町

、
北

島
町

、
藍

住
町

、
板

野
町

、
上

板
町

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

1
1

吉
野

川
市

長

「吉
野

川
水

系
河

川
整

備
計

画
」の

早
期

の
策

定
を

お
願

い
し

、
そ

の
目

標
に

向
け

た
河

川
整

備
の

実
施

を
強

く
要

望
い

た
し

ま
す

。
そ

の
他

-
3

河
川

整
備

計
画

の
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て

a.
P

1
6
8

－

1
2

吉
野

川
市

長

「ほ
た

る
川

地
区

」（
原

案
　

Ｐ
９

３
の

位
置

図
参

照
）で

、
平

成
１

６
年

１
０

月
の

台
風

２
３

号
に

お
い

て
、

流
域

一
帯

に
内

水
が

湛
水

し
、

６
０

戸
を

超
え

る
家

屋
の

浸
水

被
害

が
発

生
し

、
住

民
生

活
に

深
刻

な
影

響
が

あ
り

ま
し

た
こ

と
を

、
先

の
「流

域
市

町
村

長
の

意
見

を
聴

く
会

」で
申

し
上

げ
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

排
水

機
場

の
整

備
な

ど
、

内
水

対
策

を
お

願
い

し
ま

す
。

治
水

-9
内

水
対

策
の

進
め

方
に

つ
い

て
a.

P
9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

1
3

阿
波

市
長

今
後

は
公

聴
会

や
パ

ブ
リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
な

ど
で

だ
さ

れ
た

、
流

域
住

民
の

意
見

に
つ

い
て

計
画

的
に

反
映

さ
れ

る
よ

う
配

慮
を

お
願

い
す

る
。

そ
の

他
-

4
意

見
の

反
映

方
法

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
9

－

1
4

阿
波

市
長

限
ら

れ
た

予
算

の
中

、
徹

底
し

た
効

率
化

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

、
整

備
計

画
に

基
づ

く
災

害
予

防
対

策
が

計
画

的
か

つ
着

実
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
お

願
い

す
る

。
共

通
-6

河
川

整
備

計
画

の
事

業
費

に
つ

い
て

a.
P

6
4

P
6
7

1
5

石
井

町
長

角
ノ

瀬
排

水
場

の
残

り
20

m
3
/s

の
ポ

ン
プ

を
増

設
す

る
こ

と
に

よ
る

加
減

堰
の

撤
去

な
ど

、
一

層
の

内
水

対
策

を
強

く
要

望
い

た
し

ま
す

。

そ
の

他
-

1
2

徳
島

県
管

理
区

間
の

改
修

要
望

等
に

つ
い

て

a.
P

1
7
7

－

1
6

石
井

町
長

流
域

住
民

の
意

見
が

反
映

さ
れ

て
治

水
、

利
水

は
も

と
よ

り
環

境
に

配
慮

さ
れ

た
「吉

野
川

水
系

河
川

整
備

計
画

」
を

早
急

に
策

定
し

て
い

た
だ

き
、

そ
の

計
画

に
沿

っ
た

河
川

整
備

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
そ

の
他

-
3

河
川

整
備

計
画

の
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て

a.
P

1
6
8

－

1
7

松
茂

町
長

吉
野

川
水

系
河

川
整

備
計

画
の

速
や

か
な

決
定

し
、

早
期

な
着

工
を

要
望

す
る

。
そ

の
他

-
3

河
川

整
備

計
画

の
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て

a.
P

1
6
8

－

1
8

松
茂

町
長

　
旧

吉
野

川
及

び
今

切
川

は
、

吉
野

川
本

川
に

比
較

し
て

堤
防

整
備

が
遅

れ
て

い
る

。
　

今
回

の
原

案
に

お
い

て
両

河
川

の
一

部
の

堤
防

強
化

が
盛

り
込

ま
れ

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
が

、
な

お
未

整
備

区
間

が
残

る
こ

と
と

な
る

の
で

、
旧

吉
野

川
及

び
今

切
川

の
未

整
備

区
間

を
解

消
す

る
計

画
と

な
る

こ
と

を
要

望
す

る
。

治
水

-1
5

旧
吉

野
川

板
東

谷
川

合
流

点
下

流
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

a.
P

1
0
4

P
9
9
,1

0
2
,1

2
2

1
9

北
島

町
長

北
島

町
は

旧
吉

野
川

、
今

切
川

に
囲

ま
れ

て
お

り
、

未
だ

未
整

備
の

区
間

も
多

い
こ

と
か

ら
、

洪
水

等
の

水
害

が
発

生
す

る
お

そ
れ

が
十

分
あ

る
こ

と
か

ら
、

河
川

整
備

計
画

に
基

づ
き

、
予

算
の

確
保

も
含

め
て

、
早

急
な

整
備

を
望

む
。

治
水

-1
5

旧
吉

野
川

板
東

谷
川

合
流

点
下

流
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

a.
P

1
0
4

P
9
9
,1

0
2
,1

2
2
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流
域

市
町

村
長

へ
の

意
見

照
会

 （
下

流
域

：徳
島

市
、

鳴
門

市
、

吉
野

川
市

、
阿

波
市

、
石

井
町

、
松

茂
町

、
北

島
町

、
藍

住
町

、
板

野
町

、
上

板
町

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

2
0

藍
住

町
長

第
十

堰
、

下
流

約
2.

5k
m

左
岸

の
藍

住
町

徳
命

字
小

塚
地

先
に

古
い

石
積

み
の

護
岸

が
約

30
0m

あ
り

ま
す

の
で

、
浸

食
対

策
の

為
早

急
に

護
岸

の
整

備
を

実
施

し
て

頂
き

た
い

。
　

ま
た

、
洗

掘
な

ど
が

起
こ

っ
て

い
る

場
所

は
、

応
急

な
修

繕
は

も
と

よ
り

強
固

な
護

岸
整

備
を

施
工

し
て

頂
き

た
い

。

治
水

-8
堤

防
侵

食
対

策
に

つ
い

て
a.

P
9
3

P
8
8
,9

0
,1

1
7
,

1
2
5

2
1

藍
住

町
長

吉
野

川
に

お
い

て
水

辺
に

近
づ

き
や

す
い

よ
う

な
親

水
護

岸
を

整
備

す
る

地
区

を
設

け
て

、
子

供
か

ら
高

齢
者

に
至

る
ま

で
吉

野
川

に
親

し
め

る
よ

う
な

整
備

を
実

施
し

て
頂

き
た

い
。

環
境

-1
2

河
川

空
間

（河
川

敷
）

の
利

用
促

進
に

つ
い

て

a.
P

1
4
2

P
7
7
,1

3
1

2
2

藍
住

町
長

旧
吉

野
川

に
関

し
て

は
、

堤
防

が
殆

ど
無

い
為

築
堤

や
川

幅
の

狭
い

と
こ

ろ
は

河
床

掘
削

を
行

い
ス

ム
ー

ズ
な

流
れ

の
確

保
に

よ
り

住
民

の
生

命
と

財
産

を
守

っ
て

頂
き

た
い

。
治

水
-1

4
旧

吉
野

川
板

東
谷

川
合

流
点

上
流

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容

a.
P

1
0
2

P
9
9
,1

0
2
,1

0
4
,

1
2
2

2
3

藍
住

町
長

整
備

計
画

の
中

の
吉

野
川

堤
防

の
浸

食
対

策
等

に
つ

い
て

、
施

工
計

画
を

整
備

し
、

で
き

る
だ

け
早

期
に

着
手

し
て

頂
き

た
い

。
治

水
-8

堤
防

侵
食

対
策

に
つ

い
て

a.
P

9
3

P
8
8
,9

0
,1

1
7
,

1
2
5

2
4

藍
住

町
長

台
風

時
の

内
水

対
策

と
し

て
、

正
法

寺
川

と
前

川
の

排
水

機
場

の
能

力
ア

ッ
プ

を
行

っ
て

頂
き

た
い

。
治

水
-9

内
水

対
策

の
進

め
方

に
つ

い
て

a.
P

9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

2
5

板
野

町
長

旧
吉

野
川

の
無

堤
地

区
及

び
堤

防
危

険
箇

所
の

早
期

解
消

。
治

水
-1

4
旧

吉
野

川
板

東
谷

川
合

流
点

上
流

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容

a.
P

1
0
2

P
9
9
,1

0
2
,1

0
4
,

1
2
2

2
6

板
野

町
長

旧
吉

野
川

流
域

の
内

水
対

策
の

積
極

的
な

推
進

。
治

水
-9

内
水

対
策

の
進

め
方

に
つ

い
て

a.
P

9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

2
7

上
板

町
長

吉
野

川
堤

防
の

「漏
水

対
策

工
事

」を
今

後
も

引
き

続
き

お
願

い
し

た
い

。
治

水
-7

浸
透

対
策

に
つ

い
て

b.
P

9
0

P
3
2
,7

3
,8

8
,9

0
,

1
0
6
,1

1
7
,1

2
5

2
8

上
板

町
長

工
事

を
す

る
上

で
、

上
水

道
以

外
に

打
ち

込
み

井
戸

に
よ

り
飲

料
水

を
使

用
し

て
い

る
家

庭
が

あ
る

。
地

下
水

の
汚

濁
・
水

位
の

低
下

の
無

い
よ

う
な

工
法

で
工

事
を

お
願

い
し

た
い

。
治

水
-7

浸
透

対
策

に
つ

い
て

d.
P

9
0

P
3
2
,7

3
,8

8
,9

0
,

1
0
6
,1

1
7
,1

2
5

2
9

上
板

町
長

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
以

外
に

も
、

パ
ソ

コ
ン

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

お
い

て
台

風
時

に
破

堤
し

た
場

合
な

ど
を

想
定

し
、

そ
の

規
模

に
応

じ
た

被
害

予
想

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
で

き
る

よ
う

な
情

報
整

備
を

図
り

、
事

前
的

に
防

災
対

策
が

講
じ

ら
れ

る
よ

う
な

方
法

を
推

進
し

て
頂

き
た

い
。

管
理

-2
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
の

充
実

に
つ

い
て

a.
P

1
5
4

P
4
1
,1

2
3

3
0

上
板

町
長

洪
水

時
流

木
・増

水
等

の
原

因
と

な
る

河
床

の
竹

林
・立

木
の

伐
採

を
お

願
い

し
た

い
。

管
理

-3
河

道
の

維
持

管
理

に
つ

い
て

（樹
木

伐
採

・
河

積
確

保
）

a.
P

1
5
6

P
1
1
4
,1

1
6
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流
域

市
町

村
長

へ
の

意
見

照
会

 （
下

流
域

：徳
島

市
、

鳴
門

市
、

吉
野

川
市

、
阿

波
市

、
石

井
町

、
松

茂
町

、
北

島
町

、
藍

住
町

、
板

野
町

、
上

板
町

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

3
1

上
板

町
長

上
板

町
域

に
は

、
農

水
事

業
に

よ
り

整
備

さ
れ

た
六

条
排

水
機

場
が

あ
る

が
、

設
備

の
問

題
、

要
領

不
足

も
あ

り
地

区
の

浸
水

が
著

し
い

。
ま

た
、

施
設

老
朽

化
も

著
し

く
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

も
必

要
な

状
況

。
排

水
機

場
設

置
当

時
と

異
な

り
、

市
街

化
し

て
お

り
工

業
団

地
も

立
地

し
て

い
る

こ
と

を
考

慮
し

て
、

国
土

交
通

省
に

て
県

河
川

以
外

の
用

排
水

路
の

樋
門

管
理

・修
繕

を
計

画
に

加
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

治
水

-9
内

水
対

策
の

進
め

方
に

つ
い

て
a.

P
9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

3
2

上
板

町
長

早
く

こ
の

河
川

整
備

計
画

書
を

取
り

ま
と

め
て

い
た

だ
き

、
計

画
期

間
30

年
の

中
・長

期
事

業
計

画
書

を
作

成
し

、
具

体
的

な
実

施
予

定
等

を
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

共
通

-7
河

川
整

備
計

画
の

事
業

工
程

に
つ

い
て

a.
P

6
5

P
7
8
,8

6
,9

9

3
3

上
板

町
長

早
期

着
工

・実
現

を
再

度
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

そ
の

他
-

3
河

川
整

備
計

画
の

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

a.
P

1
6
8

－
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流
域

市
町

村
長

へ
の

意
見

照
会

 （
中

流
域

：美
馬

市
、

三
好

市
、

つ
る

ぎ
町

、
東

み
よ

し
町

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

1
美

馬
市

長
今

後
、

本
整

備
計

画
を

早
急

に
完

成
さ

せ
、

築
堤

（治
水

）に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
そ

の
他

-
3

河
川

整
備

計
画

の
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て

a.
P

1
6
8

－

2
三

好
市

長
銅

山
川

に
は

、
僅

か
55

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

短
い

河
川

に
、

柳
瀬

ダ
ム

を
は

じ
め

5
箇

所
の

ダ
ム

が
あ

る
極

め
て

ダ
ム

の
多

い
河

川
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
ら

の
ダ

ム
に

貯
水

さ
れ

た
水

は
平

水
時

は
す

べ
て

愛
媛

県
に

分
水

さ
れ

、
最

下
流

に
あ

る
新

宮
ダ

ム
か

ら
下

流
へ

の
放

流
は

、
洪

水
時

以
外

は
放

流
さ

れ
ず

、
水

無
し

川
の

様
相

を
呈

し
て

お
り

水
質

悪
化

、
環

境
悪

化
は

年
々

深
刻

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
こ

の
改

善
策

と
し

て
、

平
成

13
年

に
新

宮
ダ

ム
の

下
流

約
1.

7キ
ロ

メ
ー

ト
ル

の
位

置
に

河
川

環
境

保
全

を
目

的
に

影
井

堰
が

建
設

さ
れ

毎
年

11
月

か
ら

7月
の

間
は

毎
秒

0.
0
4
ト
ン

、
8
月

か
ら

1
0月

の
間

は
毎

秒
0
.1

7
ト
ン

が
放

流
さ

れ
る

事
と

に
な

り
ま

し
た

が
、

こ
う

し
た

僅
か

な
放

流
量

で
あ

る
た

め
ほ

と
ん

ど
改

善
の

兆
し

が
見

え
ま

せ
ん

。
　

そ
こ

で
、

今
後

平
水

時
の

安
定

し
た

水
の

放
流

が
で

き
る

施
策

を
講

じ
て

頂
き

ま
す

よ
う

要
望

す
る

も
の

で
あ

り
ま

す
。

環
境

-1
7

銅
山

川
の

完
全

分
水

問
題

に
つ

い
て

a.
P

1
5
0

P
4
8
～

5
1

3
つ

る
ぎ

町
長

早
期

着
工

を
望

む
。

そ
の

他
-

3
河

川
整

備
計

画
の

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

a.
P

1
6
8

－

4
東

み
よ

し
町

長

地
域

の
文

化
や

歴
史

・景
観

に
配

慮
し

た
堤

防
整

備
の

計
画

を
検

討
し

て
頂

き
た

い
。

治
水

-3
吉

野
川

の
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
（築

堤
等

）

a.
P

8
2

P
7
8
,8

0
,8

3

5
東

み
よ

し
町

長

早
期

の
無

堤
地

区
解

消
に

向
け

、
河

川
整

備
の

促
進

を
お

願
い

し
た

い
。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
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流
域

市
町

村
長

へ
の

意
見

照
会

 （
上

流
域

：新
居

浜
市

、
四

国
中

央
市

、
本

山
町

、
大

豊
町

、
土

佐
町

、
大

川
村

、
い

の
町

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

1
新

居
浜

市
長

原
案

に
示

さ
れ

て
お

り
ま

す
、

水
源

地
域

の
地

域
活

性
化

策
に

つ
い

て
配

慮
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

環
境

-1
6

水
源

地
域

ビ
ジ

ョ
ン

に
つ

い
て

a.
P

1
4
9

P
1
1
5

2
新

居
浜

市
長

放
流

量
、

降
雨

予
測

等
、

河
川

に
関

係
す

る
情

報
の

充
実

及
び

連
携

に
つ

い
て

配
慮

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
管

理
-1

防
災

情
報

の
充

実
に

つ
い

て
a.

P
1
5
1

P
1
2
2
,1

2
3
～

1
2
4

3
四

国
中

央
市

長

　
近

年
、

渇
水

に
よ

り
毎

年
の

よ
う

に
取

水
制

限
が

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
整

備
計

画
の

と
お

り
、

今
後

も
柳

瀬
ダ

ム
の

堆
砂

除
去

を
実

施
し

て
い

た
だ

き
、

貯
水

機
能

の
回

復
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
管

理
-8

ダ
ム

堆
砂

に
つ

い
て

a.
P

1
6
4

P
1
2
0

4
本

山
町

長
　

直
轄

化
へ

の
要

望
を

行
っ

て
き

た
が

、
計

画
原

案
に

吉
野

川
上

流
域

の
整

備
計

画
に

つ
い

て
盛

り
込

ま
れ

な
か

っ
た

こ
と

は
、

遺
憾

で
あ

る
。

　
ま

た
、

直
轄

管
理

区
間

へ
の

編
入

の
た

め
の

条
件

を
示

さ
れ

て
い

る
が

、
上

流
地

域
は

、
編

入
の

た
め

の
条

件
に

い
ず

れ
も

該
当

し
て

お
り

、
編

入
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
は

理
解

に
苦

し
む

。

そ
の

他
-

8
県

管
理

区
間

の
直

轄
化

要
望

に
つ

い
て

a.
P

1
7
3

－

5
本

山
町

長
洪

水
調

節
容

量
の

増
大

に
つ

い
て

、
下

流
と

の
意

見
調

整
を

第
一

に
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
感

じ
ら

れ
る

が
、

上
流

地
域

の
意

見
を

重
視

し
、

洪
水

調
整

容
量

の
増

大
量

を
示

す
こ

と
。

ダ
ム

本
体

の
改

築
に

つ
い

て
、

計
画

内
容

及
び

計
画

目
標

年
度

な
ど

具
体

的
内

容
を

示
す

こ
と

。

治
水

-1
8

早
明

浦
ダ

ム
の

改
良

に
つ

い
て

a.
P

1
1
0

P
9
6

6
本

山
町

長
濁

水
問

題
は

、
ダ

ム
直

下
の

町
と

し
て

最
大

の
課

題
だ

が
、

国
の

受
け

止
め

方
は

、
極

め
て

不
誠

実
と

考
え

る
。

35
年

余
り

に
な

る
が

、
未

だ
に

濁
水

問
題

は
検

討
課

題
で

は
、

あ
ま

り
に

も
住

民
が

み
じ

め
で

あ
る

。
ダ

ム
湖

の
護

岸
工

を
徹

底
的

に
や

る
な

ど
、

具
体

計
画

を
示

す
こ

と
。

環
境

-1
5

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
濁

水
対

策
に

つ
い

て
a.

P
1
4
7

P
5
2
,9

6
,1

2
7
,

1
3
4

7
大

豊
町

長
異

常
低

温
な

ど
地

域
住

民
を

苦
し

め
て

き
た

被
害

に
つ

い
て

現
時

点
で

は
何

ら
解

決
さ

れ
て

い
な

い
現

状
で

あ
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
今

回
の

今
後

３
０

年
間

の
計

画
に

お
い

て
も

、
そ

の
対

策
が

明
確

に
計

画
に

位
置

づ
け

さ
れ

て
い

な
い

。
　

解
消

に
向

け
て

取
り

組
む

べ
き

で
あ

る
し

、
そ

の
た

め
に

は
「整

備
計

画
の

目
標

に
関

す
る

事
項

」に
お

い
て

「異
常

低
温

を
解

消
す

る
。

」と
明

確
な

目
標

を
明

記
し

、
「河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

」に
お

い
て

、
そ

の
実

施
方

法
、

実
施

時
期

、
実

施
に

よ
る

効
果

等
に

つ
い

て
明

記
す

べ
き

で
あ

る
。

環
境

-1
4

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
環

境
の

現
状

に
つ

い
て

a.
P

1
4
5

P
5
2
,1

2
7

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
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流
域

市
町

村
長

へ
の

意
見

照
会

 （
上

流
域

：新
居

浜
市

、
四

国
中

央
市

、
本

山
町

、
大

豊
町

、
土

佐
町

、
大

川
村

、
い

の
町

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

8
大

豊
町

長
濁

水
な

ど
地

域
住

民
を

苦
し

め
て

き
た

被
害

に
つ

い
て

現
時

点
で

は
何

ら
解

決
さ

れ
て

い
な

い
現

状
で

あ
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
今

回
の

今
後

３
０

年
間

の
計

画
に

お
い

て
も

、
そ

の
対

策
が

明
確

に
計

画
に

位
置

づ
け

さ
れ

て
い

な
い

。
　

解
消

に
向

け
て

取
り

組
む

べ
き

で
あ

る
し

、
そ

の
た

め
に

は
「整

備
計

画
の

目
標

に
関

す
る

事
項

」に
お

い
て

「濁
水

を
解

消
す

る
。

」と
明

確
な

目
標

を
明

記
し

、
「河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

」に
お

い
て

、
そ

の
実

施
方

法
、

実
施

時
期

、
実

施
に

よ
る

効
果

等
に

つ
い

て
明

記
す

べ
き

で
あ

る
。

環
境

-1
5

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
濁

水
対

策
に

つ
い

て
a.

P
1
4
7

P
5
2
,9

6
,1

2
7
,

1
3
4

9
大

豊
町

長
早

明
浦

ダ
ム

の
管

理
を

通
じ

て
人

為
的

に
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

さ
れ

た
水

が
結

果
と

し
て

、
洪

水
に

よ
り

、
建

設
以

来
３

０
数

年
を

経
過

し
た

今
日

に
お

い
て

も
流

域
住

民
が

被
害

を
被

り
続

け
て

い
る

が
、

現
時

点
で

は
何

ら
解

決
さ

れ
て

い
な

い
現

状
で

あ
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
今

回
の

今
後

３
０

年
間

の
計

画
に

お
い

て
も

、
そ

の
対

策
が

明
確

に
計

画
に

位
置

づ
け

さ
れ

て
い

な
い

。
　

解
消

に
向

け
て

取
り

組
む

べ
き

で
あ

る
し

、
そ

の
た

め
に

は
「整

備
計

画
の

目
標

に
関

す
る

事
項

」に
お

い
て

「洪
水

を
解

消
す

る
。

」と
明

確
な

目
標

を
明

記
し

、
「河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

」に
お

い
て

、
そ

の
実

施
方

法
、

実
施

時
期

、
実

施
に

よ
る

効
果

等
に

つ
い

て
明

記
す

べ
き

で
あ

る
。

治
水

-1
7

ダ
ム

の
洪

水
調

節
に

つ
い

て
b
.

P
1
0
8

P
3
7
,7

2
,9

6

1
0

大
豊

町
長

我
々

の
地

域
が

直
轄

管
理

区
間

で
な

い
こ

と
は

、
四

国
の

命
と

し
て

早
明

浦
ダ

ム
を

管
理

し
、

水
量

、
水

質
、

水
温

等
に

つ
い

て
、

ダ
ム

管
理

を
通

じ
て

人
為

的
に

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

さ
れ

た
水

が
流

れ
る

結
果

と
し

て
、

洪
水

、
濁

水
、

異
常

低
温

な
ど

に
よ

り
、

建
設

以
来

３
０

数
年

を
経

過
し

た
今

日
に

お
い

て
も

流
域

住
民

が
被

害
を

被
り

続
け

て
い

る
現

実
の

認
識

が
あ

る
な

ら
、

当
然

の
こ

と
と

し
て

ダ
ム

管
理

に
当

た
る

国
に

お
い

て
責

任
な

る
管

理
を

す
べ

き
で

あ
る

。
こ

れ
は

流
域

住
民

と
し

て
、

当
然

の
主

張
で

あ
る

。

そ
の

他
-

8
県

管
理

区
間

の
直

轄
化

要
望

に
つ

い
て

a.
P

1
7
3

－

1
1

土
佐

町
長

”四
国

の
い

の
ち

”早
明

浦
ダ

ム
直

下
の

地
蔵

寺
川

合
流

地
点

か
ら

池
田

ダ
ム

の
区

間
は

、
毎

年
の

様
に

洪
水

時
の

氾
濫

に
よ

り
家

屋
や

農
地

、
主

要
道

路
が

浸
水

す
る

等
、

大
変

危
険

に
さ

ら
さ

れ
て

お
り

、
更

に
濁

水
は

数
ヶ

月
に

及
ぶ

こ
と

も
あ

り
、

ダ
ム

建
設

時
に

約
束

さ
れ

た
安

心
・
安

全
な

生
活

条
件

は
、

全
く

覆
さ

れ
た

状
況

に
あ

り
ま

す
。

四
国

総
合

開
発

の
要

と
し

て
建

設
さ

れ
た

早
明

浦
ダ

ム
の

役
割

は
最

も
高

く
、

そ
の

直
下

流
の

流
域

住
民

の
安

全
な

生
活

条
件

は
、

利
水

地
域

同
様

に
確

保
さ

れ
る

べ
き

で
あ

り
、

一
級

河
川

と
し

て
一

体
的

に
国

の
責

任
で

管
理

さ
れ

る
べ

き
で

あ
り

ま
す

。
高

知
県

を
源

流
域

と
し

て
香

川
用

水
、

徳
島

河
口

へ
と

数
県

に
ま

た
が

る
吉

野
川

は
、

直
轄

管
理

区
間

へ
の

編
入

条
件

を
完

全
に

満
た

し
て

い
る

と
い

え
ま

す
。

多
く

の
犠

牲
の

も
と

に
建

設
さ

れ
た

”四
国

の
い

の
ち

”早
明

浦
ダ

ム
直

下
流

の
住

民
の

安
全

確
保

は
、

四
国

地
方

整
備

局
が

最
も

周
知

し
、

認
識

し
て

い
る

は
ず

で
あ

り
、

整
備

局
の

良
識

あ
る

権
威

を
持

っ
て

、
健

全
な

整
備

計
画

を
策

定
さ

れ
る

こ
と

を
望

む
。

そ
の

他
-

8
県

管
理

区
間

の
直

轄
化

要
望

に
つ

い
て

a.
P

1
7
3

－
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流
域

市
町

村
長

へ
の

意
見

照
会

 （
上

流
域

：新
居

浜
市

、
四

国
中

央
市

、
本

山
町

、
大

豊
町

、
土

佐
町

、
大

川
村

、
い

の
町

）

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
案

」
記

載
ペ

ー
ジ

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨

1
2

大
川

村
長

早
明

浦
ダ

ム
は

水
源

地
域

特
別

対
策

措
置

法
制

定
以

前
の

ダ
ム

で
あ

り
、

各
班

に
お

け
る

イ
ン

フ
ラ

整
備

も
で

き
て

い
な

い
現

状
で

あ
る

。
早

明
浦

ダ
ム

（吉
野

川
）の

護
岸

保
全

が
急

務
で

あ
る

。
例

え
て

言
え

ば
、

ダ
ム

低
床

が
流

入
土

に
よ

り
上

昇
し

、
年

々
護

岸
が

削
ら

れ
る

こ
と

に
よ

り
地

滑
り

現
象

を
起

こ
し

て
い

る
。

堆
砂

土
を

除
去

し
、

除
去

し
た

堆
砂

土
を

、
県

道
の

拡
幅

に
利

用
す

る
こ

と
。

管
理

-7
早

明
浦

ダ
ム

に
お

け
る

護
岸

補
修

に
つ

い
て

a.
P

1
6
3

－

1
3

い
の

町
長

い
の

町
本

川
地

域
は

、
国

有
林

も
含

め
る

と
９

７
パ

ー
セ

ン
ト
を

森
林

が
占

め
て

い
る

。
森

林
は

水
資

源
の

涵
養

の
ほ

か
、

国
土

保
全

、
地

球
温

暖
化

を
防

止
す

る
C

O
２

の
吸

収
等

、
様

々
な

公
益

的
機

能
を

有
し

て
お

り
、

降
雨

時
に

は
河

川
へ

の
流

入
量

を
減

少
さ

せ
る

、
緑

の
ダ

ム
と

呼
ば

れ
る

機
能

が
あ

る
。

こ
れ

ら
の

森
林

に
対

す
る

間
伐

等
の

森
林

整
備

は
、

林
業

採
算

性
の

悪
化

に
よ

り
、

適
切

に
行

わ
れ

ず
、

公
益

的
機

能
が

十
分

発
揮

さ
れ

て
い

な
い

森
林

が
存

在
す

る
状

況
で

、
森

林
崩

壊
を

引
き

起
こ

す
危

険
が

あ
り

、
予

防
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

生
じ

て
い

る
。

　
砂

防
事

業
の

実
施

は
森

林
と

非
常

に
関

わ
り

が
深

い
の

で
、

今
後

、
森

林
間

伐
を

重
点

に
積

極
的

に
森

林
整

備
を

、
四

国
地

方
整

備
局

、
森

林
管

理
局

、
各

自
治

体
が

共
有

・連
携

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

共
通

-1
0

森
林

に
関

す
る

他
機

関
と

の
連

携
に

つ
い

て
a.

P
7
0

P
1
3
4

1
4

い
の

町
長

河
川

敷
に

堆
積

し
て

い
る

砂
利

に
つ

い
て

対
策

を
考

え
て

い
た

だ
き

た
い

。
堆

砂
を

取
り

除
き

、
土

壌
改

良
材

等
と

し
て

使
用

し
て

い
る

例
も

あ
る

。
そ

の
他

-
1
0

高
知

県
管

理
区

間
の

改
修

要
望

・河
川

整
備

計
画

に
つ

い
て

c.
P

1
7
5

－
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N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
1

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1

吉
野

川
水

系
が

増
水

し
た

際
、

民
家

や
農

地
に

水
が

入
っ

て
被

害
が

多
く

な
っ

て
お

り
ま

す
。

拝
原

東
の

築
堤

を
早

急
に

し
て

ほ
し

い
。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

2
ﾊ

ﾟﾌ
ﾞｺ

ﾒ
1

築
堤

後
、

土
谷

川
が

増
水

し
て

困
る

の
で

、
ポ

ン
プ

ア
ッ

プ
計

画
を

立
て

て
ほ

し
い

。
治

水
-9

内
水

対
策

の
進

め
方

に
つ

い
て

a.
P

9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

3
ﾊ

ﾟﾌ
ﾞｺ

ﾒ
2

現
況

の
魚

道
（堰

お
よ

び
ダ

ム
）で

は
、

魚
道

の
遡

上
・降

下
が

困
難

で
あ

る
た

め
、

魚
道

に
つ

い
て

は
、

さ
ら

な
る

研
究

を
進

め
て

、
機

能
向

上
に

つ
と

め
て

も
ら

い
た

い
。

環
境

-6
連

続
性

の
確

保
に

つ
い

て
b
.

P
1
2
5

P
5
6
,5

8
,7

5
,

1
1
3
,1

2
9
,

1
3
0
,1

3
4

4
ﾊ

ﾟﾌ
ﾞｺ

ﾒ
3

美
馬

市
の

春
日

地
区

の
ゴ

ミ
(の

対
応

)
治

水
-1

1
脇

町
第

一
箇

所
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

a.
P

9
8

－

5
ﾊ

ﾟﾌ
ﾞｺ

ﾒ
3

美
馬

市
の

春
日

地
区

の
堤

防
の

早
期

着
工

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

6
ﾊ

ﾟﾌ
ﾞｺ

ﾒ
3

美
馬

市
の

野
村

地
区

か
ら

東
へ

堤
防

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

7
ﾊ

ﾟﾌ
ﾞｺ

ﾒ
3

新
町

谷
の

ポ
ン

プ
の

設
置

治
水

-9
内

水
対

策
の

進
め

方
に

つ
い

て
a.

P
9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

8
ﾊ

ﾟﾌ
ﾞｺ

ﾒ
4

可
動

堰
で

有
れ

ば
大

地
震

な
ど

の
災

害
に

も
被

害
も

少
な

く
す

む
と

考
え

、
平

成
13

年
よ

り
国

・県
と

同
じ

く
し

て
第

十
堰

・可
動

堰
化

の
推

進
を

進
め

て
ま

い
り

ま
し

た
。

そ
の

他
-

7
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て

c.
P

1
7
2

－

9
ﾊ

ﾟﾌ
ﾞｺ

ﾒ
4

吉
野

川
　

旧
吉

野
川

な
ど

漏
水

箇
所

は
多

く
有

り
ま

す
が

整
備

な
ど

進
ん

で
行

き
ま

す
か

。
治

水
-7

浸
透

対
策

に
つ

い
て

c.
P

9
0

P
3
2
,7

3
,8

8
,9

0
,

1
0
6
,1

1
7
,1

2
5

1
0

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
5

浄
化

作
用

が
失

わ
れ

川
が

ド
ブ

川
に

な
っ

て
し

ま
う

。
川

岸
を

コ
ン

ク
リ
ー

ト
で

固
め

る
の

は
や

め
て

欲
し

い
。

環
境

-8
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（工

法
）

a.
P

1
3
1

P
7
5
,1

1
3
,1

2
9
,

1
3
0
,1

3
1
,1

3
4

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
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0
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N
o
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発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨

1
1

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
5

可
動

セ
キ

は
断

固
反

対
す

る
。

そ
の

他
-

7
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て

e.
P

1
7
2

－

1
2

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
6

多
額

の
国

の
借

金
を

か
え

り
見

れ
ば

無
駄

な
ダ

ム
、

無
駄

な
橋

は
中

止
し

財
政

再
建

を
優

先
す

る
べ

し
そ

の
他

-
1
5

そ
の

他
（河

川
関

係
以

外
、

感
想

・意
見

）
-

P
1
7
9

－

1
3

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
7

（稲
持

地
区

及
び

下
流

加
茂

谷
ま

で
）平

成
17

年
10

月
頃

二
回

大
水

が
あ

り
稲

持
地

区
旧

国
道

､現
在

県
道

で
す

が
通

行
不

能
と

な
り

、
地

元
住

人
も

心
配

し
て

お
り

ま
す

。
安

心
し

て
生

活
出

来
る

日
が

来
て

欲
し

く
、

一
日

も
早

く
堤

防
を

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

1
4

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
9

早
明

浦
ダ

ム
出

来
た

事
で

台
風

に
依

る
自

然
の

姿
は

な
く

荒
れ

ほ
う

だ
い

の
川

岸
が

で
き

ま
し

た
。

吉
野

川
整

備
計

画
で

草
木

の
取

の
け

を
是

非
取

り
上

げ
て

戴
き

、
昔

の
吉

野
川

に
よ

み
返

ら
せ

て
下

さ
い

。
管

理
-4

河
川

の
適

正
な

維
持

管
理

に
つ

い
て

a.
P

1
5
8

P
1
1
4
,1

1
6

1
5

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
0

徳
島

市
民

が
反

対
す

る
と

言
う

の
で

第
十

堰
対

策
が

中
止

に
な

り
ま

し
た

が
、

徳
島

市
民

の
大

多
数

は
和

喰
川

の
土

手
で

守
ら

れ
一

部
国

府
、

石
井

、
不

動
、

川
内

町
、

応
神

町
は

出
水

の
時

は
大

損
害

が
出

る
と

思
は

れ
ま

す
が

他
徳

島
市

民
の

意
見

は
不

要
と

思
い

ま
す

。
堰

を
丈

夫
に

し
土

手
も

大
き

く
高

く
上

板
町

の
方

面
藍

住
、

板
野

、
北

島
、

松
茂

、
鳴

門
、

川
内

の
方

面
に

は
水

害
に

な
ら

な
い

様
に

第
十

堰
を

又
計

画
を

完
成

す
る

こ
と

を
望

み
ま

す
。

そ
の

他
-

7
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て

c.
P

1
7
2

－

1
6

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
1

☆
《
地

震
・津

波
》

イ
、

各
河

川
の

堤
防

が
疲

労
を

起
こ

し
老

朽
化

し
た

所
の

補
強

。
ロ

、
地

震
の

震
動

で
堤

防
が

崩
壊

し
易

い
箇

所
の

指
定

。
ハ

、
地

震
の

際
、

液
状

化
し

て
水

没
の

危
険

の
あ

る
箇

所
を

詳
し

く
点

検
調

査
し

て
も

し
危

険
性

が
あ

れ
ば

其
の

場
所

を
指

定
し

補
強

の
上

安
全

性
を

確
保

し
て

欲
し

い
。

ニ
、

古
く

な
っ

た
（橋

梁
や

樋
門

）な
ど

も
補

強
や

改
修

ま
た

場
所

に
よ

っ
て

は
掛

け
替

え
な

ど
の

対
策

が
必

要
で

あ
れ

ば
直

し
て

欲
し

い
。

ホ
、

津
波

に
対

し
て

は
海

岸
線

の
補

強
・河

口
岸

の
堤

防
や

川
底

の
ゴ

ミ
の

撤
去

や
川

島
等

の
掃

除
を

実
施

し
て

流
れ

を
良

く
し

て
お

く
。

治
水

-1
6

地
震

対
策

に
つ

い
て

a.
P

1
0
6

P
7
2
,7

4
,9

6
,

1
0
8

1
7

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
1

☆
《
台

風
・水

害
・土

石
流

》
イ

、
浸

水
の

危
険

性
の

高
い

地
域

を
指

定
し

て
周

知
。

ロ
、

災
害

発
生

の
時

は
何

処
に

避
難

し
た

ら
良

い
の

か
避

難
場

所
の

案
内

。
ハ

、
避

難
方

法
な

ど
を

周
知

案
内

。
ニ

、
崖

崩
れ

の
危

険
箇

所
は

ど
こ

な
の

か
。

ホ
、

土
石

流
の

危
険

箇
所

の
指

定
周

知
。

ヘ
、

洪
水

な
ど

で
決

壊
し

や
す

い
堤

防
の

場
所

と
箇

所
の

指
定

。

管
理

-1
防

災
情

報
の

充
実

に
つ

い
て

a.
P

1
5
1

P
1
2
2
,1

2
3
～

1
2
4
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 H
2
0
.1

2
.2

5
～

H
2
1
.3

.1
5

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨

1
8

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
1

さ
ま

ざ
ま

な
課

題
が

有
り

ま
す

が
大

切
な

事
は

（命
の

安
全

）で
す

。
「川

」の
流

れ
の

中
に

余
分

な
砂

利
や

構
築

物
は

出
来

る
だ

け
取

り
除

き
、

堤
防

に
負

担
を

か
け

な
い

様
ス

ム
ー

ズ
な

水
の

流
れ

を
確

保
し

て
頂

き
た

い
。

治
水

-4
吉

野
川

の
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
（河

道
の

掘
削

）

a.
P

8
4

P
7
8
,8

3

1
9

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
2

吉
野

川
水

系
河

川
整

備
計

画
が

前
に

進
ま

な
い

事
に

不
満

を
持

っ
て

お
り

ま
す

。
1日

も
早

く
流

域
住

民
の

合
意

を
得

て
吉

野
川

水
系

河
川

整
備

計
画

が
実

施
さ

れ
る

こ
と

を
強

く
望

ん
で

お
り

ま
す

。
そ

の
他

-
3

河
川

整
備

計
画

の
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て

a.
P

1
6
8

－

2
0

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
2

河
道

の
流

れ
を

阻
害

す
る

固
定

堰
の

可
動

化
を

強
く

望
む

そ
の

他
-

7
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て

a.
P

1
7
2

－

2
1

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
2

河
道

内
の

樹
木

を
伐

採
、

堆
積

す
る

砂
利

の
撤

去
な

ど
の

対
策

を
強

く
望

む
も

の
で

す
。

治
水

-4
吉

野
川

の
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
（河

道
の

掘
削

）

a.
P

8
4

P
7
8
,8

3

2
2

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
3

上
流

　
植

林
・間

伐
を

充
分

に
行

う
　

　
　

　
（2

1世
紀

の
公

共
工

事
は

森
林

整
備

）
共

通
-1

2
森

林
に

よ
る

流
出

抑
制

に
つ

い
て

a.
P

7
2

P
7
,1

3
4

2
3

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
3

中
流

　
遊

水
地

域
を

作
る

治
水

-3
吉

野
川

の
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
（築

堤
等

）

c.
P

8
2

P
7
8
,8

0
,8

3

2
4

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
3

下
流

　
堤

防
の

外
に

木
を

植
え

る
（吉

野
川

の
竹

林
は

海
外

で
有

名
）

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
し

た
水

勢
を

弱
め

る
。

治
水

-5
水

害
防

備
林

、
竹

林
等

に
つ

い
て

a.
P

8
5

P
7
5
～

7
6
,

7
8
,8

3
,1

1
3
,

1
1
4
,1

2
8

2
5

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
3

役
所

仕
事

は
や

め
て

地
元

の
意

見
を

集
約

し
て

早
く

決
め

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

他
-

3
河

川
整

備
計

画
の

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

a.
P

1
6
8

－

2
6

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
4

美
馬

郡
つ

る
ぎ

町
半

田
字

東
毛

田
、

松
生

、
小

野
、

中
籔

地
域

に
お

け
る

堤
防

の
早

期
着

工
に

つ
い

て
美

馬
市

美
馬

町
に

お
い

て
は

こ
こ

数
年

堤
防

の
整

備
が

実
施

さ
れ

て
お

り
ま

す
が

、
旧

半
田

町
で

は
計

画
が

な
さ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

わ
か

り
ま

せ
ん

。
保

安
林

で
あ

る
竹

林
、

農
地

が
増

水
の

た
び

被
害

を
受

け
て

お
り

ま
す

。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0
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N
o
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発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨

2
7

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

河
道

内
だ

け
の

対
策

工
事

で
は

限
界

が
あ

る
の

で
、

総
合

治
水

対
策

と
超

過
洪

水
対

策
を

具
体

化
す

る
こ

と
。

つ
ま

り
、

洪
水

の
ピ

ー
ク

流
量

の
抑

制
策

、
あ

ふ
れ

て
も

壊
れ

な
い

堤
防

、
洪

水
を

想
定

し
た

土
地

利
用

計
画

、
水

防
と

避
難

計
画

の
見

直
し

な
ど

、
流

域
全

体
で

洪
水

対
応

を
す

る
新

た
な

し
く

み
を

具
体

的
に

打
ち

出
す

必
要

が
あ

る
。

治
水

-2
施

設
能

力
を

上
回

る
洪

水
へ

の
対

応
に

つ
い

て

a.
P

7
8

P
4
1
,7

1
,7

2
,

1
2
0
,1

2
2
,

1
3
3
,1

3
4

2
8

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

治
水

対
策

は
環

境
と

調
和

し
た

工
事

と
し

、
的

確
な

ミ
テ

ィ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
吉

野
川

の
自

然
影

響
を

こ
れ

以
上

悪
化

さ
せ

て
は

な
ら

な
い

。
環

境
-7

ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

に
つ

い
て

a.
P

1
2
9

P
7
5
,7

6
,9

0
,

1
1
4
,1

2
9

2
9

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

日
本

学
術

会
議

に
は

、
森

林
の

洪
水

防
止

機
能

、
土

砂
崩

壊
防

止
機

能
、

河
川

流
況

安
定

化
機

能
な

ど
の

定
量

的
評

価
は

可
能

で
あ

る
と

書
か

れ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
定

量
評

価
を

し
、

森
林

の
多

面
的

機
能

を
整

備
計

画
に

位
置

づ
け

る
べ

き
で

あ
る

。

共
通

-1
2

森
林

に
よ

る
流

出
抑

制
に

つ
い

て
a.

P
7
2

P
7
,1

3
4

3
0

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

日
本

学
術

会
議

に
よ

る
と

、
土

砂
災

害
防

止
機

能
、

土
壌

保
全

機
能

に
つ

い
て

も
定

量
評

価
は

可
能

と
あ

る
。

現
在

、
早

明
浦

、
富

郷
、

柳
瀬

、
新

宮
ダ

ム
で

堆
砂

が
進

ん
で

お
り

、
特

に
柳

瀬
ダ

ム
で

は
計

画
の

1.
7倍

に
相

当
す

る
量

が
堆

積
し

て
い

る
。

ま
た

濁
水

も
ダ

ム
か

ら
流

出
し

て
多

大
な

損
害

を
与

え
て

お
り

、
こ

の
ま

ま
上

流
の

森
林

を
放

置
し

て
は

、
無

駄
な

税
金

の
拠

出
を

招
く

の
み

な
ら

ず
、

環
境

に
も

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
事

態
と

な
る

。
河

川
と

森
林

は
切

っ
て

も
切

れ
な

い
関

係
に

あ
り

、
森

林
の

適
正

管
理

な
し

に
は

河
川

の
適

正
管

理
は

な
い

。

共
通

-1
1

森
林

に
よ

る
土

砂
流

出
抑

制
に

つ
い

て
a.

P
7
1

P
2
6
,1

3
4

3
1

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

　
中

下
流

域
の

住
民

に
と

っ
て

内
水

対
策

は
緊

急
に

実
施

し
て

ほ
し

い
治

水
対

策
で

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

【原
案

】
に

は
住

民
の

切
実

な
要

望
・意

見
は

反
映

さ
れ

て
い

な
い

。
台

風
23

号
に

よ
る

内
水

対
策

の
箇

所
や

被
害

状
況

、
要

因
分

析
な

ど
を

流
域

市
町

村
と

と
も

に
早

急
に

行
い

、
【原

案
】の

4．
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

に
お

い
て

、
具

体
的

な
内

水
対

策
と

日
程

を
計

画
に

明
記

し
、

（こ
の

4年
間

に
終

了
す

べ
き

だ
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

）整
備

の
優

先
順

位
を

明
確

に
し

、
例

え
ば

30
年

を
5カ

年
ご

と
に

区
切

っ
て

整
備

箇
所

を
明

記
す

る
な

ど
、

住
民

の
声

を
取

り
入

れ
、

堤
防

整
備

と
内

水
対

策
の

バ
ラ

ン
ス

が
と

れ
た

整
備

計
画

に
変

更
す

る
べ

き
で

あ
る

。

治
水

-9
内

水
対

策
の

進
め

方
に

つ
い

て
a.

P
9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

3
2

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

こ
れ

ま
で

行
わ

れ
て

き
た

護
岸

工
事

が
自

然
環

境
を

損
な

っ
て

き
た

こ
と

に
つ

い
て

、
【原

案
】の

2-
2-

4動
植

物
の

生
息

・生
育

状
況

、
及

び
2-

2-
5河

川
景

観
、

に
的

確
に

記
述

・総
括

す
る

こ
と

。
環

境
-1

0
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（調

査
・

評
価

）

a.
P

1
3
7

P
7
5

3
3

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

　
堤

防
の

位
置

を
ど

こ
に

す
る

か
に

よ
っ

て
、

吉
野

川
の

自
然

環
境

へ
の

影
響

は
大

き
く

異
な

る
。

水
際

近
く

に
堤

防
を

造
る

と
堤

防
を

守
る

た
め

の
低

水
護

岸
が

必
要

に
な

り
、

そ
れ

に
よ

っ
て

最
も

大
切

な
水

辺
環

境
（エ

コ
ト
ー

ン
）
が

損
な

わ
れ

る
。

ま
た

、
吉

野
川

の
自

然
景

観
の

特
徴

で
あ

る
水

辺
林

が
損

な
わ

れ
る

だ
け

で
な

く
、

堤
防

に
よ

っ
て

内
と

外
に

分
断

さ
れ

る
こ

と
で

も
自

然
環

境
の

悪
化

が
お

き
る

。

　
今

、
流

域
住

民
が

求
め

て
い

る
の

は
、

吉
野

川
の

な
か

に
よ

り
多

く
の

自
然

を
残

す
こ

と
で

あ
り

、
国

民
共

有
の

自
然

的
財

産
を

守
る

こ
と

で
あ

る
。

　
し

た
が

っ
て

、
「考

え
方

」を
開

発
型

か
ら

自
然

環
境

と
の

調
和

型
に

転
換

し
、

堤
防

計
画

を
見

直
す

べ
き

で
あ

る
。

環
境

-8
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（工

法
）

a.
P

1
3
1

P
7
5
,1

1
3
,1

2
9
,

1
3
0
,1

3
1
,1

3
4
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発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨

3
4

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

先
人

が
行

っ
て

き
た

水
制

工
法

（
伝

統
工

法
）
な

ど
環

境
を

損
な

わ
な

い
工

事
方

法
に

つ
い

て
、

【
原

案
】
2
-
1
-
2
治

水
事

業
の

沿
革

の
中

に
記

述
す

る
と

と
も

に
、

今
後

は
こ

う
し

た
伝

統
的

な
工

事
方

法
や

考
え

方
を

取
り

入
れ

る
べ

き
で

あ
る

。

環
境

-8
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（工

法
）

b
.

P
1
3
3

P
7
5
,7

6
,1

3
0
,

1
3
1

3
5

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

こ
れ

か
ら

の
利

水
は

、
ｉ水

を
流

域
生

命
系

の
基

盤
と

と
ら

え
、

ii水
需

要
の

抑
制

を
掲

げ
る

と
と

も
に

、
iii

流
域

内
の

新
た

な
水

利
用

計
画

に
転

換
す

べ
き

で
あ

る
。

利
水

-3
水

利
用

に
つ

い
て

a.
P

1
1
3

P
1
2
6

3
6

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

自
然

環
境

の
悪

化
に

懸
念

を
抱

い
て

お
り

、
こ

う
し

た
自

然
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

の
評

価
・分

析
、

総
合

的
な

環
境

保
全

策
や

自
然

環
境

の
保

全
・復

元
に

つ
い

て
よ

り
具

体
的

に
記

載
す

べ
き

で
あ

る
。

環
境

-2
環

境
目

標
の

明
確

化
に

つ
い

て
a.

P
1
1
6

P
5
3
～

5
6
,5

7
,7

5
,

1
3
3
～

1
3
4

3
7

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

目
指

す
べ

き
具

体
的

な
環

境
目

標
を

数
値

指
標

（指
標

動
植

物
、

自
然

の
水

辺
延

長
等

）に
よ

り
設

定
す

る
べ

き
で

あ
る

。
環

境
-3

環
境

目
標

と
な

る
指

標
の

設
定

に
つ

い
て

a.
P

1
2
0

－

3
8

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

環
境

目
標

の
評

価
は

専
門

家
お

よ
び

住
民

参
加

で
行

う
べ

き
で

あ
る

。
環

境
-4

環
境

保
全

に
対

す
る

地
域

住
民

等
と

の
連

携
に

つ
い

て

a.
P

1
2
1

P
7
5
,1

3
2
,1

3
3

3
9

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

　
【原

案
】に

は
築

堤
や

浸
食

対
策

等
多

く
の

工
事

が
計

画
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
た

め
的

確
な

ミ
テ

ィ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
吉

野
川

の
自

然
環

境
が

こ
れ

以
上

悪
化

す
る

こ
と

を
防

ぐ
必

要
が

あ
る

。
　

整
備

計
画

に
お

け
る

ミ
テ

ィ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

は
、

優
先

順
位

と
し

て
回

避
を

先
に

行
い

、
次

に
環

境
へ

の
影

響
を

最
小

化
、

そ
れ

で
も

残
る

環
境

影
響

に
つ

い
て

は
代

償
行

為
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

こ
う

し
た

観
点

で
【
原

案
】
を

点
検

・
検

証
し

、
具

体
的

な
ミ
テ

ィ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

処
置

に
つ

い
て

記
述

す
る

べ
き

で
あ

る
。

環
境

-7
ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

に
つ

い
て

b
.

P
1
2
9

P
7
5
,7

6
,9

0
,

1
1
4
,1

2
9

4
0

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

三
部

会
方

式
は

個
別

に
意

見
を

聞
き

お
く

だ
け

に
と

ど
ま

っ
た

。
部

会
を

超
え

て
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

ず
、

新
河

川
法

に
基

づ
く

新
し

い
テ

ー
マ

に
つ

い
て

は
、

議
論

を
深

め
る

こ
と

が
ほ

と
ん

ど
で

き
な

か
っ

た
。

そ
の

他
-

1
住

民
参

加
に

関
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

a.
P

1
6
5

－

4
1

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

公
平

性
・中

立
性

を
担

保
す

る
た

め
に

設
置

さ
れ

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
た

だ
の

司
会

の
役

割
を

与
え

ら
れ

た
に

過
ぎ

ず
、

フ
ァ

シ
リ
テ

ー
タ

ー
（多

様
な

想
い

や
知

識
の

議
論

を
促

進
す

る
役

割
）と

は
似

て
非

な
る

も
の

で
あ

っ
た

。
そ

し
て

結
果

的
に

フ
ァ

シ
リ
テ

ー
タ

ー
の

存
在

が
、

住
民

意
見

を
反

映
す

る
も

の
で

は
な

く
、

国
交

省
の

【原
案

】を
追

認
す

る
役

割
を

担
っ

た
。

そ
の

他
-

5
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

の
選

定
方

法
に

つ
い

て
a.

P
1
7
0

－

4
2

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

27
00

件
も

の
意

見
が

出
さ

れ
た

が
、

新
た

な
テ

ー
マ

に
関

し
て

は
【原

案
】に

は
こ

と
ご

と
く

具
体

化
さ

れ
な

か
っ

た
。

そ
の

他
-

4
意

見
の

反
映

方
法

に
つ

い
て

a.
P

1
6
9

－
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2
0
.1

2
.2

5
～

H
2
1
.3

.1
5

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨

4
3

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

　
平

成
12

年
に

国
交

省
徳

島
河

川
国

道
事

務
所

に
よ

っ
て

開
催

さ
れ

た
「明

日
の

吉
野

川
と

市
民

参
加

の
あ

り
方

を
考

え
る

懇
談

会
」で

、
「計

画
づ

く
り

に
入

る
前

に
、

事
業

の
目

的
、

事
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
市

民
参

加
や

合
意

形
成

の
方

法
・ル

ー
ル

に
つ

い
て

十
分

議
論

し
、

市
民

、
行

政
が

互
い

に
納

得
し

て
計

画
づ

く
り

を
進

め
る

こ
と

が
重

要
で

す
」と

指
摘

し
て

い
る

と
お

り
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
に

住
民

参
加

の
時

期
が

、
非

常
に

重
要

と
な

っ
て

く
る

。

そ
の

他
-

2
「明

日
の

吉
野

川
と

市
民

参
加

の
あ

り
方

を
考

え
る

懇
談

会
」の

最
終

提
言

に
つ

い
て

a.
P

1
6
7

－

4
4

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

　
整

備
計

画
の

策
定

作
業

に
お

い
て

は
「吉

野
川

の
河

川
整

備
」と

「
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
」に

分
け

、
「吉

野
川

の
河

川
整

備
」が

先
行

し
て

検
討

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

吉
野

川
の

中
下

流
部

で
洪

水
時

に
最

も
危

険
な

場
所

が
第

十
堰

で
あ

る
と

さ
れ

て
き

た
。

そ
う

で
あ

る
と

す
れ

ば
、

審
議

を
二

つ
に

分
け

、
「吉

野
川

の
河

川
整

備
」を

先
行

し
て

検
討

す
る

こ
と

は
到

底
で

き
な

い
は

ず
で

あ
る

。
こ

の
理

由
に

つ
い

て
、

国
交

省
は

住
民

に
対

し
て

納
得

の
い

く
説

明
を

す
べ

き
で

あ
る

。

そ
の

他
-

7
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て

b
.

P
1
7
2

－

4
5

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

別
途

設
置

す
る

と
さ

れ
る

第
十

堰
の

検
討

の
場

の
が

い
つ

頃
、

ど
ん

な
方

式
で

開
催

さ
れ

る
の

か
、

検
討

の
た

め
に

必
要

と
考

え
て

い
る

調
査

項
目

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
も

、
早

急
に

明
ら

か
に

す
る

べ
き

で
あ

る
。

そ
の

他
-

7
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て

d
.

P
1
7
2

－

4
6

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
5

　
第

十
堰

は
江

戸
時

代
か

ら
の

役
割

を
継

続
し

、
ま

た
石

組
み

建
造

物
と

し
て

文
化

的
価

値
を

持
っ

て
い

る
。

地
域

の
人

々
か

ら
「お

堰
」と

愛
着

を
こ

め
て

呼
ば

れ
る

第
十

堰
を

保
全

す
べ

き
で

あ
る

。
そ

の
他

-
7

抜
本

的
な

第
十

堰
の

対
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

f.
P

1
7
2

－

4
7

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
6

河
川

本
来

の
自

然
環

境
を

有
す

る
吉

野
川

再
生

の
た

め
の

全
体

構
想

こ
れ

ま
で

の
河

川
工

事
は

自
然

環
境

や
景

観
・風

景
に

大
き

な
ダ

メ
ー

ジ
を

与
え

て
き

ま
し

た
。

そ
の

点
に

つ
い

て
整

備
計

画
に

は
原

因
、

分
析

等
の

記
載

が
な

く
、

「多
自

然
川

づ
く

り
を

基
本

と
す

る
」と

い
う

言
葉

だ
け

に
な

っ
て

お
り

、
河

川
整

備
の

基
本

理
念

に
基

づ
い

た
川

づ
く

り
の

道
筋

が
示

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

川
の

自
然

環
境

の
保

全
に

留
ま

ら
ず

復
元

再
生

に
む

け
て

、
河

道
中

心
主

義
か

ら
周

辺
環

境
を

計
画

の
影

響
範

囲
に

含
め

、
川

の
循

環
を

考
え

た
全

体
構

想
を

打
ち

た
て

る
べ

き
と

考
え

ま
す

。

環
境

-1
河

川
環

境
の

あ
り

方
に

つ
い

て
a.

P
1
1
4

P
6
8
,7

5
,1

2
6
,

1
2
8
～

1
2
9
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～
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N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨

4
8

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
6

吉
野

川
の

風
景

の
再

生
戦

略
今

日
ほ

ど
人

間
と

自
然

と
の

関
係

の
再

構
築

が
叫

ば
れ

て
い

る
時

代
は

あ
り

ま
せ

ん
。

地
域

の
骨

格
で

あ
る

吉
野

川
河

川
環

境
を

人
と

自
然

と
の

生
き

生
き

し
た

応
答

関
係

が
生

み
出

さ
れ

る
地

球
規

模
か

ら
の

以
下

の
よ

う
な

風
景

・
景

観
の

転
換

戦
略

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

第
一

に
持

続
可

能
な

ラ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ
の

シ
ス

テ
ム

づ
く

り
、

す
な

わ
ち

地
球

上
の

生
命

共
同

体
を

破
壊

せ
ず

、
持

続
可

能
と

す
る

土
地

利
用

シ
ス

テ
ム

と
経

済
原

則
に

基
づ

く
資

源
管

理
手

法
の

技
術

体
系

の
中

に
位

置
づ

け
さ

れ
る

べ
き

で
す

。
第

二
に

エ
コ

ロ
ジ

カ
ル

な
空

間
構

築
の

た
め

の
デ

ザ
イ

ン
開

発
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
そ

れ
は

管
理

さ
れ

た
自

然
美

か
ら

、
野

生
の

自
然

と
そ

の
背

後
に

あ
る

本
質

的
な

自
然

存
在

の
美

へ
と

評
価

さ
れ

る
も

の
に

、
河

川
環

境
の

風
景

・景
観

の
評

価
軸

と
す

る
位

置
づ

け
が

な
さ

れ
る

べ
き

で
す

。
吉

野
川

を
骨

格
と

位
置

づ
け

さ
れ

た
森

林
の

維
持

・再
生

、
生

態
系

の
回

復
や

再
生

、
伝

統
工

法
の

積
極

的
評

価
、

ビ
オ

ト
ー

プ
、

エ
コ

ト
ー

ン
を

促
す

こ
と

が
、

生
物

の
多

様
性

を
守

り
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
感

覚
を

育
成

す
る

原
動

力
に

な
り

ま
す

。
地

域
に

よ
る

自
然

環
境

の
維

持
・
再

生
や

防
災

意
識

の
向

上
も

育
ま

れ
ま

す
。

そ
の

実
現

に
向

け
て

、
第

三
に

吉
野

川
の

河
川

空
間

は
こ

れ
ま

で
の

国
が

管
理

す
る

公
共

空
間

で
あ

る
と

い
う

観
点

か
ら

、
吉

野
川

の
豊

か
な

自
然

の
河

川
環

境
が

地
域

の
共

有
空

間
で

あ
る

認
識

が
強

く
唱

わ
れ

る
べ

き
だ

と
考

え
ま

す
。

環
境

-1
1

河
川

景
観

に
つ

い
て

a.
P

1
3
8

P
6
0
,6

8
,

7
5
～

7
6
,

1
3
0
～

1
3
1
,

1
3
3
～

1
3
4

4
9

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
6

多
自

然
型

川
づ

く
り

に
つ

い
て

現
在

の
整

備
計

画
の

表
現

で
は

、
多

自
然

は
抽

象
的

表
現

で
独

善
的

に
落

ち
入

り
や

す
い

と
危

惧
し

て
い

ま
す

。
自

然
を

相
手

に
す

る
工

事
は

見
試

し
的

手
法

や
段

階
的

チ
ェ

ッ
ク

と
検

証
、

様
々

な
専

門
家

、
住

民
の

参
加

が
必

要
で

す
。

適
切

な
多

自
然

型
を

実
践

す
る

た
め

の
技

術
的

理
念

や
目

的
と

具
体

的
方

針
に

踏
み

込
む

こ
と

が
必

要
と

考
え

ま
す

。

環
境

-9
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（仕

組
み

）

a.
P

1
3
6

P
7
5
,1

3
4

5
0

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
6

多
自

然
型

川
づ

く
り

に
つ

い
て

地
域

の
風

景
や

環
境

の
骨

格
を

担
う

吉
野

川
の

工
事

に
使

う
材

料
は

、
地

場
材

を
原

則
に

し
、

積
極

的
に

そ
の

土
地

の
石

材
や

樹
木

、
植

生
を

生
か

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
地

域
の

風
景

や
時

間
の

連
続

性
を

維
持

し
、

醸
し

出
す

か
ら

で
す

。
そ

の
意

味
と

方
針

が
出

さ
れ

る
べ

き
で

す
。

県
外

域
か

ら
の

輸
入

材
を

替
え

、
外

来
種

を
抑

制
し

、
そ

の
具

体
的

方
針

を
打

ち
出

し
て

ほ
し

い
と

考
え

ま
す

。
川

と
人

と
の

関
わ

り
、

歴
史

・時
間

と
の

連
続

性
、

環
境

負
荷

を
軽

減
し

、
豊

か
な

生
態

系
を

育
む

技
法

と
し

て
、

そ
の

可
能

性
が

評
価

さ
れ

て
い

る
伝

統
工

法
の

技
術

を
積

極
的

に
生

か
す

方
針

を
打

ち
出

す
べ

き
と

考
え

ま
す

。
地

域
の

雇
用

、
地

域
の

自
然

環
境

の
維

持
に

つ
な

げ
、

高
度

な
技

術
の

継
承

に
貢

献
し

て
い

く
多

自
然

型
技

術
へ

の
目

的
も

必
要

と
考

え
ま

す
。

環
境

-8
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（工

法
）

b
.

P
1
3
3

P
7
5
,7

6
,1

3
0
,

1
3
1

5
1

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
7

風
水

害
の

堤
防

の
決

壊
で

住
宅

及
び

生
命

の
希

険
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
吉

野
川

水
系

河
川

整
備

計
画

の
早

期
着

工
を

お
願

い
致

し
ま

す
そ

の
他

-
3

河
川

整
備

計
画

の
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て

a.
P

1
6
8

－

5
2

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
7

今
後

ど
の

く
ら

い
の

時
期

に
着

工
が

出
来

る
の

か
お

伺
い

致
し

ま
す

共
通

-7
河

川
整

備
計

画
の

事
業

工
程

に
つ

い
て

b
.

P
6
5

P
7
8
,8

6
,9

9
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４
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ク

コ
メ

ン
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 H
2
0
.1

2
.2

5
～

H
2
1
.3

.1
5

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨

5
3

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
8

　
【原

案
】に

対
し

て
し

か
意

見
は

述
べ

ら
れ

な
い

の
か

。
そ

れ
以

外
に

つ
い

て
は

ど
う

取
り

扱
う

の
か

？
そ

の
他

-
4

意
見

の
反

映
方

法
に

つ
い

て
a.

P
1
6
9

－

5
4

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
8

　
「こ

の
公

聴
会

の
や

り
方

に
疑

問
と

不
満

が
あ

る
。

」原
案

に
対

し
意

見
を

述
べ

る
た

め
公

述
人

に
応

募
し

た
が

、
今

回
は

選
ば

れ
な

か
っ

た
。

そ
の

選
定

方
法

は
不

透
明

で
選

ば
れ

な
か

っ
た

理
由

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
も

の
だ

っ
た

。
　

下
流

域
は

人
口

も
多

く
、

流
域

住
民

の
意

見
を

聴
く

会
の

状
況

で
も

わ
か

る
よ

う
に

、
意

見
を

持
つ

人
も

他
の

流
域

に
比

べ
多

い
の

だ
か

ら
、

全
員

の
意

見
が

言
え

る
よ

う
、

2回
開

催
す

べ
き

で
あ

る
。

そ
の

他
-

6
公

聴
会

に
つ

い
て

b.
P

1
7
1

－

5
5

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
8

　
公

述
し

た
人

た
ち

に
そ

れ
ぞ

れ
事

前
に

準
備

し
て

こ
の

場
に

来
て

お
り

、
そ

の
意

見
内

容
や

使
用

す
る

資
料

や
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト
に

つ
い

て
も

、
事

前
に

提
出

し
て

い
る

。
そ

れ
に

も
か

か
わ

ら
ず

こ
こ

で
国

交
省

か
ら

の
返

答
が

得
ら

れ
な

い
の

は
お

か
し

い
。

　
こ

れ
で

は
パ

ブ
リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
と

何
ら

か
わ

ら
ず

、
住

民
の

意
見

を
聞

い
た

と
い

う
ア

リ
バ

イ
づ

く
り

と
言

わ
れ

て
も

仕
方

が
な

い
。

何
の

た
め

に
こ

の
会

議
を

開
催

し
た

の
か

を
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

。

そ
の

他
-

6
公

聴
会

に
つ

い
て

a.
P

1
7
1

－

5
6

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
9

今
切

川
・旧

吉
野

川
の

堤
防

に
関

し
て

は
、

住
民

の
意

見
に

お
い

て
必

要
性

は
共

通
し

て
い

る
こ

と
か

ら
先

行
し

て
着

工
し

、
そ

の
他

の
部

分
に

つ
い

て
は

集
中

し
て

議
論

で
き

る
場

を
設

け
る

よ
う

に
し

、
優

先
順

位
等

、
よ

り
具

体
的

な
記

載
の

あ
る

案
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

そ
の

他
-

1
住

民
参

加
に

関
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

c.
P

1
6
6

－

5
7

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
1
9

　
今

回
も

ま
た

多
数

の
意

見
が

出
ま

し
た

が
、

ど
の

よ
う

な
場

で
ま

と
め

、
案

に
反

映
す

る
の

で
し

ょ
う

か
。

共
通

し
た

意
見

の
部

分
は

速
や

か
に

進
め

る
と

し
て

も
、

相
反

し
た

部
分

に
対

し
て

は
、

き
ち

ん
と

し
た

調
査

に
基

づ
い

て
透

明
性

の
あ

る
判

断
を

し
て

い
た

だ
き

た
く

思
い

ま
す

。

そ
の

他
-

4
意

見
の

反
映

方
法

に
つ

い
て

a.
P

1
6
9

－

5
8

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
0

視
野

を
よ

り
広

げ
、

日
本

国
"Ｊ

Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ

"の
財

産
の

１
つ

と
し

て
の

「吉
野

川
」と

い
う

吉
野

川
ら

し
い

自
然

保
護

・整
備

・
維

持
を

特
性

に
し

た
対

策
案

を
作

っ
て

欲
し

い
。

そ
の

具
体

的
案

や
方

法
・資

源
と

う
は

既
に

、
１

番
近

く
の

周
り

流
域

や
そ

の
文

化
の

中
に

あ
り

、
そ

れ
を

活
用

す
る

こ
と

で
河

川
の

安
全

保
全

だ
け

で
な

く
、

文
化

の
継

承
、

経
済

活
性

et
cが

う
る

お
う

。
こ

こ
で

し
か

無
い

か
け

が
え

の
無

い
景

観
・水

質
・森

林
が

あ
る

か
ら

で
、

そ
れ

を
残

さ
な

け
れ

ば
、

来
県

者
も

観
光

客
も

減
る

。

共
通

-9
河

川
利

用
に

お
け

る
観

光
開

発
に

つ
い

て
a.

P
6
8

P
6
3
,1

3
1

5
9

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
1

計
画

は
い

つ
決

定
さ

れ
ま

す
か

。
不

毛
な

意
見

交
換

を
ダ

ラ
ダ

ラ
続

け
て

も
無

意
味

。
早

く
着

工
し

て
も

ら
い

た
い

。

そ
の

他
-

3
河

川
整

備
計

画
の

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

a.
P

1
6
8

－

6
0

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
2

　
吉

田
谷

の
樋

門
は

現
在

2機
設

置
さ

れ
て

い
る

が
、

2門
で

は
内

水
が

流
れ

な
い

（吉
野

川
へ

）の
現

状
で

あ
る

。
そ

の
結

果
、

内
水

被
害

が
毎

回
（洪

水
時

）浸
水

被
害

を
出

し
て

い
る

。
あ

と
一

門
造

る
か

、
排

水
ポ

ン
プ

の
設

置
を

し
な

け
れ

ば
解

決
で

き
な

い
。

治
水

-9
内

水
対

策
の

進
め

方
に

つ
い

て
a.

P
9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8
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回
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」
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「
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ペ
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ジ
テ

ー
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/
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見
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旨

6
1

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
3

吉
田

谷
地

区
は

非
常

に
広

範
な

地
域

の
水

を
1ヶ

所
の

狭
い

吉
田

谷
樋

門
で

処
理

し
て

い
る

為
、

台
風

時
集

中
豪

雨
時

な
ど

毎
回

郡
里

平
野

が
漏

水
に

な
り

農
業

被
害

、
住

居
被

害
が

起
こ

り
住

民
は

困
窮

し
て

い
る

。
こ

の
吉

田
谷

地
区

の
内

水
処

理
に

つ
い

て
国

交
省

は
ど

の
よ

う
な

計
画

を
お

も
ち

か
お

返
答

を
お

願
い

し
た

い
。

ま
た

、
何

ら
か

の
方

策
を

早
期

に
実

施
し

て
ほ

し
い

。
吉

田
谷

地
区

の
内

水
の

処
理

に
つ

い
て

、
以

下
を

提
案

す
る

。
・吉

田
谷

川
の

拡
巾

改
修

と
吉

田
谷

樋
門

の
拡

充
・揚

水
機

の
設

置
・郡

里
小

学
校

南
方

位
に

排
水

路
を

一
本

増
設

し
樋

門
を

1ヶ
所

設
置

し
て

は
ど

う
か

。

治
水

-9
内

水
対

策
の

進
め

方
に

つ
い

て
a.

P
9
5

P
9
2
,9

7
,

1
1
7
～

1
1
8

6
2

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
4

　
今

回
の

原
案

を
聞

い
て

池
田

か
ら

岩
津

ま
で

72
％

の
堤

防
で

出
来

て
い

る
が

、
野

村
地

区
と

春
日

地
区

の
堤

防
が

出
来

な
い

の
で

、
堤

防
と

排
水

ポ
ン

プ
場

の
１

日
も

早
い

建
設

し
て

ほ
し

い
。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

6
3

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
5

生
命

が
一

番
で

ご
ざ

い
ま

す
。

春
日

地
区

の
堤

防
を

お
願

い
申

し
上

げ
、

合
わ

せ
て

排
水

ポ
ン

プ
場

の
設

置
を

し
て

ほ
し

い
。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

6
4

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
5

　
春

日
地

区
の

ゴ
ミ
は

長
年

に
渡

り
そ

の
ま

ま
に

な
っ

て
お

り
ま

す
が

、
ゴ

ミ
は

く
さ

っ
て

あ
ま

り
残

っ
て

お
り

ま
せ

ん
の

で
生

コ
ン

ク
リ
ー

ト
で

伏
せ

て
そ

の
上

に
河

川
防

災
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

を
作

っ
て

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

。
原

案
要

旨
の

1
5

ペ
ー

ジ
を

見
て

そ
う

思
い

ま
し

た
。

治
水

-1
1

脇
町

第
一

箇
所

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容
に

つ
い

て

a.
P

9
8

－

6
5

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
6

つ
る

ぎ
町

半
田

の
吉

野
川

ぞ
い

の
地

区
（半

田
毛

田
～

半
田

川
合

流
地

点
）の

住
民

は
洪

水
の

た
び

生
命

を
お

び
や

か
さ

れ
又

、
家

財
の

流
出

等
の

被
害

に
あ

っ
て

来
ま

し
た

。
長

年
に

亘
り

早
期

築
堤

を
要

望
し

て
参

り
ま

し
た

が
今

だ
実

現
に

至
っ

て
お

り
ま

せ
ん

。
住

民
が

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

よ
う

低
水

護
岸

の
早

期
着

工
を

再
度

要
望

い
た

し
ま

す
。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0

6
6

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
7

自
然

を
生

か
し

、
ま

た
地

域
に

根
づ

い
た

整
備

計
画

に
な

れ
ば

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
そ

の
他

-
1
5

そ
の

他
（河

川
関

係
以

外
、

感
想

・意
見

）
-

P
1
7
9

－

6
7

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
8

東
み

よ
し

町
毛

田
第

２
地

区
（猪

谷
川

よ
り

上
流

に
向

け
50

0m
区

間
）に

堤
防

建
設

の
お

願
い

。
・無

堤
地

区
の

解
消

・不
公

平
の

解
消

－
右

岸
：無

堤
、

左
岸

：堤
防

建
設

中
・遊

水
地

帯
の

解
除

治
水

-1
2

毛
田

地
区

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容
に

つ
い

て

a.
P

9
9

－

6
8

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
9

濁
水

に
よ

る
魚

族
へ

の
影

響
と

環
境

へ
の

悪
影

響
に

対
す

る
対

応
を

せ
よ

。
環

境
-1

5
早

明
浦

ダ
ム

に
お

け
る

濁
水

対
策

に
つ

い
て

a.
P

1
4
7

P
5
2
,9

6
,1

2
7
,

1
3
4
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6
9

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
9

冷
水

放
流

に
よ

る
魚

族
へ

の
影

響
と

環
境

へ
の

悪
影

響
に

対
す

る
対

応
を

せ
よ

。
環

境
-1

4
早

明
浦

ダ
ム

に
お

け
る

環
境

の
現

状
に

つ
い

て

a.
P

1
4
5

P
5
2
,1

2
7

7
0

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
2
9

異
常

放
流

に
よ

り
地

蔵
寺

川
が

せ
き

止
め

ら
れ

、
田

井
、

中
島

、
カ

バ
地

区
の

浸
水

、
田

畑
の

冠
水

等
住

民
生

活
が

お
び

や
か

さ
れ

て
い

る
。

ダ
ム

の
あ

る
地

域
へ

の
対

応
を

最
優

先
す

る
べ

き
で

あ
る

。

そ
の

他
-

1
0

高
知

県
管

理
区

間
の

改
修

要
望

・河
川

整
備

計
画

に
つ

い
て

a.
P

1
7
5

－

7
1

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
0

異
常

気
象

に
よ

る
大

洪
水

で
、

下
流

域
で

吉
野

川
堤

防
の

決
壊

が
発

生
し

な
い

よ
う

、
流

域
住

民
で

あ
る

我
々

も
願

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

他
-

1
5

そ
の

他
（河

川
関

係
以

外
、

感
想

・意
見

）
-

P
1
7
9

－

7
2

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
1

河
川

整
備

計
画

の
策

定
に

は
、

「住
民

の
主

体
的

な
参

加
に

よ
る

流
域

委
員

会
の

設
置

」、
「汽

水
域

の
重

要
性

の
評

価
、

具
体

的
な

保
全

策
の

検
討

」を
求

め
て

き
た

。
し

か
し

、
流

域
委

員
会

を
設

置
し

な
い

ば
か

り
で

な
く

、
住

民
・

学
識

経
験

者
・首

長
と

分
け

て
公

聴
会

で
意

見
を

き
く

お
く

だ
け

で
、

多
様

な
主

体
の

議
論

・協
議

に
よ

る
策

定
プ

ロ
セ

ス
を

と
ら

な
か

っ
た

こ
と

は
、

住
民

意
見

の
反

映
が

謳
わ

れ
て

い
る

「改
正

河
川

法
」の

精
神

か
ら

、
河

川
管

理
者

自
ら

か
け

離
れ

る
も

の
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
の

共
有

や
、

そ
れ

に
基

づ
い

た
保

全
管

理
を

具
体

的
に

実
施

す
る

う
え

で
も

、
現

地
で

活
動

す
る

市
民

団
体

や
調

査
を

行
う

専
門

家
を

交
え

た
会

議
体

を
設

置
し

、
河

川
管

理
施

策
を

進
め

る
べ

き
で

あ
る

。

環
境

-4
環

境
保

全
に

対
す

る
地

域
住

民
等

と
の

連
携

に
つ

い
て

a.
P

1
2
1

P
7
5
,1

3
2
,1

3
3

7
3

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
1

吉
野

川
で

生
物

多
様

性
を

視
点

に
お

い
た

環
境

保
全

目
標

の
設

定
が

な
く

、
対

処
が

必
要

で
あ

る
。

環
境

-2
環

境
目

標
の

明
確

化
に

つ
い

て
b
.

P
1
1
6

P
5
3
～

5
6
,5

7
,7

5
,

1
3
3
～

1
3
4

7
4

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
1

汽
水

域
の

保
全

策
も

盛
り

込
ま

れ
て

い
な

い
。

河
原

を
復

元
す

る
に

は
ダ

ム
の

堆
砂

な
ど

根
本

的
な

対
処

が
必

要
で

あ
る

。
環

境
-5

河
口

干
潟

に
つ

い
て

b.
P

1
2
3

P
5
5
,7

5
,9

0
,

1
2
9
,1

3
4

7
5

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
2

貴
局

の
単

独
の

判
断

に
よ

り
河

川
の

整
備

が
行

わ
れ

た
結

果
、

こ
れ

ま
で

希
少

種
の

生
息

地
と

し
て

長
年

保
全

対
象

に
し

て
き

た
場

所
に

ヘ
リ
ポ

ー
ト
が

造
成

さ
れ

る
な

ど
、

河
川

法
の

理
念

に
反

し
自

然
環

境
が

破
壊

さ
れ

る
事

例
が

発
生

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

を
再

発
さ

せ
な

い
た

め
に

も
関

係
住

民
を

加
え

た
河

川
整

備
を

進
め

る
た

め
の

継
続

す
る

仕
組

み
を

ぜ
ひ

加
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

　
 河

川
法

お
よ

び
海

洋
基

本
法

を
遵

守
し

、
そ

こ
に

規
定

さ
れ

て
い

る
「河

川
の

つ
く

る
自

然
環

境
」と

「
人

と
の

か
か

わ
り

」に
つ

い
て

保
全

す
る

仕
組

み
を

、
明

確
に

記
載

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

そ
の

他
-

1
住

民
参

加
に

関
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
6

－

7
6

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
2

吉
野

川
を

海
洋

か
ら

水
源

地
の

森
林

を
結

ぶ
生

態
系

と
し

て
位

置
づ

け
、

統
合

的
か

つ
計

画
的

に
講

ず
べ

き
河

川
環

境
の

保
全

に
関

す
る

施
策

お
よ

び
保

全
目

標
を

明
確

に
す

る
こ

と
。

環
境

-2
環

境
目

標
の

明
確

化
に

つ
い

て
b
.

P
1
1
6

P
5
3
～

5
6
,5

7
,7

5
,

1
3
3
～

1
3
4
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 H
2
0
.1

2
.2

5
～

H
2
1
.3

.1
5

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨

7
7

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
2

環
境

の
保

全
に

関
す

る
目

標
や

施
策

は
お

お
む

ね
5年

ご
と

に
見

直
し

す
る

こ
と

。
共

通
-5

河
川

整
備

計
画

の
見

直
し

に
つ

い
て

b
.

P
6
2

P
7
1
,7

8
,1

1
2
,

1
1
6
,1

2
6
,1

2
8

7
8

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
2

河
川

と
人

と
の

ふ
れ

あ
い

、
お

よ
び

人
の

暮
ら

し
の

な
か

で
の

河
川

利
用

に
つ

い
て

歴
史

・文
化

と
の

調
和

を
は

か
り

、
「賢

明
な

利
用

（ワ
イ

ズ
ユ

ー
ス

）」
の

視
点

を
維

持
し

な
が

ら
、

整
合

性
の

あ
る

施
策

を
す

す
め

る
こ

と
。

環
境

-1
河

川
環

境
の

あ
り

方
に

つ
い

て
b
.

P
1
1
4

P
6
8
,7

5
,1

2
6
,

1
2
8
～

1
2
9

7
9

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
2

「多
自

然
川

づ
く

り
の

基
本

は
重

要
な

環
境

資
源

を
残

す
こ

と
で

あ
る

。
」こ

と
か

ら
、

吉
野

川
汽

水
域

が
人

間
活

動
や

生
物

多
様

性
を

支
え

る
地

域
資

源
で

あ
る

こ
と

を
評

価
し

保
全

す
る

た
め

に
、

吉
野

川
汽

水
域

を
わ

が
国

最
初

の
河

川
の

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
登

録
地

と
し

て
積

極
的

に
進

め
る

こ
と

を
盛

り
込

み
、

将
来

展
望

を
も

っ
て

保
全

管
理

計
画

を
た

て
る

こ
と

。

環
境

-5
河

口
干

潟
に

つ
い

て
f.

P
1
2
3

P
5
5
,7

5
,9

0
,

1
2
9
,1

3
4

8
0

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
3

吉
野

川
の

治
水

・利
水

・環
境

を
考

え
る

時
、

河
川

内
に

留
ま

る
整

備
計

画
で

は
な

く
、

流
域

の
循

環
を

踏
ま

え
た

計
画

で
あ

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
中

で
も

吉
野

川
流

域
の

地
形

を
考

慮
す

る
と

、
森

林
と

河
川

の
関

係
性

ぬ
き

に
は

整
備

計
画

は
成

り
立

た
な

い
。

森
林

が
備

え
る

洪
水

緩
和

、
土

砂
防

止
、

土
壌

保
全

、
水

源
涵

養
な

ど
の

機
能

を
実

地
で

つ
ぶ

さ
に

調
査

し
、

そ
の

結
果

を
計

画
に

反
映

さ
せ

、
森

林
保

全
の

施
策

と
し

て
盛

り
込

ん
だ

河
川

整
備

計
画

に
し

て
ほ

し
い

。

共
通

-1
2

森
林

に
よ

る
流

出
抑

制
に

つ
い

て
a.

P
7
2

P
7
,1

3
4

8
1

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
3

私
た

ち
は

流
域

の
木

を
使

い
、

流
域

の
産

物
と

食
し

、
流

域
の

風
景

や
自

然
を

守
り

育
む

こ
と

で
吉

野
川

と
の

共
生

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
こ

の
河

川
整

備
計

画
原

案
に

い
た

る
過

程
で

出
さ

れ
た

様
々

な
意

見
が

充
分

に
反

映
さ

れ
た

と
は

思
え

ず
、

こ
の

よ
う

な
住

民
参

加
の

あ
り

方
に

失
望

し
て

い
る

。
「人

と
川

、
地

域
と

川
が

共
生

す
る

川
づ

く
り

を
行

う
こ

と
が

重
要

」（
原

案
p1

33
）な

ら
ば

、
「地

域
住

民
、

自
治

体
、

関
係

機
関

、
河

川
管

理
者

等
が

、
吉

野
川

流
域

の
情

報
を

共
有

し
、

連
携

・協
働

し
て

取
り

組
ん

で
い

く
」（

同
）こ

と
を

保
障

す
る

し
く

み
を

整
備

計
画

に
明

記
し

て
頂

き
た

い
と

強
く

望
む

。

そ
の

他
-

1
住

民
参

加
に

関
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
6

－

8
2

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

貴
省

の
多

自
然

川
づ

く
り

に
則

っ
て

、
健

全
な

河
川

生
態

系
を

保
全

す
る

た
め

の
具

体
的

な
保

全
目

標
や

調
査

項
目

を
盛

り
込

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
(具

体
的

に
は

、
)貴

省
の

『多
自

然
川

づ
く

り
』に

つ
い

て
下

記
方

針
に

沿
っ

た
環

境
保

全
具

体
策

を
期

待
す

る
。

『「
多

自
然

川
づ

く
り

」と
は

個
別

箇
所

の
工

事
に

あ
た

っ
て

留
意

す
べ

き
こ

と
だ

け
で

は
な

く
、

「河
川

全
体

の
自

然
の

営
み

の
尊

重
」、

「地
域

の
暮

ら
し

や
歴

史
・文

化
と

の
調

和
」、

「河
川

管
理

全
般

で
の

留
意

」の
３

つ
の

方
向

性
を

持
っ

た
川

づ
く

り
を

指
す

も
の

で
あ

る
こ

と
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

、
「多

自
然

川
づ

く
り

」の
定

義
を

変
え

ま
し

た
。

さ
ら

に
、

多
自

然
川

づ
く

り
は

、
調

査
、

計
画

、
設

計
、

施
工

、
維

持
管

理
等

の
河

川
管

理
に

お
け

る
す

べ
て

の
行

為
が

対
象

と
な

り
ま

す
。

や
や

も
す

る
と

工
事

の
際

に
配

慮
す

る
こ

と
と

し
て

理
解

さ
れ

て
い

た
多

自
然

型
川

づ
く

り
で

す
が

、
そ

の
目

指
す

と
こ

ろ
を

達
成

す
る

た
め

に
は

工
事

だ
け

で
は

な
く

、
調

査
か

ら
維

持
管

理
に

い
た

る
す

べ
て

の
河

川
管

理
に

お
い

て
考

え
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

ま
し

た
。

』

環
境

-2
環

境
目

標
の

明
確

化
に

つ
い

て
b
.

P
1
1
6

P
5
3
～

5
6
,5

7
,7

5
,

1
3
3
～

1
3
4

8
3

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

健
全

な
河

川
生

態
系

を
保

全
す

る
た

め
の

具
体

的
な

保
全

目
標

や
調

査
項

目
に

つ
い

て
、

５
年

ご
と

に
見

直
す

こ
と

。
共

通
-5

河
川

整
備

計
画

の
見

直
し

に
つ

い
て

c.
P

6
2

P
7
1
,7

8
,1

1
2
,

1
1
6
,1

2
6
,1

2
8

- 48 -



第
４

回
 パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

 H
2
0
.1
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5
～

H
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1
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.1
5

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨

8
4

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

吉
野

川
の

水
は

、
現

状
に

お
い

て
も

す
で

に
流

域
の

境
界

を
超

え
た

越
境

的
取

水
が

行
わ

れ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

過
度

の
取

水
に

よ
り

、
汽

水
域

で
は

、
塩

水
化

が
促

進
さ

れ
、

そ
の

維
持

が
す

で
に

困
難

な
状

況
に

ま
で

立
ち

至
っ

て
い

る
。

そ
の

上
に

、
更

な
る

取
水

を
伴

う
農

地
防

災
事

業
が

計
画

さ
れ

て
い

る
。

農
地

防
災

事
業

へ
の

意
思

決
定

は
、

水
資

源
開

発
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
事

業
目

的
が

農
業

中
心

で
あ

る
た

め
、

通
常

は
、

流
域

の
一

般
市

民
の

意
見

が
反

映
さ

れ
な

い
。

環
境

や
生

態
系

の
観

点
か

ら
、

水
の

配
分

は
非

常
に

重
要

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
日

本
で

は
、

水
の

配
分

に
、

汽
水

域
や

沿
岸

海
域

か
ら

の
視

点
が

入
る

制
度

と
は

な
っ

て
い

な
い

。
こ

の
よ

う
に

水
の

配
分

一
つ

を
取

り
上

げ
て

も
源

流
か

ら
河

口
を

経
て

沿
岸

海
域

ま
で

を
流

域
を

含
め

て
一

体
の

も
の

と
し

て
捉

え
、

川
と

水
を

管
理

・保
全

・活
用

す
る

こ
と

の
重

要
性

と
必

要
性

が
浮

き
彫

り
に

さ
れ

て
く

る
の

で
あ

る
。

海
洋

基
本

法
に

あ
る

よ
う

に
、

森
か

ら
河

川
、

海
洋

に
い

た
る

ま
で

の
流

域
全

体
の

生
態

系
を

考
慮

し
た

統
合

的
管

理
が

重
要

。
淡

水
を

河
口

や
海

洋
ま

で
補

給
す

る
こ

と
を

盛
り

込
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

環
境

-1
河

川
環

境
の

あ
り

方
に

つ
い

て
a.

P
1
1
4

P
6
8
,7

5
,1

2
6
,

1
2
8
～

1
2
9

8
5

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

吉
野

川
本

川
の

汽
水

域
に

は
、

良
好

な
干

潟
環

境
、

ワ
ン

ド
が

点
在

し
て

い
る

。
再

生
す

る
よ

り
も

今
あ

る
こ

れ
ら

の
エ

コ
ト
ー

ン
を

保
全

す
る

こ
と

を
優

先
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

。
環

境
-5

河
口

干
潟

に
つ

い
て

a.
P

1
2
3

P
5
5
,7

5
,9

0
,

1
2
9
,1

3
4

8
6

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

護
岸

工
事

を
行

う
時

に
は

、
多

自
然

工
法

の
　

み
か

け
の

工
事

を
施

す
の

で
は

な
く

、
潮

下
帯

～
潮

間
帯

～
潮

上
帯

の
連

続
性

を
失

わ
な

い
こ

と
。

そ
の

際
に

は
、

冠
水

頻
度

を
調

査
す

る
な

ど
具

体
的

な
調

査
項

目
を

検
討

す
る

こ
と

。

環
境

-5
河

口
干

潟
に

つ
い

て
e.

P
1
2
3

P
5
5
,7

5
,9

0
,

1
2
9
,1

3
4

8
7

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

吉
野

川
水

系
に

か
か

わ
る

、
歴

史
や

文
化

の
具

体
的

に
記

載
し

、
地

域
資

源
を

ま
も

る
こ

と
を

明
記

す
る

こ
と

。
共

通
-9

河
川

利
用

に
お

け
る

観
光

開
発

に
つ

い
て

a.
P

6
8

P
6
3
,1

3
1

8
8

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

（４
）「

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
」と

「
ワ

イ
ズ

ユ
ー

ス
（
賢

明
な

利
用

）」
の

文
言

を
盛

り
込

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
貴

省
河

川
局

多
自

然
川

づ
く

り
ポ

イ
ン

ト
ブ

ッ
ク

に
は

、
「上

流
か

ら
下

流
ま

で
河

川
全

体
の

自
然

の
営

み
を

視
野

に
入

れ
た

多
自

然
川

づ
く

り
を

行
う

」と
し

て
い

る
。

す
な

わ
ち

吉
野

川
の

も
つ

日
本

最
大

級
の

汽
水

域
も

含
め

、
海

洋
か

ら
源

流
域

の
水

源
地

ま
で

連
続

し
た

生
態

系
と

そ
の

サ
ー

ビ
ス

が
維

持
さ

れ
、

河
川

整
備

の
な

か
で

配
慮

さ
れ

つ
づ

け
る

こ
と

考
慮

し
、

明
確

に
記

載
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

環
境

-5
河

口
干

潟
に

つ
い

て
f.

P
1
2
3

P
5
5
,7

5
,9

0
,

1
2
9
,1

3
4

8
9

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

汽
水

域
を

将
来

的
に

わ
た

っ
て

保
全

す
る

た
め

に
、

現
在

ど
の

よ
う

な
課

題
が

あ
る

の
か

を
議

論
、

記
載

し
、

目
標

、
実

施
事

項
に

つ
い

て
、

具
体

的
に

盛
り

込
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
環

境
-5

河
口

干
潟

に
つ

い
て

c.
P

1
2
3

P
5
5
,7

5
,9

0
,

1
2
9
,1

3
4
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４

回
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メ
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 H
2
0
.1

2
.2

5
～

H
2
1
.3

.1
5

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨

9
0

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

①
吉

野
川

汽
水

域
の

流
速

・流
量

・塩
分

濃
度

の
継

続
的

な
計

測
と

情
報

の
公

開
の

必
要

性
そ

の
際

、
生

物
デ

ー
タ

と
併

せ
て

、
保

全
策

の
検

証
を

定
期

的
に

実
施

す
る

こ
と

が
重

要
。

②
吉

野
川

河
口

の
地

理
調

査
の

必
要

性
貴

省
の

『環
境

行
動

計
画

』に
お

い
て

河
川

流
域

の
自

然
環

境
を

解
明

す
る

た
め

の
地

理
調

査
を

推
進

す
る

。
と

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

。
都

市
に

隣
接

し
た

大
河

川
と

し
て

は
、

河
口

域
の

地
形

が
比

較
的

保
全

さ
れ

て
い

る
。

特
に

、
河

口
域

の
基

盤
を

な
す

テ
ラ

ス
や

、
環

境
の

多
様

性
を

も
た

ら
す

砂
州

の
保

全
や

再
生

は
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
河

道
内

の
河

床
変

化
デ

ー
タ

と
合

わ
せ

て
、

河
口

や
河

口
テ

ラ
ス

の
地

理
調

査
に

つ
い

て
継

続
し

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

が
大

切
で

あ
る

。

環
境

-5
河

口
干

潟
に

つ
い

て
d.

P
1
2
3

P
5
5
,7

5
,9

0
,

1
2
9
,1

3
4

9
1

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

国
土

交
通

省
が

管
轄

す
る

河
川

に
関

し
て

、
条

約
湿

地
の

登
録

が
進

め
ら

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

貴
省

に
よ

る
「汽

水
域

の
河

川
環

境
の

捉
え

方
に

関
す

る
手

引
書

（平
成

１
６

年
）」

に
お

い
て

も
、

汽
水

域
お

よ
び

河
口

干
潟

保
全

は
、

河
川

管
理

上
の

最
重

要
課

題
の

一
つ

で
あ

る
と

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

吉
野

川
汽

水
域

は
、

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
の

国
際

基
準

を
満

た
し

て
お

り
、

さ
ら

に
人

の
暮

ら
し

と
環

境
の

保
全

と
賢

明
な

利
用

を
謳

う
条

約
の

精
神

に
最

も
ふ

さ
わ

し
い

場
所

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

河
川

整
備

計
画

の
な

か
に

、
汽

水
域

を
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

登
録

地
と

し
て

積
極

的
に

進
め

る
こ

と
を

盛
り

込
み

、
そ

の
特

性
に

応
じ

た
十

全
な

保
全

策
を

講
じ

、
地

域
資

源
と

し
て

「湿
地

の
賢

明
な

利
用

」
と

い
う

目
標

を
実

現
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

環
境

-5
河

口
干

潟
に

つ
い

て
f.

P
1
2
3

P
5
5
,7

5
,9

0
,

1
2
9
,1

3
4

9
2

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

再
生

事
業

を
優

先
さ

せ
る

の
で

は
な

く
、

今
あ

る
自

然
環

境
を

保
持

す
る

こ
と

を
最

優
先

さ
せ

る
環

境
保

全
目

標
に

つ
い

て
盛

り
込

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
そ

の
た

め
に

は
、

水
辺

の
国

勢
調

査
の

デ
ー

タ
だ

け
で

な
く

、
貴

省
の

持
つ

膨
大

な
汽

水
域

の
環

境
調

査
デ

ー
タ

を
有

効
に

活
用

す
べ

き
で

あ
る

。

環
境

-2
環

境
目

標
の

明
確

化
に

つ
い

て
b
.

P
1
1
6

P
5
3
～

5
6
,5

7
,7

5
,

1
3
3
～

1
3
4

9
3

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

国
交

省
や

農
水

省
と

い
っ

た
国

の
所

轄
や

地
域

住
民

に
加

え
て

、
地

方
行

政
の

さ
ま

ざ
ま

な
部

局
、

漁
業

者
、

農
業

者
、

商
工

会
、

環
境

Ｎ
Ｇ

Ｏ
、

学
識

者
、

一
般

公
募

の
参

加
者

な
ど

利
害

関
係

者
が

一
堂

に
会

し
て

話
し

合
う

場
が

開
か

れ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
住

民
と

の
連

携
・協

働
に

つ
い

て
、

住
民

参
加

型
検

討
の

仕
組

み
を

つ
く

り
、

そ
れ

を
継

続
す

る
こ

と
を

盛
り

込
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

そ
の

他
-

1
住

民
参

加
に

関
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

b
.

P
1
6
6

－

9
4

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

レ
ク

レ
ー

シ
ョ
ン

の
場

と
し

て
の

水
辺

と
い

う
観

点
の

み
な

ら
ず

、
日

常
的

な
“人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

”と
い

う
観

点
か

ら
、

具
体

的
な

課
題

お
よ

び
施

策
を

盛
り

込
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

環
境

-1
河

川
環

境
の

あ
り

方
に

つ
い

て
c.

P
1
1
4

P
6
8
,7

5
,1

2
6
,

1
2
8
～

1
2
9

9
5

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

景
観

に
つ

い
て

、
丁

寧
に

地
域

住
民

等
の

声
を

ひ
ろ

い
あ

げ
、

地
域

資
源

の
継

承
と

い
う

観
点

か
ら

も
、

具
体

的
な

保
全

課
題

お
よ

び
目

標
を

盛
り

込
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

環
境

-1
1

河
川

景
観

に
つ

い
て

c.
P

1
3
8

P
6
0
,6

8
,

7
5
～

7
6
,

1
3
0
～

1
3
1
,

1
3
3
～

1
3
4
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 H
2
0
.1

2
.2

5
～

H
2
1
.3

.1
5

N
o
.

発
言

者
意

見
及

び
質

問
「
回

答
」

記
載

ペ
ー

ジ

「
原

案
」

記
載

ペ
ー

ジ
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨

9
6

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
4

森
林

の
機

能
は

治
水

だ
け

で
な

く
、

河
川

や
海

洋
へ

流
域

全
体

の
水

と
栄

養
供

給
、

土
砂

供
給

な
ど

漁
業

、
農

業
な

ど
の

人
間

活
動

、
ま

た
、

河
口

お
よ

び
沿

岸
域

、
海

洋
の

生
物

資
源

を
支

え
て

い
る

こ
と

な
ど

流
域

全
体

の
生

態
系

保
全

と
地

域
資

源
を

守
っ

て
い

る
と

観
点

か
ら

、
そ

の
保

全
の

重
要

性
を

明
記

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

共
通

-1
2

森
林

に
よ

る
流

出
抑

制
に

つ
い

て
b
.

P
7
2

P
7
,1

3
4

9
7

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
5

２
月

１
５

日
の

公
聴

会
で

も
”半

日
交

互
に

20
cm

前
後

の
変

動
が

あ
り

、
自

然
状

態
で

な
い

”
と

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

早
明

浦
発

電
所

、
山

崎
逆

調
節

池
の

的
確

な
運

用
管

理
を

実
施

す
る

た
め

に
調

節
池

容
量

の
確

保
も

し
く

は
容

量
に

み
合

っ
た

発
電

放
流

量
の

決
定

又
は

ゲ
ー

ト
の

改
造

を
実

施
す

べ
き

で
あ

る
。

そ
の

他
-

1
4

発
電

事
業

に
つ

い
て

a.
P

1
7
9

－

9
8

ﾊ
ﾟﾌ

ﾞｺ
ﾒ
3
5

内
水

排
除

は
サ

ー
ビ

ス
品

で
あ

っ
た

。
無

堤
で

軒
ま

で
水

に
つ

か
っ

て
い

た
の

が
、

堤
防

が
で

き
内

水
で

床
下

が
つ

か
る

の
ま

で
ポ

ン
プ

で
対

応
せ

よ
と

云
う

。
有

堤
化

の
あ

り
が

た
さ

を
知

ら
な

い
外

部
の

若
い

者
の

大
き

な
声

に
ま

ど
わ

さ
れ

ず
、

下
流

の
内

水
対

策
よ

り
も

岩
津

上
流

部
の

有
堤

化
を

優
先

し
実

施
す

べ
し

。
勝

名
地

区
は

B
/C

を
考

え
る

と
後

ま
わ

し
に

な
る

。

治
水

-6
吉

野
川

本
川

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て

a.
P

8
8

P
7
1
,7

8
,8

0
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頁
頁

地
球

温
暖

化
に

対
す

る
方

策
に

つ
い

て
5
5

吉
野

川
の

正
常

流
量

に
つ

い
て

1
1
1

流
域

内
の

交
流

推
進

に
つ

い
て

5
7

地
下

水
の

経
年

変
化

に
つ

い
て

1
1
2

治
水

・
利

水
・
河

川
利

用
に

関
す

る
整

備
と

河
川

環
境

の
保

全
に

つ
い

て
5
9

水
利

用
に

つ
い

て
1
1
3

将
来

予
測

を
考

慮
し

た
計

画
策

定
に

つ
い

て
6
1

頁
河

川
整

備
計

画
の

見
直

し
に

つ
い

て
6
2

河
川

環
境

の
あ

り
方

に
つ

い
て

1
1
4

河
川

整
備

計
画

の
事

業
費

に
つ

い
て

6
4

環
境

目
標

の
明

確
化

に
つ

い
て

1
1
6

河
川

整
備

計
画

の
事

業
工

程
に

つ
い

て
6
5

環
境

目
標

と
な

る
指

標
の

設
定

に
つ

い
て

1
2
0

今
後

の
地

域
住

民
、

関
係

機
関

の
連

携
に

つ
い

て
6
7

環
境

保
全

に
対

す
る

地
域

住
民

等
と

の
連

携
に

つ
い

て
1
2
1

河
川

利
用

に
お

け
る

観
光

開
発

に
つ

い
て

6
8

河
口

干
潟

に
つ

い
て

1
2
3

森
林

に
関

す
る

他
機

関
と

の
連

携
に

つ
い

て
7
0

連
続

性
の

確
保

に
つ

い
て

1
2
5

森
林

に
よ

る
土

砂
流

出
抑

制
に

つ
い

て
7
1

ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
1
2
9

森
林

に
よ

る
流

出
抑

制
に

つ
い

て
7
2

多
自

然
川

づ
く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（
工

法
）

1
3
1

文
章

等
表

現
内

容
の

改
善

に
つ

い
て

7
6

多
自

然
川

づ
く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（
仕

組
み

）
1
3
6

頁
多

自
然

川
づ

く
り

の
検

討
に

つ
い

て
（
調

査
・
評

価
）

1
3
7

河
川

整
備

に
お

い
て

目
標

と
す

る
流

量
に

つ
い

て
7
7

河
川

景
観

に
つ

い
て

1
3
8

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

へ
の

対
応

に
つ

い
て

7
8

河
川

空
間

（
河

川
敷

）
の

利
用

促
進

に
つ

い
て

1
4
2

吉
野

川
の

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

（
築

堤
等

）
8
2

河
川

空
間

（
堤

防
）
の

利
用

促
進

に
つ

い
て

1
4
4

吉
野

川
の

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

（
河

道
の

掘
削

）
8
3

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
環

境
の

現
状

に
つ

い
て

1
4
5

水
害

防
備

林
、

竹
林

等
に

つ
い

て
8
5

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
濁

水
対

策
に

つ
い

て
1
4
7

吉
野

川
本

川
堤

防
の

整
備

の
進

め
方

に
つ

い
て

8
8

水
源

地
域

ビ
ジ

ョ
ン

に
つ

い
て

1
4
9

浸
透

対
策

に
つ

い
て

9
0

銅
山

川
の

完
全

分
水

問
題

に
つ

い
て

1
5
0

堤
防

侵
食

対
策

に
つ

い
て

9
3

頁
内

水
対

策
の

進
め

方
に

つ
い

て
9
5

防
災

情
報

の
充

実
に

つ
い

て
1
5
1

河
口

周
辺

堤
防

の
対

策
の

計
画

反
映

に
つ

い
て

9
7

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

の
充

実
に

つ
い

て
1
5
4

脇
町

第
一

箇
所

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容
に

つ
い

て
9
8

河
道

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
（
樹

木
伐

採
・
河

積
確

保
）

1
5
6

毛
田

地
区

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容
に

つ
い

て
9
9

河
川

の
適

正
な

維
持

管
理

に
つ

い
て

1
5
8

加
茂

第
二

箇
所

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容
に

つ
い

て
1
0
0

水
質

の
保

全
に

つ
い

て
1
6
0

旧
吉

野
川

板
東

谷
川

合
流

点
上

流
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

1
0
2

ダ
ム

の
管

理
規

定
に

つ
い

て
1
6
2

旧
吉

野
川

板
東

谷
川

合
流

点
下

流
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

1
0
4

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
護

岸
補

修
に

つ
い

て
1
6
3

地
震

対
策

に
つ

い
て

1
0
6

ダ
ム

堆
砂

に
つ

い
て

1
6
4

ダ
ム

の
洪

水
調

節
に

つ
い

て
1
0
8

早
明

浦
ダ

ム
の

改
良

に
つ

い
て

1
1
0

治
水

-
1
7

治
水

-
1
8

⑤
維

持
・
管

理

治
水

-
1
3

治
水

-
1
4

治
水

-
1
5

治
水

-
1
6

治
水

-
9

治
水

-
1
0

治
水

-
1
1

治
水

-
1
2

治
水

-
5

治
水

-
6

治
水

-
7

治
水

-
8

ご
意

見
に

対
す

る
四

国
地

方
整

備
局

の
考

え
方

　
　

目
次

管
理

-
5

管
理

-
6

管
理

-
7

管
理

-
8

管
理

-
1

管
理

-
2

管
理

-
3

管
理

-
4

環
境

-
1
5

環
境

-
1
6

環
境

-
1
7

環
境

-
1
1

環
境

-
1
2

環
境

-
1
3

環
境

-
1
4

環
境

-
1
0

テ
ー

マ

③
河

川
水

の
適

正
な

利
用

環
境

-
4

環
境

-
5

環
境

-
6

環
境

-
7

環
境

-
3

利
水

-
1

利
水

-
2

テ
ー

マ

①
河

川
整

備
計

画
全

般
共

通
-
1

共
通

-
2

利
水

-
3

環
境

-
8

環
境

-
9

環
境

-
1

環
境

-
2

④
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全

共
通

-
3

共
通

-
4

共
通

-
5

共
通

-
6

共
通

-
7

共
通

-
8

共
通

-
9

共
通

-
1
0

共
通

-
1
1

共
通

-
1
2

共
通

-
1
3

②
洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
治

水
-
1

治
水

-
2

治
水

-
3

治
水

-
4
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頁
住

民
参

加
に

関
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

1
6
5

「
明

日
の

吉
野

川
と

市
民

参
加

の
あ

り
方

を
考

え
る

懇
談

会
」
の

最
終

提
言

に
つ

い
て

1
6
7

河
川

整
備

計
画

の
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
1
6
8

意
見

の
反

映
方

法
に

つ
い

て
1
6
9

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
の

選
定

方
法

に
つ

い
て

1
7
0

公
聴

会
に

つ
い

て
1
7
1

頁
抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て
1
7
2

頁
県

管
理

区
間

の
直

轄
化

要
望

に
つ

い
て

1
7
3

高
知

県
管

理
区

間
の

浸
水

被
害

に
つ

い
て

1
7
4

高
知

県
管

理
区

間
の

改
修

要
望

・
河

川
整

備
計

画
に

つ
い

て
1
7
5

高
知

県
と

の
連

携
に

つ
い

て
1
7
6

徳
島

県
管

理
区

間
の

改
修

要
望

等
に

つ
い

て
1
7
7

頁
調

査
・
検

討
資

料
の

情
報

公
開

に
つ

い
て

1
7
8

発
電

事
業

に
つ

い
て

1
7
9

頁
そ

の
他

（
河

川
関

係
以

外
、

感
想

・
意

見
）

1
7
9

 「
考

え
方

に
対

応
し

た
河

川
整

備
計

画
【
案

】
内

容
」
の

表
示

説
明

 ・
ゴ

シ
ッ

ク
体

及
び

取
り

消
し

線
文

字
：
整

備
計

画
【
案

】
文

章
の

修
正

箇
所

 ・
下

線
付

き
文

字
：
意

見
要

旨
に

対
応

す
る

記
述

内
容

そ
の

他
-
1

そ
の

他
-
2

そ
の

他
-
3

テ
ー

マ

①
吉

野
川

水
系

河
川

整
備

計
画

の
進

め
方

に
つ

い
て

②
抜

本
的

な
第

十
堰

の
あ

り
方

に
つ

い
て

そ
の

他
-
4

③
直

轄
管

理
区

間
外

の
整

備
等

に
つ

い
て

そ
の

他
-
8

そ
の

他
-
9

そ
の

他
-
5

そ
の

他
-
6

そ
の

他
-
7

そ
の

他
-
1
0

そ
の

他
-
1
1

そ
の

他
-
1
2

そ
の

他
-
1
3

④
国

土
交

通
行

政
へ

の
ご

意
見

・
ご

質
問

に
つ

い
て

そ
の

他
-
1
4

そ
の

他
-
1
5

⑤
そ

の
他
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テ ー マ
 共

通
－

1
　

地
球

温
暖

化
に

対
す

る
方

策
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

2
-
1
　

治
水

の
現

状
と

課
題

【
河

川
整

備
計

画
案

P
4
1
】

(4
)浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

　
吉

野
川

で
は

、
こ

れ
ま

で
も

工
事

実
施

基
本

計
画

に
基

づ
く

着
実

な
整

備
を

実
施

し
て

き
た

。
し

か
し

、
現

状
施

設
の

整
備

水
準

以
上

の
洪

水
が

発
生

す
る

可
能

性
は

常
に

存
在

し
て

い
る

。
ま

た
、

将
来

、
計

画
さ

れ
た

施
設

整
備

が
完

成
し

た
と

し
て

も
、

計
画

規
模

以
上

の
洪

水
（超

過
洪

水
）が

発
生

す
る

可
能

性
は

存
在

す
る

。
さ

ら
に

、
今

後
、

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
化

に
よ

る
洪

水
・高

潮
の

増
大

等
の

リ
ス

ク
の

増
大

が
見

込
ま

れ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

こ
れ

ら
水

災
害

の
す

べ
て

を
完

全
に

防
御

す
る

こ
と

は
難

し
い

こ
と

か
ら

、
洪

水
は

ん
濫

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

の
施

設
整

備
を

着
実

に
進

め
て

い
く

こ
と

と
並

行
し

て
、

例
え

そ
の

よ
う

な
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

で
も

、
壊

滅
的

な
被

害
を

回
避

す
る

と
と

も
に

、
被

害
の

最
小

化
を

目
的

と
す

る
適

応
策

の
実

施
に

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

2
-
2
　

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

河
川

環
境

の
現

状
と

課
題

【
河

川
整

備
計

画
案

P
4
6
-
1
】

2
-
2
-2

 現
況

の
流

況

　
こ

の
よ

う
に

渇
水

が
頻

発
し

て
い

る
状

況
に

加
え

、
今

後
、

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
化

に
よ

る
渇

水
リ
ス

ク
の

増
大

が
見

込
ま

れ
る

こ
と

か
ら

、
さ

ら
な

る
関

係
機

関
の

連
携

、
合

理
的

な
水

利
用

に
努

め
、

平
成

14
年

2月
に

改
訂

さ
れ

た
「吉

野
川

水
系

に
お

け
る

水
資

源
開

発
基

本
計

画
（
通

称
フ

ル
プ

ラ
ン

）
」
と

整
合

を
図

り
、

四
国

4
県

の
発

展
に

必
要

な
水

の
安

定
供

給
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

要
旨

a

要
旨

a.
 温

暖
化

に
よ

る
異

常
気

象
は

計
画

の
中

に
含

む
の

か
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

平
成

20
年

6月
に

社
会

資
本

整
備

審
議

会
よ

り
「水

災
害

分
野

に
お

け
る

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
動

へ
の

適
応

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」

の
答

申
が

な
さ

れ
、

基
本

的
な

方
向

が
示

さ
れ

ま
し

た
。

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
化

に
よ

り
、

洪
水

・高
潮

、
渇

水
リ
ス

ク
の

増
大

、
河

川
環

境
の

変
化

等
が

見
込

ま
れ

て
お

り
、

今
後

、
吉

野
川

水
系

に
お

い
て

も
「適

応
策

」に
つ

い
て

、
研

究
や

全
国

的
な

施
策

展
開

の
状

況
を

踏
ま

え
、

吉
野

川
の

流
域

特
性

に
照

ら
し

て
、

必
要

な
も

の
か

ら
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

を
、

河
川

整
備

計
画

案
P
4
1
,4

6
-
1
,5

6
,5

8
,1

2
2
,1

3
4
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

。
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テ ー マ
 共

通
－

1
　

地
球

温
暖

化
に

対
す

る
方

策
に

つ
い

て

2
-
2
-4

　
動

植
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
状

況
【
河

川
整

備
計

画
案

P
5
6
】

(1
)　

吉
野

川

　
こ

れ
ら

、
現

状
に

お
け

る
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
に

関
す

る
課

題
へ

の
対

応
に

加
え

、
近

年
、

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
化

の
お

よ
ぼ

す
河

川
環

境
の

変
化

が
懸

念
さ

れ
て

お
り

、
今

後
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
の

強
化

等
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

2
-
2
-4

　
動

植
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
状

況
【
河

川
整

備
計

画
案

P
5
8
】

(2
)　

旧
吉

野
川

　
こ

れ
ら

、
現

状
に

お
け

る
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
に

関
す

る
課

題
へ

の
対

応
に

加
え

、
近

年
、

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
化

の
お

よ
ぼ

す
河

川
環

境
の

変
化

が
懸

念
さ

れ
て

お
り

、
今

後
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
の

強
化

等
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
2
】

（
3
）
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

の
整

備

　
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

の
整

備
に

向
け

、
災

害
情

報
協

議
会

等
を

通
じ

て
関

係
機

関
相

互
の

情
報

共
有

、
連

携
強

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
河

川
情

報
の

収
集

・提
供

、
水

防
団

と
の

連
携

等
の

支
援

・
協

力
を

実
施

す
る

。
  
　

ま
た

、
今

後
、

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
象

変
化

等
に

よ
り

激
化

す
る

水
災

害
へ

の
対

応
と

し
て

、
被

害
の

最
小

化
を

目
的

と
す

る
適

応
策

に
つ

い
て

、
研

究
や

全
国

的
な

施
策

展
開

の
状

況
を

踏
ま

え
、

吉
野

川
の

流
域

特
性

等
に

照
ら

し
て

、
必

要
な

も
の

か
ら

取
り

組
ん

で
い

く
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
4
】

5
-
4
 河

川
整

備
の

調
査

・
研

究

　
吉

野
川

等
に

お
け

る
管

理
上

の
課

題
の

解
決

や
河

川
管

理
に

関
わ

る
新

し
い

技
術

の
開

発
等

に
向

け
、

水
位

・流
量

・雨
量

・海
象

・水
質

等
の

水
文

デ
ー

タ
及

び
環

境
情

報
の

蓄
積

を
行

い
、

調
査

・
研

究
を

進
め

る
。

ま
た

、
今

後
は

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
化

に
よ

り
、

洪
水

・高
潮

の
増

大
、

渇
水

リ
ス

ク
の

増
大

、
河

川
環

境
の

変
化

等
が

見
込

ま
れ

て
お

り
、

研
究

の
状

況
も

踏
ま

え
、

吉
野

川
の

地
域

特
性

等
に

照
ら

し
て

、
そ

の
影

響
に

つ
い

て
検

討
を

実
施

す
る

。

　
環

境
に

関
す

る
目

標
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

環
境

状
況

把
握

の
た

め
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

継
続

す
る

も
の

と
し

、
生

態
学

お
よ

び
河

川
工

学
等

の
学

術
分

野
の

進
展

を
参

照
し

な
が

ら
、

具
体

的
な

目
標

設
定

に
む

け
て

調
査

・
研

究
に

取
り

組
ん

で
い

く
。
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2
　

流
域

内
の

交
流

推
進

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 吉

野
川

は
一

つ
の

思
想

に
立

っ
て

、
上

流
・中

流
・
下

流
の

交
流

を
推

し
進

め
て

欲
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

平
成

14
年

度
よ

り
実

施
し

て
い

る
「吉

野
川

現
地

（フ
ィ

ー
ル

ド
）講

座
」

で
は

、
流

域
住

民
の

方
に

ご
参

加
い

た
だ

き
、

上
流

の
ダ

ム
事

業
や

砂
防

事
業

、
下

流
の

内
水

（河
川

に
排

水
で

き
ず

に
は

ん
濫

し
た

水
）対

策
事

業
や

環
境

事
業

な
ど

を
現

地
で

ご
説

明
し

、
事

業
の

状
況

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。

　
ま

た
、

平
成

12
年

よ
り

実
施

し
て

い
る

「吉
野

川
流

域
一

斉
水

質
調

査
」
で

は
、

流
域

住
民

の
み

な
さ

ま
の

ご
協

力
で

毎
年

調
査

し
、

流
域

内
の

川
の

水
質

情
報

の
共

有
を

図
っ

て
い

ま
す

。

　
さ

ら
に

、
「吉

野
川

交
流

推
進

会
議

」事
務

局
の

一
員

と
し

て
、

「吉
野

川
上

流
親

子
体

験
隊

」等
の

活
動

を
支

援
し

、
流

域
一

体
と

な
っ

た
川

づ
く

り
を

進
め

て
い

ま
す

。

　
今

後
も

河
川

愛
護

モ
ニ

タ
ー

、
リ
バ

ー
キ

ー
パ

ー
ズ

等
の

制
度

を
活

用
し

、
地

域
の

身
近

な
情

報
を

提
供

し
て

い
た

だ
き

、
そ

の
情

報
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
広

報
誌

等
を

活
用

し
て

、
流

域
の

方
々

に
発

信
す

る
と

共
に

、
既

存
施

設
の

活
用

や
新

た
な

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

地
域

交
流

拠
点

等
の

整
備

を
図

り
、

地
域

づ
く

り
活

動
を

支
援

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

、
そ

の
旨

を
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
3
～

1
3
4
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

　 　
な

お
、

上
流

・中
流

・下
流

域
の

交
流

に
つ

い
て

も
、

重
要

と
考

え
て

い
る

た
め

、
河

川
整

備
計

画
案

P
13

3 
5.

今
後

に
向

け
て

に
記

載
を

追
加

し
ま

し
た

。

　
ま

た
、

四
国

地
方

整
備

局
及

び
徳

島
河

川
国

道
事

務
所

な
ど

で
は

、
地

域
づ

く
り

相
談

窓
口

を
設

置
し

て
お

り
、

地
域

づ
く

り
に

つ
い

て
相

談
が

あ
れ

ば
、

ご
利

用
く

だ
さ

い
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
3
】

5
. 
今

後
に

向
け

て

  
吉

野
川

流
域

で
は

、
洪

水
か

ら
貴

重
な

生
命

、
財

産
を

守
り

、
地

域
住

民
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

よ
う

に
社

会
基

盤
の

整
備

を
図

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

  
ま

た
、

河
川

は
多

様
な

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
の

場
で

あ
り

、
河

川
環

境
を

保
全

し
て

い
く

た
め

に
は

、
河

川
に

お
け

る
取

り
組

み
と

流
域

に
お

け
る

取
り

組
み

を
流

域
全

体
で

推
進

し
、

自
然

と
共

生
す

る
川

づ
く

り
を

行
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
  
さ

ら
に

、
人

と
川

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

、
環

境
学

習
の

場
な

ど
多

く
の

人
々

が
、

よ
り

一
層

川
に

親
し

め
る

よ
う

に
適

正
に

河
川

利
用

を
図

り
、

人
と

川
、

地
域

と
川

が
共

生
す

る
川

づ
く

り
を

行
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
  
そ

の
た

め
に

は
、

地
域

住
民

、
自

治
体

、
関

係
機

関
、

河
川

管
理

者
等

が
、

吉
野

川
流

域
の

情
報

を
共

有
し

す
る

と
と

も
に

、
上

流
・
中

流
・
下

流
域

の
交

流
も

含
め

、
連

携
・協

働
し

て
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

る
。

  
ま

た
、

大
学

、
研

究
機

関
、

行
政

等
が

連
携

し
、

科
学

的
に

十
分

解
明

さ
れ

て
い

な
い

事
項

の
調

査
・研

究
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
3
】

5
-
1
情

報
の

発
信

と
共

有

　
吉

野
川

等
の

特
性

を
活

か
し

た
河

川
整

備
を

進
め

る
た

め
、

流
域

講
座

・現
地

（フ
ィ

ー
ル

ド
）講

座
等

の
開

催
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
誌

等
を

活
用

し
て

情
報

を
発

信
し

、
流

域
内

の
相

互
理

解
を

含
め

、
地

域
住

民
と

吉
野

川
等

に
関

す
る

情
報

の
共

有
化

を
図

る
と

と
も

に
、

今
後

よ
り

一
層

地
域

へ
の

情
報

提
供

に
努

め
る

。

　
ま

た
、

平
成

12
年

よ
り

実
施

し
て

い
る

「吉
野

川
流

域
一

斉
水

質
調

査
」で

は
、

流
域

住
民

と
協

働
で

毎
年

調
査

し
、

流
域

内
の

川
の

水
質

情
報

の
共

有
を

図
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
「吉

野
川

交
流

推
進

会
議

」事
務

局
の

一
員

と
し

て
「吉

野
川

上
流

親
子

体
験

隊
」等

の
活

動
を

支
援

し
、

流
域

一
体

と
な

っ
た

川
づ

く
り

を
進

め
て

い
る

。

　
今

後
も

河
川

愛
護

モ
ニ

タ
ー

、
リ
バ

ー
キ

ー
パ

ー
ズ

等
の

制
度

を
積

極
的

に
活

用
し

、
地

域
の

身
近

な
情

報
の

提
供

を
受

け
、

そ
の

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

広
報

誌
等

を
活

用
し

て
、

流
域

の
方

々
に

発
信

し
、

地
域

づ
く

り
活

動
の

連
携

・支
援

を
推

進
す

る
よ

う
努

め
る

。

　
ま

た
、

過
去

の
災

害
に

つ
い

て
地

域
住

民
と

情
報

共
有

を
図

り
、

災
害

文
化

を
継

承
で

き
る

よ
う

に
努

め
る

。
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2
　

流
域

内
の

交
流

推
進

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
3
～

P
1
3
4
】

5
-
2
地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働

　
洪

水
に

よ
る

被
害

の
発

生
防

止
・軽

減
を

図
る

た
め

に
は

、
関

係
機

関
が

連
携

し
、

防
災

対
策

に
関

す
る

計
画

を
相

互
に

調
整

し
つ

つ
取

り
組

む
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
防

災
に

関
す

る
情

報
を

適
す

る
計

画
を

相
互

に
調

整
し

つ
つ

切
に

活
用

す
る

た
め

に
は

「知
ら

せ
る

努
力

と
知

る
努

力
」が

重
要

で
あ

る
。

　
そ

こ
で

、
河

川
情

報
の

収
集

・提
供

等
に

つ
い

て
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

連
携

し
つ

つ
、

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
・利

活
用

や
防

災
教

育
・訓

練
等

を
通

じ
て

、
災

害
時

要
援

護
者

も
含

め
た

地
域

住
民

へ
、

防
災

に
関

す
る

知
識

や
情

報
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

理
解

を
醸

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

防
災

力
の

強
化

に
努

め
る

。

　
一

方
、

河
川

は
多

様
な

生
物

を
育

む
と

と
も

に
自

然
の

力
と

地
域

社
会

の
歴

史
の

中
で

形
づ

く
ら

れ
た

景
観

を
持

つ
地

域
固

有
の

自
然

公
物

で
あ

る
。

ま
た

、
河

川
環

境
は

流
域

環
境

と
一

連
の

も
の

で
も

あ
る

た
め

、
河

川
環

境
の

保
全

に
あ

た
っ

て
は

、
河

川
に

お
け

る
取

り
組

み
と

流
域

に
お

け
る

取
り

組
み

が
一

体
と

な
っ

て
進

め
ら

れ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

　
良

好
な

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
や

河
川

景
観

を
保

全
す

る
た

め
に

は
、

地
域

住
民

、
市

民
団

体
、

自
治

体
、

河
川

管
理

者
等

が
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

に
加

え
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
認

識
し

つ
つ

、
協

働
に

よ
る

川
の

自
然

環
境

調
査

や
調

査
結

果
の

共
有

等
に

お
い

て
、

よ
り

一
層

連
携

を
強

化
し

て
い

く
。

　
ま

た
、

外
来

生
物

に
つ

い
て

は
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
に

よ
り

侵
入

状
況

を
把

握
し

た
う

え
で

専
門

家
や

関
係

機
関

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
必

要
に

応
じ

て
防

除
等

の
対

策
を

推
進

す
る

。
さ

ら
に

、
地

域
住

民
や

川
づ

く
り

に
関

わ
る

関
係

者
に

対
し

て
、

｢多
自

然
川

づ
く

り
｣の

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
魚

道
補

修
の

際
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

機
関

等
と

連
携

・調
整

を
図

り
な

が
ら

、
機

能
向

上
に

向
け

た
調

査
・研

究
を

進
め

る
。

な
お

、
既

に
整

備
が

図
ら

れ
、

ス
ポ

ー
ツ

交
流

や
自

然
体

験
の

場
と

し
て

活
用

さ
れ

て
い

る
「水

辺
の

楽
校

」等
の

地
域

交
流

拠
点

の
整

備
に

つ
い

て
も

地
域

づ
く

り
相

談
窓

口
等

を
通

じ
、

地
域

づ
く

り
の

活
動

と
の

連
携

・支
援

を
行

う
も

の
と

し
て

引
き

続
き

推
進

し
て

い
く

。

　
さ

ら
に

、
森

林
保

全
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
土

砂
流

出
の

防
備

機
能

等
の

保
全

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

森
林

整
備

を
実

施
し

て
い

る
林

野
庁

四
国

森
林

管
理

局
等

の
関

係
機

関
と

連
携

に
努

め
る

。
ま

た
、

上
流

域
で

下
草

刈
り

、
植

樹
、

間
伐

等
の

活
動

を
行

っ
て

い
る

様
々

な
Ｎ

Ｐ
Ｏ

団
体

と
も

連
携

を
深

め
る

よ
う

に
努

め
る

。
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3
　

治
水

・
利

水
・

河
川

利
用

に
関

す
る

整
備

と
河

川
環

境
の

保
全

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
【
河

川
整

備
計

画
案

P
6
7
】

3
-1

 河
川

整
備

の
基

本
理

念

　
こ

の
と

き
、

河
道

区
間

毎
に

存
在

す
る

治
水

、
利

水
あ

る
い

は
環

境
に

係
る

課
題

を
解

決
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、

他
の

分
野

へ
の

影
響

を
十

分
に

配
慮

し
な

が
ら

調
和

の
と

れ
た

施
策

を
実

施
す

る
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
】

3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

　
河

川
環

境
に

つ
い

て
は

、
河

川
環

境
情

報
図

等
の

基
礎

情
報

を
活

用
し

な
が

ら
、

治
水

・利
水

・河
川

利
用

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
良

好
な

自
然

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

ま
た

、
洪

水
に

よ
る

河
道

状
況

の
変

化
や

外
来

生
物

の
侵

入
等

、
さ

ま
ざ

ま
な

要
因

で
変

化
し

て
い

く
自

然
環

境
に

つ
い

て
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
等

に
よ

り
重

要
種

特
定

種
の

分
布

状
況

も
含

め
て

把
握

し
評

価
す

る
。

と
と

も
に

、
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

自
然

再
生

事
業

の
実

施
や

そ
の

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
に

あ
た

っ
て

は
、

等
を

関
係

機
関

、
地

域
住

民
等

と
連

携
し

な
が

ら
行

う
。

  
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

河
川

全
体

の
自

然
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

、
地

域
の

暮
ら

し
や

歴
史

・文
化

と
の

調
和

に
も

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

の
保

全
・創

出
を

基
本

と
す

る
「多

自
然

川
づ

く
り

」に
努

め
る

。

(1
) 

吉
野

川
1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
・
繁

殖
環

境

　
な

お
、

工
事

等
を

実
施

す
る

際
に

は
、

現
況

に
お

け
る

動
植

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

環
境

の
現

状
の

把
握

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
河

川
環

境
へ

の
影

響
を

評
価

し
た

う
え

で
、

河
川

環
境

へ
の

影
響

を
軽

減
す

る
た

め
に

必
要

な
回

避
、

低
減

、
代

償
等

（ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

）を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

「
多

自
然

川
づ

く
り

」
を

基
本

と
し

、
構

造
等

に
配

慮
し

な
が

ら
河

川
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

要
旨

a.
 河

川
整

備
計

画
の

中
に

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

事
項

（例
え

ば
治

水
面

の
整

備
）は

、
環

境
な

ど
の

他
の

分
野

の
課

題
も

考
慮

さ
れ

た
案

と
な

っ
て

い
る

の
か

疑
問

で
あ

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
今

後
と

も
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

現
況

に
お

け
る

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
の

把
握

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
て

ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

等
を

実
施

す
る

こ
と

や
、

「多
自

然
川

づ
く

り
」を

基
本

と
し

、
河

川
が

本
来

有
し

て
い

る
生

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

環
境

及
び

、
多

様
な

河
川

景
観

の
保

全
・
創

出
に

努
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
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3
　

治
水

・
利

水
・

河
川

利
用

に
関

す
る

整
備

と
河

川
環

境
の

保
全

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

【
河

川
整

備
計

画
案

P
8
3
】

③
 河

道
の

掘
削

等

　
堤

防
の

整
備

を
実

施
し

て
も

な
お

、
流

下
断

面
が

不
足

す
る

区
間

で
は

、
砂

利
採

取
業

者
の

採
取

要
請

な
ど

状
況

も
考

慮
し

つ
つ

河
道

の
掘

削
を

行
う

と
と

も
に

、
樹

木
伐

採
等

を
行

い
、

必
要

な
流

下
断

面
を

確
保

す
る

。

  
掘

削
の

計
画

に
あ

た
っ

て
は

、
整

備
後

の
河

床
が

維
持

さ
れ

や
す

く
す

る
た

め
、

現
状

の
流

れ
の

状
態

を
大

き
く

変
化

さ
せ

な
い

よ
う

留
意

す
る

と
と

も
に

、
魚

類
等

の
生

息
の

場
と

な
っ

て
い

る
瀬

と
淵

の
改

変
を

極
力

行
わ

な
い

よ
う

平
水

位
以

上
の

掘
削

を
基

本
と

す
る

。
水

際
部

か
ら

陸
域

に
つ

い
て

は
、

連
続

性
を

確
保

し
て

生
物

の
多

様
性

を
も

た
せ

る
た

め
、

緩
勾

配
に

て
掘

削
を

実
施

す
る

な
ど

、
良

好
な

水
際

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

ま
た

、
河

岸
沿

い
に

竹
林

が
存

在
す

る
箇

所
で

の
掘

削
の

計
画

に
あ

た
っ

て
も

、
歴

史
的

・文
化

的
な

価
値

や
吉

野
川

の
代

表
的

な
景

観
で

あ
る

こ
と

、
さ

ら
に

竹
林

を
生

息
・育

成
の

場
と

す
る

動
植

物
が

存
在

す
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
こ

れ
ら

機
能

を
考

慮
し

、
竹

林
の

伐
採

を
最

小
限

に
止

め
る

よ
う

に
努

め
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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4
　

将
来

予
測

を
考

慮
し

た
計

画
策

定
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 3

0年
先

の
社

会
の

将
来

予
測

に
つ

い
て

取
り

ま
と

め
、

そ
の

情
報

を
皆

で
共

有
し

て
議

論
す

る
こ

と
が

重
要

で
は

な
い

か
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

河
川

整
備

計
画

案
で

は
、

地
域

の
将

来
予

測
・展

望
や

住
民

の
ニ

ー
ズ

な
ど

を
踏

ま
え

て
徳

島
県

が
と

り
ま

と
め

た
県

政
推

進
方

策
で

あ
る

「オ
ン

リ
ー

ワ
ン

徳
島

行
動

計
画

」や
各

市
町

の
総

合
計

画
に

示
さ

れ
る

施
策

の
方

向
性

な
ど

も
念

頭
に

お
き

な
が

ら
、

現
在

の
吉

野
川

に
お

い
て

存
在

す
る

各
種

課
題

の
解

決
に

向
け

、
実

施
す

る
施

策
の

方
針

・
内

容
を

整
理

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

河
川

整
備

計
画

案
P
71

 3
-3

河
川

整
備

計
画

の
対

象
期

間
等

で
は

、
今

後
の

河
川

整
備

の
進

捗
、

河
川

状
況

の
変

化
、

新
た

な
知

見
、

技
術

的
進

歩
、

社
会

経
済

の
変

化
等

に
合

わ
せ

、
必

要
な

見
直

し
を

位
置

付
け

て
い

ま
す

。

　
な

お
、

将
来

の
情

勢
変

化
に

伴
い

発
生

が
危

惧
さ

れ
る

課
題

等
に

つ
い

て
は

、
最

新
の

科
学

的
知

見
を

取
り

入
れ

な
が

ら
調

査
・研

究
に

努
め

、
そ

の
影

響
量

が
定

量
的

に
把

握
出

来
た

段
階

で
必

要
な

見
直

し
を

行
い

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
1
】

3
-
3
 河

川
整

備
計

画
の

対
象

期
間

等

　
本

整
備

計
画

は
、

吉
野

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
に

基
づ

き
、

吉
野

川
の

総
合

的
な

管
理

が
確

保
で

き
る

よ
う

河
川

整
備

の
目

標
及

び
実

施
に

関
す

る
事

項
を

定
め

る
も

の
で

あ
る

。
そ

の
対

象
期

間
は

概
ね

30
年

と
す

る
。

　
本

整
備

計
画

は
、

こ
れ

ま
で

の
災

害
の

発
生

状
況

、
現

時
点

の
課

題
や

河
道

状
況

等
に

基
づ

き
策

定
す

る
も

の
で

あ
り

、
新

た
な

課
題

や
目

標
流

量
を

超
え

る
洪

水
の

発
生

、
河

川
整

備
の

進
捗

、
河

川
状

況
の

変
化

、
気

象
条

件
の

変
化

、
新

た
な

知
見

、
技

術
的

進
歩

、
社

会
経

済
の

変
化

等
に

合
わ

せ
、

必
要

な
見

直
し

を
行

う
も

の
と

す
る

。
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5
　

河
川

整
備

計
画

の
見

直
し

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
要

旨
b

要
旨

ｃ
要

旨
d

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
1
】

3
-3

　
河

川
整

備
計

画
の

対
象

期
間

等

　
本

整
備

計
画

は
、

こ
れ

ま
で

の
災

害
の

発
生

状
況

、
現

時
点

の
課

題
や

河
道

状
況

等
に

基
づ

き
策

定
す

る
も

の
で

あ
り

、
新

た
な

課
題

や
目

標
流

量
を

超
え

る
洪

水
の

発
生

、
河

川
整

備
の

進
捗

、
河

川
状

況
の

変
化

、
気

象
条

件
の

変
化

、
新

た
な

知
見

、
技

術
的

進
歩

、
社

会
経

済
の

変
化

等
に

合
わ

せ
、

必
要

な
見

直
し

を
行

う
も

の
と

す
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
8
】

4
-1

-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

　
吉

野
川

の
国

（
直

轄
）
管

理
区

間
に

お
け

る
治

水
上

の
現

状
と

課
題

を
踏

ま
え

、
河

川
整

備
の

基
本

理
念

・目
標

の
達

成
を

目
的

と
し

て
計

画
す

る
河

川
整

備
の

内
容

は
、

以
下

の
と

お
り

と
す

る
。

　
な

お
、

河
川

整
備

の
項

目
と

そ
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

進
捗

状
況

を
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

す
る

と
と

も
に

、
河

床
変

動
や

樹
木

の
繁

茂
状

況
な

ど
河

道
内

の
状

況
の

変
化

や
流

域
の

社
会

情
勢

等
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
て

、
整

備
項

目
の

追
加

・削
除

、
実

施
内

容
・箇

所
の

変
更

等
の

見
直

し
を

適
切

に
行

う
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
2
】

4
-1

-
2
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

　
吉

野
川

及
び

旧
吉

野
川

・今
切

川
に

お
け

る
河

川
の

適
正

な
利

用
及

び
河

川
環

境
の

現
状

と
課

題
を

踏
ま

え
、

河
川

整
備

の
基

本
理

念
・目

標
の

達
成

を
目

的
と

し
て

計
画

す
る

河
川

整
備

の
内

容
は

、
以

下
の

と
お

り
と

す
る

。

　
な

お
、

河
川

整
備

の
項

目
と

そ
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

進
捗

状
況

を
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

す
る

と
と

も
に

、
河

床
変

動
や

樹
木

の
繁

茂
状

況
な

ど
河

道
内

の
状

況
の

変
化

や
流

域
の

社
会

情
勢

等
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
て

、
整

備
項

目
の

追
加

・削
除

、
実

施
内

容
・箇

所
の

変
更

等
の

見
直

し
を

適
切

に
行

う
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 河

川
整

備
計

画
の

見
直

し
の

時
期

に
つ

い
て

、
具

体
的

に
記

し
て

お
く

べ
き

で
は

な
い

か
。

要
旨

c.
 生

物
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
結

果
で

計
画

変
更

が
可

能
な

く
ら

い
柔

軟
な

姿
勢

を
も

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
要

旨
d
. 

住
民

や
関

係
機

関
の

意
見

を
踏

ま
え

た
見

直
し

に
つ

い
て

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

河
川

整
備

計
画

は
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
い

、
そ

の
時

点
で

河
床

変
動

や
樹

木
の

繁
茂

状
況

等
河

道
内

の
状

況
や

流
域

の
社

会
情

勢
等

の
大

き
な

変
化

や
、

新
た

な
課

題
の

顕
在

化
等

が
あ

れ
ば

、
計

画
の

変
更

を
適

切
に

行
う

こ
と

を
河

川
整

備
計

画
案

P
7
1
,7

8
,1

1
2
,1

1
6
,1

2
6
,

1
2
8
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

要
旨

b
. 

河
川

整
備

計
画

は
、

途
中

で
見

直
し

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

。

- 62 -



テ ー マ
 共

通
－

5
　

河
川

整
備

計
画

の
見

直
し

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
6
】

4
-2

-
1
 洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
事

項

　
吉

野
川

及
び

旧
吉

野
川

に
お

け
る

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
現

状
と

課
題

を
踏

ま
え

、
河

川
整

備
の

基
本

理
念

、
目

標
の

達
成

を
目

的
と

し
て

河
川

維
持

管
理

を
計

画
す

る
。

　
河

川
維

持
管

理
の

項
目

と
内

容
に

つ
い

て
は

、
吉

野
川

及
び

旧
吉

野
川

の
河

川
特

性
を

十
分

に
踏

ま
え

、
概

ね
3
～

5年
間

を
対

象
に

河
川

管
理

上
の

重
点

箇
所

や
実

施
内

容
な

ど
、

具
体

的
な

維
持

管
理

計
画

（案
）を

作
成

す
る

と
と

も
に

、
年

度
ご

と
に

１
年

間
の

維
持

管
理

実
施

計
画

を
策

定
し

、
そ

れ
に

基
づ

く
調

査
、

点
検

を
実

施
す

る
。

そ
の

結
果

を
評

価
し

、
次

年
度

の
実

施
計

画
を

見
直

し
サ

イ
ク

ル
型

維
持

管
理

を
実

施
す

る
。

　
な

お
、

こ
れ

ら
の

調
査

、
点

検
結

果
に

つ
い

て
は

、
河

川
カ

ル
テ

に
記

録
し

て
整

理
し

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

を
図

る
こ

と
で

今
後

の
適

切
な

維
持

管
理

を
図

る
も

の
と

す
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
6
】

4
-2

-
2
 河

川
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

事
項

　
吉

野
川

及
び

旧
吉

野
川

・今
切

川
に

お
け

る
河

川
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

の
現

状
と

課
題

を
踏

ま
え

、
河

川
整

備
の

基
本

理
念

・目
標

の
達

成
を

目
的

と
し

て
計

画
す

る
実

施
項

目
は

以
下

の
と

お
り

と
す

る
。

　
な

お
、

河
川

の
維

持
の

項
目

と
そ

の
内

容
に

つ
い

て
は

、
定

期
的

な
水

質
調

査
等

、
継

続
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
り

河
川

環
境

の
変

化
を

把
握

し
、

新
し

い
知

見
を

踏
ま

え
な

が
ら

実
施

項
目

を
見

直
す

等
、

順
応

的
に

対
応

す
る

。
な

お
、

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
関

係
自

治
体

や
地

域
住

民
等

と
の

連
携

・協
働

に
努

め
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
8
】

4
-2

-
3
 河

川
環

境
の

保
全

に
関

す
る

事
項

　
吉

野
川

及
び

旧
吉

野
川

・今
切

川
に

お
け

る
河

川
の

適
正

な
利

用
及

び
河

川
環

境
の

現
状

と
課

題
を

踏
ま

え
、

河
川

整
備

の
基

本
理

念
・目

標
の

達
成

を
目

的
と

し
て

計
画

す
る

実
施

項
目

は
、

以
下

の
と

お
り

と
す

る
。

　
な

お
、

河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
項

目
と

そ
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
等

、
継

続
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
る

動
植

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

環
境

等
の

変
化

の
状

況
や

新
し

い
知

見
を

踏
ま

え
な

が
ら

実
施

項
目

を
見

直
す

な
ど

順
応

的
に

対
応

す
る

。
な

お
、

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
関

係
自

治
体

や
地

域
住

民
等

と
の

連
携

・協
働

を
図

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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6
　

河
川

整
備

計
画

の
事

業
費

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
【
河

川
整

備
計

画
案

P
6
7
】

3
-
1
 河

川
整

備
の

基
本

理
念

　
こ

れ
ら

の
吉

野
川

及
び

旧
吉

野
川

・今
切

川
の

現
状

・特
徴

・
課

題
等

を
踏

ま
え

、
以

下
の

3つ
を

基
本

理
念

と
し

て
、

関
係

機
関

や
地

域
住

民
と

の
情

報
の

共
有

、
連

携
の

強
化

を
図

り
つ

つ
治

水
、

利
水

、
環

境
に

関
わ

る
施

策
を

効
果

的
か

つ
総

合
的

に
展

開
す

る
。

要
旨

a.
 河

川
の

整
備

や
管

理
に

あ
た

っ
て

は
、

限
ら

れ
た

予
算

を
有

効
か

つ
効

果
的

に
使

っ
て

ほ
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

河
川

整
備

計
画

案
に

お
け

る
整

備
内

容
を

着
実

に
推

進
す

る
た

め
、

維
持

管
理

や
環

境
整

備
等

も
含

め
必

要
な

予
算

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

浸
水

被
害

の
頻

度
が

大
き

い
箇

所
等

に
重

点
投

資
す

る
こ

と
で

、
事

業
効

果
の

早
期

発
現

を
図

り
、

更
に

、
コ

ス
ト
縮

減
に

努
め

、
限

ら
れ

た
予

算
を

効
率

果
的

に
執

行
す

る
旨

を
、

河
川

整
備

計
画

案
P
67

3-
1河

川
整

備
の

基
本

理
念

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。
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7
　

河
川

整
備

計
画

の
事

業
工

程
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
要

旨
b

意
見

要
旨

要
旨

a.
 3

0年
間

の
事

業
の

計
画

一
覧

表
の

よ
う

な
も

の
が

あ
れ

ば
、

目
標

に
な

る
と

思
う

。
要

旨
b
. 

吉
野

川
の

整
備

事
業

の
ど

こ
か

ら
、

ど
の

よ
う

な
整

備
を

し
て

い
く

の
か

、
決

っ
た

時
点

で
情

報
公

開
を

し
て

欲
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

現
在

、
吉

野
川

で
は

、
岩

津
～

池
田

間
の

無
堤

地
区

で
あ

る
脇

町
第

一
箇

所
（美

馬
市

脇
町

）、
芝

生
・太

刀
野

箇
所

（三
好

市
三

野
町

）、
加

茂
第

一
箇

所
（東

み
よ

し
町

）で
堤

防
整

備
を

進
め

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

事
業

は
数

年
後

の
完

成
予

定
で

す
。

ま
た

、
河

口
～

岩
津

間
で

は
平

成
16

年
10

月
の

台
風

23
号

で
内

水
に

よ
り

大
き

な
浸

水
被

害
が

発
生

し
た

飯
尾

川
内

水
地

区
（徳

島
市

国
府

町
）及

び
桑

村
川

内
水

地
区

（
吉

野
川

市
川

島
町

）で
排

水
ポ

ン
プ

場
整

備
を

進
め

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

事
業

は
平

成
21

年
に

完
成

の
見

込
み

で
あ

り
、

そ
の

他
に

上
板

箇
所

（
上

板
町

）
等

で
浸

透
対

策
を

進
め

て
い

ま
す

。

　
旧

吉
野

川
で

は
、

治
水

安
全

度
が

低
く

市
街

地
等

へ
の

大
規

模
な

は
ん

濫
被

害
が

想
定

さ
れ

る
新

喜
来

地
区

（北
島

町
）、

中
喜

来
地

区
（松

茂
町

）で
堤

防
整

備
を

進
め

て
い

ま
す

。

　
今

後
の

堤
防

の
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て
、

現
時

点
で

は
次

の
よ

う
に

考
え

て
い

ま
す

。

　
吉

野
川

は
、

無
堤

部
に

お
い

て
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
が

頻
発

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
早

期
の

無
堤

地
区

解
消

を
目

標
と

し
て

い
ま

す
。

そ
の

手
順

に
つ

い
て

は
、

事
業

効
果

の
早

期
発

現
の

観
点

か
ら

、
過

去
の

被
害

状
況

を
勘

案
し

、
事

業
実

施
中

の
区

間
（脇

町
第

一
、

芝
生

、
太

刀
野

、
加

茂
第

一
）の

堤
防

締
切

の
完

了
を

目
指

す
と

と
も

に
、

未
着

手
区

間
の

う
ち

最
も

は
ん

濫
被

害
の

大
き

い
加

茂
第

二
箇

所
の

締
切

の
完

了
を

目
指

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
そ

の
他

の
無

堤
部

に
つ

い
て

は
、

上
下

流
・左

右
岸

の
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
な

が
ら

、
重

点
的

に
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
8
】

1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

　
吉

野
川

の
国

（
直

轄
）
管

理
区

間
全

川
に

お
い

て
、

河
道

整
備

流
量

16
,6

00
m

3
/s

（岩
津

地
点

）を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
河

道
断

面
を

確
保

す
る

も
の

と
す

る
。

そ
の

際
に

は
、

治
水

効
果

を
早

期
に

発
現

さ
せ

る
た

め
、

現
在

事
業

実
施

中
の

区
間

と
未

着
手

区
間

の
う

ち
最

も
は

ん
濫

被
害

の
大

き
い

地
区

の
無

堤
部

対
策

を
優

先
的

に
実

施
す

る
。

ま
た

、
そ

の
他

の
無

堤
部

に
つ

い
て

は
、

上
下

流
・左

右
岸

の
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
な

が
ら

、
計

画
的

に
整

備
を

実
施

す
る

。

　
堤

防
等

の
整

備
を

実
施

し
て

も
な

お
、

流
下

断
面

が
不

足
す

る
区

間
で

は
、

河
道

の
掘

削
等

を
行

い
、

必
要

な
流

下
断

面
を

確
保

す
る

。

①
 堤

防
の

整
備

　
吉

野
川

の
国

（
直

轄
）
管

理
区

間
の

無
堤

地
区

（狭
隘

地
区

を
除

く
）に

お
い

て
は

、
洪

水
に

よ
る

は
ん

濫
被

害
を

防
止

す
る

た
め

堤
防

の
整

備
を

実
施

す
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
8
6
】

コ
ラ

ム
⑧

　
吉

野
川

に
お

け
る

堤
防

の
整

備
・
河

道
掘

削
等

に
よ

る
整

備
効

果
に

、
現

在
の

予
算

状
況

で
下

流
か

ら
堤

防
を

整
備

し
た

場
合

、
概

ね
１

０
年

間
で

着
手

可
能

な
区

間
を

追
加

（つ
づ

く
）
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河
川

整
備

計
画

の
事

業
工

程
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-1

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(2
)旧

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
9
】

1
)洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

浸
水

被
害

を
軽

減
す

る
た

め
の

対
策

　
旧

吉
野

川
下

流
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

下
流

）及
び

今
切

川
に

お
い

て
は

、
流

下
断

面
や

堤
防

高
が

不
足

し
、

川
沿

い
に

残
る

旧
堤

防
等

の
効

果
を

考
慮

し
て

も
、

市
街

地
等

へ
の

大
規

模
な

は
ん

濫
被

害
が

想
定

さ
れ

る
区

間
に

お
い

て
は

、
堤

防
整

備
や

河
道

掘
削

等
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

必
要

な
流

下
断

面
を

確
保

し
て

旧
吉

野
川

・今
切

川
の

は
ん

濫
に

よ
る

浸
水

被
害

を
軽

減
す

る
。

　
旧

吉
野

川
上

流
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

上
流

）の
流

下
断

面
が

不
足

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

は
、

河
道

の
掘

削
を

行
い

、
無

堤
地

区
に

お
け

る
旧

吉
野

川
の

は
ん

濫
に

よ
る

家
屋

浸
水

被
害

を
概

ね
解

消
す

る
。

　
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

治
水

効
果

の
早

期
発

現
が

可
能

と
な

る
よ

う
に

、
現

在
実

施
中

の
区

間
や

想
定

さ
れ

る
は

ん
濫

被
害

が
大

き
い

区
間

を
優

先
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

未
着

手
区

間
に

つ
い

て
は

、
上

下
流

・左
右

岸
の

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

な
が

ら
、

計
画

的
に

整
備

を
実

施
す

る
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
0
4
】

コ
ラ

ム
⑪

　
旧

吉
野

川
・
今

切
川

に
お

け
る

堤
防

の
整

備
・
河

道
掘

削
等

に
よ

る
整

備
効

果
に

、
現

在
の

予
算

状
況

で
下

流
か

ら
堤

防
を

整
備

し
た

場
合

、
概

ね
１

０
年

間
で

着
手

可
能

な
区

間
を

追
加

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

旧
吉

野
川

で
は

、
従

来
か

ら
治

水
安

全
度

が
低

く
、

事
前

投
資

効
果

が
大

き
い

区
間

か
ら

順
次

堤
防

締
切

を
行

う
な

ど
効

果
的

な
整

備
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

し
た

が
っ

て
、

今
後

も
事

業
効

果
の

早
期

発
現

の
観

点
か

ら
、

ま
ず

、
事

業
実

施
中

の
長

岸
、

勝
瑞

、
中

喜
来

、
新

喜
来

及
び

そ
の

対
岸

に
あ

た
る

広
島

の
堤

防
整

備
等

の
完

了
を

目
指

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
そ

の
他

の
区

間
に

つ
い

て
は

、
上

下
流

・左
右

岸
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
な

が
ら

、
重

点
的

に
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

　
な

お
、

河
川

整
備

計
画

案
P
86

《コ
ラ

ム
⑧

》及
び

P
10

4《
コ

ラ
ム

⑪
》

の
中

で
、

現
在

の
予

算
状

況
で

下
流

か
ら

堤
防

を
整

備
し

た
場

合
、

概
ね

１
０

年
間

で
着

手
可

能
な

区
間

を
示

し
ま

し
た

。
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今
後

の
地

域
住

民
、

関
係

機
関

の
連

携
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

b

　
ま

た
、

外
来

生
物

に
つ

い
て

は
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
に

よ
り

侵
入

状
況

を
把

握
し

た
う

え
で

専
門

家
や

関
係

機
関

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
必

要
に

応
じ

て
防

除
等

の
対

策
を

推
進

す
る

。
さ

ら
に

、
地

域
住

民
や

川
づ

く
り

に
関

わ
る

関
係

者
に

対
し

て
、

｢多
自

然
川

づ
く

り
｣の

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
魚

道
補

修
の

際
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

機
関

等
と

連
携

・調
整

を
図

り
な

が
ら

、
機

能
向

上
に

向
け

た
調

査
・研

究
を

進
め

る
。

な
お

、
既

に
整

備
が

図
ら

れ
、

ス
ポ

ー
ツ

交
流

や
自

然
体

験
の

場
と

し
て

活
用

さ
れ

て
い

る
「水

辺
の

楽
校

」等
の

地
域

交
流

拠
点

の
整

備
に

つ
い

て
も

地
域

づ
く

り
相

談
窓

口
等

を
通

じ
、

地
域

づ
く

り
の

活
動

と
の

連
携

・支
援

を
行

な
う

も
の

と
し

て
引

き
続

き
推

進
し

て
い

く
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
図

り
な

が
ら

、
実

際
に

川
づ

く
り

を
協

働
的

に
や

っ
て

い
く

仕
組

み
、

個
別

の
工

事
に

つ
い

て
の

合
意

形
成

の
仕

組
み

を
、

景
観

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

を
参

考
に

書
い

て
ほ

し
い

。
要

旨
b
. 

河
川

整
備

計
画

と
、

他
分

野
の

整
備

計
画

が
相

互
に

補
完

し
つ

つ
、

そ
れ

ぞ
れ

が
連

携
を

図
る

こ
と

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
3
～

P
1
3
4
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働

　
洪

水
に

よ
る

被
害

の
発

生
防

止
・軽

減
を

図
る

た
め

に
は

、
関

係
機

関
が

連
携

し
、

防
災

対
策

に
関

す
る

計
画

を
相

互
に

調
整

し
つ

つ
取

り
組

む
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
防

災
に

関
す

る
情

報
を

適
切

に
活

用
す

る
た

め
に

は
、

「知
ら

せ
る

努
力

と
知

る
努

力
」が

重
要

で
あ

る
。

　
そ

こ
で

、
河

川
情

報
の

収
集

・提
供

等
に

つ
い

て
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

連
携

し
つ

つ
、

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
・利

活
用

や
防

災
教

育
・訓

練
等

を
通

じ
て

、
災

害
時

要
援

護
者

も
含

め
た

地
域

住
民

へ
、

防
災

に
関

す
る

知
識

や
情

報
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

理
解

を
醸

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

防
災

力
の

強
化

に
努

め
る

。

　
一

方
、

河
川

は
多

様
な

生
物

を
育

む
と

と
も

に
自

然
の

力
と

地
域

社
会

の
歴

史
の

中
で

形
づ

く
ら

れ
た

景
観

を
持

つ
地

域
固

有
の

自
然

公
物

で
あ

る
。

ま
た

、
河

川
環

境
は

流
域

環
境

と
一

連
の

も
の

で
も

あ
る

た
め

、
河

川
環

境
の

保
全

に
あ

た
っ

て
は

、
河

川
に

お
け

る
取

り
組

み
と

流
域

に
お

け
る

取
り

組
み

が
一

体
と

な
っ

て
進

め
ら

れ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

　
良

好
な

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
や

河
川

景
観

を
保

全
す

る
た

め
に

は
、

地
域

住
民

、
市

民
団

体
、

自
治

体
、

河
川

管
理

者
等

が
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

に
加

え
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
認

識
し

つ
つ

、
協

働
に

よ
る

川
の

自
然

環
境

調
査

や
調

査
結

果
の

共
有

等
に

お
い

て
、

よ
り

一
層

連
携

を
強

化
し

て
い

く
。

　
具

体
的

な
工

事
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
地

域
住

民
等

へ
の

説
明

会
な

ど
を

開
き

、
内

容
の

説
明

な
ど

、
具

体
の

説
明

を
、

そ
れ

ぞ
れ

個
別

の
工

事
箇

所
で

既
に

実
施

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
　

今
後

進
め

て
い

く
工

事
に

お
き

ま
し

て
も

、
地

域
住

民
等

の
皆

様
と

、
よ

り
一

層
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
こ

の
よ

う
な

取
り

組
み

を
続

け
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
今

後
も

関
係

機
関

に
お

け
る

計
画

等
を

考
慮

し
つ

つ
よ

り
一

層
連

携
を

図
り

、
整

備
計

画
に

お
け

る
具

体
的

な
取

り
組

み
を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
、

河
川

整
備

計
画

案
P
1
3
3
 5

-
2
地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・協
働

に
追

加
し

ま
し

た
。
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河
川

利
用

に
お

け
る

観
光

開
発

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
4
】

コ
ラ

ム
④

　
洪

水
遺

産
に

、
洪

水
に

対
す

る
歴

史
や

住
民

の
知

恵
等

の
洪

水
遺

産
を

追
加

2
-
2
-5

　
河

川
景

観
【
河

川
整

備
計

画
案

P
6
0
】

(１
) 

吉
野

川

　
吉

野
川

上
流

域
（源

流
～

池
田

ダ
ム

）は
、

大
歩

危
・小

歩
危

を
は

じ
め

と
し

て
渓

谷
美

の
豊

か
な

四
国

有
数

の
景

勝
地

と
な

っ
て

お
り

、
多

く
の

観
光

客
で

賑
わ

っ
て

い
る

。

　
吉

野
川

中
流

域
（池

田
ダ

ム
～

第
十

堰
湛

水
域

上
流

端
）に

は
、

広
い

レ
キ

河
原

や
藩

政
時

代
か

ら
水

害
防

備
林

と
し

て
植

林
さ

れ
て

き
た

竹
林

が
広

が
っ

て
お

り
、

吉
野

川
の

歴
史

や
文

化
と

関
わ

り
の

あ
る

河
川

景
観

を
醸

し
出

し
て

い
る

。
一

方
、

水
害

防
備

林
（竹

林
）の

多
く

は
放

置
さ

れ
た

状
態

と
な

っ
て

お
り

、
河

川
景

観
を

悪
化

さ
せ

る
一

因
と

も
な

っ
て

い
る

。

　
吉

野
川

の
河

口
部

に
は

広
大

な
干

潟
が

広
が

っ
て

お
り

、
雄

大
な

河
川

景
観

を
呈

し
て

い
る

。
　

こ
の

よ
う

な
河

川
景

観
は

、
自

然
の

力
に

よ
り

形
成

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

と
と

も
に

、
地

域
社

会
の

歴
史

の
中

に
お

い
て

形
づ

く
ら

れ
た

吉
野

川
の

特
徴

的
な

景
観

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
河

川
景

観
の

維
持

・形
成

に
向

け
た

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

(2
) 

旧
吉

野
川

　
第

十
樋

門
か

ら
今

切
川

分
派

点
ま

で
は

、
水

際
に

生
育

す
る

オ
ギ

群
落

や
ハ

チ
ク

－
マ

ダ
ケ

林
等

と
穏

や
か

に
流

れ
る

水
面

が
一

体
と

な
り

、
自

然
度

の
高

い
景

観
と

な
っ

て
い

る
。

　
今

切
川

分
派

点
か

ら
旧

吉
野

川
、

今
切

川
両

河
口

堰
ま

で
は

、
市

街
化

が
進

ん
で

い
る

平
野

部
を

緩
や

か
に

流
下

し
て

お
り

、
川

沿
い

に
は

住
宅

地
や

工
場

が
点

在
し

て
い

る
。

　
ま

た
、

両
河

口
堰

か
ら

河
口

ま
で

の
間

は
、

大
部

分
が

コ
ン

ク
リ
ー

ト
護

岸
を

有
し

、
比

較
的

単
調

で
人

工
的

な
景

観
を

呈
し

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
旧

吉
野

川
や

今
切

川
に

つ
い

て
は

、
河

川
周

辺
の

建
築

物
、

市
街

地
空

間
の

多
様

な
表

情
や

河
川

の
利

用
形

態
等

を
考

慮
し

た
河

川
景

観
の

維
持

・形
成

に
向

け
た

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

吉
野

川
の

歴
史

や
文

化
等

を
認

識
し

調
和

を
図

り
た

い
と

考
え

、
そ

の
旨

を
河

川
整

備
計

画
案

P
1
4
,6

0
,6

3
,6

4
,6

5
,1

3
1
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

観
光

開
発

に
関

連
し

た
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
関

係
市

町
の

河
川

利
用

計
画

も
踏

ま
え

て
、

可
能

な
範

囲
で

基
盤

整
備

等
の

支
援

を
行

っ
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

要
旨

a.
 吉

野
川

を
1つ

の
財

産
と

し
て

対
策

案
を

作
っ

て
ほ

し
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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9
　

河
川

利
用

に
お

け
る

観
光

開
発

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

2
-
2
-6

　
河

川
空

間
の

利
用

【
河

川
整

備
計

画
案

P
6
3
～

6
4
】

（
１

）
 吉

野
川

　
吉

野
川

で
は

、
ア

ユ
等

の
漁

業
や

シ
ジ

ミ
等

の
採

捕
が

行
わ

れ
て

い
る

。
河

川
敷

（
高

水
敷

）
は

、
農

地
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
ほ

か
、

各
種

イ
ベ

ン
ト
の

会
場

や
野

球
、

サ
ッ

カ
ー

等
の

ス
ポ

ー
ツ

大
会

会
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お
り

、
特

に
景

勝
地

と
な

っ
て

い
る

「美
濃

田
の

渕
」
は

、
観

光
客

が
多

く
訪

れ
遊

覧
船

も
運

航
す

る
な

ど
、

吉
野

川
の

自
然

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

水
辺

空
間

と
な

っ
て

い
る

。

　
吉

野
川

上
流

域
の

早
明

浦
ダ

ム
、

池
田

ダ
ム

、
富

郷
ダ

ム
、

柳
瀬

ダ
ム

、
新

宮
ダ

ム
の

5ダ
ム

に
は

、
公

園
施

設
や

展
望

広
場

、
親

水
施

設
等

が
設

置
さ

れ
て

お
り

、
地

域
イ

ベ
ン

ト
の

会
場

や
四

季
折

々
の

来
訪

者
の

憩
い

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。

　
ま

た
、

自
然

豊
か

な
ダ

ム
湖

周
辺

に
お

け
る

環
境

学
習

や
、

水
源

地
域

と
受

益
地

域
の

人
た

ち
の

交
流

の
場

と
し

て
も

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。

2
-
2
-6

　
河

川
空

間
の

利
用

【
河

川
整

備
計

画
案

P
6
5
】

(2
) 

旧
吉

野
川

　
旧

吉
野

川
・今

切
川

の
河

口
堰

上
流

は
、

住
宅

地
が

広
が

る
平

野
部

を
緩

や
か

に
流

れ
る

豊
か

な
自

然
空

間
と

な
っ

て
い

る
水

面
は

釣
り

や
漕

艇
の

練
習

に
利

用
さ

れ
て

い
る

ほ
か

河
川

敷
(高

水
敷

）
に

あ
る

公
園

等
で

は
散

策
や

野
外

活
動

等
、

多
く

の
人

々
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

4
-
2
-3

　
河

川
環

境
の

保
全

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
1
】

（
３

）
 河

川
空

間
の

整
備

と
適

正
な

利
用

　
吉

野
川

水
系

に
お

け
る

河
川

空
間

の
整

備
と

適
正

な
利

用
に

関
し

て
は

、
身

近
な

生
活

の
場

と
し

て
人

々
に

う
る

お
い

や
や

す
ら

ぎ
を

与
え

、
人

と
人

が
ふ

れ
あ

う
こ

と
が

で
き

る
水

辺
空

間
を

整
備

す
る

。
ま

た
、

豊
か

な
自

然
と

美
し

い
景

観
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
誰

も
が

自
由

に
自

然
と

ふ
れ

あ
う

こ
と

が
で

き
る

親
水

空
間

を
整

備
す

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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1
0
　

森
林

に
関

す
る

他
機

関
と

の
連

携
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
要

旨
b

国
の

各
機

関
が

行
う

森
林

整
備

、
砂

防
、

河
川

整
備

等
の

事
業

は
、

各
々

根
拠

法
令

に
基

づ
い

て
実

施
さ

れ
て

い
ま

す
。

森
林

整
備

に
つ

い
て

は
、

森
林

法
の

目
的

で
あ

る
森

林
の

保
続

培
養

と
森

林
生

産
力

の
増

進
と

を
図

る
た

め
森

林
管

理
者

が
整

備
・管

理
を

行
い

ま
す

。
砂

防
に

つ
い

て
は

、
砂

防
法

の
目

的
で

あ
る

土
砂

流
出

防
止

を
図

る
た

め
、

砂
防

事
業

者
が

、
砂

防
設

備
の

整
備

を
行

い
ま

す
。

河
川

整
備

に
つ

い
て

は
、

河
川

法
の

目
的

で
あ

る
洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
を

防
止

し
、

河
川

が
適

正
に

利
用

さ
れ

る
よ

う
、

ま
た

、
流

水
の

正
常

な
機

能
が

維
持

さ
れ

る
と

と
も

に
、

河
川

環
境

の
整

備
・保

全
を

図
る

た
め

、
河

川
管

理
者

が
整

備
・管

理
を

行
い

ま
す

。

　
森

林
整

備
に

関
す

る
要

望
・意

見
は

多
く

い
た

だ
き

ま
し

た
。

今
後

と
も

砂
防

治
山

地
方

連
絡

調
整

会
議

等
を

活
用

し
森

林
整

備
を

担
当

す
る

関
係

機
関

と
よ

り
一

層
の

連
携

を
図

っ
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
4
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働

　
さ

ら
に

、
森

林
保

全
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
土

砂
流

出
の

防
備

機
能

等
の

保
全

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

森
林

整
備

を
実

施
し

て
い

る
林

野
庁

四
国

森
林

管
理

局
等

の
関

係
機

関
と

連
携

に
努

め
る

。
ま

た
、

上
流

域
で

下
草

刈
り

、
植

樹
、

間
伐

等
の

活
動

を
行

っ
て

い
る

様
々

な
N

P
O

団
体

と
も

連
携

を
深

め
る

よ
う

に
努

め
る

。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 林

野
庁

や
農

水
省

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

整
備

計
画

を
立

て
て

欲
し

い
。

要
旨

b
. 

上
流

域
の

森
林

の
整

備
は

、
今

す
ぐ

に
で

も
取

り
か

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
事

業
と

思
い

ま
す

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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1
1
　

森
林

に
よ

る
土

砂
流

出
抑

制
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
2
-
1
-2

 治
水

事
業

の
沿

革
【
河

川
整

備
計

画
案

P
2
6
】

(3
) 

砂
防

事
業

　
吉

野
川

の
砂

防
事

業
は

、
明

治
18

年
に

曽
江

谷
川

で
国

（
直

轄
）
に

よ
る

砂
防

工
事

に
着

手
し

た
の

が
始

ま
り

で
あ

る
。

昭
和

40
年

9月
に

、
豪

雨
に

よ
り

祖
谷

川
筋

大
西

地
先

の
12

万
m

3
に

お
よ

ぶ
地

す
べ

り
性

大
崩

壊
を

は
じ

め
、

各
所

に
崩

壊
が

発
生

し
た

。
こ

れ
を

契
機

に
祖

谷
川

と
南

小
川

流
域

を
国

（
直

轄
）
の

砂
防

区
域

と
し

て
、

昭
和

4
6
年

4
月

か
ら

国
（
直

轄
）
に

よ
る

砂
防

事
業

を
開

始
し

、
そ

の
後

、
昭

和
53

年
4月

に
は

、
と

う
じ

山
を

は
じ

め
と

し
た

崩
壊

、
地

す
べ

り
箇

所
が

多
い

赤
根

川
に

お
い

て
も

国
（
直

轄
）
に

よ
る

砂
防

事
業

に
着

手
し

た
。

　
吉

野
川

上
流

域
で

も
、

昭
和

50
年

の
台

風
5、

6号
、

51
年

の
台

風
17

号
と

い
う

2年
連

続
の

豪
雨

に
よ

り
山

腹
崩

壊
が

多
数

発
生

し
、

著
し

く
荒

廃
し

た
。

こ
れ

を
契

機
に

、
昭

和
54

年
4月

よ
り

国
（
直

轄
）
の

砂
防

区
域

と
し

、
国

（
直

轄
）
に

よ
る

砂
防

事
業

を
開

始
し

た
。

　
ま

た
、

昭
和

57
年

4月
に

は
、

地
す

べ
り

地
帯

で
あ

る
祖

谷
川

の
善

徳
地

区
、

南
小

川
の

怒
田

・八
畝

地
区

で
、

国
（
直

轄
）
に

よ
る

地
す

べ
り

対
策

事
業

に
着

手
し

た
。

要
旨

b
　

こ
の

よ
う

に
、

吉
野

川
流

域
で

は
、

土
石

流
対

策
等

の
地

先
対

策
と

崩
壊

地
等

か
ら

の
急

激
な

土
砂

流
出

の
防

止
等

を
目

的
と

し
て

砂
防

事
業

を
実

施
し

て
お

り
、

国
（
直

轄
）
の

事
業

と
し

て
の

、
砂

防
え

ん
堤

、
護

岸
工

、
渓

流
保

全
工

、
床

固
工

を
、

祖
谷

川
流

域
、

南
小

川
流

域
、

赤
根

川
流

域
、

吉
野

川
上

流
域

（汗
見

川
流

域
、

地
蔵

寺
川

流
域

、
早

明
浦

ダ
ム

上
流

域
）に

設
置

す
る

と
と

も
に

、
県

の
事

業
と

し
て

、
吉

野
川

水
系

内
各

地
で

、
砂

防
え

ん
堤

、
床

固
工

、
渓

流
保

全
工

、
護

岸
工

、
山

腹
工

等
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
4
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働

　
さ

ら
に

、
森

林
保

全
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
土

砂
流

出
の

防
備

機
能

等
の

保
全

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

森
林

整
備

を
実

施
し

て
い

る
林

野
庁

四
国

森
林

管
理

局
等

の
関

係
機

関
と

連
携

に
努

め
る

。
ま

た
、

上
流

域
で

下
草

刈
り

、
植

樹
、

間
伐

等
の

活
動

を
行

っ
て

い
る

様
々

な
N

P
O

団
体

と
も

連
携

を
深

め
る

よ
う

に
努

め
る

。

　
早

明
浦

ダ
ム

周
辺

等
で

実
施

中
の

グ
リ
ー

ン
ベ

ル
ト
事

業
は

、
ダ

ム
貯

水
池

の
水

質
改

善
を

目
的

と
し

て
植

栽
等

を
行

い
、

流
入

土
砂

の
抑

制
を

図
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
ら

の
事

業
は

、
早

明
浦

ダ
ム

の
濁

水
対

策
の

一
助

に
な

っ
て

い
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

河
川

整
備

計
画

は
、

河
川

法
に

則
り

、
河

川
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
を

基
本

と
し

て
い

ま
す

。
従

っ
て

、
森

林
の

機
能

は
、

重
要

と
考

え
ま

す
が

、
河

川
管

理
者

が
、

直
接

実
施

で
き

る
内

容
に

は
限

界
が

あ
る

た
め

、
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
を

図
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

　
ま

た
、

崩
壊

や
表

面
流

出
に

関
し

て
森

林
が

ど
の

よ
う

に
機

能
し

て
い

る
か

と
い

う
の

は
、

い
ま

だ
研

究
途

上
の

課
題

で
あ

り
、

今
後

、
研

究
の

進
展

を
注

視
し

つ
つ

、
濁

水
対

策
、

堆
砂

対
策

に
活

用
出

来
る

状
況

に
な

れ
ば

、
そ

の
知

見
を

計
画

に
取

り
込

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

　
森

林
保

全
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
土

砂
流

出
の

防
備

機
能

等
の

保
全

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

森
林

整
備

を
実

施
し

て
い

る
関

係
機

関
と

調
整

・連
携

に
努

め
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 ダ

ム
の

濁
水

対
策

の
た

め
に

、
ダ

ム
上

流
域

で
の

人
工

林
の

荒
廃

対
策

を
含

む
森

林
整

備
や

崩
壊

対
策

に
取

り
組

む
こ

と
。

要
旨

b
. 

土
砂

災
害

防
止

の
た

め
、

住
民

や
自

治
体

等
と

も
連

携
し

流
域

の
森

林
整

備
や

山
腹

の
崩

壊
対

策
を

行
う

こ
と

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 共

通
－

1
2
　

森
林

に
よ

る
流

出
抑

制
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
要

旨
b

要
旨

c

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
】

＜
コ

ラ
ム

①
＞

森
林

へ
の

降
雨

に
つ

い
て

  
森

林
に

降
雨

が
あ

る
と

、
降

雨
の

一
部

は
樹

冠
を

通
過

し
て

直
接

地
表

に
達

し
ま

す
が

、
残

り
は

一
度

樹
冠

に
貯

留
さ

れ
、

滴
下

・樹
幹

流
下

・遮
断

蒸
発

の
３

つ
に

分
け

ら
れ

ま
す

。
地

表
に

達
し

た
雨

水
は

、
地

表
面

の
流

れ
、

表
土

層
中

の
流

れ
、

よ
り

深
層

の
流

れ
と

な
り

、
渓

流
へ

向
か

っ
て

移
動

し
ま

す
。

こ
の

流
れ

に
は

早
い

も
の

と
遅

い
も

の
が

あ
っ

て
、

こ
れ

ら
が

合
成

さ
れ

て
渓

流
の

流
出

量
の

時
間

変
化

が
形

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
森

林
流

域
へ

の
雨

水
は

、
降

水
量

・地
形

条
件

や
森

林
の

状
態

に
よ

り
、

渓
流

へ
の

流
出

量
と

地
下

深
部

へ
の

浸
透

の
量

が
変

動
す

る
ほ

か
、

蒸
発

散
に

よ
り

水
蒸

気
と

し
て

流
域

か
ら

失
わ

れ
る

量
が

変
動

す
る

な
ど

複
雑

な
現

象
が

生
じ

て
い

ま
す

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
4
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働

　
さ

ら
に

、
森

林
保

全
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
土

砂
流

出
の

防
備

機
能

等
の

保
全

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

森
林

整
備

を
実

施
し

て
い

る
林

野
庁

四
国

森
林

管
理

局
等

の
関

係
機

関
と

連
携

に
努

め
る

。
ま

た
、

上
流

域
で

下
草

刈
り

、
植

樹
、

間
伐

等
の

活
動

を
行

っ
て

い
る

様
々

な
N

P
O

団
体

と
も

連
携

を
深

め
る

よ
う

に
努

め
る

。

　
一

般
的

に
、

森
林

は
宅

地
や

農
地

と
比

べ
て

保
水

能
力

が
高

く
、

森
林

を
保

全
し

て
い

く
こ

と
は

治
水

上
も

重
要

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
降

雨
が

河
川

へ
流

出
す

る
際

に
影

響
す

る
要

素
は

、
多

様
か

つ
複

雑
で

あ
り

、
厳

密
に

計
算

す
る

こ
と

は
困

難
で

す
。

こ
の

た
め

、
河

川
へ

の
流

出
量

を
算

定
す

る
た

め
に

は
、

実
測

さ
れ

る
降

雨
量

と
河

川
流

量
の

関
係

を
適

切
に

捉
え

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

　
治

水
計

画
に

用
い

る
流

出
計

算
で

は
、

流
域

に
降

っ
た

実
際

の
降

雨
と

下
流

河
道

で
の

観
測

流
量

に
よ

り
再

現
性

を
確

認
し

て
お

り
、

森
林

を
含

む
流

域
の

流
出

特
性

を
反

映
し

て
い

ま
す

。

　
ま

た
、

吉
野

川
流

域
で

は
、

過
去

か
ら

見
て

も
森

林
面

積
は

流
域

面
積

の
約

８
割

を
占

め
て

お
り

、
他

の
土

地
利

用
を

考
え

る
と

こ
れ

以
上

の
森

林
増

加
は

難
し

い
と

思
わ

れ
ま

す
。

　
従

っ
て

、
現

計
画

で
見

込
ん

で
い

る
以

上
に

洪
水

緩
和

機
能

の
増

大
を

期
待

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。

　
一

般
的

に
、

河
川

へ
の

洪
水

緩
和

に
寄

与
す

る
と

考
え

ら
れ

て
い

る
森

林
地

域
の

構
成

要
素

は
、

主
に

地
表

樹
木

、
森

林
土

壌
、

基
岩

（母
岩

）
の

３
つ

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 洪

水
対

策
・渇

水
対

策
と

し
て

、
森

林
の

整
備

に
つ

い
て

検
討

し
、

整
備

計
画

に
盛

り
込

ん
で

ほ
し

い
。

要
旨

b
. 

森
林

状
態

に
よ

っ
て

渇
水

時
や

洪
水

時
の

河
川

流
量

が
変

化
す

る
と

の
デ

ー
タ

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

吉
野

川
流

域
に

お
い

て
も

検
証

す
る

こ
と

。
要

旨
c.

 緑
の

ダ
ム

と
か

、
山

の
こ

と
を

非
常

に
高

く
、

治
水

・利
水

に
買

っ
て

お
ら

れ
ま

す
け

れ
ど

も
、

実
は

そ
ん

な
に

効
果

が
な

い
ん

で
す

。
大

き
な

治
水

効
果

を
発

揮
す

る
よ

う
な

錯
覚

を
お

持
ち

に
な

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
ま

す
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

（
つ

づ
く
）
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1
2
　

森
林

に
よ

る
流

出
抑

制
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
森

林
に

降
っ

た
雨

水
は

、
地

形
条

件
や

森
林

の
状

態
に

よ
り

、
渓

流
へ

の
流

出
と

地
下

深
部

へ
の

浸
透

の
他

、
蒸

発
散

に
よ

り
水

蒸
気

と
し

て
流

域
か

ら
失

わ
れ

る
な

ど
複

雑
な

現
象

が
生

じ
て

い
ま

す
。

　
こ

の
よ

う
に

、
複

雑
な

森
林

の
水

理
現

象
を

理
解

い
た

だ
く

た
め

に
、

河
川

整
備

計
画

案
P
7《

コ
ラ

ム
①

》森
林

へ
の

降
雨

に
つ

い
て

を
記

載
し

て
い

ま
す

。

　
な

お
、

そ
の

状
況

に
よ

り
洪

水
緩

和
機

能
へ

の
影

響
は

様
々

で
す

が
、

人
為

的
な

影
響

は
少

な
く

、
洪

水
緩

和
機

能
を

変
化

さ
せ

る
も

の
で

は
な

い
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
ま

た
、

基
岩

の
上

に
形

成
さ

れ
て

い
る

森
林

土
壌

は
、

浸
透

能
力

が
大

き
く

、
降

雨
の

大
部

分
は

一
旦

、
森

林
土

壌
に

浸
透

す
る

こ
と

か
ら

森
林

の
洪

水
緩

和
機

能
を

考
え

る
上

で
森

林
土

壌
が

最
も

重
要

で
す

。
し

か
し

、
地

表
面

に
近

い
部

分
の

森
林

土
壌

が
1
cm

発
達

す
る

の
に

約
１

０
０

年
（文

献
に

よ
っ

て
は

約
５

０
０

年
）も

の
長

期
間

を
要

す
る

と
言

わ
れ

て
お

り
、

流
域

の
森

林
土

壌
の

洪
水

緩
和

機
能

は
ほ

と
ん

ど
変

化
し

ま
せ

ん
。

　
以

上
の

こ
と

か
ら

、
流

域
の

森
林

面
積

の
変

化
が

な
け

れ
ば

、
吉

野
川

流
域

の
計

画
上

の
洪

水
緩

和
機

能
に

つ
い

て
、

現
在

見
込

ん
で

い
る

以
上

に
見

込
む

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

が
、

現
状

の
洪

水
緩

和
機

能
は

森
林

保
全

を
行

い
、

森
林

土
壌

が
保

全
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
維

持
さ

れ
る

も
の

で
あ

り
、

森
林

を
保

全
す

る
こ

と
は

重
要

で
す

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

（
つ

づ
く
）
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1
2
　

森
林

に
よ

る
流

出
抑

制
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
な

お
、

農
林

水
産

大
臣

の
諮

問
に

よ
る

日
本

学
術

会
議

答
申

（平
成

13
年

11
月

）で
は

、
「治

水
上

問
題

と
な

る
大

雨
の

と
き

に
は

、
洪

水
の

ピ
ー

ク
を

迎
え

る
以

前
に

流
域

は
流

出
に

関
し

て
飽

和
状

態
と

な
り

、
降

っ
た

雨
の

ほ
と

ん
ど

が
河

川
に

流
出

す
る

よ
う

な
状

態
と

な
る

こ
と

か
ら

、
降

雨
量

が
大

き
く

な
る

と
、

低
減

す
る

効
果

は
大

き
く

は
期

待
で

き
な

い
。

」、
「森

林
は

中
小

洪
水

に
お

い
て

は
洪

水
緩

和
機

能
を

発
揮

す
る

が
、

大
洪

水
に

お
い

て
は

顕
著

な
効

果
は

期
待

で
き

な
い

。
」と

さ
れ

て
い

ま
す

。

　
森

林
保

全
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
河

川
整

備
計

画
案

P
13

4
5-

2地
域

住
民

、
関

係
機

関
と

の
連

携
・協

働
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

　
ま

た
、

同
答

申
で

は
、

水
資

源
貯

留
機

能
に

つ
い

て
、

「森
林

が
流

出
を

遅
ら

せ
る

こ
と

は
、

無
効

流
量

を
減

少
さ

せ
、

利
用

可
能

な
水

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
を

意
味

し
、

水
資

源
確

保
上

有
利

と
な

る
」が

、
「渇

水
流

量
に

近
い

流
況

で
は

（す
な

わ
ち

、
無

降
雨

日
が

長
く

続
く

と
）
、

地
域

や
年

降
水

量
に

も
よ

る
が

、
河

川
流

量
は

か
え

っ
て

減
少

す
る

場
合

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
が

起
こ

る
の

は
、

森
林

の
樹

冠
部

の
蒸

発
散

作
用

に
よ

り
、

森
林

自
身

が
か

な
り

の
水

を
消

費
す

る
か

ら
で

あ
る

。
」と

さ
れ

て
お

り
、

「降
雨

が
河

川
に

流
出

す
る

ま
で

に
は

地
形

条
件

や
地

質
条

件
の

影
響

を
受

け
る

。
そ

れ
ら

を
森

林
の

機
能

と
誤

解
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
さ

ら
に

、
森

林
は

水
を

生
み

出
す

わ
け

で
は

な
い

こ
と

、
渇

水
流

量
が

減
少

す
る

場
合

も
あ

る
こ

と
、

し
か

し
な

が
ら

、
水

資
源

確
保

上
有

利
で

あ
る

こ
と

等
、

一
見

矛
盾

す
る

事
実

を
含

め
て

、
森

林
の

水
源

涵
養

機
能

を
正

し
く

理
解

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

」と
述

べ
ら

れ
て

い
ま

す
。 （

つ
づ

く
）
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1
2
　

森
林

に
よ

る
流

出
抑

制
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

【参
考

】
　

日
本

学
術

会
議

（平
成

13
年

11
月

）抜
粋

（地
球

環
境

・人
間

生
活

に
か

か
わ

る
農

業
及

び
森

林
の

多
面

的
な

機
能

の
評

価
に

つ
い

て
；

農
林

水
産

大
臣

諮
問

）

○
森

林
の

水
源

か
ん

養
の

限
界

に
つ

い
て

・洪
水

緩
和

機
能

　
　

治
水

上
問

題
と

な
る

大
雨

の
と

き
に

は
、

洪
水

の
ピ

ー
ク

を
迎

え
る

以
前

に
流

域
は

流
出

に
関

し
て

飽
和

状
態

と
な

り
、

降
っ

た
雨

の
ほ

と
ん

ど
が

河
川

に
流

出
す

る
よ

う
な

状
況

と
な

る
こ

と
か

ら
、

降
雨

量
が

大
き

く
な

る
と

、
低

減
す

る
効

果
は

大
き

く
は

期
待

で
き

な
い

。
森

林
は

中
小

洪
水

に
お

い
て

は
洪

水
緩

和
機

能
を

発
揮

す
る

が
、

大
洪

水
に

お
い

て
は

顕
著

な
効

果
は

期
待

で
き

な
い

。

・水
資

源
貯

留
機

能
　

　
流

況
曲

線
上

の
渇

水
流

量
に

近
い

流
況

で
は

（す
な

わ
ち

、
無

降
雨

日
が

長
く

続
く

と
)、

地
域

や
年

降
水

量
に

も
よ

る
が

、
河

川
流

量
は

か
え

っ
て

減
少

す
る

場
合

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
が

起
こ

る
の

は
、

森
林

の
樹

冠
部

の
蒸

発
散

作
用

に
よ

り
、

森
林

自
身

が
か

な
り

の
水

を
消

費
す

る
か

ら
で

あ
る

。

○
治

水
・利

水
計

画
に

つ
い

て
　

　
あ

く
ま

で
森

林
の

存
在

を
前

提
に

し
た

上
で

治
水

・利
水

計
画

は
策

定
さ

れ
て

お
り

、
森

林
と

ダ
ム

の
両

方
の

機
能

が
相

ま
っ

て
は

じ
め

て
目

標
と

す
る

治
水

・利
水

安
全

度
が

確
保

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 共

通
－

1
3
　

文
章

等
表

現
内

容
の

改
善

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
2
-
1
　

治
水

の
現

状
と

課
題

2
-
1
-2

　
治

水
事

業
の

沿
革

（
１

）吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
5
】

2
）
明

治
初

期
の

改
修

　
し

か
し

な
が

ら
、

そ
の

後
も

洪
水

被
害

は
相

次
ぎ

、
堪

え
か

ね
た

徳
島

県
は

改
修

工
事

を
中

止
し

た
こ

と
を

後
悔

し
て

、
国

に
対

し
改

修
工

事
の

再
開

を
要

請
し

た
が

、
工

事
再

開
は

明
治

40
年

の
第

一
期

改
修

工
事

の
着

手
を

待
た

ね
ば

な
ら

な
か

っ
た

。

2
-
1
　

治
水

の
現

状
と

課
題

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
4
】

〈
コ

ラ
ム

④
〉
洪

水
遺

産

高
地

蔵
（
た

か
じ

ぞ
う

）
（洪

水
で

浸
か

ら
な

い
よ

う
に

土
台

を
高

く
し

た
地

蔵
と

い
う

説
も

あ
る

。
）

　
河

川
整

備
計

画
案

に
つ

い
て

は
、

ご
意

見
を

頂
き

な
が

ら
、

分
か

り
や

す
い

表
現

や
見

や
す

い
よ

う
に

努
め

ま
す

。

要
旨

a.
 分

か
り

に
く

い
表

現
等

の
修

正
、

専
門

用
語

の
解

説
な

ど
、

誰
に

で
も

分
か

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
再

度
文

献
及

び
学

識
者

の
方

々
の

ご
意

見
を

伺
い

、
歴

史
的

背
景

を
確

認
し

た
結

果
、

歴
史

的
事

実
の

み
を

記
載

す
る

事
と

し
、

河
川

整
備

計
画

案
P
15

 2
)明

治
初

期
の

改
修

を
修

正
し

ま
し

た
。

　
再

度
文

献
及

び
学

識
者

の
方

々
の

ご
意

見
を

伺
い

、
確

認
し

た
結

果
、

高
地

蔵
に

関
し

て
は

、
洪

水
遺

産
と

い
う

説
以

外
に

諸
説

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

た
め

、
河

川
整

備
計

画
案

P
14

 《
コ

ラ
ム

④
》高

地
蔵

の
記

述
を

修
正

し
ま

し
た

。
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テ ー マ
 治

水
－

1
　

河
川

整
備

に
お

い
て

目
標

と
す

る
流

量
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
3
-
4
 洪

水
、

高
潮

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

目
標

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
1
】

1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
応

　
吉

野
川

に
お

け
る

治
水

対
策

の
目

標
は

、
河

川
整

備
基

本
方

針
で

は
基

準
地

点
岩

津
に

お
い

て
、

基
本

高

水
の

ピ
ー

ク
流

量
2
4
,0

0
0
m

3
/
sと

し
、

こ
の

う
ち

既
設

ダ
ム

及
び

流
域

内
の

洪
水

調
節

施
設

に
よ

り
6
,0

0
0
m

3
/
s

を
調

整
し

て
、

河
道

の
配

分
流

量
を

1
8
,0

0
0
m

3
/
sと

定
め

ら
れ

て
い

る
が

、
そ

の
目

標
を

達
成

す
る

に
は

、
長

期
間

を
要

す
る

。
そ

こ
で

、
段

階
的

に
整

備
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
今

後
、

概
ね

30
年

間
に

実
施

す
る

河
川

整
備

の
内

容
を

定
め

る
本

整
備

計
画

で
は

、
戦

後
最

大
流

量
を

記
録

し
、

甚
大

な
浸

水
被

害
を

発
生

さ
せ

た
平

成
16

年
10

月
の

台
風

23
号

と
同

規
模

の
洪

水
に

対
し

、
吉

野
川

の
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
を

防
止

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
た

整
備

を
実

施
す

る
。

具
体

的
に

は
、

河
川

整
備

計
画

に
お

け
る

目
標

流
量

は
、

岩
津

地
点

で
19

,4
00

m
3
/
s

と
し

、
こ

の
う

ち
既

設
ダ

ム
に

よ
り

2
,8

0
0
m

3
/
sを

調
節

し
て

、
河

道
へ

の
配

分
流

量
を

1
6
,6

0
0
m

3
/
sと

す
る

。
こ

の
流

量
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

、
河

川
整

備
基

本
方

針
に

沿
い

無
堤

地
区

の
築

堤
・掘

削
等

の
事

業
を

行
い

、
吉

野
川

の
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
を

防
止

す
る

。

(2
) 

旧
吉

野
川

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
3
】

1
) 

は
ん

濫
被

害
軽

減
に

向
け

た
対

応
 　

旧
吉

野
川

・今
切

川
に

お
け

る
治

水
対

策
の

目
標

は
、

河
川

整
備

基
本

方
針

で
は

、
基

準
地

点
大

寺
に

お
い

て
、

基
本

高
水

の
ピ

ー
ク

流
量

及
び

河
道

の
配

分
流

量
1
,5

0
0
m

3
/s

と
定

め
ら

れ
て

い
る

が
、

そ
の

目
標

を
達

成
す

る
に

は
、

長
期

間
を

要
す

る
。

そ
こ

で
、

段
階

的
に

整
備

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

今
後

、
概

ね
30

年
間

に
実

施
す

る
河

川
整

備
の

内
容

を
定

め
る

本
整

備
計

画
で

は
、

戦
後

最
大

規
模

の
昭

和
50

年
8月

台
風

6号
と

同
規

模
の

洪
水

や
昭

和
36

年
9月

第
二

室
戸

台
風

と
同

規
模

の
高

潮
に

対
し

、
旧

吉
野

川
･今

切
川

の
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
を

軽
減

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
た

整
備

を
実

施
す

る
。

具
体

的
に

は
、

河
川

整
備

計
画

に
お

け
る

目
標

流
量

は
、

大
寺

地
点

で
1
,1

0
0
m

3
/
s、

こ
の

う
ち

既
設

ダ
ム

に
よ

り
1
0
0
m

3
/s

を
調

節
し

て
、

河
道

へ
の

配
分

流
量

を
1
,0

0
0
m

3
/s

と
し

、
旧

吉
野

川
下

流
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

下
流

）及
び

今
切

川
沿

い
の

必
要

区
間

に
つ

い
て

、
河

川
整

備
基

本
方

針
に

沿
い

築
堤

等
の

対
策

を
行

う
こ

と
で

、
主

要
な

市
街

地
の

旧
吉

野
川

・今
切

川
の

は
ん

濫
に

よ
る

浸
水

被
害

を
軽

減
す

る
と

と
も

に
、

旧
吉

野
川

上
流

区
間

の
掘

削
を

行
い

、
川

沿
い

の
無

堤
地

区
に

お
け

る
旧

吉
野

川
の

は
ん

濫
に

よ
る

家
屋

浸
水

被
害

を
概

ね
解

消
す

る
。

要
旨

a.
 （

吉
野

川
の

治
水

対
策

の
）目

標
は

、
平

成
16

年
10

月
の

台
風

23
号

と
同

規
模

で
よ

い
と

考
え

ま
す

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

吉
野

川
に

お
け

る
最

終
的

な
治

水
対

策
の

目
標

は
、

河
川

整
備

基
本

方
針

(H
1
7
.1

1
策

定
)に

お
い

て
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

基
本

方
針

は
、

昭
和

57
年

の
工

事
実

施
基

本
計

画
を

踏
襲

し
、

基
準

地
点

岩
津

(河

口
よ

り
4
1
.1

km
)で

、
基

本
高

水
の

ピ
ー

ク
流

量
を

2
4
,0

0
0
m

3
/
sと

し
、

こ

の
う

ち
既

存
ダ

ム
及

び
流

域
内

の
洪

水
調

節
施

設
に

よ
り

、
6,

00
0m

3
/
s

を
調

節
し

て
、

河
道

へ
の

配
分

流
量

を
1
8
,0

0
0
m

3
/
sと

す
る

こ
と

が
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
し

か
し

な
が

ら
、

無
堤

地
区

が
多

く
残

る
岩

津
～

池
田

間
の

堤
防

整
備

（
完

成
堤

防
と

H
.W

.L
以

上
の

暫
定

堤
防

）
率

は
6
2
.8

%
（
H

2
1
.3

現
在

）
で

、
全

国
平

均
の

8
4
.7

%
（
H

1
9
.3

現
在

）
に

比
べ

低
い

状
況

で
あ

る
こ

と
も

踏
ま

え
る

と
、

河
川

整
備

基
本

方
針

の
対

策
を

完
了

さ
せ

る
に

は
、

長
期

間
を

要
し

ま
す

。
そ

こ
で

、
河

川
整

備
計

画
で

は
、

河
川

整
備

基
本

方
針

で
定

め
た

目
標

に
向

け
、

段
階

的
な

整
備

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
て

、
目

標
と

す
る

流
量

を
設

定
し

て
い

ま
す

。

　
具

体
的

に
は

、
戦

後
最

大
流

量
を

記
録

し
た

平
成

16
年

10
月

台
風

23
号

と
同

規
模

の
洪

水
に

対
し

、
吉

野
川

の
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
を

防
止

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
、

基
準

地
点

岩
津

で
目

標
流

量

1
9,

4
0
0
m

3
/s

、
こ

の
う

ち
既

設
の

洪
水

調
節

ダ
ム

（早
明

浦
ダ

ム
、

富
郷

ダ
ム

、
柳

瀬
ダ

ム
、

新
宮

ダ
ム

、
池

田
ダ

ム
）の

治
水

容
量

を
用

い
て

、

現
在

の
操

作
規

則
に

よ
り

、
2,

80
0m

3
/s

を
調

節
し

、
河

道
整

備
流

量
を

1
6,

6
0
0
m

3
/s

と
し

て
お

り
、

今
後

、
概

ね
30

年
間

で
達

成
可

能
な

整
備

内
容

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

こ
の

整
備

内
容

は
河

川
整

備
基

本
方

針
で

定
め

た
整

備
目

標
で

あ
る

計
画

高
水

流
量

に
対

し
て

手
戻

り
無

く
、

整
合

性
の

と
れ

た
内

容
と

な
っ

て
お

り
ま

す
の

で
、

そ
の

旨
を

河
川

整
備

計
画

案
P
7
1
,7

3
に

追
加

し
ま

し
た

。
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テ ー マ
 治

水
－

2
　

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

へ
の

対
応

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a.
 こ

れ
か

ら
の

洪
水

（対
策

）は
、

過
去

の
記

録
に

な
い

よ
う

な
大

洪
水

が
起

き
る

と
い

う
こ

と
を

想
定

し
、

こ
う

し
た

状
況

に
耐

え
ら

れ
る

よ
う

な
整

備
計

画
を

作
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

2
-
1
　

治
水

の
現

状
と

課
題

【
河

川
整

備
計

画
案

P
4
1
】

(4
)浸

水
被

害
の

軽
減

策
及

び
危

機
管

理

　
吉

野
川

で
は

、
こ

れ
ま

で
も

工
事

実
施

基
本

計
画

に
基

づ
く

着
実

な
整

備
を

実
施

し
て

き
た

。
し

か
し

、
現

状
施

設
の

整
備

水
準

以
上

の
洪

水
が

発
生

す
る

可
能

性
は

常
に

存
在

し
て

い
る

。
ま

た
、

将
来

、
計

画
さ

れ
た

施
設

整
備

が
完

成
し

た
と

し
て

も
、

計
画

規
模

以
上

の
洪

水
（超

過
洪

水
）が

発
生

す
る

可
能

性
は

存
在

す
る

。
さ

ら
に

、
今

後
、

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
化

に
よ

る
洪

水
・高

潮
の

増
大

等
の

リ
ス

ク
の

増
大

が
見

込
ま

れ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

こ
れ

ら
水

災
害

の
す

べ
て

を
完

全
に

防
御

す
る

こ
と

は
難

し
い

こ
と

か
ら

、
洪

水
は

ん
濫

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

の
施

設
整

備
を

着
実

に
進

め
て

い
く

こ
と

と
並

行
し

て
、

例
え

そ
の

よ
う

な
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

で
も

、
壊

滅
的

な
被

害
を

回
避

す
る

と
と

も
に

、
被

害
の

最
小

化
を

目
的

と
す

る
適

応
策

の
実

施
に

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
洪

水
は

ん
濫

が
発

生
し

た
場

合
に

も
人

的
被

害
の

発
生

を
回

避
す

る
た

め
に

は
、

的
確

な
避

難
を

可
能

と
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
住

民
が

的
確

な
避

難
行

動
を

取
る

た
め

に
役

立
つ

情
報

を
分

か
り

や
す

く
提

供
す

る
必

要
が

あ
る

。
国

土
交

通
省

で
は

、
自

治
体

に
よ

る
避

難
勧

告
・避

難
指

示
の

発
令

を
支

援
す

る
た

め
、

洪
水

予
報

に
よ

り
洪

水
時

に
予

測
さ

れ
る

水
位

情
報

等
を

提
供

し
て

い
る

。

　
ま

た
、

国
土

交
通

省
は

、
浸

水
想

定
区

域
図

の
公

表
に

よ
り

、
自

治
体

に
よ

る
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

平
成

17
年

5月
に

改
正

さ
れ

た
水

防
法

に
よ

り
、

市
町

村
は

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

公
表

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る

が
お

り
、

現
在

公
表

済
み

の
吉

野
川

流
域

（国
管

理
区

間
沿

川
）の

す
べ

て
の

自
治

体
は

、
で

あ
る

6
市

7
8
町

で
あ

り
、

公
表

さ
れ

て
い

る
。

今
後

は
残

る
町

に
つ

い
て

も
早

急
に

公
表

で
き

る
に

も
河

川
情

報
等

の
普

及
に

対
し

支
援

し
て

い
く

と
と

も
に

、
ま

る
ご

と
ま

ち
ご

と
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
の

施
策

を
推

進
・

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、

住
民

に
と

っ
て

身
近

で
わ

か
り

や
す

い
情

報
と

し
て

定
着

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

堤
防

が
決

壊
す

る
な

ど
重

大
な

災
害

の
発

生
に

対
し

て
は

、
段

階
的

に
施

設
能

力
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

浸
水

被
害

軽
減

策
へ

の
取

り
組

み
及

び
危

機
管

理
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

し
か

し
、

現
在

の
堤

防
は

、
拡

築
・嵩

上
げ

を
繰

り
返

し
て

き
た

た
め

様
々

な
危

険
性

を
内

包
し

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

の
発

生
時

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
施

設
能

力
以

下
の

規
模

で
あ

っ
て

も
洪

水
が

長
時

間
継

続
す

る
と

、
最

悪
の

場
合

、
計

画
高

水
位

以
下

で
堤

防
の

決
壊

が
生

じ
る

こ
と

も
危

惧
さ

れ
ま

す
。

　
「河

川
堤

防
設

計
指

針
（国

土
交

通
省

河
川

局
治

水
課

、
平

成
19

年
3月

23
日

）」
で

は
、

計
画

高
水

位
以

下
の

水
位

の
流

水
の

通
常

の
作

用
に

対
し

て
の

安
全

性
を

確
保

す
る

こ
と

と
し

て
、

堤
防

設
計

の
考

え
方

が
示

さ
れ

て
お

り
、

河
川

整
備

計
画

案
で

は
、

こ
の

指
針

に
基

づ
き

、
堤

防
補

強
強

化
対

策
（浸

透
対

策
、

侵
食

対
策

）を
実

施
す

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
吉

野
川

に
お

い
て

も
、

堤
防

の
浸

透
や

侵
食

作
用

に
対

す
る

河
川

堤
防

の
点

検
を

完
了

し
、

破
堤

等
重

大
な

災
害

を
未

然
に

防
ぐ

措
置

を
講

じ
て

き
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

　
な

お
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

へ
の

対
策

と
し

て
の

危
機

管
理

や
被

害
軽

減
策

に
関

し
て

は
、

今
後

も
様

々
な

調
査

研
究

が
必

要
で

す
。

　
自

治
体

と
の

防
災

情
報

の
共

有
、

洪
水

時
の

的
確

な
情

報
伝

達
等

に
向

け
た

施
設

整
備

や
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
支

援
、

危
険

箇
所

の
市

町
等

へ
の

周
知

、
防

災
訓

練
の

実
施

、
災

害
情

報
協

議
会

を
活

用
し

た
市

町
と

の
連

携
体

制
の

強
化

等
ソ

フ
ト
面

で
の

対
策

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

も
実

施
し

て
き

た
と

こ
ろ

で
す

。

要
旨

a

（
つ

づ
く
）
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2
　

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

へ
の

対
応

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
さ

ら
に

、
甚

大
な

被
害

を
発

生
さ

せ
る

堤
防

の
決

壊
（
破

堤
）
は

ん
濫

の
発

生
を

防
ぐ

た
め

に
は

、
適

切
な

水
防

活
動

が
不

可
欠

で
あ

る
。

現
在

、
洪

水
時

に
は

昼
夜

を
問

わ
ず

水
防

団
等

が
出

動
し

、
必

要
に

応
じ

て
水

防
工

法
を

実
施

し
て

い
る

。
国

土
交

通
省

で
は

、
水

防
警

報
の

発
令

に
よ

り
、

水
防

団
等

に
よ

る
水

防
活

動
の

的
確

な
実

施
を

支
援

し
て

い
る

。
現

在
、

水
防

団
等

の
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

が
、

訓
練

等
を

通
じ

、
水

防
体

制
の

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

　
加

え
て

、
浸

水
に

よ
る

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

に
は

、
浸

水
の

危
険

性
が

あ
る

地
域

に
お

い
て

、
浸

水
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
国

土
交

通
省

で
は

、
浸

水
想

定
区

域
図

の
公

表
に

よ
り

、
浸

水
の

危
険

性
の

あ
る

地
域

の
周

知
を

図
っ

て
い

る
が

、
今

後
と

も
、

自
治

体
や

関
係

機
関

と
連

携
を

と
り

つ
つ

、
総

合
的

な
浸

水
対

策
の

推
進

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

　
国

土
交

通
省

で
は

、
洪

水
、

水
質

事
故

及
び

地
震

等
の

緊
急

時
に

は
、

昼
夜

を
問

わ
ず

組
織

体
制

を
組

み
、

被
害

の
軽

減
を

目
的

と
し

て
、

迅
速

・的
確

な
河

川
情

報
等

の
収

集
・提

供
を

図
る

と
と

も
に

、
毎

年
、

緊
急

時
の

対
応

の
迅

速
化

等
を

目
的

と
し

た
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

。
今

後
と

も
災

害
情

報
協

議
会

等
を

通
じ

て
関

係
機

関
と

連
携

し
、

防
災

情
報

・災
害

情
報

の
共

有
化

、
災

害
発

生
時

の
危

機
管

理
体

制
の

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

3
-
4
 洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
目

標
(1

) 
吉

野
川

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
2
】

5
) 

浸
水

被
害

の
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

　
浸

水
の

危
険

性
が

あ
る

地
域

の
周

知
及

び
市

町
が

作
成

す
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
へ

の
技

術
的

支
援

や
分

か
り

や
す

い
情

報
提

供
の

推
進

、
自

治
体

と
の

防
災

情
報

の
共

有
を

目
的

と
し

た
施

設
の

整
備

、
迅

速
か

つ
効

率
的

な
水

防
活

動
、

住
民

の
避

難
、

減
災

等
を

目
的

と
し

た
防

災
関

連
施

設
整

備
、

防
災

訓
練

、
自

治
体

に
よ

る
浸

水
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
の

支
援

、
危

機
管

理
体

制
の

強
化

等
、

必
要

な
対

策
を

自
治

体
や

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
計

画
規

模
を

上
回

る
洪

水
等

が
発

生
し

た
場

合
、

整
備

途
上

で
の

施
設

能
力

以
上

の
洪

水
や

高
潮

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
も

、
被

害
の

軽
減

に
努

め
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
今

後
も

迅
速

か
つ

効
率

的
な

水
防

活
動

や
住

民
の

円
滑

な
避

難
の

支
援

、
被

災
時

の
応

急
的

な
対

応
に

よ
り

洪
水

の
被

害
を

最
小

限
に

抑
え

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
、

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
排

水
ポ

ン
プ

車
の

作
業

場
、

側
帯

等
防

災
関

連
施

設
の

整
備

等
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

こ
う

い
っ

た
危

機
管

理
や

防
災

に
関

す
る

内
容

は
、

河
川

整
備

計
画

案
P
4
1
,7

2
,7

4
,1

2
2
,1

3
3
,1

3
4
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

危
機

管
理

施
設

の
適

正
な

維
持

管
理

に
つ

い
て

、
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
0
 ⑥

危
機

管
理

施
設

の
維

持
管

理
を

修
正

し
記

載
し

ま
し

た
。
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施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

へ
の

対
応

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

3
-
4
 洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
目

標
(1

) 
吉

野
川

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
4
】

4
)浸

水
被

害
の

軽
減

策
及

び
危

機
管

理

　
浸

水
の

危
険

性
が

あ
る

地
域

の
周

知
及

び
市

町
が

作
成

す
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
へ

の
技

術
的

支
援

や
分

か
り

や
す

い
情

報
提

供
の

推
進

、
自

治
体

と
の

防
災

情
報

の
共

有
を

目
的

と
し

た
施

設
の

整
備

、
迅

速
か

つ
効

率
的

な
水

防
活

動
、

住
民

の
避

難
、

減
災

等
を

目
的

と
し

た
防

災
関

連
施

設
整

備
、

防
災

訓
練

、
自

治
体

に
よ

る
浸

水
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
の

支
援

、
危

機
管

理
体

制
の

強
化

等
、

必
要

な
対

策
を

自
治

体
や

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
計

画
規

模
を

上
回

る
洪

水
等

が
発

生
し

た
場

合
、

整
備

途
上

で
の

施
設

能
力

以
上

の
洪

水
や

高
潮

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
も

、
被

害
の

軽
減

に
努

め
る

。

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

（
1
）
河

川
の

維
持

管
理

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
0
】

⑥
水

防
資

機
材

の
確

保
危

機
管

理
施

設
の

維
持

管
理

　
危

機
管

理
施

設
と

な
る

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
の

防
災

拠
点

等
に

つ
い

て
は

、
災

害
発

生
時

に
活

用
で

き
る

よ
う

適
切

に
維

持
管

理
を

す
る

と
と

も
に

、
水

防
活

動
や

河
川

管
理

施
設

の
被

災
な

ど
不

測
の

事
態

に
対

応
す

る
た

め
、

機
材

、
土

砂
、

土
の

う
袋

、
シ

ー
ト
、

根
固

め
ブ

ロ
ッ

ク
等

の
水

防
資

材
の

備
蓄

を
行

う
。

ま
た

、
平

常
時

に
は

貴
重

な
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
と

な
る

こ
と

か
ら

、
地

域
と

連
携

し
、

適
正

な
利

用
を

推
進

す
る

。

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
2
】

(3
) 

浸
水

被
害

軽
減

策
及

び
危

機
管

理
体

制
の

整
備

　
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

の
整

備
に

向
け

、
災

害
情

報
協

議
会

等
を

通
じ

て
関

係
機

関
相

互
の

情
報

共
有

、
連

携
強

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
河

川
情

報
の

収
集

・提
供

、
水

防
団

と
の

連
携

等
の

支
援

・
協

力
を

実
施

す
る

。

　
ま

た
、

今
後

、
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

象
変

化
等

に
よ

り
激

化
す

る
水

災
害

へ
の

対
応

と
し

て
、

被
害

の
最

小
化

を
目

的
と

す
る

適
応

策
に

つ
い

て
、

研
究

や
全

国
的

な
施

策
展

開
の

状
況

を
踏

ま
え

、
吉

野
川

の
流

域
特

性
等

に
照

ら
し

て
、

必
要

な
も

の
か

ら
取

り
組

ん
で

い
く

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 治

水
－

2
　

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

へ
の

対
応

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
3
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働

　
洪

水
に

よ
る

被
害

の
発

生
防

止
・軽

減
を

図
る

た
め

に
は

、
関

係
機

関
が

連
携

し
、

防
災

対
策

に
関

す
る

計
画

を
相

互
に

調
整

し
つ

つ
取

り
組

む
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

　
ま

た
、

防
災

に
関

す
る

情
報

を
適

切
に

活
用

す
る

た
め

に
は

、
「知

ら
せ

る
努

力
と

知
る

努
力

」が
重

要
で

あ
る

。

　
そ

こ
で

、
河

川
情

報
の

収
集

・提
供

等
に

つ
い

て
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

連
携

し
つ

つ
、

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
・利

活
用

や
防

災
教

育
・訓

練
等

を
通

じ
て

、
災

害
時

要
援

護
者

も
含

め
た

地
域

住
民

へ
、

防
災

に
関

す
る

知
識

や
情

報
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

理
解

を
醸

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

防
災

力
の

強
化

に
努

め
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
4
】

5
-
3
 I
T
（
情

報
技

術
）
の

活
用

　
防

災
に

関
す

る
河

川
の

情
報

に
つ

い
て

は
、

河
川

水
位

、
映

像
な

ど
各

種
情

報
の

提
供

体
制

が
整

い
つ

つ
あ

る
。

一
方

、
流

域
の

浸
水

状
況

や
道

路
（避

難
路

等
）の

浸
水

（冠
水

）状
況

、
住

民
の

避
難

状
況

等
の

被
害

に
関

す
る

情
報

の
収

集
・共

有
は

、
技

術
的

に
難

し
い

課
題

を
有

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
自

治
体

河
川

管
理

者
等

が
協

力
し

て
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
収

集
・共

有
体

制
に

つ
い

て
調

査
・研

究
を

進
め

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 治

水
－

3
　

吉
野

川
の

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

（
築

堤
等

）

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
8
】

1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

　
吉

野
川

の
国

（
直

轄
）
管

理
区

間
全

川
に

お
い

て
、

河
道

整
備

流
量

16
,6

00
m

3
/s

（岩
津

地
点

）を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
河

道
断

面
を

確
保

す
る

も
の

と
す

る
。

そ
の

際
に

は
、

治
水

効
果

を
早

期
に

発
現

さ
せ

る
た

め
、

現
在

事
業

実
施

中
の

区
間

と
未

着
手

区
間

の
う

ち
最

も
は

ん
濫

被
害

の
大

き
い

地
区

の
無

堤
部

対
策

を
優

先
的

に
実

施
す

る
。

ま
た

、
そ

の
他

の
無

堤
部

に
つ

い
て

は
、

上
下

流
・左

右
岸

の
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
な

が
ら

、
計

画
的

に
整

備
を

実
施

す
る

。

　
堤

防
等

の
整

備
を

実
施

し
て

も
な

お
、

流
下

断
面

が
不

足
す

る
区

間
で

は
、

河
道

の
掘

削
等

を
行

い
、

必
要

な
流

下
断

面
を

確
保

す
る

。

①
 堤

防
の

整
備

　
吉

野
川

の
国

（
直

轄
）
管

理
区

間
の

無
堤

地
区

（狭
隘

地
を

除
く

）に
お

い
て

は
、

洪
水

に
よ

る
は

ん
濫

被
害

を
防

止
す

る
た

め
堤

防
の

整
備

を
実

施
す

る
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
8
0
】

②
 輪

中
堤

・
宅

地
嵩

上
げ

等

　
岩

津
上

流
（池

田
～

岩
津

間
）の

狭
隘

地
区

に
お

い
て

は
、

整
備

に
よ

る
宅

地
等

の
資

産
の

消
失

を
最

小
限

に
と

ど
め

、
地

域
住

民
の

生
活

環
境

を
保

全
し

つ
つ

、
浸

水
被

害
を

軽
減

す
る

こ
と

な
ど

を
目

的
と

し
て

、
地

元
と

の
調

整
を

図
り

な
が

ら
必

要
に

応
じ

て
輪

中
堤

の
設

置
や

宅
地

嵩
上

げ
等

を
行

う
。

な
お

、
輪

中
堤

・宅
地

嵩
上

げ
等

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

周
辺

農
地

等
へ

の
新

た
な

家
屋

の
立

地
を

防
止

す
る

た
め

、
市

町
と

連
携

し
て

、
災

害
危

険
箇

所
の

指
定

な
ど

適
正

な
措

置
を

行
う

。

要
旨

a
要

旨
b

要
旨

c

意
見

要
旨

要
旨

a.
 堤

防
位

置
を

後
退

で
き

る
場

所
は

、
引

い
て

建
設

し
、

川
に

あ
そ

び
を

も
た

せ
た

方
が

い
い

の
で

は
な

い
か

。
自

然
環

境
や

歴
史

・文
化

的
景

観
へ

の
配

慮
が

必
要

で
は

な
い

か
。

要
旨

b
. 

後
生

に
今

の
美

し
い

吉
野

川
を

残
し

た
い

。
堤

防
を

造
る

に
も

環
境

に
配

慮
し

て
下

さ
い

。
要

旨
c.

 流
れ

を
河

道
に

押
し

込
む

と
い

う
考

え
方

以
外

に
遊

水
地

や
竹

林
な

ど
の

よ
う

な
流

れ
を

や
わ

ら
げ

る
よ

う
な

方
法

な
ど

の
代

替
案

も
考

え
る

べ
き

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
河

川
整

備
計

画
案

で
提

示
し

て
い

る
堤

防
の

位
置

は
、

河
川

整
備

基
本

方
針

で
定

め
ら

れ
た

整
備

目
標

で
あ

る
計

画
高

水
流

量
に

対
し

て
手

戻
り

が
無

く
、

現
在

の
河

道
の

能
力

を
基

本
に

上
下

流
一

連
の

区
間

で
無

理
な

く
流

下
能

力
が

確
保

可
能

と
な

る
よ

う
設

定
を

し
て

い
ま

す
。

　
例

え
ば

岩
津

池
田

間
の

無
堤

地
区

で
設

定
し

た
堤

防
法

線
は

、
概

ね
現

況
の

河
岸

よ
り

堤
防

の
居

住
地

側
（堤

内
側

）の
位

置
に

設
定

さ
れ

て
お

り
、

平
常

時
の

水
域

環
境

に
影

響
を

与
え

る
も

の
と

は
な

っ
て

お
ら

ず
、

ま
た

、
治

水
面

で
も

過
去

に
都

市
部

で
整

備
し

て
き

た
よ

う
な

川
を

無
理

に
押

し
込

め
る

よ
う

な
河

道
計

画
に

は
な

っ
て

い
な

い
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
ま

た
、

歴
史

・文
化

的
景

観
の

面
で

も
岩

津
池

田
間

の
河

岸
沿

い
に

植
え

ら
れ

守
ら

れ
て

き
た

竹
林

の
大

半
を

存
置

出
来

る
計

画
と

す
る

な
ど

配
慮

し
て

い
ま

す
。

　 　
な

お
、

現
在

の
無

堤
地

区
に

対
し

て
遊

水
池

を
整

備
す

べ
き

と
の

ご
意

見
に

つ
い

て
は

、
無

堤
地

区
で

は
吉

野
川

の
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
が

頻
発

し
て

お
り

、
現

状
で

も
安

全
度

が
著

し
く

低
い

こ
と

、
そ

こ
に

居
住

さ
れ

、
社

会
活

動
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

、
堤

防
の

早
期

締
切

に
関

す
る

ご
意

見
が

多
い

こ
と

な
ど

を
考

慮
す

れ
ば

、
河

川
整

備
計

画
案

へ
の

反
映

は
困

難
と

考
え

て
い

ま
す

。
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テ ー マ
 治

水
－

4
　

吉
野

川
の

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

（
河

道
の

掘
削

）

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
8
】

1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

　
吉

野
川

の
国

（
直

轄
）
管

理
区

間
全

川
に

お
い

て
、

河
道

整
備

流
量

16
,6

00
m

3
/s

（岩
津

地
点

）を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
河

道
断

面
を

確
保

す
る

も
の

と
す

る
。

そ
の

際
に

は
、

治
水

効
果

を
早

期
に

発
現

さ
せ

る
た

め
、

現
在

事
業

実
施

中
の

区
間

と
未

着
手

区
間

の
う

ち
最

も
は

ん
濫

被
害

の
大

き
い

地
区

の
無

堤
部

対
策

を
優

先
的

に
実

施
す

る
。

ま
た

、
そ

の
他

の
無

堤
部

に
つ

い
て

は
、

上
下

流
・左

右
岸

の
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
な

が
ら

、
計

画
的

に
整

備
を

実
施

す
る

。

　
堤

防
等

の
整

備
を

実
施

し
て

も
な

お
、

流
下

断
面

が
不

足
す

る
区

間
で

は
、

河
道

の
掘

削
等

を
行

い
、

必
要

な
流

下
断

面
を

確
保

す
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
8
3
】

③
 河

道
の

掘
削

等

　
堤

防
の

整
備

を
実

施
し

て
も

な
お

、
流

下
断

面
が

不
足

す
る

区
間

で
は

、
砂

利
採

取
業

者
の

採
取

要
請

な
ど

の
状

況
も

考
慮

し
つ

つ
河

道
の

掘
削

を
行

う
と

と
も

に
、

樹
木

伐
採

等
を

行
い

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
す

る
。

　
掘

削
の

計
画

に
あ

た
っ

て
は

、
整

備
後

の
河

床
が

維
持

さ
れ

や
す

く
す

る
た

め
、

現
状

の
流

れ
の

状
態

を
大

き
く

変
化

さ
せ

な
い

よ
う

留
意

す
る

と
と

も
に

、
魚

類
等

の
生

息
の

場
と

な
っ

て
い

る
瀬

と
淵

の
改

変
を

極
力

行
わ

な
い

よ
う

平
水

位
以

上
の

掘
削

を
基

本
と

す
る

。
水

際
部

か
ら

陸
域

に
つ

い
て

は
、

連
続

性
を

確
保

し
て

生
物

の
多

様
性

を
も

た
せ

る
た

め
、

緩
勾

配
に

て
掘

削
を

実
施

す
る

な
ど

、
良

好
な

水
際

域
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。
ま

た
、

河
岸

沿
い

に
竹

林
が

存
在

す
る

箇
所

で
の

掘
削

の
計

画
に

あ
た

っ
て

も
、

歴
史

的
・文

化
的

な
価

値
や

吉
野

川
の

代
表

的
な

景
観

で
あ

る
こ

と
、

さ
ら

に
竹

林
を

生
息

・育
成

の
場

と
す

る
動

植
物

が
存

在
す

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

こ
れ

ら
の

機
能

を
考

慮
し

、
竹

林
の

伐
採

を
最

小
限

に
止

め
る

よ
う

に
努

め
る

。

要
旨

a

要
旨

a.
 現

状
で

大
水

が
発

生
し

た
場

合
、

ど
の

よ
う

に
対

処
し

て
い

く
か

。
木

を
切

る
と

か
方

法
は

あ
る

が
、

そ
の

よ
う

な
対

策
を

全
面

的
に

推
進

を
頂

く
こ

と
が

、
我

々
住

民
に

と
っ

て
、

一
回

一
回

の
台

風
や

大
水

の
と

き
に

安
心

が
で

き
ま

す

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
整

備
計

画
の

目
標

流
量

に
対

し
て

断
面

が
不

足
す

る
箇

所
は

掘
削

を
行

い
ま

す
。

な
お

、
掘

削
を

行
う

に
あ

た
っ

て
は

自
然

環
境

へ
の

影
響

を
極

力
小

さ
く

し
ま

す
。

　
ま

た
、

樹
木

に
つ

い
て

も
流

下
能

力
を

阻
害

し
て

い
る

も
の

は
伐

採
を

行
い

ま
す

。
こ

の
河

道
掘

削
等

の
考

え
方

つ
い

て
は

、
河

川
整

備
計

画
案

P
8
3
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

河
道

掘
削

等
を

実
施

す
る

箇
所

に
つ

い
て

は
、

河
川

整
備

計
画

案
P
8
3
～

8
5
,1

0
2
～

1
0
3
に

記
載

し
て

い
ま

す
。
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テ ー マ
 治

水
－

4
　

吉
野

川
の

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

（
河

道
の

掘
削

）

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(2
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
9
】

1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

　
旧

吉
野

川
下

流
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

下
流

）及
び

今
切

川
に

お
い

て
は

、
流

下
断

面
や

堤
防

高
が

不
足

し
、

川
沿

い
に

残
る

旧
堤

防
等

の
効

果
を

考
慮

し
て

も
、

市
街

地
等

へ
の

大
規

模
な

は
ん

濫
被

害
が

想
定

さ
れ

る
区

間
に

お
い

て
、

堤
防

整
備

や
河

道
掘

削
等

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
し

て
旧

吉
野

川
・今

切
川

の
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
を

軽
減

す
る

。

　
旧

吉
野

川
上

流
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

上
流

）の
流

下
断

面
が

不
足

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

は
、

河
道

の
掘

削
を

行
い

、
無

堤
地

区
に

お
け

る
旧

吉
野

川
の

は
ん

濫
に

よ
る

家
屋

浸
水

被
害

を
概

ね
解

消
す

る
。

　
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

治
水

効
果

の
早

期
発

現
が

可
能

と
な

る
よ

う
に

、
現

在
事

業
実

施
中

の
区

間
や

想
定

さ
れ

る
は

ん
濫

被
害

が
大

き
い

区
間

を
優

先
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

未
着

手
区

間
に

つ
い

て
は

、
上

下
流

・左
右

岸
の

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

な
が

ら
、

計
画

的
に

整
備

を
実

施
す

る
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
0
2
】

②
 河

道
の

掘
削

等

　
旧

吉
野

川
の

下
流

部
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

下
流

）で
は

、
堤

防
の

整
備

等
の

対
策

を
実

施
し

て
も

な
お

、
流

下
断

面
が

不
足

す
る

河
道

区
間

に
お

い
て

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
す

る
た

め
河

道
の

掘
削

を
行

う
。

ま
た

、
旧

吉
野

川
の

上
流

部
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

上
流

）で
は

、
無

堤
地

区
に

お
け

る
旧

吉
野

川
の

は
ん

濫
に

よ
る

家
屋

浸
水

被
害

を
概

ね
解

消
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

は
ん

濫
水

位
の

低
減

の
た

め
河

道
の

掘
削

を
行

う
。

　
な

お
、

掘
削

に
あ

た
っ

て
は

沈
水

植
物

や
河

岸
部

の
植

生
等

、
川

沿
い

に
残

さ
れ

る
河

川
環

境
・景

観
の

保
全

・再
生

に
努

め
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 治

水
－

5
　

水
害

防
備

林
、

竹
林

等
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
～

P
7
6
】

1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
・
繁

殖
環

境

　
吉

野
川

中
流

域
（池

田
ダ

ム
～

第
十

堰
湛

水
域

上
流

端
）で

は
、

ア
ユ

等
に

産
卵

場
や

生
息

場
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
瀬

・淵
の

良
好

な
水

域
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。
ま

た
、

コ
ア

ジ
サ

シ
等

に
繁

殖
地

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

広
い

レ
キ

河
原

の
保

全
・再

生
を

図
る

と
と

も
に

、
生

態
系

に
配

慮
し

た
樹

木
管

理
を

行
う

。
外

来
生

物
（植

物
）対

策
と

し
て

、
川

が
本

来
持

っ
て

い
る

洪
水

営
力

を
可

能
な

限
り

利
用

し
て

、
除

去
及

び
侵

入
・定

着
し

に
く

い
河

道
状

態
の

再
生

を
図

る
も

の
と

す
る

。
水

際
の

直
立

化
に

つ
い

て
は

、
な

だ
ら

か
な

連
続

性
の

あ
る

水
際

環
境

の
再

生
に

必
要

な
対

策
を

実
施

す
る

。

 2
) 

河
川

景
観

　
河

川
景

観
の

維
持

・形
成

に
つ

い
て

は
、

河
口

干
潟

、
広

い
レ

キ
河

原
や

河
岸

の
水

害
防

備
林

等
が

、
固

有
の

生
態

系
や

豊
か

に
流

れ
る

水
、

季
節

の
変

化
や

流
域

の
歴

史
・文

化
等

と
と

も
に

、
吉

野
川

の
優

れ
た

河
川

景
観

を
形

作
っ

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
、

こ
の

よ
う

な
河

川
景

観
の

特
徴

に
配

慮
し

な
が

ら
、

治
水

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
、

そ
の

保
全

に
努

め
る

。
　 　

な
お

、
河

川
工

事
等

の
際

に
は

、
「多

自
然

川
づ

く
り

」を
基

本
と

し
、

周
辺

景
観

と
調

和
す

る
よ

う
に

努
め

る
。

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
8
】

1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

　
吉

野
川

の
国

（
直

轄
）
管

理
区

間
全

川
に

お
い

て
、

河
道

整
備

流
量

16
,6

00
m

3
/s

（岩
津

地
点

）を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
河

道
断

面
を

確
保

す
る

も
の

と
す

る
。

そ
の

際
に

は
、

治
水

効
果

を
早

期
に

発
現

さ
せ

る
た

め
、

現
在

事
業

実
施

中
の

区
間

と
未

着
手

区
間

の
う

ち
最

も
は

ん
濫

被
害

の
大

き
い

地
区

の
無

堤
部

対
策

を
優

先
的

に
実

施
す

る
。

ま
た

、
そ

の
他

の
無

堤
部

に
つ

い
て

は
、

上
下

流
・左

右
岸

の
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
な

が
ら

、
計

画
的

に
整

備
を

実
施

す
る

。

要
旨

a

要
旨

a.
 歴

史
的

な
景

観
で

あ
る

水
害

防
備

林
は

、
そ

れ
な

り
の

意
味

や
機

能
が

あ
っ

て
残

っ
て

い
る

の
で

、
必

要
性

を
含

め
、

十
分

に
そ

の
役

割
を

考
え

て
ほ

し
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
河

川
の

堤
防

に
沿

っ
た

樹
林

（樹
林

帯
）に

は
、

洪
水

時
の

越
水

に
よ

る
堤

防
裏

法
尻

部
の

洗
掘

の
防

止
や

破
堤

時
に

お
け

る
氾

濫
流

の
抑

制
に

よ
る

破
堤

部
の

拡
大

防
止

と
い

っ
た

治
水

上
の

機
能

が
期

待
さ

れ
て

お
り

、
樹

林
帯

の
円

滑
な

整
備

を
進

め
る

た
め

に
、

平
成

9年
の

河
川

法
改

正
時

に
、

「樹
林

帯
制

度
」が

創
設

さ
れ

ま
し

た
。

　
し

か
し

な
が

ら
、

整
備

に
あ

た
っ

て
は

、
破

堤
時

の
減

災
等

治
水

上
の

効
用

に
つ

い
て

十
分

に
検

討
す

る
必

要
が

あ
り

、
ま

た
無

樹
林

地
へ

の
植

林
等

長
時

間
を

要
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

。

　
な

お
、

吉
野

川
の

竹
林

も
含

め
、

放
置

さ
れ

た
水

害
防

備
林

に
つ

い
て

は
、

地
域

住
民

と
の

連
携

の
も

と
、

適
切

な
管

理
に

努
め

ま
す

。

※
「
樹

林
帯

制
度

」
　

治
水

上
の

機
能

を
有

す
る

樹
林

を
、

樹
林

帯
と

し
て

河
川

管
理

施
設

に
明

確
に

位
置

づ
け

る
と

と
も

に
、

樹
林

帯
の

区
域

の
指

定
及

び
公

示
、

河
川

区
域

に
お

け
る

規
制

の
緩

和
等

所
要

の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
に

よ
り

、
樹

林
帯

の
整

備
及

び
管

理
の

円
滑

な
推

進
を

図
る

制
度

。
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水
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5
　

水
害

防
備

林
、

竹
林

等
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
堤

防
等

の
整

備
を

実
施

し
て

も
な

お
、

流
下

断
面

が
不

足
す

る
区

間
で

は
、

河
道

の
掘

削
等

を
行

い
、

必
要

な
流

下
断

面
を

確
保

す
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
8
3
】

③
 河

道
の

掘
削

等

　
堤

防
の

整
備

を
実

施
し

て
も

な
お

、
流

下
断

面
が

不
足

す
る

区
間

で
は

、
砂

利
採

取
業

者
の

採
取

要
請

な
ど

の
状

況
も

考
慮

し
つ

つ
河

道
の

掘
削

を
行

う
と

と
も

に
、

樹
木

伐
採

等
を

行
い

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
す

る
。

　
掘

削
の

計
画

に
あ

た
っ

て
は

、
整

備
後

の
河

床
が

維
持

さ
れ

や
す

く
す

る
た

め
、

現
状

の
流

れ
の

状
態

を
大

き
く

変
化

さ
せ

な
い

よ
う

留
意

す
る

と
と

も
に

、
魚

類
等

の
生

息
の

場
と

な
っ

て
い

る
瀬

と
淵

の
改

変
を

極
力

行
わ

な
い

よ
う

平
水

位
以

上
の

掘
削

を
基

本
と

す
る

。
水

際
部

か
ら

陸
域

に
つ

い
て

は
、

連
続

性
を

確
保

し
て

生
物

の
多

様
性

を
も

た
せ

る
た

め
、

緩
勾

配
に

て
掘

削
を

実
施

す
る

な
ど

、
良

好
な

水
際

域
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。
ま

た
、

河
岸

沿
い

に
竹

林
が

存
在

す
る

箇
所

で
の

掘
削

の
計

画
に

あ
た

っ
て

も
、

歴
史

的
・文

化
的

な
価

値
や

吉
野

川
の

代
表

的
な

景
観

で
あ

る
こ

と
、

さ
ら

に
竹

林
を

生
息

・育
成

の
場

と
す

る
動

植
物

が
存

在
す

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

こ
れ

ら
の

機
能

を
考

慮
し

、
竹

林
の

伐
採

を
最

小
限

に
止

め
る

よ
う

に
努

め
る

。

4
-
1
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
の

保
全

・
再

生
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
3
】

2
）
水

際
環

境
の

保
全

・
再

生

　
吉

野
川

で
は

、
昭

和
50

年
か

ら
平

成
2年

に
か

け
て

全
川

的
に

ヤ
ナ

ギ
類

の
群

落
が

発
達

し
、

特
に

岩
津

下
流

で
は

今
も

拡
大

傾
向

と
な

っ
て

い
る

。
河

道
内

に
ヤ

ナ
ギ

類
が

繁
茂

す
る

こ
と

に
よ

り
、

土
砂

堆
積

に
よ

る
砂

州
の

陸
域

化
に

よ
っ

て
水

際
が

急
勾

配
に

な
り

、
水

際
の

な
だ

ら
か

な
連

続
性

（エ
コ

ト
ー

ン
）の

消
失

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

。
水

際
環

境
の

保
全

・再
生

に
つ

い
て

は
、

ヤ
ナ

ギ
類

に
依

存
す

る
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
に

つ
い

て
も

考
慮

し
な

が
ら

、
水

際
の

な
だ

ら
か

な
連

続
性

が
消

失
し

て
い

る
場

所
で

は
ヤ

ナ
ギ

類
の

伐
採

を
実

施
す

る
。

な
お

、
河

川
工

事
等

の
際

に
は

、
「多

自
然

川
づ

く
り

」を
基

本
と

す
る

こ
と

に
よ

り
河

川
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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5
　

水
害

防
備

林
、

竹
林

等
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
の

保
全

・
再

生
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
4
】

3
）
河

道
内

樹
木

の
取

扱
い

　
吉

野
川

で
は

、
河

道
内

樹
木

の
繁

茂
・拡

大
が

洪
水

の
安

全
な

流
下

の
支

障
と

な
っ

て
い

る
箇

所
や

レ
キ

河
原

の
減

少
等

、
吉

野
川

本
来

の
景

観
や

自
然

環
境

を
変

化
さ

せ
て

い
る

箇
所

に
お

い
て

、
治

水
・環

境
・風

土
の

側
面

か
ら

吉
野

川
の

望
ま

し
い

河
川

環
境

の
創

出
・再

生
を

目
的

と
し

て
樹

木
管

理
を

行
う

。
　 　

樹
木

管
理

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、

当
面

の
対

象
樹

木
に

関
す

る
管

理
計

画
を

立
案

し
、

初
め

に
個

別
箇

所
の

管
理

目
標

を
明

確
に

定
め

た
上

で
、

現
状

の
河

道
内

樹
木

を
治

水
、

環
境

、
風

土
の

観
点

か
ら

評
価

す
る

。
そ

の
結

果
、

全
て

の
観

点
か

ら
プ

ラ
ス

と
評

価
さ

れ
る

場
合

に
は

「保
全

・促
進

」、
マ

イ
ナ

ス
と

評
価

さ
れ

る
場

合
は

「排
除

・改
善

」す
る

た
め

の
手

法
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

プ
ラ

ス
と

マ
イ

ナ
ス

の
評

価
が

混
在

す
る

場
合

に
は

、
派

生
す

る
矛

盾
や

対
立

を
調

整
す

る
た

め
に

回
避

、
低

減
、

代
償

等
（
ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

）の
措

置
を

実
施

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

、
目

標
の

達
成

に
向

け
た

適
正

な
管

理
に

努
め

る
。

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
8
】

②
竹

林
（
水

害
防

備
林

）
の

保
全

　
吉

野
川

の
竹

林
（水

害
防

備
林

）は
、

吉
野

川
固

有
の

河
川

景
観

を
形

成
し

て
い

る
と

と
も

に
、

鳥
類

の
ね

ぐ
ら

や
営

巣
地

に
利

用
さ

れ
る

な
ど

、
動

植
物

に
と

っ
て

良
好

な
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
堤

防
の

整
備

、
河

道
の

掘
削

が
必

要
な

箇
所

に
つ

い
て

は
、

治
水

と
の

整
合

を
図

り
な

が
ら

、
竹

林
の

保
全

に
努

め
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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6
　

吉
野

川
本

川
堤

防
の

整
備

の
進

め
方

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a.
 無

堤
地

区
の

堤
防

整
備

を
早

期
に

実
施

し
て

ほ
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
吉

野
川

は
、

無
堤

部
に

お
い

て
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
が

頻
発

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
早

期
の

無
堤

地
区

解
消

を
目

標
と

し
て

い
ま

す
。

　
そ

こ
で

、
吉

野
川

の
川

沿
い

に
残

る
無

堤
地

区
に

お
け

る
堤

防
整

備
に

つ
い

て
は

、
河

川
整

備
計

画
に

位
置

付
け

、
対

象
期

間
内

に
整

備
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

河
川

整
備

計
画

案
P
71

,7
8～

87
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

　 　
そ

の
手

順
に

つ
い

て
は

、
事

業
効

果
の

早
期

発
現

の
観

点
か

ら
、

過
去

の
被

害
状

況
を

勘
案

し
、

事
業

実
施

中
の

区
間

（脇
町

第
一

、
芝

生
、

太
刀

野
、

加
茂

第
一

）の
堤

防
締

切
の

完
了

を
目

指
す

と
と

も
に

、
未

着
手

区
間

の
う

ち
最

も
は

ん
濫

被
害

の
大

き
い

加
茂

第
二

箇
所

の
締

切
の

完
了

を
目

指
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

そ
の

他
の

無
堤

部
に

つ
い

て
は

、
上

下
流

・左
右

岸
の

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

な
が

ら
、

重
点

的
に

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

3
-
4
 洪

水
、

高
潮

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

目
標

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
1
】

1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
応

　
吉

野
川

に
お

け
る

治
水

対
策

の
目

標
は

、
河

川
整

備
基

本
方

針
で

は
、

基
準

地
点

岩
津

に
お

い
て

、
基

本
高

水
の

ピ
ー

ク
流

量
2
4
,0

0
0
m

3
/
sと

し
、

こ
の

う
ち

既
設

ダ
ム

及
び

流
域

内
の

洪
水

調
節

施
設

に
よ

り
6
,0

0
0
m

3
/
s

を
調

整
し

て
、

河
道

の
配

分
流

量
を

1
8
,0

0
0
m

3
/
sと

定
め

ら
れ

て
い

る
が

、
そ

の
目

標
を

達
成

す
る

に
は

、
長

時
間

を
要

す
る

。
そ

こ
で

、
段

階
的

に
整

備
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
今

後
、

概
ね

30
年

間
に

実
施

す
る

河
川

整
備

の
内

容
を

定
め

る
本

整
備

計
画

で
は

、
戦

後
最

大
流

量
を

記
録

し
、

甚
大

な
浸

水
被

害
を

発
生

さ
せ

た
平

成
16

年
10

月
の

台
風

23
号

と
同

規
模

の
洪

水
に

対
し

、
吉

野
川

の
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
を

防
止

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
た

整
備

を
実

施
す

る
。

具
体

的
に

は
、

河
川

整
備

計
画

に
お

け
る

目
標

流
量

は
、

岩
津

地
点

で
19

,4
00

m
3
/
s

と
し

、
こ

の
う

ち
既

設
ダ

ム
に

よ
り

2
,8

0
0
m

3
/
sを

調
節

し
て

、
河

道
へ

の
配

分
流

量
を

1
6
,6

0
0
m

3
/
sと

す
る

。
こ

の
流

量
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

、
河

川
整

備
基

本
方

針
に

沿
い

無
堤

地
区

の
築

堤
・掘

削
等

の
事

業
を

行
い

、
吉

野
川

の
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
を

防
止

す
る

。

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
8
】

1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

　
吉

野
川

の
国

（
直

轄
）
管

理
区

間
全

川
に

お
い

て
、

河
道

整
備

流
量

16
,6

00
m

3
/s

（岩
津

地
点

）を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
河

道
断

面
を

確
保

す
る

も
の

と
す

る
。

そ
の

際
に

は
、

治
水

効
果

を
早

期
に

発
現

さ
せ

る
た

め
、

現
在

事
業

実
施

中
の

区
間

と
未

着
手

区
間

の
う

ち
最

も
は

ん
濫

被
害

の
大

き
い

地
区

の
無

堤
部

対
策

を
優

先
的

に
実

施
す

る
。

ま
た

、
そ

の
他

の
無

堤
部

に
つ

い
て

は
、

上
下

流
・左

右
岸

の
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
な

が
ら

、
計

画
的

に
整

備
を

実
施

す
る

。

　
堤

防
等

の
整

備
を

実
施

し
て

も
な

お
、

流
下

断
面

が
不

足
す

る
区

間
で

は
、

河
道

の
掘

削
等

を
行

い
、

必
要

な
流

下
断

面
を

確
保

す
る

。

要
旨

a
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6
　

吉
野

川
本

川
堤

防
の

整
備

の
進

め
方

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

①
 堤

防
の

整
備

　
吉

野
川

の
国

（
直

轄
）
管

理
区

間
の

無
堤

地
区

（狭
隘

地
を

除
く

）
に

お
い

て
は

、
洪

水
に

よ
る

は
ん

濫
被

害
を

防
止

す
る

た
め

堤
防

の
整

備
を

実
施

す
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
8
0
】

②
 輪

中
堤

・
宅

地
嵩

上
げ

等

　
岩

津
上

流
（池

田
～

岩
津

間
）の

狭
隘

地
区

に
お

い
て

は
、

整
備

に
よ

る
宅

地
等

の
資

産
の

消
失

を
最

小
限

に
と

ど
め

、
地

域
住

民
の

生
活

環
境

を
保

全
し

つ
つ

、
浸

水
被

害
を

軽
減

す
る

こ
と

な
ど

を
目

的
と

し
て

、
地

元
と

の
調

整
を

図
り

な
が

ら
必

要
に

応
じ

て
輪

中
堤

の
設

置
や

宅
地

嵩
上

げ
等

を
行

う
。

な
お

、
輪

中
堤

・宅
地

嵩
上

げ
等

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

周
辺

農
地

等
へ

の
新

た
な

家
屋

の
立

地
を

防
止

す
る

た
め

、
市

町
と

連
携

し
て

、
災

害
危

険
箇

所
の

指
定

な
ど

適
正

な
措

置
を

行
う

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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7
　

浸
透

対
策

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a.
 【

素
案

】に
示

さ
れ

て
い

る
箇

所
以

外
に

も
、

浸
透

対
策

が
必

要
な

箇
所

が
あ

る
た

め
、

整
備

を
行

っ
て

ほ
し

い
。

要
旨

b
. 

堤
防

の
浸

透
対

策
を

や
っ

て
い

た
だ

い
て

い
る

が
、

引
き

続
き

堤
防

の
強

化
に

力
を

入
れ

て
い

た
だ

き
た

い
。

要
旨

c.
 国

交
省

は
強

度
不

足
36

％
の

都
市

部
を

重
点

改
善

と
あ

り
ま

し
た

。
堤

防
の

強
化

対
策

に
つ

い
て

伺
い

た
い

。
意

見
要

旨
要

旨
ｄ
. 

浸
透

対
策

に
お

け
る

地
下

水
へ

の
影

響
に

つ
い

て
お

聞
き

し
た

い
。

要
旨

a
要

旨
b

要
旨

c
要

旨
d

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
堤

防
整

備
済

区
間

を
対

象
に

侵
食

に
対

す
る

安
全

性
を

点
検

し
た

結
果

、
吉

野
川

で
は

、
左

岸
で

約
25

.2
km

、
右

岸
で

約
21

.8
km

の
堤

防
に

お
い

て
対

策
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。

　
侵

食
に

つ
い

て
は

、
被

災
の

状
況

を
注

視
す

る
と

と
も

に
被

災
履

歴
、

被
災

規
模

、
現

在
の

護
岸

の
安

全
度

、
背

後
地

の
社

会
的

条
件

か
ら

総
合

的
に

判
断

し
、

必
要

な
箇

所
に

対
し

て
侵

食
対

策
を

実
施

す
る

。

　
護

岸
等

の
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

背
後

地
の

社
会

状
況

や
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
等

の
現

状
を

把
握

し
、

必
要

に
応

じ
て

回
避

、
低

減
、

代
償

等
（ミ

チ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

）を
実

施
す

る
こ

と
及

び
「多

自
然

川
づ

く
り

」
な

ど
に

よ
り

河
川

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

　
浸

透
に

関
す

る
整

備
箇

所
に

つ
い

て
は

、
堤

防
整

備
済

み
区

間
を

対
象

と
し

て
浸

透
に

対
す

る
危

険
度

を
定

量
的

に
評

価
し

、
平

成
16

～
17

年
度

に
学

識
者

ら
に

よ
り

構
成

さ
れ

た
「吉

野
川

堤
防

強
化

委
員

会
」
の

場
に

お
い

て
審

議
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
危

険
度

に
応

じ
て

段
階

的
に

対
応

し
て

お
り

ま
す

。

　
対

策
必

要
区

間
の

中
で

、
よ

り
危

険
度

の
高

い
一

連
区

間
を

整
備

計
画

期
間

中
の

浸
透

対
策

実
施

区
間

と
し

て
計

画
的

に
対

策
を

実
施

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
、

河
川

整
備

計
画

案
P
88

 2
）浸

透
・侵

食
対

策
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

そ
れ

以
外

の
区

間
に

つ
い

て
も

、
今

後
、

重
要

水
防

箇
所

と
位

置
づ

け
増

水
時

等
の

堤
防

点
検

を
充

実
さ

せ
る

な
ど

、
被

害
の

状
況

を
注

視
し

、
必

要
に

応
じ

て
緊

急
的

に
対

策
を

講
じ

ま
す

。

　
浸

透
対

策
に

よ
る

地
下

水
へ

の
影

響
に

関
し

て
は

、
従

来
よ

り
実

施
前

に
各

対
策

箇
所

の
地

質
状

況
、

地
下

水
利

用
状

況
等

を
調

査
し

、
悪

影
響

が
予

測
さ

れ
る

場
合

に
は

影
響

の
無

い
工

法
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
り

具
体

的
な

対
策

内
容

を
決

定
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
河

川
整

備
計

画
案

P
90

に
整

備
に

際
し

て
の

配
慮

事
項

を
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
8
8
，

9
0
】

2
)浸

透
・
侵

食
対

策
 　

堤
防

整
備

済
区

間
を

対
象

に
浸

透
に

対
す

る
安

全
性

を
点

検
し

た
結

果
、

左
岸

で
は

約
30

.8
km

、
右

岸
で

は
約

28
.7

km
の

区
間

に
お

い
て

対
策

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

 　
浸

透
に

つ
い

て
は

、
漏

水
被

害
の

実
績

の
あ

る
区

間
を

優
先

的
に

整
備

を
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

他
の

浸
透

対
策

必
要

区
間

に
お

い
て

も
、

被
害

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
被

災
規

模
、

現
在

の
堤

防
が

有
し

て
い

る
安

全
度

等
か

ら
総

合
的

に
判

断
し

、
必

要
に

応
じ

て
、

浸
透

対
策

を
実

施
す

る
。
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7
　

浸
透

対
策

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
0
6
】

2
)浸

透
対

策

　
堤

防
整

備
済

区
間

を
対

象
に

、
浸

透
に

対
す

る
安

全
性

を
点

検
し

た
結

果
、

旧
吉

野
川

で
は

左
岸

1.
0㎞

、
今

切
川

で
は

左
岸

約
0.

6㎞
、

右
岸

約
0.

6㎞
の

区
間

に
お

い
て

対
策

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

　
浸

透
に

つ
い

て
は

、
被

害
状

況
を

注
視

し
つ

つ
、

被
災

規
模

、
現

在
の

堤
防

が
有

し
て

い
る

安
全

度
等

か
ら

、
総

合
的

に
判

断
し

、
必

要
に

応
じ

て
浸

透
対

策
を

実
施

す
る

。

4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

河
川

の
維

持
管

理
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
7
】

②
 堤

防
・
護

岸
の

維
持

管
理

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
堤

防
や

護
岸

に
つ

い
て

は
、

洪
水

時
に

機
能

を
維

持
で

き
る

よ
う

、
平

常
時

の
点

検
と

必
要

に
応

じ
た

適
切

な
堤

防
除

草
・補

修
を

実
施

す
る

。
　

ま
た

、
洪

水
時

に
お

い
て

も
、

河
川

巡
視

等
に

よ
る

漏
水

や
護

岸
損

傷
等

の
状

況
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、

洪
水

後
に

は
、

堤
防

や
護

岸
の

変
形

や
被

災
の

有
無

を
巡

視
・点

検
し

、
必

要
に

応
じ

て
適

切
な

補
修

を
実

施
す

る
。

  
 な

お
、

堤
防

に
つ

い
て

は
、

堤
防

の
変

形
・
ひ

び
割

れ
等

の
変

状
を

早
期

に
発

見
す

る
た

め
、

堤
防

除
草

を
出

水
期

の
前

後
（年

２
回

）に
行

っ
た

上
で

徒
歩

に
よ

る
堤

防
目

視
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

点
検

を
実

施
し

、
必

要
に

応
じ

て
適

切
な

補
修

を
行

う
。

な
お

、
刈

草
に

つ
い

て
は

、
農

家
で

の
再

利
用

や
堆

肥
化

な
ど

の
リ
サ

イ
ク

ル
・コ

ス
ト

縮
減

に
努

め
る

。

  
護

岸
に

つ
い

て
は

、
そ

の
変

形
・ひ

び
割

れ
等

の
変

状
を

早
期

に
発

見
す

る
た

め
、

平
常

時
の

河
川

パ
ト
ロ

ー
ル

カ
ー

に
よ

る
巡

視
の

ほ
か

、
吉

野
川

河
口

域
（河

口
～

名
田

橋
付

近
）や

旧
吉

野
川

・今
切

川
で

は
巡

視
船

に
よ

る
点

検
を

実
施

し
、

必
要

に
応

じ
適

切
な

補
修

を
行

う
。

  
特

に
、

上
板

、
鴨

島
箇

所
等

の
吉

野
川

下
流

域
の

中
で

過
去

か
ら

漏
水

が
頻

発
し

て
い

る
区

間
に

つ
い

て
は

、
巡

視
や

堤
防

に
設

置
し

た
間

隙
水

圧
計

等
の

計
器

を
使

用
し

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

結
果

か
ら

、
浸

透
対

策
工

の
効

果
を

把
握

し
、

今
後

の
浸

透
対

策
に

反
映

す
る

と
と

も
に

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
追

加
対

策
を

行
う

。

　
さ

ら
に

、
円

滑
な

河
川

巡
視

に
向

け
て

、
管

理
用

通
路

の
適

切
な

整
備

・補
修

を
実

施
す

る
。
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7
　

浸
透

対
策

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
5
】

(4
) 

災
害

復
旧

　
増

水
（
出

水
）
等

に
よ

る
漏

水
や

河
岸

の
侵

食
に

よ
り

堤
防

の
安

全
性

が
損

な
わ

れ
る

な
ど

河
川

管
理

施
設

が
損

壊
し

た
場

合
に

は
、

速
や

か
に

復
旧

す
る

。

  
特

に
堤

防
の

決
壊

（
破

堤
）
な

ど
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

は
、

被
害

の
拡

大
を

抑
制

す
る

た
め

、
備

蓄
し

て
い

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
や

土
砂

等
を

使
用

し
緊

急
的

な
対

策
を

行
う

。

  
さ

ら
に

、
堤

防
等

の
河

川
管

理
施

設
や

橋
梁

や
道

路
等

の
公

共
土

木
施

設
の

被
災

情
報

を
迅

速
に

収
集

す
る

た
め

、
こ

れ
ら

の
施

設
の

整
備

・管
理

等
に

関
し

て
専

門
の

知
識

を
持

つ
防

災
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

協
力

を
得

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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8
　

堤
防

侵
食

対
策

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 第

十
堰

下
流

の
藍

住
町

地
先

の
護

岸
や

旧
吉

野
川

の
洗

掘
箇

所
は

、
侵

食
対

策
を

兼
ね

て
早

急
に

護
岸

の
整

備
を

実
施

し
て

ほ
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
堤

防
侵

食
に

関
す

る
整

備
箇

所
に

つ
い

て
は

、
堤

防
整

備
済

区
間

を
対

象
と

し
て

堤
防

侵
食

に
対

す
る

危
険

度
を

定
量

的
に

評
価

し
、

平
成

16
～

17
年

度
に

学
識

者
ら

に
よ

り
構

成
さ

れ
た

「吉
野

川
堤

防
強

化
委

員
会

」の
場

に
お

い
て

審
議

い
た

だ
い

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

堤
防

の
安

全
性

の
低

下
が

懸
念

さ
れ

る
箇

所
は

、
計

画
的

に
整

備
を

行
う

対
策

実
施

区
間

と
し

て
位

置
付

け
て

お
り

、
河

川
整

備
計

画
案

P
88

 2
) 
堤

防
漏

水
・
侵

食
対

策
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

そ
れ

以
外

の
区

間
に

つ
い

て
も

今
後

も
洪

水
時

等
の

堤
防

点
検

を
充

実
さ

せ
、

被
害

の
状

況
を

注
視

し
、

必
要

に
応

じ
て

緊
急

的
な

対
応

を
講

じ
て

い
き

ま
す

。

　
な

お
、

藍
住

町
の

石
積

み
護

岸
の

区
間

に
つ

き
ま

し
て

は
、

整
備

計
画

期
間

中
の

実
施

区
間

と
し

て
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
8
8
，

9
0
】

2
) 

浸
透

・
侵

食
対

策

　
堤

防
整

備
済

区
間

を
対

象
に

浸
透

に
対

す
る

安
全

性
を

点
検

し
た

結
果

、
左

岸
で

は
約

30
.8

km
、

右
岸

で
は

約
28

.7
km

の
区

間
に

お
い

て
対

策
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。

　
浸

透
に

つ
い

て
は

、
漏

水
被

害
の

実
績

の
あ

る
区

間
を

優
先

的
に

整
備

を
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

他
の

浸
透

対
策

必
要

区
間

に
お

い
て

も
、

被
害

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
被

災
規

模
、

現
在

の
堤

防
が

有
し

て
い

る
安

全
度

等
か

ら
総

合
的

に
判

断
し

、
必

要
に

応
じ

て
、

浸
透

対
策

を
実

施
す

る
。

　
堤

防
整

備
済

区
間

を
対

象
に

侵
食

に
対

す
る

安
全

性
を

点
検

し
た

結
果

、
吉

野
川

で
は

、
左

岸
で

約
25

.2
km

、
右

岸
で

約
21

.8
km

の
堤

防
に

お
い

て
対

策
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。

　
侵

食
に

つ
い

て
は

、
被

災
の

状
況

を
注

視
す

る
と

と
も

に
被

災
履

歴
、

被
災

規
模

、
現

在
の

護
岸

の
安

全
度

、
背

後
地

の
社

会
的

条
件

か
ら

総
合

的
に

判
断

し
、

必
要

な
箇

所
に

対
し

て
侵

食
対

策
を

実
施

す
る

。

　
護

岸
等

の
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

背
後

地
の

社
会

状
況

や
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
等

の
現

状
を

把
握

し
、

必
要

に
応

じ
て

回
避

、
低

減
、

代
償

等
（ミ

チ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

）を
実

施
す

る
こ

と
及

び
「多

自
然

川
づ

く
り

」
な

ど
に

よ
り

河
川

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。
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8
　

堤
防

侵
食

対
策

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

河
川

の
維

持
管

理
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
7
】

②
 堤

防
・
護

岸
の

維
持

管
理

　
堤

防
や

護
岸

に
つ

い
て

は
、

洪
水

時
に

機
能

を
維

持
で

き
る

よ
う

、
平

常
時

の
点

検
と

必
要

に
応

じ
た

適
切

な
堤

防
除

草
・補

修
を

実
施

す
る

。

　
ま

た
、

洪
水

時
に

お
い

て
も

、
河

川
巡

視
等

に
よ

る
漏

水
や

護
岸

損
傷

等
の

状
況

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
洪

水
後

に
は

、
堤

防
や

護
岸

の
変

形
や

被
災

の
有

無
を

巡
視

・点
検

し
、

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
補

修
を

実
施

す
る

。

  
 な

お
、

堤
防

に
つ

い
て

は
、

堤
防

の
変

形
・
ひ

び
割

れ
等

の
変

状
を

早
期

に
発

見
す

る
た

め
、

堤
防

除
草

を
出

水
期

の
前

後
（年

２
回

）に
行

っ
た

上
で

徒
歩

に
よ

る
堤

防
目

視
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

点
検

を
実

施
し

、
必

要
に

応
じ

て
適

切
な

補
修

を
行

う
。

な
お

、
刈

草
に

つ
い

て
は

、
農

家
で

の
再

利
用

や
堆

肥
化

な
ど

の
リ
サ

イ
ク

ル
・コ

ス
ト

縮
減

に
努

め
る

。

4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
工

の
場

所
4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
5
】

(4
) 

災
害

復
旧

　
増

水
（
出

水
）
等

に
よ

る
漏

水
や

河
岸

の
侵

食
に

よ
り

堤
防

の
安

全
性

が
損

な
わ

れ
る

な
ど

河
川

管
理

施
設

が
損

壊
し

た
場

合
に

は
、

速
や

か
に

復
旧

す
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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9
　

内
水

対
策

の
進

め
方

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
要

旨
b

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
2
】

3
)内

水
対

策
等

　
吉

野
川

の
国

（
直

轄
）
管

理
区

間
の

川
沿

い
に

は
、

現
在

34
の

地
区

に
お

い
て

内
水

（河
川

に
排

水
で

き
ず

に
は

ん
濫

し
た

水
）被

害
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
り

、
実

際
に

平
成

16
年

10
月

台
風

23
号

等
の

洪
水

で
内

水
被

害
が

発
生

し
て

い
る

。

　
内

水
被

害
の

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

地
区

に
つ

い
て

は
、

内
水

被
害

の
軽

減
及

び
拡

大
防

止
の

た
め

、
流

域
か

ら
の

流
出

抑
制

や
低

地
へ

の
家

屋
進

出
抑

制
等

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
公

表
や

水
害

展
に

よ
る

啓
発

活
動

等
の

ソ
フ

ト
対

策
を

や
流

出
抑

制
、

土
地

利
用

誘
導

、
河

川
情

報
の

提
供

な
ど

の
対

策
に

つ
い

て
地

元
自

治
体

と
連

携
し

て
積

極
的

に
行

う
。

　
ま

た
、

内
水

は
ん

濫
の

状
況

に
応

じ
て

、
円

滑
か

つ
迅

速
に

内
水

を
排

除
す

る
た

め
、

機
動

性
が

あ
る

排
水

ポ
ン

プ
車

を
配

備
す

る
。

　
吉

野
川

沿
い

に
は

、
現

状
で

1
5
1
6
箇

所
の

既
設

排
水

ポ
ン

プ
場

（
排

水
機

場
）（

国
（
直

轄
）
管

理

1
44

1
64

m
3
/s

）が
整

備
済

で
あ

る
が

、
今

後
、

こ
れ

ら
の

施
設

の
老

朽
化

や
機

能
低

下
が

危
惧

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

必
要

に
応

じ
適

切
な

対
策

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

内
水

被
害

を
軽

減
す

る
た

め
、

内
水

被
害

の
危

険
地

域
を

検
証

し
、

家
屋

等
の

浸
水

被
害

が
著

し
い

地
区

に
つ

い
て

は
、

内
水

の
発

生
要

因
等

を
勘

案
し

た
上

で
、

関
係

機
関

と
連

携
の

上
、

支
川

の
改

修
や

排
水

ポ
ン

プ
場

の
新

設
・
増

設
な

ど
、

総
合

的
な

内
水

対
策

を
検

討
し

、
必

要
に

応
じ

て
適

切
な

排
水

ポ
ン

プ
場

（
排

水
機

場
）
の

新
設

・
増

設
な

ど
必

要
な

対
策

を
実

施
す

る
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 内

水
被

害
対

策
に

つ
い

て
、

必
要

な
ハ

ー
ド

面
で

の
投

資
に

つ
い

て
は

前
倒

し
で

の
対

応
も

必
要

で
は

な
い

か
と

思
う

。
【
素

案
】に

示
さ

れ
て

い
る

箇
所

以
外

に
も

、
内

水
対

策
の

充
実

を
図

っ
て

ほ
し

い
。

要
旨

b
. 

内
水

対
策

に
つ

い
て

、
多

く
の

被
害

箇
所

の
対

策
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

、
具

体
的

に
や

る
こ

と
と

目
標

を
記

述
し

て
く

だ
さ

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

内
水

（河
川

に
排

水
で

き
ず

に
は

ん
濫

し
た

水
）対

策
等

に
つ

い
て

は
、

河
川

に
関

す
る

内
水

被
害

へ
の

対
応

は
、

家
屋

浸
水

被
害

の
防

止
を

目
的

と
し

て
、

必
要

に
応

じ
、

河
川

管
理

者
等

（国
土

交
通

省
又

は
都

道
府

県
等

）が
実

施
し

、
都

市
排

水
等

の
雨

水
排

水
対

策
は

下
水

道
事

業
者

（市
町

等
）、

農
地

・農
業

施
設

の
湛

水
防

除
は

か
ん

が
い

事
業

者
（県

等
）な

ど
、

い
く

つ
か

の
行

政
機

関
等

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
目

的
に

応
じ

て
実

施
し

て
い

ま
す

。
　 　

吉
野

川
流

域
で

は
、

平
成

16
年

洪
水

に
よ

る
大

規
模

な
内

水
被

害
の

発
生

を
受

け
、

四
国

地
方

整
備

局
で

は
家

屋
浸

水
被

害
の

大
き

か
っ

た
美

馬
市

城
の

谷
地

区
の

排
水

ポ
ン

プ
場

増
設

及
び

飯
尾

川
内

水
地

区
角

ノ
瀬

排
水

機
場

新
設

を
完

了
し

、
平

成
21

年
度

の
吉

野
川

市
川

島
排

水
機

場
の

増
改

築
の

完
成

に
向

け
、

重
点

投
資

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

　
他

の
内

水
被

害
の

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

地
区

に
つ

い
て

は
、

内
水

被
害

の
軽

減
や

拡
大

の
防

止
の

た
め

に
は

、
流

域
か

ら
の

流
出

量
の

抑
制

や
低

地
へ

の
家

屋
進

出
の

抑
制

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
公

表
や

水
害

展
に

よ
る

啓
発

活
動

等
の

地
元

自
治

体
と

連
携

し
た

ソ
フ

ト
対

策
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
　

さ
ら

に
、

危
機

管
理

対
応

と
し

て
、

排
水

ポ
ン

プ
車

等
の

作
業

場
を

必
要

箇
所

に
段

階
的

に
整

備
し

、
四

国
地

方
整

備
局

等
が

保
有

す
る

排
水

ポ
ン

プ
車

を
臨

機
に

派
遣

す
る

等
対

応
に

つ
い

て
も

位
置

づ
け

て
お

り
、

河
川

整
備

計
画

案
P
92

,9
7に

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

（
つ

づ
く
）
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9
　

内
水

対
策

の
進

め
方

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
7
)防

災
関

連
施

設
の

設
備

【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
7
】

②
 排

水
ポ

ン
プ

車
等

の
作

業
場

の
整

備

　
内

水
（河

川
に

排
水

で
き

ず
は

ん
濫

し
た

水
）は

ん
濫

時
に

応
急

的
な

対
策

と
し

て
の

排
水

ポ
ン

プ
車

及
び

ク
レ

ー
ン

車
等

の
作

業
場

を
現

地
状

況
・内

水
被

害
実

績
等

を
考

慮
し

、
必

要
な

箇
所

を
整

備
す

る
。

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

河
川

の
維

持
管

理
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
7
～

P
1
1
8
】

③
 施

設
の

維
持

管
理

　
な

お
、

排
水

門
（
樋

門
・
樋

管
）
等

の
操

作
は

、
操

作
規

則
に

則
り

地
元

自
治

体
及

び
地

先
の

実
情

に
詳

し
い

地
元

の
方

の
協

力
を

頂
き

な
が

ら
実

施
し

て
お

り
、

こ
れ

か
ら

も
協

力
を

頂
く

必
要

が
あ

る
が

、
今

後
予

想
さ

れ
る

操
作

員
の

高
齢

化
や

人
員

不
足

等
の

問
題

に
対

応
す

る
た

め
、

排
水

門
（
樋

門
・
樋

管
）
操

作
環

境
の

改
善

を
図

る
上

屋
の

設
置

、
遠

隔
あ

る
い

は
自

動
操

作
等

へ
の

転
換

等
の

対
策

を
行

い
、

確
実

な
施

設
の

操
作

に
努

め
る

。

　
ま

た
、

排
水

ポ
ン

プ
場

（
排

水
機

場
）
等

の
施

設
に

つ
い

て
は

、
施

設
の

状
態

を
点

検
し

、
総

合
的

に
診

断
を

行
い

、
致

命
的

欠
陥

が
発

現
す

る
前

に
速

や
か

に
措

置
し

、
施

設
の

寿
命

を
延

ば
す

こ
と

に
よ

り
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

低
減

を
図

る
も

の
と

す
る

。

　
ま

た
、

内
水

被
害

を
軽

減
す

る
た

め
、

被
害

の
規

模
、

頻
度

、
浸

水
被

害
の

発
生

要
因

等
を

把
握

し
、

内
水

対
策

の
実

施
の

可
否

、
整

備
の

優
先

順
位

等
を

適
切

に
判

断
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

そ
の

旨
、

河
川

整
備

計
画

案
P
92

に
お

い
て

、
記

載
内

容
を

充
実

し
ま

し
た

。

　
吉

野
川

で
は

限
ら

れ
た

予
算

の
中

で
浸

水
被

害
の

発
生

状
況

や
背

後
地

の
資

産
集

積
状

況
等

を
考

慮
し

な
が

ら
、

効
果

的
な

河
川

整
備

を
行

っ
て

お
り

、
内

水
対

策
に

つ
い

て
も

、
必

要
に

応
じ

て
適

切
な

対
策

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

　
新

規
の

築
堤

事
業

箇
所

に
お

い
て

は
、

締
切

り
時

の
内

水
に

よ
る

影
響

も
考

慮
し

て
、

詳
細

な
堤

防
法

線
位

置
や

支
川

処
理

方
式

等
を

検
討

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
、

事
業

着
手

時
に

関
係

機
関

や
地

元
と

調
整

し
な

が
ら

事
業

を
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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1
0
　

河
口

周
辺

堤
防

の
対

策
の

計
画

反
映

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 吉

野
川

の
河

口
付

近
か

ら
5k

m
前

後
の

両
岸

周
辺

で
は

、
現

在
の

堤
防

高
が

計
画

の
堤

防
高

よ
り

も
低

い
と

こ
ろ

が
あ

る
が

、
嵩

上
げ

を
し

な
く

て
も

対
応

で
き

る
の

か
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

河
口

部
は

洪
水

と
高

潮
の

作
用

を
受

け
る

区
間

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

計
画

堤
防

高
は

一
般

に
2つ

の
外

力
に

対
す

る
必

要
高

を
勘

案
し

て
設

定
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

吉
野

川
河

口
部

で
は

、
昭

和
36

年
9月

の
第

二
室

戸
台

風
で

A
.P

.+
3.

28
6m

と
極

め
て

高
い

潮
位

を
記

録
し

た
履

歴
が

あ
る

こ
と

及
び

紀
伊

水
道

に
面

し
台

風
時

に
は

大
き

な
波

浪
が

侵
入

す
る

こ
と

か
ら

高
潮

（
高

波
）に

よ
る

必
要

高
が

洪
水

に
よ

る
必

要
高

を
大

き
く

上
回

り
ま

す
。

こ
の

た
め

高
潮

に
よ

る
影

響
を

考
慮

し
て

計
画

堤
防

高
A

.P
.+

7
.3

m
と

決
定

し
て

い
ま

す
。

　
ご

意
見

の
よ

う
に

吉
野

川
下

流
部

（四
国

三
郎

橋
（8

キ
ロ

）付
近

ま
で

）の
現

況
堤

防
高

は
、

鮎
喰

川
合

流
部

の
導

流
堤

部
分

を
除

き
、

計
画

堤
防

高
に

対
し

て
、

最
大

1.
4m

（
概

ね
0.

5m
程

度
）の

高
さ

不
足

が
生

じ
て

い
ま

す
。

　
し

か
し

な
が

ら
、

河
川

整
備

計
画

の
目

標
と

な
る

戦
後

最
大

規
模

の
洪

水
位

に
対

し
て

は
、

十
分

な
高

さ
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

洪
水

対
策

と
し

て
は

、
当

面
、

整
備

の
必

要
性

が
低

い
も

の
と

判
断

し
、

本
整

備
計

画
で

の
対

象
事

業
と

は
し

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

洪
水

時
の

河
川

巡
視

等
に

よ
り

状
況

把
握

に
努

め
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

高
潮

・高
波

対
策

と
し

て
は

、
被

害
実

績
を

考
慮

し
つ

つ
整

備
を

進
め

る
こ

と
と

し
、

河
川

整
備

計
画

案
P
96

に
記

載
し

て
い

ま
す

。

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
6
】

5
) 

高
潮

等
対

策

　
吉

野
川

河
口

部
に

お
い

て
は

、
高

潮
に

よ
る

浸
水

や
河

道
内

侵
入

波
浪

の
越

波
に

よ
る

被
害

の
防

止
・軽

減
の

た
め

、
被

害
の

発
生

状
況

を
考

慮
し

必
要

に
応

じ
て

高
潮

堤
防

等
の

整
備

を
実

施
す

る
。

　
な

お
、

河
口

部
に

お
け

る
河

川
整

備
の

実
施

に
際

し
て

は
、

必
要

に
応

じ
、

海
岸

・港
湾

管
理

者
な

ど
関

係
機

関
と

の
調

整
を

図
る

。

- 97 -



テ ー マ
 治

水
－

1
1
　

脇
町

第
一

箇
所

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 脇

町
第

一
箇

所
で

、
焼

却
場

の
後

の
ご

み
を

除
け

な
け

れ
ば

、
築

堤
を

し
な

い
と

い
う

噂
を

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

が
、

こ
の

ご
み

は
、

合
併

前
の

5町
村

が
持

っ
て

き
た

も
の

で
あ

る
た

め
、

焼
却

場
跡

を
除

け
な

い
と

築
堤

は
完

了
し

な
い

と
言

わ
ず

に
早

く
完

結
し

て
頂

き
た

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
拝

原
処

分
場

は
当

時
の

厚
生

省
（現

在
は

環
境

省
所

管
）通

達
に

お
い

て
「共

同
命

令
の

適
用

は
な

い
が

処
分

基
準

違
反

の
お

そ
れ

が
強

い
処

分
場

」と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
、

徳
島

県
を

通
じ

て
改

善
指

導
が

な
さ

れ
て

い
る

た
め

、
美

馬
環

境
整

備
組

合
で

撤
去

す
る

の
が

基
本

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

美
馬

市
が

主
体

と
な

っ
て

「拝
原

最
終

処
分

場
適

正
処

理
検

討
委

員
会

」を
設

置
し

、
適

正
処

理
の

方
法

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

現
在

の
計

画
が

立
案

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

四
国

地
方

整
備

局
で

は
今

後
と

も
美

馬
市

が
実

施
す

る
適

正
処

理
の

早
期

実
現

の
た

め
、

出
来

る
限

り
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
の

計
画

の
進

捗
状

況
を

見
な

が
ら

築
堤

事
業

を
進

め
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
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テ ー マ
 治

水
－

1
2
　

毛
田

地
区

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 三

野
か

ら
東

に
堤

防
が

で
き

る
と

遊
水

地
が

少
な

く
な

り
、

毛
田

の
水

位
が

一
段

と
高

く
な

る
の

で
、

対
岸

と
同

時
に

整
備

し
て

欲
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
河

川
整

備
計

画
案

に
お

い
て

、
洪

水
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

の
対

策
と

し
て

築
堤

等
（輪

中
堤

・宅
地

嵩
上

げ
等

を
含

む
）を

位
置

づ
け

て
い

る
対

象
は

、
河

川
整

備
計

画
の

目
標

流
量

の
流

下
に

よ
り

住
家

の
浸

水
被

害
が

発
生

す
る

地
区

と
し

て
お

り
ま

す
。

　
堤

防
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

下
流

や
対

岸
の

無
堤

地
区

に
被

害
の

拡
大

が
無

い
よ

う
、

上
下

流
、

左
右

岸
の

バ
ラ

ン
ス

を
考

慮
し

て
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。
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テ ー マ
 治

水
－

1
3
　

加
茂

第
二

箇
所

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
要

旨
ｂ

要
旨

a.
 加

茂
第

二
箇

所
で

は
、

【素
案

】の
堤

防
法

線
で

工
事

が
行

わ
れ

る
と

、
高

島
の

歴
史

的
な

景
観

や
水

害
防

備
林

が
保

全
で

き
な

く
な

る
た

め
、

堤
防

法
線

を
見

直
し

し
て

ほ
し

い
。

要
旨

ｂ
. 

築
堤

さ
れ

た
と

し
て

も
内

水
ポ

ン
プ

が
整

備
さ

れ
な

い
と

、
内

水
被

害
区

域
の

被
害

は
回

避
で

き
な

い
。

築
堤

に
よ

り
返

っ
て

長
時

間
湛

水
す

る
恐

れ
が

あ
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
河

川
整

備
計

画
案

で
提

示
し

て
い

る
川

幅
は

、
河

川
整

備
基

本
方

針
で

決
め

ら
れ

た
計

画
高

水
流

量
を

対
象

と
し

て
、

将
来

実
施

す
る

追
加

の
河

川
整

備
に

対
し

て
手

戻
り

が
生

じ
な

い
よ

う
、

現
在

の
河

道
の

能
力

を
基

本
に

上
下

流
一

連
の

区
間

で
無

理
な

く
流

下
能

力
が

確
保

可
能

と
な

る
よ

う
設

定
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

同
時

に
上

流
域

の
平

野
部

は
狭

く
、

貴
重

な
社

会
活

動
の

場
で

あ
る

た
め

、
極

力
、

堤
防

の
居

住
地

側
(堤

内
側

)の
土

地
面

積
が

確
保

で
き

る
よ

う
設

定
し

て
い

ま
す

。
そ

の
堤

防
位

置
は

、
概

ね
毎

年
発

生
す

る
程

度
の

洪
水

位
よ

り
、

堤
防

の
居

住
地

側
（堤

内
側

）の
高

い
位

置
に

な
っ

て
い

ま
す

。

　
な

お
、

こ
れ

ま
で

に
堤

防
位

置
の

代
替

案
と

し
て

、
竹

林
等

の
存

置
に

極
力

配
慮

し
た

「引
堤

案
」及

び
「高

島
存

置
案

」の
比

較
検

討
も

行
っ

て
お

り
ま

す
。

　
「引

堤
案

」は
、

堤
防

の
位

置
を

堤
防

の
居

住
地

側
（堤

内
側

）に
後

退
さ

せ
る

こ
と

に
な

る
た

め
、

堤
防

が
水

の
流

れ
に

直
交

す
る

向
き

に
な

る
こ

と
か

ら
、

水
衝

部
（6

7k
2付

近
）と

な
り

、
堤

内
地

へ
の

危
険

性
が

増
大

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

ま
た

、
河

道
幅

の
急

変
区

間
と

な
る

た
め

、
流

速
が

遅
く

な
り

、
水

位
の

上
昇

や
土

砂
の

堆
積

を
招

く
こ

と
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。

　
「高

島
存

置
案

」に
つ

い
て

は
、

新
た

に
90

戸
程

度
の

移
転

家
屋

が
生

じ
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

　
な

お
、

河
川

整
備

計
画

案
の

堤
防

法
線

案
で

計
画

し
て

い
る

堤
防

位
置

は
、

堤
防

の
居

住
地

側
(堤

内
側

)に
潜

水
橋

を
渡

っ
て

島
へ

渡
る

よ
う

な
景

観
が

保
全

で
き

る
計

画
と

な
っ

て
お

り
、

且
つ

川
側

に
竹

林
を

残
す

こ
と

で
堤

防
が

目
立

た
ず

、
対

岸
か

ら
の

景
観

を
大

き
く

改
変

す
る

計
画

と
は

な
っ

て
い

ま
せ

ん
。

意
見

要
旨

（
つ

づ
く
）
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テ ー マ
 治

水
－

1
3
　

加
茂

第
二

箇
所

の
実

施
に

関
す

る
計

画
内

容
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
河

川
整

備
計

画
案

の
築

堤
法

線
案

を
採

用
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

　
ま

た
、

平
成

20
年

度
よ

り
専

門
家

や
地

域
住

民
等

に
よ

る
「吉

野
川

中
流

域
　

地
域

文
化

・景
観

懇
話

会
」を

設
置

し
、

地
域

文
化

・景
観

に
配

慮
し

た
河

川
整

備
の

検
討

を
試

行
的

に
行

う
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

さ
ら

に
必

要
に

応
じ

て
専

門
家

や
地

域
住

民
等

の
意

見
も

伺
い

な
が

ら
景

観
へ

の
配

慮
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
今

後
と

も
、

新
規

の
築

堤
事

業
箇

所
に

お
い

て
は

、
締

め
切

り
時

の
内

水
に

よ
る

影
響

も
考

慮
し

て
、

詳
細

な
堤

防
法

線
位

置
や

支
川

処
理

方
策

等
を

検
討

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
、

事
業

着
手

時
に

地
元

と
調

整
し

な
が

ら
事

業
を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
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テ ー マ
 治

水
－

1
4
　

旧
吉

野
川

板
東

谷
川

合
流

点
上

流
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
0
2
】

②
 河

道
の

掘
削

等

　
旧

吉
野

川
の

下
流

部
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

下
流

）で
は

、
堤

防
の

整
備

等
の

対
策

を
実

施
し

て
も

な
お

、
流

下
断

面
が

不
足

す
る

河
道

区
間

に
お

い
て

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
す

る
た

め
河

道
の

掘
削

を
行

う
。

ま
た

、
旧

吉
野

川
の

上
流

部
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

上
流

）で
は

、
無

堤
地

区
に

お
け

る
旧

吉
野

川
の

は
ん

濫
に

よ
る

家
屋

浸
水

被
害

を
概

ね
解

消
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

は
ん

濫
水

位
の

低
減

の
た

め
河

道
の

掘
削

を
行

う
。

　
な

お
、

掘
削

に
あ

た
っ

て
は

沈
水

植
物

や
河

岸
部

の
植

生
等

、
川

沿
い

に
残

さ
れ

る
河

川
環

境
・景

観
の

保
全

・再
生

に
努

め
る

。

　
旧

吉
野

川
・今

切
川

に
つ

い
て

は
、

整
備

効
果

を
着

実
に

発
現

さ
せ

、
治

水
安

全
度

の
向

上
を

図
る

た
め

、
水

害
に

対
す

る
危

険
性

の
高

い
区

間
よ

り
段

階
的

に
堤

防
の

整
備

等
を

進
め

て
き

ま
し

た
。

　
河

川
整

備
計

画
で

は
、

河
川

整
備

基
本

方
針

で
定

め
ら

れ
た

目
標

の
達

成
に

向
け

た
段

階
的

な
対

策
と

し
て

、
上

流
部

・下
流

部
と

も
に

戦
後

最
大

規
模

で
あ

る
昭

和
50

年
8月

洪
水

と
同

規
模

の
洪

水
（増

水
）
に

対
し

家
屋

浸
水

被
害

が
概

ね
解

消
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
整

備
を

進
め

ま
す

。

　
目

標
達

成
の

た
め

の
方

策
と

し
て

、
板

東
谷

川
合

流
点

よ
り

上
流

区
間

に
つ

い
て

は
、

板
東

谷
川

付
近

の
開

削
と

既
存

用
地

買
収

区
間

に
お

け
る

河
道

内
の

掘
削

を
行

い
水

位
を

下
げ

る
改

修
を

実
施

し
ま

す
。

整
備

計
画

目
標

対
応

の
改

修
方

式
と

し
て

は
、

将
来

実
施

す
る

築
堤

等
を

先
行

す
る

方
法

も
考

え
ら

れ
ま

す
。

し
か

し
、

こ
の

場
合

長
い

延
長

の
築

堤
及

び
河

道
拡

幅
の

た
め

の
用

地
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

り
達

成
ま

で
に

長
い

年
月

を
要

す
る

こ
と

と
な

る
た

め
、

早
期

に
効

果
発

現
が

可
能

な
掘

削
方

式
を

採
用

し
ま

し
た

。

　
今

後
の

整
備

の
進

め
方

に
つ

い
て

、
現

時
点

で
は

次
の

よ
う

に
考

え
て

い
ま

す
。

　
事

業
効

果
の

早
期

発
現

の
観

点
か

ら
、

ま
ず

、
事

業
実

施
中

の
長

岸
、

勝
瑞

、
中

喜
来

、
新

喜
来

及
び

そ
の

対
岸

に
あ

た
る

広
島

の
堤

防
整

備
等

の
完

了
を

目
指

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
ま

た
、

そ
の

他
の

区
間

に
つ

い
て

は
、

上
下

流
・左

右
岸

の
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
な

が
ら

、
重

点
的

に
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

　
な

お
、

河
川

整
備

計
画

案
P
10

4《
コ

ラ
ム

⑪
》の

中
で

、
現

在
の

予
算

状
況

で
下

流
か

ら
堤

防
を

整
備

し
た

場
合

、
概

ね
１

０
年

間
で

着
手

可
能

な
区

間
を

示
し

て
い

ま
す

。

要
旨

a

要
旨

a.
 旧

吉
野

川
の

板
東

谷
川

合
流

点
上

流
部

は
、

無
堤

地
区

が
多

い
た

め
、

早
急

に
堤

防
の

整
備

を
実

施
し

て
ほ

し
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

4
-
1
-1

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(2
)旧

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
9
】

1
)洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

浸
水

被
害

を
軽

減
す

る
た

め
の

対
策

　
旧

吉
野

川
下

流
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

下
流

）及
び

今
切

川
に

お
い

て
は

、
流

下
断

面
や

堤
防

高
が

不
足

し
、

川
沿

い
に

残
る

旧
堤

防
等

の
効

果
を

考
慮

し
て

も
、

市
街

地
等

へ
の

大
規

模
な

は
ん

濫
被

害
が

想
定

さ
れ

る
区

間
に

お
い

て
、

堤
防

整
備

や
河

道
掘

削
等

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
し

て
旧

吉
野

川
・今

切
川

の
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
を

軽
減

す
る

。

　
旧

吉
野

川
上

流
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

上
流

）の
流

下
断

面
が

不
足

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

は
、

河
道

の
掘

削
を

行
い

、
無

堤
地

区
に

お
け

る
旧

吉
野

川
の

は
ん

濫
に

よ
る

家
屋

浸
水

被
害

を
概

ね
解

消
す

る
。

　
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

治
水

効
果

の
早

期
発

現
が

可
能

と
な

る
よ

う
に

、
現

在
事

業
実

施
中

の
区

間
や

想
定

さ
れ

る
は

ん
濫

被
害

が
大

き
い

区
間

を
優

先
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

未
着

手
区

間
に

つ
い

て
は

、
上

下
流

・左
右

岸
の

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

な
が

ら
、

計
画

的
に

整
備

を
実

施
す

る
。

（
つ

づ
く
）
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テ ー マ
 治

水
－

1
4
　

旧
吉

野
川

板
東

谷
川

合
流

点
上

流
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
0
4
】

コ
ラ

ム
⑪

　
旧

吉
野

川
・
今

切
川

に
お

け
る

堤
防

の
整

備
・
河

道
掘

削
等

に
よ

る
整

備
効

果
に

、
現

在
の

予
算

状
況

で
下

流
か

ら
堤

防
を

整
備

し
た

場
合

、
概

ね
１

０
年

間
で

着
手

可
能

な
区

間
を

追
加

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
2
】

(3
) 

浸
水

被
害

軽
減

策
及

び
危

機
管

理
体

制
の

整
備

　
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

の
整

備
に

向
け

、
災

害
情

報
協

議
会

等
を

通
じ

て
関

係
機

関
相

互
の

情
報

共
有

、
連

携
強

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
河

川
情

報
の

収
集

・提
供

、
水

防
団

と
の

連
携

等
の

支
援

・
協

力
を

実
施

す
る

。

　
ま

た
、

今
後

、
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

象
変

化
等

に
よ

り
激

化
す

る
水

災
害

へ
の

対
応

と
し

て
、

被
害

の
最

小
化

を
目

的
と

す
る

適
応

策
に

つ
い

て
、

研
究

や
全

国
的

な
施

策
展

開
の

状
況

を
踏

ま
え

、
吉

野
川

の
流

域
特

性
等

に
照

ら
し

て
、

必
要

な
も

の
か

ら
取

り
組

ん
で

い
く

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
ま

た
、

堤
防

の
整

備
等

ハ
ー

ド
面

以
外

の
対

策
の

1つ
と

し
て

、
平

成
19

年
3月

末
に

浸
水

想
定

区
域

図
を

作
成

・公
表

致
し

ま
し

た
。

今
後

、
各

市
町

で
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
等

に
ご

活
用

い
た

だ
け

れ
ば

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

　
ま

た
、

特
に

堤
防

の
整

備
が

遅
れ

て
い

る
地

域
に

つ
い

て
は

、
市

町
等

関
係

機
関

と
連

携
し

、
ソ

フ
ト
面

で
の

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
に

関
し

て
は

、
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
2
 (
3
)

浸
水

被
害

軽
減

策
及

び
危

機
管

理
体

制
の

整
備

に
記

載
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

具
体

的
な

地
盤

高
デ

ー
タ

な
ど

に
つ

き
ま

し
て

は
、

災
害

情
報

普
及

支
援

室
（徳

島
河

川
国

道
事

務
所

内
）に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
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テ ー マ
 治

水
－

1
5
　

旧
吉

野
川

板
東

谷
川

合
流

点
下

流
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
旧

吉
野

川
・今

切
川

に
つ

い
て

は
、

整
備

効
果

を
着

実
に

発
現

さ
せ

、
治

水
安

全
度

の
向

上
を

図
る

た
め

、
水

害
に

対
す

る
危

険
性

の
高

い
区

間
よ

り
段

階
的

に
堤

防
の

整
備

等
改

修
を

進
め

て
き

ま
し

た
。

　
河

川
整

備
計

画
で

は
、

河
川

整
備

基
本

方
針

で
定

め
ら

れ
た

目
標

の
達

成
に

向
け

早
期

に
治

水
安

全
度

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
段

階
的

な
対

策
と

し
て

、
旧

吉
野

川
下

流
(板

東
谷

川
合

流
点

下
流

)及
び

今
切

川
に

つ
い

て
は

、
戦

後
最

大
規

模
の

昭
和

50
年

8月
洪

水
と

同
規

模
の

洪
水

に
対

し
、

流
下

断
面

や
堤

防
高

が
不

足
し

、
川

治
い

に
残

る
旧

堤
の

有
効

利
用

等
を

考
慮

し
た

場
合

に
も

、
市

街
地

へ
の

大
規

模
な

は
ん

濫
被

害
が

想
定

さ
れ

る
区

間
に

つ
い

て
、

堤
防

整
備

、
河

道
掘

削
等

を
実

施
し

、
旧

吉
野

川
・今

切
川

の
は

ん
濫

に
よ

る
大

規
模

な
家

屋
浸

水
被

害
を

概
ね

解
消

し
ま

す
。

　
今

後
の

整
備

の
進

め
方

に
つ

い
て

、
現

時
点

で
は

次
の

よ
う

に
考

え
て

い
ま

す
。

　
事

業
効

果
の

早
期

発
現

の
観

点
か

ら
、

ま
ず

、
事

業
実

施
中

の
長

岸
、

勝
瑞

、
中

喜
来

、
新

喜
来

及
び

そ
の

対
岸

に
あ

た
る

広
島

の
堤

防
整

備
等

の
完

了
を

目
指

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
そ

の
他

の
区

間
に

つ
い

て
は

、
上

下
流

・左
右

岸
の

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

な
が

ら
、

重
点

的
に

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

　
な

お
、

河
川

整
備

計
画

案
P
10

4《
コ

ラ
ム

⑪
》の

中
で

、
現

在
の

予
算

状
況

で
下

流
か

ら
堤

防
を

整
備

し
た

場
合

、
概

ね
１

０
年

間
で

着
手

可
能

な
区

間
を

示
し

て
い

ま
す

。

要
旨

a

要
旨

a.
 旧

吉
野

川
の

板
東

谷
川

合
流

点
下

流
部

で
は

、
無

堤
地

区
や

弱
堤

地
区

が
残

っ
て

い
る

た
め

、
早

急
に

堤
防

の
整

備
を

実
施

し
て

ほ
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

4
-
1
-1

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(2
)旧

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
9
】

1
)洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

浸
水

被
害

を
軽

減
す

る
た

め
の

対
策

　
旧

吉
野

川
下

流
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

下
流

）及
び

今
切

川
に

お
い

て
は

、
流

下
断

面
や

堤
防

高
が

不
足

し
、

川
沿

い
に

残
る

旧
堤

防
等

の
効

果
を

考
慮

し
て

も
、

市
街

地
等

へ
の

大
規

模
な

は
ん

濫
被

害
が

想
定

さ
れ

る
区

間
に

お
い

て
、

堤
防

整
備

や
河

道
掘

削
等

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
し

て
旧

吉
野

川
・今

切
川

の
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
を

軽
減

す
る

。

　
旧

吉
野

川
上

流
（河

口
よ

り
14

.6
kｍ

付
近

上
流

）の
流

下
断

面
が

不
足

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

は
、

河
道

の
掘

削
を

行
い

、
無

堤
地

区
に

お
け

る
旧

吉
野

川
の

は
ん

濫
に

よ
る

家
屋

浸
水

被
害

を
概

ね
解

消
す

る
。

　
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

治
水

効
果

の
早

期
発

現
が

可
能

と
な

る
よ

う
に

、
現

在
事

業
実

施
中

の
区

間
や

想
定

さ
れ

る
は

ん
濫

被
害

が
大

き
い

区
間

を
優

先
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

未
着

手
区

間
に

つ
い

て
は

、
上

下
流

・左
右

岸
の

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

な
が

ら
、

計
画

的
に

整
備

を
実

施
す

る
。

①
堤

防
の

整
備

　
流

下
断

面
や

堤
防

高
が

不
足

し
て

い
る

区
間

の
内

、
市

街
地

等
へ

の
大

規
模

な
は

ん
濫

被
害

が
想

定
さ

れ
る

区
間

に
つ

い
て

は
、

洪
水

・高
潮

等
に

よ
る

は
ん

濫
被

害
を

防
止

す
る

た
め

、
港

湾
計

画
等

と
調

整
の

上
、

堤
防

の
整

備
や

水
門

新
設

等
の

対
策

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

今
切

川
河

口
部

の
河

道
内

の
浸

入
波

浪
に

よ
り

越
波

被
害

が
生

じ
る

区
間

に
つ

い
て

は
、

消
波

工
を

整
備

す
る

。

（
つ

づ
く
）
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旧
吉

野
川

板
東

谷
川

合
流

点
下

流
の

実
施

に
関

す
る

計
画

内
容

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
0
2
】

②
 河

道
の

掘
削

等

　
旧

吉
野

川
の

下
流

部
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

下
流

）で
は

、
堤

防
の

整
備

等
の

対
策

を
実

施
し

て
も

な
お

、
流

下
断

面
が

不
足

す
る

河
道

区
間

に
お

い
て

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
す

る
た

め
河

道
の

掘
削

を
行

う
。

ま
た

、
旧

吉
野

川
の

上
流

部
（河

口
よ

り
14

.6
km

付
近

上
流

）で
は

、
無

堤
地

区
に

お
け

る
旧

吉
野

川
の

は
ん

濫
に

よ
る

家
屋

浸
水

被
害

を
概

ね
解

消
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

は
ん

濫
水

位
の

低
減

の
た

め
河

道
の

掘
削

を
行

う
。

　
な

お
、

掘
削

に
あ

た
っ

て
は

沈
水

植
物

や
河

岸
部

の
植

生
等

、
川

沿
い

に
残

さ
れ

る
河

川
環

境
・景

観
の

保
全

・再
生

に
努

め
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
0
4
】

コ
ラ

ム
⑪

　
旧

吉
野

川
・
今

切
川

に
お

け
る

堤
防

の
整

備
・
河

道
掘

削
等

に
よ

る
整

備
効

果
に

、
現

在
の

予
算

状
況

で
下

流
か

ら
堤

防
を

整
備

し
た

場
合

、
概

ね
１

０
年

間
で

着
手

可
能

な
区

間
を

追
加

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
2
】

(3
) 

浸
水

被
害

軽
減

策
及

び
危

機
管

理
体

制
の

整
備

　
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

の
整

備
に

向
け

、
災

害
情

報
協

議
会

等
を

通
じ

て
関

係
機

関
相

互
の

情
報

共
有

、
連

携
強

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
河

川
情

報
の

収
集

・提
供

、
水

防
団

と
の

連
携

等
の

支
援

・
協

力
を

実
施

す
る

。

　
ま

た
、

今
後

、
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

象
変

化
等

に
よ

り
激

化
す

る
水

災
害

へ
の

対
応

と
し

て
、

被
害

の
最

小
化

を
目

的
と

す
る

適
応

策
に

つ
い

て
、

研
究

や
全

国
的

な
施

策
展

開
の

状
況

を
踏

ま
え

、
吉

野
川

の
流

域
特

性
等

に
照

ら
し

て
、

必
要

な
も

の
か

ら
取

り
組

ん
で

い
く

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
ま

た
、

堤
防

の
整

備
等

ハ
ー

ド
面

以
外

の
対

策
の

1つ
と

し
て

、
平

成
19

年
3月

末
に

浸
水

想
定

区
域

図
を

作
成

・公
表

致
し

ま
し

た
。

今
後

、
各

市
町

で
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
等

に
ご

活
用

い
た

だ
け

れ
ば

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

　
ま

た
、

特
に

堤
防

の
整

備
が

遅
れ

て
い

る
地

域
に

つ
い

て
は

、
市

町
等

関
係

機
関

と
連

携
し

、
ソ

フ
ト
面

で
の

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
に

関
し

て
は

、
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
2
 (
3
)

浸
水

被
害

軽
減

策
及

び
危

機
管

理
体

制
の

整
備

に
記

載
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

具
体

的
な

地
盤

高
デ

ー
タ

な
ど

に
つ

き
ま

し
て

は
、

災
害

情
報

普
及

支
援

室
（徳

島
河

川
国

道
事

務
所

内
）に

相
談

し
て

く
だ

さ
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1
6
　

地
震

対
策

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
ま

た
、

今
世

紀
前

半
に

も
発

生
す

る
可

能
性

が
高

い
と

い
わ

れ
る

東
南

海
・南

海
地

震
な

ど
プ

レ
ー

ト
境

界
型

の
地

震
等

も
含

め
、

現
在

か
ら

将
来

に
わ

た
っ

て
考

え
ら

れ
る

最
大

級
の

強
さ

を
持

つ
地

震
動

も
想

定
に

加
え

、
保

持
す

べ
き

機
能

に
応

じ
て

あ
る

程
度

の
損

傷
を

許
容

す
る

こ
と

も
考

慮
し

つ
つ

河
川

構
造

物
へ

の
影

響
を

検
討

し
、

地
震

後
の

津
波

や
緊

急
復

旧
完

了
前

に
生

じ
る

増
水

（
出

水
）
に

よ
る

浸
水

被
害

が
危

惧
さ

れ
る

堤
防

及
び

下
流

部
に

位
置

す
る

国
管

理
の

排
水

門
（
樋

門
・
樋

管
）
や

河
口

堰
に

対
し

て
は

、
関

係
機

関
と

調
整

を
図

り
つ

つ
必

要
な

対
策

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

被
害

を
軽

減
す

る
よ

う
努

め
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

平
成

7年
1月

に
発

生
し

た
阪

神
淡

路
大

震
災

を
契

機
に

、
四

国
地

方
整

備
局

は
吉

野
川

河
口

部
及

び
旧

吉
野

川
下

流
部

・今
切

川
に

お
い

て
、

河
川

構
造

物
の

供
用

期
間

中
に

発
生

す
る

確
率

が
高

い
地

震
を

目
標

外
力

と
し

た
河

川
堤

防
の

耐
震

対
策

を
平

成
7年

度
か

ら
実

施
し

て
い

ま
す

。
平

成
8年

度
に

は
吉

野
川

の
対

策
を

完
了

し
、

現
在

、
今

切
川

、
旧

吉
野

川
の

対
策

を
継

続
し

て
実

施
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
平

成
16

年
度

か
ら

は
東

南
海

・南
海

地
震

に
伴

い
来

襲
す

る
津

波
の

監
視

を
行

う
た

め
、

吉
野

川
、

旧
吉

野
川

及
び

今
切

川
の

河
口

に
津

波
監

視
施

設
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
吉

野
川

河
口

部
の

国
管

理
の

8排
水

門
を

対
象

と
し

た
、

ゲ
ー

ト
閉

鎖
の

高
速

化
及

び
自

動
化

、
付

属
の

設
備

改
良

を
実

施
し

ま
し

た
。

 　
東

南
海

・南
海

地
震

を
対

象
と

し
て

、
吉

野
川

で
は

、
津

波
に

よ
る

浸
水

被
害

が
懸

念
さ

れ
る

河
口

部
の

国
管

理
の

排
水

門
の

耐
震

対
策

に
つ

い
て

、
耐

震
性

を
検

証
し

、
必

要
に

応
じ

て
耐

震
補

強
等

の
対

策
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
河

口
部

の
堤

防
に

つ
い

て
も

被
害

状
況

等
の

検
討

を
行

い
、

必
要

な
対

策
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

旧
吉

野
川

・
今

切
川

の
堤

防
等

河
川

管
理

施
設

の
耐

震
対

策
に

つ
い

て
も

、
必

要
に

応
じ

て
被

害
状

況
と

地
震

後
の

浸
水

被
害

状
況

等
の

検
討

を
行

い
、

対
策

を
行

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
予

想
さ

れ
る

大
地

震
に

対
す

る
整

備
の

考
え

方
を

、
河

川
整

備
計

画
案

P
72

 4
) 
大

規
模

地
震

等
へ

の
対

応
、

P
7
4
 3

)大
規

模
地

震
へ

の
対

応
、

P
9
6
 4

) 
地

震
対

策
及

び
P
1
0
8
 3

) 
地

震
対

策
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

3
-
4
 洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
目

標
(1

) 
吉

野
川

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
2
】

4
) 

大
規

模
地

震
等

へ
の

対
応

　
今

世
紀

前
半

に
も

発
生

す
る

可
能

性
が

高
い

と
い

わ
れ

る
東

南
海

・南
海

地
震

な
ど

の
プ

レ
ー

ト
境

界
型

の
地

震
等

も
含

め
、

現
在

か
ら

将
来

に
わ

た
っ

て
考

え
ら

れ
る

最
大

級
の

強
さ

を
持

つ
地

震
動

も
想

定
に

加
え

、
保

持
す

べ
き

機
能

に
応

じ
て

あ
る

程
度

の
損

傷
を

許
容

す
る

こ
と

も
考

慮
し

つ
つ

河
川

構
造

物
へ

の
影

響
を

検
討

す
る

。
地

震
後

の
津

波
や

緊
急

復
旧

完
了

前
に

生
じ

る
増

水
（
出

水
）
に

よ
り

甚
大

な
被

害
の

発
生

が
予

想
さ

れ
る

河
口

部
の

堤
防

及
び

国
管

理
の

排
水

門
（
樋

門
・
樋

管
）
等

の
河

川
管

理
施

設
に

対
し

て
必

要
な

対
策

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

被
害

を
軽

減
す

る
。

　
ま

た
、

河
口

部
で

は
台

風
時

の
高

潮
や

波
浪

に
よ

る
被

害
を

防
止

す
る

。

3
-
4
 洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
目

標
(2

) 
旧

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
4
】

3
) 

大
規

模
地

震
へ

の
対

応

　
地

震
等

に
よ

る
被

害
の

軽
減

に
向

け
て

、
下

流
部

に
お

け
る

堤
防

整
備

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

河
川

構
造

物
の

供
用

期
間

中
に

発
生

す
る

確
率

が
高

い
地

震
動

に
対

す
る

堤
防

耐
震

対
策

を
実

施
し

て
沈

下
量

を
抑

制
し

、
地

震
後

の
潮

汐
等

に
よ

る
甚

大
な

浸
水

被
害

を
防

止
す

る
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 大

規
模

地
震

が
予

測
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
前

提
に

検
討

す
べ

き
。

要
旨

b
. 

地
震

対
策

・高
潮

対
策

等
に

つ
い

て
、

大
規

模
地

震
が

予
測

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

前
提

に
、

直
轄

管
理

樋
門

の
耐

震
補

強
の

み
で

は
な

く
、

堤
防

全
体

の
安

全
性

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。

要
旨

c.
 地

震
に

よ
る

液
状

化
現

象
の

対
策

に
つ

い
て

。

要
旨

a
要

旨
b

要
旨

c
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1
6
　

地
震

対
策

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
6
】

4
) 

地
震

対
策

　
東

南
海

・南
海

地
震

な
ど

の
プ

レ
ー

ト
境

界
型

の
地

震
等

も
含

め
、

現
在

か
ら

将
来

に
わ

た
っ

て
考

え
ら

れ
る

最
大

級
の

強
さ

を
持

つ
地

震
動

も
想

定
に

加
え

、
保

持
す

べ
き

機
能

に
応

じ
て

あ
る

程
度

の
損

傷
を

許
容

す
る

こ
と

も
考

慮
し

つ
つ

河
川

構
造

物
へ

の
影

響
を

検
討

し
、

そ
の

結
果

、
地

震
発

生
後

に
来

襲
す

る
津

波
に

よ
っ

て
浸

水
被

害
が

懸
念

さ
れ

る
河

口
部

の
堤

防
及

び
国

管
理

の
排

水
門

（
樋

門
・
樋

管
）
等

の
河

川
管

理
施

設
に

対
し

て
耐

震
補

強
等

の
必

要
な

対
策

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
地

震
後

の
津

波
や

緊
急

復
旧

完
了

前
に

生
じ

る
増

水
（
出

水
）
に

よ
る

被
害

状
況

、
社

会
的

状
況

等
を

検
討

し
、

そ
の

影
響

の
程

度
が

著
し

い
河

川
管

理
施

設
に

つ
い

て
も

必
要

な
対

策
を

実
施

す
る

。

　
さ

ら
に

、
対

策
完

了
以

前
の

地
震

発
生

を
想

定
し

、
地

元
自

治
体

と
連

携
し

て
、

減
災

に
向

け
た

ソ
フ

ト
対

策
を

実
施

す
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

4
-
1
-1

　
洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(2

)旧
吉

野
川

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
0
8
】

3
)地

震
対

策

　
地

震
等

に
よ

る
河

川
構

造
物

等
の

損
傷

や
浸

水
被

害
を

防
ぐ

た
め

、
当

面
、

地
震

・津
波

の
影

響
が

比
較

的
大

き
い

下
流

部
に

お
い

て
、

築
堤

等
の

実
施

と
併

せ
て

河
川

構
造

物
の

供
用

期
間

中
に

発
生

す
る

確
率

が
高

い
地

震
動

に
対

す
る

耐
震

対
策

を
実

施
す

る
。

　
東

南
海

・南
海

地
震

な
ど

の
プ

レ
ー

ト
境

界
型

の
地

震
等

も
含

め
、

現
在

か
ら

将
来

に
わ

た
っ

て
考

え
ら

れ
る

最
大

級
の

強
さ

を
持

つ
地

震
動

も
想

定
に

加
え

、
保

持
す

べ
き

機
能

に
応

じ
て

あ
る

程
度

の
損

傷
を

許
容

す
る

こ
と

も
考

慮
し

つ
つ

河
川

構
造

物
へ

の
影

響
を

検
討

す
る

。
そ

の
結

果
、

地
震

後
の

津
波

や
緊

急
復

旧
完

了
前

に
生

じ
る

増
水

（
出

水
）
に

よ
る

浸
水

被
害

が
危

惧
さ

れ
、

耐
震

・津
波

対
策

と
し

て
対

応
が

必
要

な
区

間
に

つ
い

て
は

、
徳

島
県

が
所

管
し

同
一

地
区

を
防

御
す

る
海

岸
堤

防
・支

川
堤

防
・港

湾
施

設
等

へ
の

対
応

状
況

等
も

考
慮

し
つ

つ
、

段
階

的
に

事
業

を
実

施
す

る
。

　
さ

ら
に

、
対

策
完

了
以

前
の

地
震

発
生

を
想

定
し

て
、

地
元

自
治

体
と

連
携

し
て

、
減

災
に

向
け

た
ソ

フ
ト
対

策
を

実
施

す
る

。
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テ ー マ
 治

水
－

1
7
　

ダ
ム

の
洪

水
調

節
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

b

　
な

お
、

柳
瀬

ダ
ム

で
は

、
洪

水
放

流
設

備
が

ダ
ム

上
部

の
ク

レ
ス

ト
ゲ

ー
ト
の

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
渇

水
等

に
よ

り
ク

レ
ス

ト
ゲ

ー
ト
敷

高
（放

流
可

能
水

位
）よ

り
も

水
位

が
低

い
場

合
に

発
生

す
る

洪
水

の
初

期
に

お
い

て
は

、
放

流
が

で
き

ず
、

治
水

機
能

を
十

分
発

揮
で

き
な

い
状

態
を

招
く

こ
と

と
な

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

柳
瀬

ダ
ム

に
つ

い
て

も
治

水
機

能
向

上
が

求
め

ら
れ

る
。

　
近

年
、

降
雨

予
測

の
精

度
向

上
が

図
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
予

測
に

応
じ

た
ダ

ム
操

作
を

実
施

で
き

る
程

の
精

度
に

は
至

っ
て

い
ま

せ
ん

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
今

後
、

さ
ら

に
降

雨
予

測
の

精
度

が
向

上
し

て
く

れ
ば

、
よ

り
効

果
的

な
洪

水
調

節
が

出
来

る
よ

う
検

討
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
早

明
浦

ダ
ム

で
は

、
洪

水
期

に
は

洪
水

調
節

容
量

を
用

い
、

下
流

区
間

の
広

い
範

囲
で

効
果

を
発

揮
で

き
る

よ
う

定
め

た
 施

設
管

理
規

程
に

基
づ

き
、

適
正

な
洪

水
調

節
に

努
め

て
お

り
、

管
理

開
始

以
降

全
て

の
洪

水
に

対
し

、
ダ

ム
が

無
い

場
合

に
比

べ
て

、
下

流
の

浸
水

被
害

の
軽

減
に

寄
与

し
て

い
ま

す
。

　 　
ま

た
、

洪
水

調
節

機
能

の
確

保
に

向
け

、
放

流
設

備
の

改
築

に
よ

り
低

い
水

位
か

ら
の

放
流

を
可

能
と

し
洪

水
調

節
容

量
を

有
効

に
使

用
す

る
と

と
も

に
、

洪
水

調
節

容
量

を
増

大
さ

せ
る

こ
と

と
し

て
、

河
川

整
備

計
画

案
P
96

 6
)上

流
ダ

ム
群

の
改

良
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

2
-
1
-3

 治
水

の
現

状
と

課
題

(3
) 

ダ
ム

管
理

【
河

川
整

備
計

画
案

P
3
7
】

1
) 

洪
水

調
節

　
吉

野
川

に
お

け
る

洪
水

調
節

で
は

、
吉

野
川

総
合

開
発

計
画

の
中

核
を

な
す

早
明

浦
ダ

ム
の

役
割

が
大

き

く
、

計
画

最
大

流
入

量
4
,7

0
0
m

3
/
s、

計
画

最
大

放
流

量
2
,0

0
0
m

3
/
sで

、
洪

水
調

節
容

量
は

9
,0

0
0
万

m
3
（
洪

水
期

）
を

有
し

て
い

る
。

　
早

明
浦

ダ
ム

は
昭

和
50

年
4月

の
管

理
開

始
以

降
、

87
回

（平
成

2
0
2
1
年

3月
現

在
）の

洪
水

調
節

を
実

施
し

、
池

田
ダ

ム
、

新
宮

ダ
ム

、
柳

瀬
ダ

ム
、

富
郷

ダ
ム

と
合

わ
せ

、
下

流
域

の
洪

水
被

害
の

軽
減

に
大

き
く

寄
与

し
て

い
る

。

　
特

に
、

平
成

17
年

9月
の

洪
水

で
は

、
大

渇
水

に
よ

り
早

明
浦

ダ
ム

の
貯

水
量

が
枯

渇
し

て
い

た
た

め
、

利
水

容
量

を
含

め
、

洪
水

の
ほ

ぼ
全

量
の

約
2億

5千
万

m
3
を

早
明

浦
ダ

ム
に

貯
留

す
る

こ
と

で
、

本
来

持
っ

て
い

る
治

水
機

能
以

上
の

効
果

を
発

揮
し

、
洪

水
被

害
の

軽
減

に
寄

与
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

一
方

で
早

明
浦

ダ
ム

は
、

80
年

に
1回

の
頻

度
で

発
生

す
る

洪
水

に
対

応
で

き
る

よ
う

計
画

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
管

理
開

始
以

降
33

年
間

で
、

流
入

量
が

計
画

最
大

流
入

量
を

超
え

る
洪

水
が

4
回

発
生

し
、

そ
の

う
ち

2回
は

計
画

最
大

放
流

量
を

超
え

る
放

流
の

実
施

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

経
緯

が
あ

り
、

早
明

浦
ダ

ム
の

治
水

機
能

の
向

上
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

　
ま

た
、

池
田

ダ
ム

で
は

平
成

16
年

に
2度

も
計

画
最

大
流

入
量

を
超

え
る

洪
水

が
発

生
し

、
池

田
ダ

ム
貯

水
池

周
辺

で
、

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
。

こ
の

た
め

、
白

地
地

区
及

び
イ

タ
ノ

地
区

に
お

い
て

堤
防

の
新

設
、

地
盤

の
嵩

上
げ

、
家

屋
の

移
転

等
の

対
策

を
実

施
し

て
い

る
。

　
銅

山
川

で
は

、
新

宮
ダ

ム
・柳

瀬
ダ

ム
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
3度

の
計

画
最

大
放

流
量

を
超

え
る

放
流

を
実

施
し

て
い

る
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 ダ

ム
下

流
域

の
降

雨
や

支
川

の
流

出
量

、
浸

水
被

害
を

考
慮

し
た

、
早

明
浦

ダ
ム

の
操

作
を

し
て

ほ
し

い
。

要
旨

b
. 

早
明

浦
ダ

ム
が

あ
る

に
も

関
わ

ら
ず

洪
水

被
害

が
発

生
し

て
い

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 治

水
－

1
7
　

ダ
ム

の
洪

水
調

節
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

3
-
4
 洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
目

標
(1

) 
吉

野
川

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
2
】

6
) 

ダ
ム

管
理

　
上

流
ダ

ム
群

に
お

い
て

は
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
効

率
的

な
ダ

ム
管

理
に

努
め

る
と

と
も

に
、

施
設

の
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
早

明
浦

ダ
ム

で
は

洪
水

調
節

機
能

の
確

保
を

図
る

一
方

、
柳

瀬
ダ

ム
で

は
放

流
能

力
の

向
上

及
び

堆
砂

除
去

等
に

よ
り

治
水

・利
水

機
能

の
回

復
及

び
向

上
を

図
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
6
】

6
) 

上
流

ダ
ム

群
の

改
良

等

　
上

流
ダ

ム
群

の
洪

水
調

節
機

能
の

確
保

に
向

け
、

関
係

機
関

と
調

整
・
連

携
し

つ
つ

、
早

明
浦

ダ
ム

、
柳

瀬
ダ

ム
で

は
、

低
い

貯
水

位
で

も
放

流
で

き
る

よ
う

施
設

を
改

築
す

る
と

と
も

に
、

早
明

浦
ダ

ム
で

は
洪

水
調

節
容

量
を

増
大

さ
せ

る
。

な
お

、
早

明
浦

ダ
ム

の
施

設
の

改
築

に
よ

り
、

放
流

に
伴

う
濁

水
の

長
期

化
を

抑
制

す
る

副
次

的
効

果
も

期
待

さ
れ

る
。

　
ま

た
、

上
流

ダ
ム

群
の

さ
ら

な
る

治
水

機
能

向
上

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

を
行

う
。

　
池

田
ダ

ム
に

お
い

て
は

、
池

田
地

点
に

お
け

る
河

川
整

備
計

画
の

目
標

流
量

12
,5

00
m

3
/s

の
安

全
な

流
下

を
図

る
た

め
、

貯
水

池
周

辺
の

浸
水

箇
所

に
お

い
て

、
堤

防
の

新
設

も
し

く
は

宅
地

嵩
上

げ
等

の
対

策
を

行
う

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 治

水
－

1
8
　

早
明

浦
ダ

ム
の

改
良

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 早

明
浦

ダ
ム

の
改

良
内

容
を

教
え

て
ほ

し
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
洪

水
調

節
容

量
や

、
施

設
の

改
築

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
具

体
的

に
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
6
】

6
) 

上
流

ダ
ム

群
の

改
良

等

　
上

流
ダ

ム
群

の
洪

水
調

節
機

能
の

確
保

に
向

け
、

関
係

機
関

と
調

整
・
連

携
し

つ
つ

早
明

浦
ダ

ム
、

柳
瀬

ダ
ム

で
は

、
低

い
貯

水
位

で
も

放
流

で
き

る
よ

う
施

設
を

改
築

す
る

と
と

も
に

、
早

明
浦

ダ
ム

で
は

洪
水

調
節

容
量

を
増

大
さ

せ
る

。
な

お
、

早
明

浦
ダ

ム
の

施
設

の
改

築
に

よ
り

、
放

流
に

伴
う

濁
水

の
長

期
化

を
抑

制
す

る
副

次
的

効
果

も
期

待
さ

れ
る

。

　
ま

た
、

上
流

ダ
ム

群
の

さ
ら

な
る

治
水

機
能

向
上

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

を
行

う
。

　
池

田
ダ

ム
に

お
い

て
は

、
池

田
地

点
に

お
け

る
河

川
整

備
計

画
の

目
標

流
量

12
,5

00
m

3
/s

の
安

全
な

流
下

を
図

る
た

め
、

貯
水

池
周

辺
の

浸
水

箇
所

に
お

い
て

、
堤

防
の

新
設

も
し

く
は

宅
地

嵩
上

げ
等

の
対

策
を

行
う

。
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テ ー マ
 利

水
－

1
　

吉
野

川
の

正
常

流
量

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
2
-2

 河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
6
】

(1
) 

適
切

な
流

水
管

理

　
四

国
の

社
会

基
盤

を
支

え
て

い
る

都
市

用
水

や
農

業
用

水
等

の
安

定
し

た
取

水
と

流
水

の
正

常
な

機
能

を
維

持
す

る
た

め
、

河
川

の
水

量
・水

質
を

常
時

監
視

す
る

と
と

も
に

、
既

存
の

分
流

施
設

等
の

河
川

管
理

施
設

の
適

正
な

管
理

を
行

う
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

利
水

者
に

対
し

て
は

、
取

水
量

を
的

確
に

計
測

す
る

た
め

の
流

量
計

ま
た

は
水

位
計

等
の

設
置

を
指

導
す

る
な

ど
、

適
切

な
流

水
管

理
を

行
う

。

要
旨

a

要
旨

a.
 吉

野
川

全
体

で
の

維
持

流
量

を
よ

り
多

く
確

保
す

る
と

と
も

に
、

第
十

堰
下

流
の

環
境

を
守

る
た

め
に

必
要

な
維

持
流

量
を

確
保

す
る

こ
と

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
「流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

」に
つ

い
て

、
河

川
整

備
基

本
方

針
で

定
め

ら
れ

て
い

る
、

吉
野

川
の

正
常

な
機

能
を

維
持

す
る

た
め

に
必

要
な

流
量

（正
常

流
量

）を
河

川
整

備
計

画
案

P
43

に
記

載
し

ま
し

た
。

　
ま

た
、

吉
野

川
に

お
け

る
流

水
の

正
常

な
機

能
の

確
保

に
つ

い
て

は
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
6
 (
1
) 
適

切
な

流
水

管
理

に
記

載
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

も
適

切
な

流
水

管
理

に
努

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

2
-
2
-1

 水
利

用
【
河

川
整

備
計

画
案

P
4
3
】

(1
) 

現
状

　
吉

野
川

の
水

利
用

に
つ

い
て

は
、

徳
島

平
野

等
に

お
い

て
古

く
か

ら
行

わ
れ

、
農

業
用

水
と

し
て

の
本

格
的

な
水

利
用

は
、

大
正

元
年

に
完

成
し

た
麻

名
用

水
、

板
名

用
水

に
は

じ
ま

り
現

在
で

は
、

水
道

用
水

、
工

業
用

水
、

農
業

用
水

等
に

幅
広

く
利

用
さ

れ
て

い
る

。

　
ま

た
、

流
域

外
へ

の
分

水
と

し
て

は
、

支
川

銅
山

川
よ

り
愛

媛
県

東
予

に
、

吉
野

川
上

流
域

よ
り

高
知

県
中

部
に

、
池

田
ダ

ム
か

ら
香

川
県

に
そ

れ
ぞ

れ
か

ん
が

い
用

水
や

都
市

用
水

と
し

て
分

水
さ

れ
る

な
ど

、
四

国
４

県
に

わ
た

り
広

域
的

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。

　
農

業
用

水
に

つ
い

て
は

、
総

か
ん

が
い

面
積

約
54

,0
00

ha
に

お
よ

ぶ
耕

地
の

か
ん

が
い

に
利

用
さ

れ
、

発
電

用
水

に
つ

い
て

は
、

32
箇

所
の

発
電

所
で

利
用

さ
れ

、
総

最
大

出
力

約
94

6,
00

0k
W

の
電

力
供

給
が

行
わ

れ
て

い
る

。

　
河

川
整

備
基

本
方

針
で

は
、

池
田

地
点

に
お

け
る

流
水

の
正

常
な

機
能

を
維

持
す

る
た

め
必

要
な

流
量

は
、

利
水

の
現

況
、

動
植

物
の

保
護

、
水

質
等

を
考

慮
し

、
か

ん
が

い
期

に
お

お
む

ね
4
7
m

3
/
s、

非
か

ん
が

い
期

に

お
お

む
ね

2
9
m

3
/
s、

旧
吉

野
川

地
点

に
お

け
る

流
水

の
正

常
な

機
能

を
維

持
す

る
た

め
必

要
な

流
量

は
、

利

水
の

現
況

、
水

質
等

を
考

慮
し

、
お

お
む

ね
1
6
m

3
/
sと

さ
れ

て
い

る
。

た
だ

し
、

当
該

流
量

に
は

、
水

利
流

量
が

含
ま

れ
て

い
る

た
め

、
池

田
地

点
下

流
の

水
利

使
用

の
変

更
に

伴
い

増
減

す
る

。
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テ ー マ
 利

水
－

2
　

地
下

水
の

経
年

変
化

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 吉

野
川

の
地

下
水

は
、

河
川

改
修

や
地

域
開

発
な

ど
の

影
響

で
、

変
化

し
て

い
る

の
で

は
な

い
か

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
吉

野
川

水
系

の
地

下
水

位
の

動
向

に
つ

い
て

は
、

継
続

的
に

地
下

水
位

を
観

測
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
変

動
状

況
の

把
握

に
努

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

ま
た

、
地

下
水

位
の

観
測

結
果

に
つ

い
て

は
、

地
域

毎
に

傾
向

が
異

な
っ

て
お

り
、

明
確

な
変

動
傾

向
は

示
し

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

今
後

も
地

下
水

位
状

況
を

把
握

す
る

た
め

に
、

地
下

水
観

測
を

継
続

し
て

い
き

ま
す

。

　
地

下
水

規
制

に
つ

い
て

は
、

日
本

の
高

度
成

長
の

時
に

企
業

が
立

地
し

、
そ

う
い

う
中

で
地

下
水

を
過

剰
に

利
用

し
た

結
果

、
地

下
水

の
塩

水
化

、
ま

た
一

部
地

盤
沈

下
と

い
う

問
題

が
発

生
し

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

な
状

況
の

も
と

、
徳

島
県

で
は

昭
和

５
８

年
か

ら
地

下
水

の
取

水
要

綱
に

よ
り

、
ま

た
平

成
１

７
年

１
０

月
１

日
か

ら
は

徳
島

県
生

活
環

境
保

全
条

例
に

よ
り

、
地

下
水

取
水

に
つ

い
て

規
制

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
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テ ー マ
 利

水
－

3
　

水
利

用
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 今

ま
で

は
、

人
間

の
た

め
に

ど
ん

ど
ん

工
業

用
水

、
生

活
用

水
に

使
っ

て
、

利
用

し
尽

く
せ

と
い

う
考

え
方

で
や

っ
て

き
た

が
、

そ
う

い
っ

た
考

え
方

は
変

え
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
吉

野
川

の
水

は
、

維
持

流
量

（動
植

物
の

保
護

等
を

考
慮

）の
安

定
的

な
確

保
や

、
四

国
４

県
の

広
域

的
な

水
利

用
を

支
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

都
市

用
水

や
農

業
用

水
等

の
安

定
し

た
取

水
等

の
た

め
に

、
適

正
な

流
水

管
理

に
努

め
て

お
り

ま
す

。
　

ま
た

、
渇

水
時

に
お

い
て

は
、

「吉
野

川
水

系
水

利
用

連
絡

協
議

会
」

等
を

通
じ

て
流

況
等

の
情

報
を

共
有

し
、

円
滑

な
渇

水
調

整
を

行
う

な
ど

、
迅

速
な

対
応

に
努

め
て

お
り

ま
す

。
　

な
お

、
広

域
的

水
利

用
及

び
危

機
管

理
の

観
点

か
ら

、
既

存
水

資
源

開
発

施
設

の
有

効
利

用
も

含
め

た
異

常
渇

水
へ

の
対

応
に

つ
い

て
も

行
い

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

4
-
2
-2

 河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
6
】

（
2
）
 渇

水
へ

の
対

応

　
吉

野
川

は
四

国
4県

の
広

域
的

な
水

利
用

を
支

え
る

も
の

で
あ

り
、

渇
水

に
よ

る
取

水
制

限
は

、
そ

の
程

度
に

応
じ

て
、

地
域

住
民

の
生

活
や

社
会

活
動

、
農

業
生

産
、

工
業

生
産

等
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
。

こ
の

た
め

｢
吉

野
川

水
系

水
利

用
連

絡
協

議
会

｣や
｢銅

山
川

渇
水

調
整

協
議

会
｣等

を
通

じ
て

、
流

況
等

の
情

報
を

共
有

し
、

渇
水

時
は

円
滑

に
渇

水
調

整
の

実
施

等
、

迅
速

な
対

応
に

努
め

る
。

ま
た

、
水

利
用

者
に

対
し

て
節

水
を

呼
び

か
け

る
等

、
啓

発
に

努
め

る
。

あ
わ

せ
て

、
広

域
的

水
利

用
及

び
危

機
管

理
の

観
点

か
ら

、
既

存
の

水
資

源
開

発
施

設
の

有
効

利
用

も
含

め
た

異
常

渇
水

へ
の

対
応

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。
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テ ー マ
 環

境
－

1
　

河
川

環
境

の
あ

り
方

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

b

要
旨

c
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
】

3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

　
河

川
環

境
に

つ
い

て
は

、
河

川
環

境
情

報
図

等
の

基
礎

情
報

を
活

用
し

な
が

ら
、

治
水

・利
水

・河
川

利
用

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
良

好
な

自
然

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

ま
た

、
洪

水
に

よ
る

河
道

状
況

の
変

化
や

外
来

生
物

の
侵

入
等

、
さ

ま
ざ

ま
な

要
因

で
変

化
し

て
い

く
自

然
環

境
に

つ
い

て
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
等

に
よ

り
重

要
種

特
定

種
の

分
布

状
況

も
含

め
て

把
握

し
評

価
す

る
。

と
と

も
に

、
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

自
然

再
生

事
業

の
実

施
や

そ
の

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
に

あ
た

っ
て

は
、

等
を

関
係

機
関

、
地

域
住

民
等

と
連

携
し

な
が

ら
行

う
。

　
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

河
川

全
体

の
自

然
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

、
地

域
の

暮
ら

し
や

歴
史

・文
化

と
の

調
和

に
も

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

の
保

全
・創

出
を

基
本

と
す

る
「多

自
然

川
づ

く
り

」に
努

め
る

。

　
河

川
環

境
の

あ
り

方
に

つ
い

て
は

、
河

川
整

備
計

画
案

P
68

の
基

本
理

念
に

記
載

し
て

い
る

よ
う

に
、

吉
野

川
に

残
る

良
好

な
自

然
環

境
や

景
観

等
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
地

域
の

自
然

環
境

・景
観

や
社

会
環

境
に

調
和

し
た

河
川

空
間

を
創

出
す

る
た

め
の

施
策

を
展

開
し

て
い

き
ま

す
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

河
川

整
備

計
画

案
P
1
2
6
 (
3
)水

質
の

保
全

、
P
1
2
8
～

1
2
9
 4

-
2
-
3
（
１

）
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
の

保
全

（①
瀬

・淵
の

保
全

、
③

河
川

の
連

続
性

の
確

保
、

④
河

口
干

潟
の

保
全

）を
記

載
し

て
る

よ
う

に
、

河
川

環
境

の
保

全
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

　
ま

た
、

河
川

整
備

計
画

案
P
7
5
 3

-
5
-
2
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
目

標
に

記
載

し
て

い
る

よ
う

に
、

治
水

・利
水

・河
川

利
用

と
整

合
を

図
り

な
が

ら
、

良
好

な
河

川
環

境
の

保
全

に
努

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

河
川

環
境

の
保

全
に

関
し

て
は

、
良

好
な

自
然

環
境

や
景

観
等

を
後

世
に

継
承

し
て

い
く

た
め

に
、

よ
り

一
層

、
地

域
住

民
や

関
係

機
関

等
と

連
携

し
て

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
河

川
環

境
の

保
全

に
関

し
て

は
、

良
好

な
自

然
環

境
や

景
観

等
を

後
世

に
継

承
し

て
い

く
た

め
に

、
よ

り
一

層
、

地
域

住
民

や
関

係
機

関
等

と
連

携
し

て
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
6
8
】

3
-
1
 河

川
整

備
の

基
本

理
念

吉
野

川
及

び
旧

吉
野

川
・
今

切
川

に
お

け
る

河
川

整
備

の
基

本
理

念

○
安

全
で

安
心

で
き

る
吉

野
川

の
実

現
　

上
下

流
の

治
水

安
全

度
の

バ
ラ

ン
ス

を
考

慮
し

つ
つ

、
洪

水
、

内
水

（河
川

に
排

水
で

き
ず

に
は

ん
濫

し
た

水
）

被
害

、
高

潮
、

地
震

等
の

さ
ま

ざ
ま

な
水

害
か

ら
川

沿
い

の
地

域
住

民
の

人
命

と
財

産
を

守
り

、
人

々
が

安
全

で
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
地

域
を

早
期

に
実

現
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

こ
の

た
め

、
基

本
方

針
で

定
め

た
目

標
に

向
け

、
関

係
機

関
と

連
携

し
つ

つ
段

階
的

に
整

備
を

進
め

る
こ

と
と

し
て

、
各

種
の

治
水

対
策

を
展

開
し

推
進

す
る

と
と

も
に

、
既

設
の

河
川

管
理

施
設

の
機

能
維

持
と

向
上

を
図

り
、

さ
ら

に
管

理
を

高
度

化
す

る
た

め
の

施
策

を
講

ず
る

。
ま

た
、

渇
水

被
害

の
少

な
い

安
心

で
き

る
川

づ
く

り
を

目
指

す
。

○
河

川
本

来
の

自
然

環
境

を
有

す
る

吉
野

川
の

再
生

　
吉

野
川

に
残

る
良

好
な

自
然

環
境

や
景

観
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
近

年
失

わ
れ

つ
つ

あ
る

吉
野

川
が

本
来

有
す

る
レ

キ
河

原
や

水
際

の
な

だ
ら

か
な

連
続

性
（エ

コ
ト
ー

ン
）、

清
ら

か
な

吉
野

川
の

流
水

な
ど

自
然

環
境

の
再

生
を

図
る

た
め

の
施

策
を

展
開

す
る

。
○

地
域

の
自

然
・景

観
・社

会
環

境
に

調
和

し
個

性
あ

る
吉

野
川

の
創

造
　

地
域

の
自

然
環

境
と

景
観

や
社

会
環

境
に

調
和

し
た

河
川

空
間

を
創

出
し

、
流

域
住

民
の

積
極

的
な

自
然

体
験

活
動

や
環

境
学

習
等

の
利

用
を

促
進

す
る

た
め

の
施

策
を

展
開

す
る

。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 環

境
に

つ
い

て
は

、
環

境
保

全
、

地
域

と
川

の
共

生
関

係
の

構
築

に
努

め
て

ほ
し

い
。

要
旨

b
. 

昔
か

ら
住

民
が

川
と

親
し

ん
で

き
た

豊
か

な
自

然
環

境
歴

史
環

境
を

保
全

し
て

欲
し

い
。

要
旨

c.
 川

辺
に

生
息

す
る

生
物

や
景

観
に

配
慮

し
た

河
川

整
備

を
心

が
け

て
ほ

し
い

。
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1
　

河
川

環
境

の
あ

り
方

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
2
-2

 河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項
【
河

川
整

備
計

画
原

案
P

1
2
6
】

(3
)水

質
の

保
全

　
吉

野
川

は
良

好
な

水
環

境
を

有
す

る
河

川
で

あ
り

、
多

種
多

様
な

動
植

物
が

生
息

・生
育

・繁
殖

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
流

水
は

水
道

用
水

や
か

ん
が

い
用

水
等

に
利

用
さ

れ
る

な
ど

、
流

域
に

暮
ら

す
多

く
の

人
々

の
生

活
や

産
業

活
動

を
支

え
て

い
る

こ
と

か
ら

、
良

好
な

水
質

や
河

床
の

環
境

を
保

全
す

る
こ

と
は

人
間

生
活

と
調

和
の

と
れ

た
自

然
豊

か
な

河
川

環
境

を
保

全
す

る
た

め
の

重
要

な
課

題
で

あ
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
(1

)動
植

物
の

生
息

・
生

息
環

境
の

保
全

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
8
～

1
2
9
】

１
）
吉

野
川

①
瀬

・
淵

の
保

全
　

吉
野

川
に

は
、

ア
ユ

等
の

産
卵

場
や

採
餌

場
と

な
る

瀬
や

淵
が

多
く

分
布

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
魚

類
、

底
生

生
物

の
良

好
な

生
息

環
境

と
な

っ
て

い
る

瀬
・淵

の
保

全
に

努
め

る
。

③
河

川
の

連
続

性
の

確
保

　
吉

野
川

に
は

、
ア

ユ
を

は
じ

め
遡

上
・降

下
を

行
う

魚
類

等
が

多
く

生
息

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
支

川
を

含
め

て
魚

類
等

の
移

動
の

連
続

性
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

た
め

、
定

期
的

な
点

検
を

行
い

、
池

田
ダ

ム
、

柿
原

堰
等

に
あ

る
魚

道
の

機
能

を
維

持
す

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

や
地

域
と

連
携

し
な

が
ら

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

行
い

、
流

入
支

川
等

と
の

連
続

性
の

確
保

に
努

め
る

。

④
河

口
干

潟
の

保
全

　
河

川
と

海
か

ら
の

影
響

を
同

時
に

受
け

る
吉

野
川

の
河

口
干

潟
に

は
、

シ
オ

マ
ネ

キ
等

の
底

生
動

物
や

ア
イ

ア
シ

等
の

植
物

が
生

息
・生

育
・繁

殖
し

て
い

る
ほ

か
、

シ
ギ

・チ
ド

リ
類

の
重

要
な

中
継

地
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
オ

オ
ヨ

シ
キ

リ
等

に
と

っ
て

は
、

良
好

な
ヨ

シ
群

落
が

繁
殖

や
餌

場
に

な
っ

て
い

る
ほ

か
、

多
様

な
動

植
物

の
貴

重
な

生
息

・生
育

・繁
殖

場
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

良
好

な
干

潟
環

境
の

保
全

に
向

け
て

継
続

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
。
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2
　

環
境

目
標

の
明

確
化

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

意
見

要
旨

要
旨

a.
 河

川
環

境
に

関
し

て
は

、
ほ

と
ん

ど
が

「
努

め
る

」
と

い
う

表
現

に
な

っ
て

お
り

、
具

体
的

な
計

画
が

作
成

さ
れ

て
い

な
い

。
要

旨
b
. 

河
川

環
境

に
関

し
て

は
、

目
標

が
明

確
で

な
い

。
現

状
の

把
握

に
努

め
た

上
で

、
吉

野
川

の
特

性
を

活
か

し
た

保
全

目
標

を
し

っ
か

り
盛

り
込

ん
で

頂
き

た
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

2
-
2
-4

 動
植

物
の

生
息

･生
育

状
況

【
河

川
整

備
計

画
案

P
5
3
～

5
6
】

(1
) 

吉
野

川
 　

吉
野

川
中

流
域

（池
田

ダ
ム

～
第

十
堰

湛
水

域
上

流
端

）は
、

瀬
・淵

に
ア

ユ
等

の
魚

類
が

多
く

生
息

し
、

ア
ユ

の
産

卵
場

と
な

っ
て

い
る

瀬
も

多
く

存
在

す
る

な
ど

、
魚

類
に

と
っ

て
良

好
な

生
息

環
境

と
な

っ
て

い
る

。

　
ま

た
、

中
流

域
に

見
ら

れ
る

広
い

レ
キ

河
原

は
、

か
つ

て
コ

ア
ジ

サ
シ

等
の

鳥
類

の
繁

殖
地

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
た

。
し

か
し

、
吉

野
川

で
は

、
多

く
の

外
来

生
物

（植
物

）が
繁

茂
し

て
き

て
お

り
、

特
に

シ
ナ

ダ
レ

ス
ズ

メ
ガ

ヤ
に

つ
い

て
は

平
成

12
年

度
及

び
平

成
15

年
度

の
調

査
に

よ
っ

て
、

西
条

大
橋

地
区

、
柿

原
地

区
等

の
河

原
の

約
50

%を
覆

っ
て

い
た

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
シ

ナ
ダ

レ
ス

ズ
メ

ガ
ヤ

が
繁

茂
す

る
こ

と
に

よ
り

、
吉

野
川

本
来

の
河

川
環

境
で

あ
る

レ
キ

河
原

が
消

失
し

、
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
へ

の
影

響
や

微
地

形
変

化
等

、
環

境
と

治
水

の
両

面
に

係
わ

る
問

題
を

引
き

起
こ

す
こ

と
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

な
お

、
河

原
に

繁
茂

し
た

シ
ナ

ダ
レ

ス
ズ

メ
ガ

ヤ
は

、
平

成
16

年
度

の
度

重
な

る
洪

水
に

よ
り

大
部

分
は

消
失

し
た

も
の

の
、

現
在

も
河

道
の

樹
林

化
等

、
シ

ナ
ダ

レ
ス

ズ
メ

ガ
ヤ

が
繁

茂
し

や
す

い
状

況
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

侵
入

・定
着

し
に

く
い

河
道

環
境

と
な

る
よ

う
に

、
レ

キ
河

原
を

保
全

・再
生

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

河
道

に
は

、
竹

林
（水

害
防

備
林

）や
ヤ

ナ
ギ

類
等

の
樹

木
が

分
布

し
て

お
り

、
サ

ギ
類

等
の

鳥
類

の
ね

ぐ
ら

や
営

巣
地

等
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

一
方

、
ヤ

ナ
ギ

類
の

樹
林

化
に

伴
う

水
際

の
直

立
化

が
進

行
し

て
お

り
、

水
辺

の
な

だ
ら

か
な

連
続

性
（エ

コ
ト
ー

ン
）の

消
失

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
水

際
環

境
の

保
全

・再
生

に
向

け
た

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

　
吉

野
川

下
流

域
（第

十
堰

湛
水

域
～

河
口

）に
お

け
る

汽
水

域
は

、
河

川
と

海
の

影
響

を
受

け
る

特
有

の
環

境
で

あ
り

、
多

く
の

生
物

に
と

っ
て

良
好

な
生

息
・生

育
・
繁

殖
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

市
街

地
に

近
接

し
な

が
ら

も
水

際
に

は
ヨ

シ
群

落
等

が
見

ら
れ

る
な

ど
、

豊
か

な
自

然
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
貴

重
な

空
間

と
な

っ
て

い
る

。
特

に
、

河
口

干
潟

は
日

本
の

重
要

湿
地

50
0等

に
選

定
さ

れ
て

お
り

、
シ

オ
マ

ネ
キ

等
の

底
生

動
物

が
生

息
し

て
い

る
他

、
シ

ギ
・チ

ド
リ
類

の
重

要
な

中
継

地
と

な
っ

て
い

る
。

要
旨

a
要

旨
b

　
環

境
に

関
す

る
事

項
に

つ
い

て
は

、
そ

の
現

状
や

因
果

関
係

に
つ

い
て

定
量

化
等

が
困

難
な

も
の

が
多

く
、

ま
た

過
去

か
ら

の
経

年
的

な
調

査
資

料
も

少
な

い
た

め
、

こ
れ

ま
で

に
実

施
さ

れ
て

い
る

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
等

の
結

果
を

基
に

、
河

川
区

分
や

河
川

区
分

毎
の

環
境

の
変

化
及

び
現

状
と

課
題

の
整

理
を

行
っ

て
い

ま
す

。

　
環

境
目

標
の

設
定

に
あ

た
っ

て
は

、
今

後
も

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
に

よ
る

長
期

的
な

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
洪

水
等

の
様

々
な

要
因

に
よ

っ
て

変
化

す
る

自
然

環
境

を
把

握
し

て
い

き
、

河
川

渓
流

・
環

境
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
等

の
ご

指
導

、
助

言
を

頂
き

な
が

ら
、

環
境

情
報

の
蓄

積
お

よ
び

調
査

研
究

を
進

め
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

　
ま

た
、

生
物

多
様

性
国

家
戦

略
の

中
で

多
自

然
川

づ
く

り
や

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
等

の
行

動
計

画
が

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
,1

3
3
で

記
載

し
て

い
る

よ
う

に
生

物
の

多
様

性
の

確
保

を
前

提
と

し
て

地
域

の
歴

史
・文

化
・景

観
の

観
点

を
含

め
て

、
河

川
環

境
の

整
備

等
に

取
り

組
ん

で
行

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

　
河

川
環

境
の

問
題

点
の

原
因

と
対

応
策

が
、

学
識

者
等

に
よ

る
検

討
会

、
現

地
実

験
等

で
あ

る
程

度
明

確
に

な
っ

て
い

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
実

施
に

関
す

る
事

項
に

お
い

て
具

体
的

に
記

載
し

て
い

ま
す

。

　
な

お
、

意
見

を
聴

く
会

や
パ

ブ
コ

メ
等

で
、

皆
様

か
ら

環
境

に
関

す
る

様
々

な
ご

意
見

を
い

た
だ

い
て

お
り

、
河

川
整

備
計

画
の

策
定

に
当

た
っ

て
は

、
そ

の
よ

う
な

皆
様

か
ら

の
ご

意
見

も
踏

ま
え

て
、

で
き

る
限

り
内

容
の

充
実

を
図

っ
て

い
ま

す
。
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テ ー マ
 環

境
－

2
　

環
境

目
標

の
明

確
化

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　

　
ま

た
、

第
十

堰
上

流
部

は
、

緩
や

か
に

流
れ

る
湛

水
域

と
な

っ
て

お
り

、
水

際
に

は
ア

カ
メ

ヤ
ナ

ギ
群

落
等

が
分

布
し

、
水

域
に

は
タ

ナ
ゴ

類
イ

チ
モ

ン
ジ

タ
ナ

ゴ
等

の
魚

類
が

生
息

し
て

い
る

他
、

冬
季

に
は

マ
ガ

モ
等

の
鳥

類
の

越
冬

地
と

な
っ

て
い

る
。

 　
な

お
、

吉
野

川
に

お
い

て
は

、
特

定
外

来
生

物
と

し
て

、
植

物
で

は
ア

レ
チ

ウ
リ
、

オ
オ

フ
サ

モ
、

オ
オ

カ
ワ

ヂ
シ

ャ
、

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
、

魚
類

で
は

オ
オ

ク
チ

バ
ス

、
ブ

ル
ー

ギ
ル

、
両

生
類

で
は

ウ
シ

ガ
エ

ル
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
以

外
に

も
多

く
の

外
来

生
物

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
在

来
の

生
態

系
へ

の
悪

影
響

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

。
し

た
が

っ
て

、
今

後
も

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
等

に
よ

る
継

続
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
い

、
専

門
家

や
関

係
機

関
等

と
連

携
し

な
が

ら
必

要
に

応
じ

て
防

除
作

業
等

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
 　

絶
滅

危
惧

種
等

の
特

定
重

要
種

の
確

認
状

況
は

、
表

-2
.2

.1
に

示
す

と
お

り
で

あ
る

。
こ

れ
ら

に
つ

い
て

も
、

継
続

し
た

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
の

結
果

を
見

な
が

ら
、

生
息

・
生

育
・繁

殖
環

境
の

保
全

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

 　
河

口
か

ら
池

田
ダ

ム
ま

で
の

堰
等

の
河

川
横

断
構

造
物

に
は

、
魚

道
が

設
置

さ
れ

、
ア

ユ
の

遡
上

も
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
そ

れ
ら

の
移

動
の

連
続

性
が

概
ね

確
保

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

増
水

（
出

水
）
の

際
に

は
、

魚
道

の
損

傷
や

落
差

の
拡

大
等

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
魚

道
機

能
の

維
持

等
に

向
け

た
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

 　
こ

れ
ら

、
現

状
に

お
け

る
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
に

関
す

る
課

題
へ

の
対

応
に

加
え

、
近

年
、

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
化

の
お

よ
ぼ

す
河

川
環

境
の

変
化

が
懸

念
さ

れ
て

お
り

、
今

後
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
の

強
化

等
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
5
7
】

(2
) 

旧
吉

野
川

　
旧

吉
野

川
・今

切
川

の
河

口
堰

上
流

は
淡

水
域

で
あ

る
と

と
も

に
、

か
ん

が
い

期
に

は
3
湛

2
落

の
操

作
を

行
う

な
ど

堰
の

運
用

に
よ

っ
て

緩
や

か
な

流
れ

と
な

っ
て

お
り

、
ワ

ン
ド

・よ
ど

み
等

の
あ

る
多

様
な

河
川

環
境

を
有

し
て

い
る

。
水

域
に

は
、

イ
チ

モ
ン

ジ
タ

ナ
ゴ

等
の

魚
類

、
ク

ロ
モ

・イ
バ

ラ
モ

等
の

沈
水

植
物

等
が

生
息

・生
育

・繁
殖

し
て

い
る

ほ
か

、
冬

季
に

は
マ

ガ
モ

等
の

鳥
類

の
越

冬
地

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

水
際

に
は

、
オ

ギ
群

落
や

ハ
チ

ク
-マ

ダ
ケ

林
等

が
分

布
し

て
お

り
、

チ
ュ

ウ
サ

ギ
等

の
鳥

類
等

が
生

息
し

て
い

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

- 117 -



テ ー マ
 環
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2
　

環
境

目
標

の
明

確
化

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
】

3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

　
河

川
環

境
に

つ
い

て
は

、
河

川
環

境
情

報
図

等
の

基
礎

情
報

を
活

用
し

な
が

ら
、

治
水

・利
水

・河
川

利
用

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
良

好
な

自
然

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

ま
た

、
洪

水
に

よ
る

河
道

状
況

の
変

化
や

外
来

生
物

の
侵

入
等

、
さ

ま
ざ

ま
な

要
因

で
変

化
し

て
い

く
自

然
環

境
に

つ
い

て
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
等

に
よ

り
重

要
種

特
定

種
の

分
布

状
況

も
含

め
て

把
握

し
評

価
す

る
。

と
と

も
に

、
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

自
然

再
生

事
業

の
実

施
や

そ
の

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
に

あ
た

っ
て

は
、

等
を

関
係

機
関

、
地

域
住

民
等

と
連

携
し

な
が

ら
行

う
。

  
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

河
川

全
体

の
自

然
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

、
地

域
の

暮
ら

し
や

歴
史

・文
化

と
の

調
和

に
も

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

の
保

全
・創

出
を

基
本

と
す

る
「多

自
然

川
づ

く
り

」に
努

め
る

。

3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
】

 1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
・
繁

殖
環

境

　
吉

野
川

中
流

域
（池

田
ダ

ム
～

第
十

堰
湛

水
域

上
流

端
）で

は
、

ア
ユ

等
に

産
卵

場
や

生
息

場
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
瀬

・淵
の

良
好

な
水

域
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。
ま

た
、

コ
ア

ジ
サ

シ
等

に
繁

殖
地

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

広
い

レ
キ

河
原

の
保

全
・再

生
を

図
る

と
と

も
に

、
生

態
系

に
配

慮
し

た
樹

木
管

理
を

行
う

。
外

来
生

物
（植

物
）対

策
と

し
て

、
川

が
本

来
持

っ
て

い
る

洪
水

営
力

を
可

能
な

限
り

利
用

し
て

、
除

去
及

び
侵

入
・定

着
し

に
く

い
河

道
状

態
の

再
生

を
図

る
も

の
と

す
る

。
水

際
の

直
立

化
に

つ
い

て
は

、
な

だ
ら

か
な

連
続

性
の

あ
る

水
際

環
境

の
再

生
に

必
要

な
対

策
を

実
施

す
る

。

　
な

お
、

旧
吉

野
川

・今
切

川
に

お
い

て
は

、
特

定
外

来
生

物
と

し
て

、
植

物
で

は
ア

レ
チ

ウ
リ
、

ボ
タ

ン
ウ

キ
ク

サ
、

ナ
ガ

エ
ツ

ル
ノ

ゲ
イ

ト
ウ

、
オ

オ
フ

サ
モ

、
ナ

ル
ト
サ

ワ
ギ

ク
、

魚
類

で
は

オ
オ

ク
チ

バ
ス

、
ブ

ル
ー

ギ
ル

、
カ

ダ
ヤ

シ
、

両
生

類
で

は
ウ

シ
ガ

エ
ル

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
ら

以
外

に
も

ホ
テ

イ
ア

オ
イ

等
、

多
く

の
外

来
生

物
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

在
来

の
生

態
系

へ
の

悪
影

響
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

今
後

も
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

等
に

よ
り

継
続

的
な

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

行
い

、
専

門
家

や
関

係
機

関
等

と
連

携
し

な
が

ら
必

要
に

応
じ

て
防

除
作

業
等

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 環

境
－

2
　

環
境

目
標

の
明

確
化

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
吉

野
川

の
河

口
部

に
は

、
潮

位
変

化
等

に
よ

り
、

水
位

、
流

水
の

流
速

、
塩

分
濃

度
等

が
複

雑
に

、
ま

た
周

期
的

に
変

化
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
な

ど
、

河
川

及
び

海
か

ら
の

影
響

を
受

け
る

汽
水

域
と

い
う

特
有

の
環

境
が

あ
る

。
と

く
に

、
河

口
干

潟
を

含
む

汽
水

域
に

つ
い

て
は

、
そ

う
い

っ
た

特
有

の
場

に
生

息
・生

育
・繁

殖
す

る
多

様
な

生
物

が
存

在
し

、
渡

り
鳥

の
重

要
な

中
継

地
と

も
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
に

お
い

て
も

、
良

好
な

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
の

保
全

に
向

け
て

継
続

し
た

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

行
う

。

　
ま

た
、

堰
等

の
河

川
横

断
構

造
物

に
お

い
て

は
、

概
ね

魚
道

機
能

が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ア

ユ
等

の
遡

上
も

確
認

さ
れ

て
お

り
、

今
後

も
河

口
か

ら
上

流
に

か
け

て
の

移
動

の
連

続
性

を
確

保
で

き
る

よ
う

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
い

維
持

管
理

を
行

う
。

　
な

お
、

工
事

等
を

実
施

す
る

際
に

は
、

現
況

に
お

け
る

動
植

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

環
境

の
現

状
の

把
握

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
河

川
環

境
へ

の
影

響
を

評
価

し
た

う
え

で
、

河
川

環
境

へ
の

影
響

を
軽

減
す

る
た

め
に

必
要

な
回

避
、

低
減

、
代

償
等

（ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

）を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

「
多

自
然

川
づ

く
り

」
を

基
本

と
し

、
構

造
等

に
配

慮
し

な
が

ら
河

川
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

【
河

川
整

備
計

画
原

案
P

1
3
3
～

1
3
4
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働

　
一

方
、

河
川

は
多

様
な

生
物

を
育

む
と

と
も

に
、

自
然

の
力

と
地

域
社

会
の

歴
史

の
中

で
形

づ
く

ら
れ

た
景

観
を

持
つ

地
域

固
有

の
自

然
公

物
で

あ
る

。
ま

た
、

河
川

環
境

は
流

域
環

境
と

一
連

の
も

の
で

も
あ

る
た

め
、

河
川

環
境

の
保

全
に

あ
た

っ
て

は
、

河
川

に
お

け
る

取
り

組
み

と
流

域
に

お
け

る
取

り
組

み
が

一
体

と
な

っ
て

進
め

ら
れ

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

四
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方
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テ ー マ
 環

境
－

3
　

環
境

目
標

と
な

る
指

標
の

設
定

に
つ

い
て

　

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 環

境
保

全
の

た
め

の
数

値
指

標
を

設
定

し
、

そ
の

指
標

に
よ

っ
て

管
理

し
て

も
ら

い
た

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
平

成
９

年
に

河
川

法
が

改
正

さ
れ

、
法

律
の

目
的

と
し

て
「治

水
」、

「利
水

」に
、

「環
境

」が
加

え
ら

れ
、

こ
れ

ま
で

多
自

然
川

づ
く

り
等

の
様

々
な

取
り

組
み

を
行

っ
て

き
て

い
ま

す
。

河
川

環
境

の
目

標
に

つ
い

て
は

、
治

水
、

利
水

の
よ

う
に

具
体

的
な

目
標

を
設

定
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
が

、
現

時
点

で
は

そ
の

具
体

化
に

は
至

っ
て

お
ら

ず
、

河
川

整
備

計
画

案
に

お
い

て
も

定
性

的
な

表
現

に
と

ど
ま

っ
て

い
ま

す
。

今
後

、
生

態
学

及
び

河
川

工
学

等
の

進
展

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

具
体

的
な

環
境

目
標

の
設

定
に

向
け

て
調

査
・研

究
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
、

そ
の

旨
を

河
川

整
備

計
画

案
P
13

4に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

 　
環

境
目

標
の

設
定

に
つ

い
て

は
、

本
省

で
の

検
討

状
況

や
、

河
川

渓
流

・環
境

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
ご

指
導

、
助

言
を

い
た

だ
き

な
が

ら
、

環
境

情
報

の
蓄

積
お

よ
び

調
査

研
究

を
進

め
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

【
河

川
整

備
計

画
原

案
P

1
3
4
】

5
-
4
 河

川
整

備
の

調
査

・
研

究

　
環

境
に

関
す

る
目

標
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

環
境

状
況

把
握

の
た

め
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

継
続

す
る

も
の

と
し

、
生

態
学

お
よ

び
河

川
工

学
等

の
学

術
分

野
の

進
展

を
参

照
し

な
が

ら
、

具
体

的
な

目
標

設
定

に
む

け
て

調
査

・
研

究
に

取
り

組
ん

で
い

く
。
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4
　

環
境

保
全

に
対

す
る

地
域

住
民

等
と

の
連

携
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

【
河

川
整

備
計

画
原

案
P

7
5
】

3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

 　
河

川
環

境
に

つ
い

て
は

、
河

川
環

境
情

報
図

等
の

基
礎

情
報

を
活

用
し

な
が

ら
、

治
水

・利
水

・河
川

利
用

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
良

好
な

自
然

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

ま
た

、
洪

水
に

よ
る

河
道

状
況

の
変

化
や

外
来

生
物

の
侵

入
等

、
さ

ま
ざ

ま
な

要
因

で
変

化
し

て
い

く
自

然
環

境
に

つ
い

て
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
等

に
よ

り
重

要
種

特
定

種
の

分
布

状
況

も
含

め
て

把
握

し
評

価
す

る
。

と
と

も
に

、
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

自
然

再
生

事
業

の
実

施
や

そ
の

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
に

あ
た

っ
て

は
、

等
を

関
係

機
関

、
地

域
住

民
等

と
連

携
し

な
が

ら
行

う
。

　
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

河
川

全
体

の
自

然
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

、
地

域
の

暮
ら

し
や

歴
史

・文
化

と
の

調
和

に
も

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

の
保

全
・創

出
を

基
本

と
す

る
「多

自
然

川
づ

く
り

」に
努

め
る

。

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
【
河

川
整

備
計

画
原

案
P

1
3
2
】

(4
) 

川
に

親
し

む
取

り
組

み

　
水

生
生

物
調

査
等

の
身

近
な

自
然

で
あ

る
吉

野
川

に
親

し
め

る
自

然
体

験
活

動
等

、
将

来
を

担
う

子
供

た
ち

の
環

境
教

育
へ

の
積

極
的

な
支

援
や

地
域

住
民

等
と

の
連

携
し

た
河

川
愛

護
活

動
等

を
実

施
し

、
地

域
住

民
の

吉
野

川
等

に
対

す
る

関
心

を
高

め
る

さ
ま

ざ
ま

な
活

動
を

行
う

。

要
旨

a.
 河

川
環

境
の

保
全

を
具

体
的

に
進

め
る

に
は

、
住

民
と

一
緒

に
議

論
す

る
と

と
も

に
、

専
門

家
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

市
民

団
体

と
も

連
携

し
て

進
め

て
頂

き
た

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
河

川
環

境
の

保
全

に
関

し
て

は
、

「吉
野

川
流

域
一

斉
水

質
調

査
」
、

「水
生

生
物

調
査

」、
「吉

野
川

現
地

（フ
ィ

ー
ル

ド
）講

座
」、

「吉
野

川
流

域
講

座
」等

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

地
域

住
民

等
と

連
携

し
て

実
施

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

ま
た

、
河

川
環

境
の

保
全

・再
生

を
目

的
と

し
た

自
然

再
生

事
業

や
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

際
に

は
、

「シ
ナ

ダ
レ

ス
ズ

メ
ガ

ヤ
対

策
」等

の
よ

う
に

地
域

住
民

や
Ｎ

P
Ｏ

等
と

よ
り

一
層

、
連

携
し

て
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

、
そ

の
旨

を
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
に

追
記

し
ま

し
た

。

要
旨

a
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4
　

環
境

保
全

に
対

す
る

地
域

住
民

等
と

の
連

携
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

【
河

川
整

備
計

画
原

案
P

1
3
3
】

5
-
1
 情

報
の

発
信

と
共

有

　
吉

野
川

等
の

特
性

を
活

か
し

た
河

川
整

備
を

進
め

る
た

め
、

流
域

講
座

・現
地

（フ
ィ

ー
ル

ド
）講

座
等

の
開

催
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
誌

等
を

活
用

し
て

情
報

を
発

信
し

、
流

域
内

の
相

互
理

解
を

含
め

、
地

域
住

民
と

吉
野

川
等

に
関

す
る

情
報

の
共

有
化

を
図

る
と

と
も

に
、

今
後

よ
り

一
層

地
域

へ
の

情
報

提
供

に
努

め
る

。

　
ま

た
、

平
成

12
年

よ
り

実
施

し
て

い
る

「吉
野

川
流

域
一

斉
水

質
調

査
」で

は
、

流
域

住
民

と
協

働
で

毎
年

調
査

し
、

流
域

内
の

川
の

水
質

情
報

の
共

有
を

図
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
、

「吉
野

川
交

流
推

進
会

議
」事

務
局

の
一

員
と

し
て

、
「吉

野
川

上
流

親
子

体
験

隊
」等

の
活

動
を

支
援

し
、

流
域

一
体

と
な

っ
た

川
づ

く
り

を
進

め
て

い
る

。

　
今

後
も

河
川

愛
護

モ
ニ

タ
ー

、
リ
バ

ー
キ

ー
パ

ー
ズ

等
の

制
度

を
積

極
的

に
活

用
し

、
地

域
の

身
近

な
情

報
の

提
供

を
受

け
、

そ
の

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

広
報

誌
等

を
活

用
し

て
、

流
域

の
方

々
に

発
信

し
、

地
域

づ
く

り
活

動
の

連
携

・支
援

を
推

進
す

る
よ

う
努

め
る

。

【
河

川
整

備
計

画
原

案
P

1
3
4
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
係

・
協

働

　
良

好
な

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
や

河
川

景
観

を
保

全
す

る
た

め
に

は
、

地
域

住
民

、
市

民
団

体
、

自
治

体
、

河
川

管
理

者
等

が
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

に
加

え
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
認

識
し

つ
つ

、
協

働
に

よ
る

川
の

自
然

環
境

調
査

や
調

査
結

果
の

共
有

等
に

お
い

て
、

よ
り

一
層

連
携

を
強

化
し

て
い

く
。

　
ま

た
、

外
来

生
物

に
つ

い
て

は
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
に

よ
り

侵
入

状
況

を
把

握
し

た
う

え
で

専
門

家
や

関
係

機
関

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
必

要
に

応
じ

て
防

除
等

の
対

策
を

推
進

す
る

。
さ

ら
に

、
地

域
住

民
や

川
づ

く
り

に
関

わ
る

関
係

者
に

対
し

て
、

｢多
自

然
川

づ
く

り
｣の

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
魚

道
補

修
の

際
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

機
関

等
と

連
携

・調
整

を
図

り
な

が
ら

、
機

能
向

上
に

向
け

た
調

査
・研

究
を

進
め

る
。

な
お

、
既

に
整

備
が

図
ら

れ
、

ス
ポ

ー
ツ

交
流

や
自

然
体

験
の

場
と

し
て

活
用

さ
れ

て
い

る
「水

辺
の

楽
校

」等
の

地
域

交
流

拠
点

の
整

備
に

つ
い

て
も

地
域

づ
く

り
相

談
窓

口
等

を
通

じ
、

地
域

づ
く

り
の

活
動

と
の

連
携

・支
援

を
行

う
も

の
と

し
て

引
き

続
き

推
進

し
て

い
く

。
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河
口

干
潟

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
要

旨
b

要
旨

c
要

旨
d

要
旨

e

要
旨

f
3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
】

1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
 　

吉
野

川
の

河
口

部
に

は
、

潮
位

変
化

等
に

よ
り

、
水

位
、

流
水

の
流

速
、

塩
分

濃
度

等
が

複
雑

に
、

ま
た

周
期

的
に

変
化

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

な
ど

、
河

川
及

び
海

か
ら

の
影

響
を

受
け

る
汽

水
域

と
い

う
特

有
の

環
境

が
あ

る
。

と
く

に
、

河
口

干
潟

を
含

む
汽

水
域

に
つ

い
て

は
、

そ
う

い
っ

た
特

有
の

場
に

生
息

・生
育

・繁
殖

す
る

多
様

な
生

物
が

存
在

し
、

渡
り

鳥
の

重
要

な
中

継
地

と
も

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

に
お

い
て

も
、

良
好

な
生

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

環
境

の
保

全
に

向
け

て
継

続
し

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

。

　
吉

野
川

下
流

域
に

お
け

る
汽

水
域

は
、

生
物

生
息

場
と

し
て

貴
重

な
空

間
で

あ
る

と
認

識
し

て
お

り
、

そ
の

旨
を

河
川

整
備

計
画

案
P
55

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

　
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

登
録

に
つ

い
て

は
、

関
係

省
庁

の
連

携
の

下
、

関
係

地
方

自
治

体
等

の
理

解
と

協
力

を
得

た
も

の
に

つ
い

て
、

条
約

及
び

関
連

法
令

を
踏

ま
え

適
切

に
対

応
し

て
い

く
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

多
様

な
河

川
環

境
と

な
っ

て
い

る
汽

水
域

に
配

慮
す

る
た

め
に

、
河

川
工

事
や

維
持

管
理

等
を

は
じ

め
と

す
る

改
変

を
受

け
る

と
考

え
ら

れ
る

際
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

専
門

家
等

の
意

見
も

伺
い

な
が

ら
、

河
川

環
境

へ
の

影
響

を
評

価
し

た
う

え
で

施
工

方
法

等
に

つ
い

て
も

検
討

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

要
旨

b
. 

河
口

の
多

様
性

な
生

態
系

を
保

つ
こ

と
が

重
要

で
あ

る
た

め
、

河
口

の
河

川
流

量
の

確
保

、
土

砂
管

理
が

必
要

で
あ

る
。

要
旨

c.
 汽

水
域

の
環

境
保

全
の

た
め

に
、

多
方

面
の

専
門

家
、

関
係

機
関

、
地

域
住

民
を

含
め

て
協

議
を

行
い

、
管

理
計

画
を

作
成

し
て

頂
き

た
い

。

要
旨

e.
 汽

水
域

や
河

口
干

潟
の

環
境

に
配

慮
し

た
工

事
を

し
て

頂
き

た
い

。

要
旨

ｄ
. 

汽
水

域
に

は
多

く
の

生
物

デ
ー

タ
が

あ
り

、
ど

こ
が

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

か
分

か
っ

て
い

る
と

思
う

。
そ

の
中

で
、

環
境

上
の

重
要

な
場

所
や

劣
化

し
た

場
所

を
地

図
に

落
と

す
こ

と
は

、
あ

る
程

度
は

可
能

で
あ

る
と

思
う

。

　
汽

水
域

に
生

息
・生

育
す

る
動

植
物

や
干

潟
・ワ

ン
ド

等
の

水
域

環
境

の
変

動
状

況
を

把
握

す
る

た
め

に
、

長
期

的
な

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
で

あ
る

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
を

行
っ

て
い

ま
す

。
今

後
も

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
を

行
う

際
に

は
、

関
係

機
関

や
地

域
住

民
の

方
等

か
ら

聞
き

取
り

調
査

を
行

い
環

境
調

査
デ

ー
タ

の
充

実
等

を
図

っ
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
吉

野
川

の
環

境
に

関
す

る
目

標
に

つ
い

て
は

、
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
4
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

意
見

要
旨

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

2
-
2
-4

 動
植

物
の

生
息

･生
育

状
況

【
河

川
整

備
計

画
案

P
5
5
】

(1
) 

吉
野

川
 　

吉
野

川
下

流
域

（第
十

堰
湛

水
域

～
河

口
）に

お
け

る
汽

水
域

は
、

河
川

と
海

の
影

響
を

受
け

る
特

有
の

環
境

で
あ

り
、

多
く

の
生

物
に

と
っ

て
良

好
な

生
息

・生
育

・
繁

殖
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
市

街
地

に
近

接
し

な
が

ら
も

水
際

に
は

ヨ
シ

群
落

等
が

見
ら

れ
る

な
ど

、
豊

か
な

自
然

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

貴
重

な
空

間
と

な
っ

て
い

る
。

特
に

、
河

口
干

潟
は

日
本

の
重

要
湿

地
50

0等
に

選
定

さ
れ

て
お

り
、

シ
オ

マ
ネ

キ
等

の
底

生
動

物
が

生
息

し
て

い
る

他
、

シ
ギ

・チ
ド

リ
類

の
重

要
な

中
継

地
と

な
っ

て
い

る
。

 　
ま

た
、

第
十

堰
上

流
部

は
、

緩
や

か
に

流
れ

る
湛

水
域

と
な

っ
て

お
り

、
水

際
に

は
ア

カ
メ

ヤ
ナ

ギ
群

落
等

が
分

布
し

、
水

域
に

は
タ

ナ
ゴ

類
イ

チ
モ

ン
ジ

タ
ナ

ゴ
等

の
魚

類
が

生
息

し
て

い
る

他
、

冬
季

に
は

マ
ガ

モ
等

の
鳥

類
の

越
冬

地
と

な
っ

て
い

る
。

要
旨

ｆ.
 吉

野
川

の
汽

水
域

は
、

日
本

の
河

川
の

中
で

も
非

常
に

優
れ

た
場

所
だ

と
思

う
の

で
、

そ
の

目
標

設
定

が
き

っ
ち

り
と

述
べ

ら
れ

て
、

ど
う

実
現

す
る

の
か

考
え

て
頂

き
た

い
。

要
旨

a.
 河

口
干

潟
だ

け
で

な
く

、
汽

水
域

に
あ

る
多

様
な

生
態

系
の

保
全

対
策

に
つ

い
て

盛
り

込
ん

で
下

さ
い

。

　
多

様
な

河
川

環
境

と
な

っ
て

い
る

汽
水

域
に

配
慮

す
る

た
め

に
、

河
川

工
事

や
維

持
管

理
等

を
は

じ
め

と
す

る
改

変
を

受
け

る
と

考
え

ら
れ

る
際

に
は

、
必

要
に

応
じ

て
専

門
家

等
の

意
見

も
伺

い
な

が
ら

、
河

川
環

境
へ

の
影

響
を

評
価

し
た

う
え

で
施

工
方

法
等

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
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5
　

河
口

干
潟

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
(1

) 
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
の

保
全

1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
9
】

④
河

口
干

潟
の

保
全

　
河

川
と

海
か

ら
の

影
響

を
同

時
に

受
け

る
吉

野
川

の
河

口
干

潟
に

は
、

シ
オ

マ
ネ

キ
等

の
底

生
動

物
や

ア
イ

ア
シ

等
の

植
物

が
生

息
・生

育
・繁

殖
し

て
い

る
ほ

か
、

シ
ギ

・チ
ド

リ
類

の
重

要
な

中
継

地
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
オ

オ
ヨ

シ
キ

リ
等

に
と

っ
て

は
、

良
好

な
ヨ

シ
群

落
が

繁
殖

や
餌

場
に

な
っ

て
い

る
ほ

か
、

多
様

な
動

植
物

の
貴

重
な

生
息

・生
育

・繁
殖

場
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

良
好

な
干

潟
環

境
の

保
全

に
向

け
て

継
続

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
4
】

5
-
4
 河

川
整

備
の

調
査

・
研

究

　
環

境
に

関
す

る
目

標
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

環
境

状
況

把
握

の
た

め
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

継
続

す
る

も
の

と
し

、
生

態
学

お
よ

び
河

川
工

学
等

の
学

術
分

野
の

進
展

を
参

照
し

な
が

ら
、

具
体

的
な

目
標

設
定

に
む

け
て

調
査

・
研

究
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
0
】

2
)浸

透
・
侵

食
対

策

　
堤

防
整

備
済

区
間

を
対

象
に

侵
食

に
対

す
る

安
全

性
を

点
検

し
た

結
果

、
吉

野
川

で
は

、
左

岸
で

約
25

.2
km

、
右

岸
で

約
21

.8
km

の
堤

防
に

お
い

て
対

策
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
　

侵
食

に
つ

い
て

は
、

被
災

の
状

況
を

注
視

す
る

と
と

も
に

被
災

履
歴

、
被

災
規

模
、

現
在

の
護

岸
の

安
全

度
、

背
後

地
の

社
会

的
条

件
か

ら
総

合
的

に
判

断
し

、
必

要
な

箇
所

に
対

し
て

侵
食

対
策

を
実

施
す

る
。

　
護

岸
等

の
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

背
後

地
の

社
会

状
況

や
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
等

の
現

状
を

把
握

し
、

必
要

に
応

じ
て

回
避

、
低

減
、

代
償

等
（ミ

チ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

）を
実

施
す

る
こ

と
及

び
「多

自
然

川
づ

く
り

」
な

ど
に

よ
り

河
川

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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6
　

連
続

性
の

確
保

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

意
見

要
旨

要
旨

a.
 山

崎
ダ

ム
等

の
河

川
横

断
許

可
工

作
物

が
魚

等
の

遡
上

を
阻

害
し

て
い

る
場

合
は

、
設

置
者

が
魚

道
の

改
善

等
の

対
策

を
実

施
す

べ
き

で
あ

る
。

要
旨

b
. 

素
案

に
お

い
て

魚
道

機
能

の
維

持
に

修
正

さ
れ

て
い

る
が

、
技

術
も

進
化

す
る

で
あ

ろ
う

か
ら

「向
上

」を
目

指
し

て
ほ

し
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

要
旨

a
要

旨
b

　
本

川
と

支
川

等
の

連
続

性
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

定
期

的
な

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

継
続

し
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

機
関

、
地

域
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
改

善
等

に
つ

い
て

も
検

討
並

び
に

指
導

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

に
つ

い
て

は
、

河
川

整
備

計
画

案
P
75

に
追

加
し

ま
し

た
。

2
-
2
-4

 動
植

物
の

生
息

･生
育

･繁
殖

状
況

【
河

川
整

備
計

画
原

案
P

5
6
】

(1
) 

吉
野

川

　
河

口
か

ら
池

田
ダ

ム
ま

で
の

堰
等

の
河

川
横

断
構

造
物

に
は

魚
道

が
設

置
さ

れ
、

ア
ユ

の
遡

上
も

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
の

移
動

の
連

続
性

が
概

ね
確

保
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
増

水
（
出

水
）
の

際
に

は
、

魚
道

の
損

傷
や

落
差

の
拡

大
等

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
魚

道
機

能
の

維
持

等
に

向
け

た
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

【
河

川
整

備
計

画
原

案
P

5
8
】

(2
) 

旧
吉

野
川

　
河

口
か

ら
第

十
樋

門
ま

で
の

堰
等

の
河

川
横

断
構

造
物

に
は

魚
道

が
設

置
さ

れ
、

ア
ユ

の
遡

上
も

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

概
ね

移
動

の
連

続
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
増

水
（
出

水
）
の

際
に

は
、

魚
道

の
損

傷
や

落
差

の
拡

大
等

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
魚

道
機

能
の

維
持

等
に

向
け

た
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
。
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6
　

連
続

性
の

確
保

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
吉

野
川

の
河

口
部

に
は

、
潮

位
変

化
等

に
よ

り
、

水
位

、
流

水
の

流
速

、
塩

分
濃

度
等

が
複

雑
に

、
ま

た
周

期
的

に
変

化
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
な

ど
、

河
川

及
び

海
か

ら
の

影
響

を
受

け
る

汽
水

域
と

い
う

特
有

の
環

境
が

あ
る

。
と

く
に

、
河

口
干

潟
を

含
む

汽
水

域
に

つ
い

て
は

、
そ

う
い

っ
た

特
有

の
場

に
生

息
・生

育
・繁

殖
す

る
多

様
な

生
物

が
存

在
し

、
渡

り
鳥

の
重

要
な

中
継

地
と

も
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
に

お
い

て
も

、
良

好
な

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
の

保
全

に
向

け
て

継
続

し
た

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

行
う

。

　
ま

た
、

堰
等

の
河

川
横

断
構

造
物

に
お

い
て

は
、

概
ね

魚
道

機
能

が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ア

ユ
等

の
遡

上
も

確
認

さ
れ

て
お

り
、

今
後

も
河

口
か

ら
上

流
に

か
け

て
の

移
動

の
連

続
性

を
確

保
で

き
る

よ
う

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
い

維
持

管
理

を
行

う
。

 　
な

お
、

工
事

等
を

実
施

す
る

際
に

は
、

現
況

に
お

け
る

動
植

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

環
境

の
現

状
の

把
握

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
河

川
環

境
へ

の
影

響
を

評
価

し
た

う
え

で
、

河
川

環
境

へ
の

影
響

を
軽

減
す

る
た

め
に

必
要

な
回

避
、

低
減

、
代

償
等

（ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

）を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

「
多

自
然

川
づ

く
り

」
を

基
本

と
し

、
構

造
等

に
配

慮
し

な
が

ら
河

川
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
】

3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

 　
河

川
環

境
に

つ
い

て
は

、
河

川
環

境
情

報
図

等
の

基
礎

情
報

を
活

用
し

な
が

ら
、

治
水

・利
水

・河
川

利
用

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
良

好
な

自
然

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

ま
た

、
洪

水
に

よ
る

河
道

状
況

の
変

化
や

外
来

生
物

の
侵

入
等

、
さ

ま
ざ

ま
な

要
因

で
変

化
し

て
い

く
自

然
環

境
に

つ
い

て
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
等

に
よ

り
重

要
種

特
定

種
の

分
布

状
況

も
含

め
て

把
握

し
評

価
す

る
。

と
と

も
に

、
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

自
然

再
生

事
業

の
実

施
や

そ
の

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
に

あ
た

っ
て

は
、

等
を

関
係

機
関

、
地

域
住

民
等

と
連

携
し

な
が

ら
行

う
。

 　
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

河
川

全
体

の
自

然
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

、
地

域
の

暮
ら

し
や

歴
史

・文
化

と
の

調
和

に
も

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

の
保

全
・創

出
を

基
本

と
す

る
「多

自
然

川
づ

く
り

」に
努

め
る

。
 (1

) 
吉

野
川

 1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
・
繁

殖
環

境
 　

吉
野

川
中

流
域

（池
田

ダ
ム

～
第

十
堰

湛
水

域
上

流
端

）で
は

、
ア

ユ
等

に
産

卵
場

や
生

息
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

瀬
・淵

の
良

好
な

水
域

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

ま
た

、
コ

ア
ジ

サ
シ

等
に

繁
殖

地
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
広

い
レ

キ
河

原
の

保
全

・再
生

を
図

る
と

と
も

に
、

生
態

系
に

配
慮

し
た

樹
木

管
理

を
行

う
。

外
来

生
物

(植
物

)対
策

と
し

て
、

川
が

本
来

持
っ

て
い

る
洪

水
営

力
を

可
能

な
限

り
利

用
し

て
、

除
去

及
び

侵
入

・定
着

し
に

く
い

河
道

状
態

の
再

生
を

図
る

も
の

と
す

る
。

水
際

の
直

立
化

に
つ

い
て

は
、

な
だ

ら
か

な
連

続
性

の
あ

る
水

際
環

境
の

再
生

に
必

要
な

対
策

を
実

施
す

る
。
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連
続

性
の

確
保

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
の

保
全

・
再

生
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
3
】

2
) 

水
際

環
境

の
保

全
・
再

生

　
吉

野
川

で
は

、
昭

和
50

年
か

ら
平

成
2年

に
か

け
て

全
川

的
に

ヤ
ナ

ギ
類

の
群

落
が

発
達

し
、

特
に

岩
津

下
流

で
は

今
も

拡
大

傾
向

と
な

っ
て

い
る

。
河

道
内

に
ヤ

ナ
ギ

類
が

繁
茂

す
る

こ
と

に
よ

り
、

土
砂

堆
積

に
よ

る
砂

州
の

陸
域

化
に

よ
っ

て
水

際
が

急
勾

配
に

な
り

、
水

際
の

な
だ

ら
か

な
連

続
性

（エ
コ

ト
ー

ン
）の

消
失

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

。
水

際
環

境
の

保
全

・再
生

に
つ

い
て

は
、

ヤ
ナ

ギ
類

に
依

存
す

る
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
に

つ
い

て
も

考
慮

し
な

が
ら

、
水

際
の

な
だ

ら
か

な
連

続
性

が
消

失
し

て
い

る
場

所
で

は
ヤ

ナ
ギ

類
の

伐
採

を
実

施
す

る
。

な
お

、
河

川
工

事
等

の
際

に
は

、
「多

自
然

川
づ

く
り

」を
基

本
と

す
る

こ
と

に
よ

り
河

川
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
(1

) 
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
の

保
全

1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
9
】

③
 河

川
の

連
続

性
の

確
保

　
吉

野
川

に
は

、
ア

ユ
を

は
じ

め
遡

上
・降

下
を

行
う

魚
類

等
が

多
く

生
息

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
支

川
を

含
め

て
魚

類
等

の
移

動
の

連
続

性
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

た
め

、
定

期
的

な
点

検
を

行
い

、
池

田
ダ

ム
、

柿
原

堰
等

に
あ

る
魚

道
の

機
能

を
維

持
す

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

や
地

域
と

連
携

し
な

が
ら

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

行
い

、
流

入
支

川
等

と
の

連
続

性
の

確
保

に
努

め
る

。

2
)旧

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
0
】

②
河

川
の

連
続

性
の

確
保

　
旧

吉
野

川
・今

切
川

に
は

、
ア

ユ
を

は
じ

め
遡

上
・降

下
を

行
う

魚
類

等
が

多
く

生
息

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
支

川
を

含
め

て
魚

類
等

の
移

動
の

連
続

性
を

確
保

す
る

。
こ

の
た

め
、

定
期

的
な

点
検

を
行

い
、

第
十

樋
門

等
に

あ
る

魚
道

の
機

能
を

維
持

す
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
や

地
域

と
連

携
し

な
が

ら
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
い

、
流

入
支

川
等

と
の

連
続

性
の

確
保

に
努

め
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

- 127 -



テ ー マ
 環

境
－

6
　

連
続

性
の

確
保

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
4
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働
　 　

ま
た

、
外

来
生

物
に

つ
い

て
は

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
り

侵
入

状
況

を
把

握
し

た
う

え
で

専
門

家
や

関
係

機
関

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
必

要
に

応
じ

て
防

除
等

の
対

策
を

推
進

す
る

。
さ

ら
に

、
地

域
住

民
や

川
づ

く
り

に
関

わ
る

関
係

者
に

対
し

て
、

｢多
自

然
川

づ
く

り
｣の

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
魚

道
補

修
の

際
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

機
関

等
と

連
携

・調
整

を
図

り
な

が
ら

、
機

能
向

上
に

向
け

た
調

査
・研

究
を

進
め

る
。

な
お

、
既

に
整

備
が

図
ら

れ
、

ス
ポ

ー
ツ

交
流

や
自

然
体

験
の

場
と

し
て

活
用

さ
れ

て
い

る
「水

辺
の

楽
校

」等
の

地
域

交
流

拠
点

の
整

備
に

つ
い

て
も

地
域

づ
く

り
相

談
窓

口
等

を
通

じ
、

地
域

づ
く

り
の

活
動

と
の

連
携

・支
援

を
行

な
う

も
の

と
し

て
引

き
続

き
推

進
し

て
い

く
。
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ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
】

1
）
 動

植
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
環

境

　
な

お
、

工
事

等
を

実
施

す
る

際
に

は
、

現
況

に
お

け
る

動
植

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

環
境

の
現

状
の

把
握

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
河

川
環

境
へ

の
影

響
を

評
価

し
た

う
え

で
、

河
川

環
境

へ
の

影
響

を
軽

減
す

る
た

め
に

必
要

な
回

避
・低

減
・代

償
等

（ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

）を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

「
多

自
然

川
づ

く
り

」
を

基
本

と
し

、
構

造
等

に
配

慮
し

な
が

ら
河

川
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

要
旨

b
(2

) 
旧

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
6
】

1
）
 動

植
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
環

境

　
な

お
、

工
事

等
を

実
施

す
る

際
に

は
、

現
況

に
お

け
る

動
植

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

環
境

の
現

状
の

把
握

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
て

河
川

環
境

へ
の

影
響

を
評

価
し

た
う

え
で

、
河

川
環

境
へ

の
影

響
を

軽
減

す
る

た
め

に
必

要
な

回
避

・低
減

・代
償

等
（ミ

チ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

）を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

「
多

自
然

川
づ

く
り

」
を

基
本

と
し

、
構

造
等

に
配

慮
し

な
が

ら
河

川
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
0
】

2
）
 浸

透
・
侵

食
対

策

　
護

岸
等

の
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

背
後

地
の

社
会

状
況

や
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
等

の
現

状
を

把
握

し
、

必
要

に
応

じ
て

回
避

・低
減

・代
償

等
（ミ

チ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

）を
実

施
す

る
こ

と
及

び
「多

自
然

川
づ

く
り

」
な

ど
に

よ
り

河
川

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

　
河

川
工

事
等

の
際

に
実

施
す

る
ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

そ
の

工
事

に
よ

る
河

川
環

境
へ

の
影

響
を

考
慮

し
な

が
ら

実
施

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
工

事
等

を
実

施
す

る
際

に
は

、
河

川
整

備
計

画
案

P
75

 1
）動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
及

び
P
76

 1
）動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
　

等
に

記
載

の
と

お
り

、
今

後
も

専
門

家
等

の
意

見
を

伺
い

な
が

ら
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

、
環

境
の

現
状

把
握

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
河

川
環

境
へ

の
影

響
を

評
価

し
た

う
え

で
影

響
を

軽
減

す
る

た
め

に
必

要
な

回
避

・低
減

・代
償

等
（ミ

チ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

）の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
で

良
好

な
自

然
環

境
の

保
全

に
努

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 河

川
工

事
の

際
に

は
ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

を
行

い
、

環
境

面
に

マ
イ

ナ
ス

と
な

ら
な

い
よ

う
に

し
て

も
ら

い
た

い
。

要
旨

b
. 

ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

を
実

施
す

る
に

は
評

価
す

る
シ

ス
テ

ム
が

必
要

で
あ

る
。
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7
　

ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
の

保
全

・
再

生
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
4
】

3
）
 河

道
内

樹
木

の
取

扱
い

　
ま

た
、

プ
ラ

ス
と

マ
イ

ナ
ス

の
評

価
が

混
在

す
る

場
合

に
は

、
派

生
す

る
矛

盾
や

対
立

を
調

整
す

る
た

め
に

回
避

、
低

減
、

代
償

等
（ミ

チ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

）の
措

置
を

実
施

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

、
目

標
の

達
成

に
向

け
た

適
正

な
管

理
に

努
め

る
。

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
(1

) 
動

植
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
環

境
の

保
全

2
）
 旧

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
9
】

①
水

域
・
水

際
環

境
の

保
全

　
旧

吉
野

川
・今

切
川

の
湛

水
区

間
に

あ
る

ワ
ン

ド
や

よ
ど

み
は

、
魚

類
や

沈
水

植
物

等
の

生
息

・生
育

・繁
殖

の
場

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
河

川
工

事
等

の
際

に
は

「多
自

然
川

づ
く

り
」を

基
本

と
し

、
河

道
の

掘
削

が
必

要
な

箇
所

に
つ

い
て

は
、

治
水

と
の

整
合

を
図

り
な

が
ら

、
ヨ

シ
等

の
抽

水
植

物
や

ク
ロ

モ
等

の
沈

水
植

物
等

の
多

様
な

水
際

植
生

へ
の

影
響

を
軽

減
す

る
た

め
に

必
要

な
回

避
、

低
減

、
代

償
等

（ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

）の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
、

適
正

な
管

理
計

画
を

検
討

す
る

。

四
国

地
方

整
備
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の
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8
　

多
自

然
川

づ
く

り
の

検
討

に
つ

い
て

（
工

法
）

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
,1

1
3
,1

2
9
,1

3
0
,1

3
1
に

記
載

し
て

い
る

よ
う

に
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
今

後
も

多
自

然
川

づ
く

り
を

基
本

と
し

て
計

画
す

る
こ

と
に

よ
り

、
河

川
環

境
に

配
慮

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

　
河

川
整

備
計

画
案

で
提

示
し

て
い

る
堤

防
の

位
置

は
、

河
川

整
備

基
本

方
針

で
定

め
ら

れ
た

整
備

目
標

で
あ

る
計

画
高

水
流

量
に

対
し

て
手

戻
り

が
な

く
、

現
在

の
河

道
の

能
力

を
基

本
に

上
下

流
一

連
の

区
間

で
無

理
な

く
流

下
能

力
が

確
保

可
能

と
な

る
よ

う
設

定
し

て
い

ま
す

。

　
こ

の
た

め
、

例
え

ば
、

岩
津

池
田

間
の

無
堤

地
区

で
設

定
し

た
堤

防
法

線
は

、
概

ね
現

況
の

河
岸

よ
り

堤
防

の
居

住
地

側
（堤

内
側

）の
位

置
に

設
定

さ
れ

て
お

り
、

平
常

時
の

水
域

環
境

に
影

響
を

与
え

る
も

の
と

は
な

っ
て

お
ら

ず
、

ま
た

、
治

水
面

で
も

過
去

に
都

市
部

で
整

備
し

て
き

た
よ

う
な

川
を

無
理

に
押

し
込

め
る

よ
う

な
河

道
計

画
と

は
な

っ
て

い
な

い
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
な

お
、

河
道

内
の

樹
木

に
つ

き
ま

し
て

は
、

治
水

と
の

整
合

を
図

り
な

が
ら

竹
林

の
伐

採
を

最
小

限
に

行
い

保
全

に
努

め
、

環
境

・風
土

の
側

面
か

ら
吉

野
川

の
望

ま
し

い
河

川
環

境
の

創
出

・再
生

を
目

的
と

し
て

管
理

を
行

っ
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
】

3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

　
河

川
環

境
に

つ
い

て
は

、
河

川
環

境
情

報
図

等
の

基
礎

情
報

を
活

用
し

な
が

ら
、

治
水

・利
水

・河
川

利
用

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
良

好
な

自
然

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

ま
た

、
洪

水
に

よ
る

河
道

状
況

の
変

化
や

外
来

生
物

の
侵

入
等

、
さ

ま
ざ

ま
な

要
因

で
変

化
し

て
い

く
自

然
環

境
に

つ
い

て
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
等

に
よ

り
重

要
種

特
定

種
の

分
布

状
況

も
含

め
て

把
握

し
評

価
す

る
。

と
と

も
に

、
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

自
然

再
生

事
業

の
実

施
や

そ
の

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
に

あ
た

っ
て

は
、

等
を

関
係

機
関

、
地

域
住

民
等

と
連

携
し

な
が

ら
行

う
。

  
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

河
川

全
体

の
自

然
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

、
地

域
の

暮
ら

し
や

歴
史

・文
化

と
の

調
和

に
も

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

の
保

全
・創

出
を

基
本

と
す

る
「多

自
然

川
づ

く
り

」に
努

め
る

。

4
-
1
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
・
繁

殖
環

境
の

保
全

・
再

生
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
3
】

2
) 

水
際

環
境

の
保

全
・
再

生

　
吉

野
川

で
は

、
昭

和
50

年
か

ら
平

成
2年

に
か

け
て

全
川

的
に

ヤ
ナ

ギ
類

の
群

落
が

発
達

し
、

特
に

岩
津

下
流

で
は

今
も

拡
大

傾
向

と
な

っ
て

い
る

。
河

道
内

に
ヤ

ナ
ギ

類
が

繁
茂

す
る

こ
と

に
よ

り
、

土
砂

堆
積

に
よ

る
砂

州
の

陸
域

化
に

よ
っ

て
水

際
が

急
勾

配
に

な
り

、
水

際
の

な
だ

ら
か

な
連

続
性

（エ
コ

ト
ー

ン
）の

消
失

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

。
水

際
環

境
の

保
全

・再
生

に
つ

い
て

は
、

ヤ
ナ

ギ
類

に
依

存
す

る
動

植
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
に

つ
い

て
も

考
慮

し
な

が
ら

、
水

際
の

な
だ

ら
か

な
連

続
性

が
消

失
し

て
い

る
場

所
で

は
ヤ

ナ
ギ

類
の

伐
採

を
実

施
す

る
。

な
お

、
河

川
工

事
等

の
際

に
は

、
「多

自
然

川
づ

く
り

」を
基

本
と

す
る

こ
と

に
よ

り
河

川
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

要
旨

a

意
見

要
旨

要
旨

a.
 河

川
工

事
に

お
い

て
は

、
捨

石
等

を
使

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
親

水
性

や
景

観
の

回
復

、
生

物
生

息
空

間
の

質
的

向
上

等
を

図
っ

て
も

ら
い

た
い

。
要

旨
b
. 

伝
統

工
法

を
整

備
計

画
に

盛
り

込
ん

で
、

今
後

の
河

川
工

事
に

活
用

し
て

ほ
し

い
。

四
国
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方
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8
　

多
自

然
川

づ
く

り
の

検
討

に
つ

い
て

（
工

法
）

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
(1

) 
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
の

保
全

2
) 

旧
吉

野
川

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
9
】

①
 水

域
・
水

際
環

境
の

保
全

　
旧

吉
野

川
・今

切
川

の
湛

水
区

間
に

あ
る

ワ
ン

ド
や

よ
ど

み
は

、
魚

類
や

沈
水

植
物

等
の

生
息

・生
育

・繁
殖

の
場

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
「多

自
然

川
づ

く
り

」を
基

本
と

し
、

河
道

の
掘

削
が

必
要

な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
治

水
と

の
整

合
を

図
り

な
が

ら
、

ヨ
シ

等
の

抽
水

植
物

や
ク

ロ
モ

等
の

沈
水

植
物

等
の

多
様

な
水

際
植

生
へ

の
影

響
を

軽
減

す
る

た
め

に
必

要
な

回
避

、
低

減
、

代
償

等
（ミ

チ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

）の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
、

適
正

な
管

理
計

画
を

検
討

す
る

。

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
(2

) 
河

川
景

観
の

維
持

・
形

成
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
0
】

1
) 

吉
野

川

　
河

川
景

観
に

つ
い

て
は

、
流

域
の

特
性

、
土

地
利

用
、

地
域

の
歴

史
・文

化
等

と
の

調
和

を
図

り
つ

つ
、

そ
の

維
持

・形
成

に
努

め
る

。

　
吉

野
川

中
流

域
（池

田
ダ

ム
～

第
十

堰
湛

水
域

上
流

端
）は

、
水

害
防

備
林

（竹
林

）や
レ

キ
河

原
等

の
特

徴
的

な
河

川
景

観
を

有
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

河
道

の
掘

削
が

必
要

な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
緩

傾
斜

に
す

る
こ

と
で

オ
ギ

・ツ
ル

ヨ
シ

群
落

等
の

水
際

植
生

の
回

復
を

図
る

な
ど

、
良

好
な

河
川

景
観

の
維

持
・形

成
に

努
め

る
。

ま
た

、
地

域
住

民
と

の
連

携
の

も
と

放
置

さ
れ

た
水

害
防

備
林

の
適

切
な

管
理

に
努

め
る

。

　
吉

野
川

の
河

口
部

で
は

、
河

口
部

に
特

有
の

雄
大

な
河

川
景

観
の

維
持

・形
成

に
努

め
る

。

　
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

「多
自

然
川

づ
く

り
」を

基
本

と
す

る
と

と
も

に
、

排
水

門
（
樋

門
・
樋

管
）
等

の
構

造
物

は
、

地
域

の
歴

史
・文

化
、

周
辺

景
観

と
調

和
す

る
よ

う
に

努
め

、
木

材
を

利
用

す
る

場
合

は
、

国
産

木
材

を
有

効
利

用
す

る
な

ど
、

材
料

の
使

用
に

つ
い

て
も

配
慮

し
て

い
く
。

四
国

地
方

整
備

局
の
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8
　

多
自

然
川

づ
く

り
の

検
討

に
つ

い
て

（
工

法
）

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
1
】

2
) 

旧
吉

野
川

　
ヤ

ナ
ギ

や
竹

林
等

が
繁

茂
す

る
水

際
に

は
、

多
様

な
植

生
が

見
ら

れ
る

。
そ

こ
で

、
河

道
の

掘
削

が
必

要
な

箇
所

で
、

多
様

な
水

際
植

生
の

回
復

を
図

る
な

ど
、

良
好

な
河

川
景

観
の

維
持

・形
成

に
努

め
る

。
ま

た
、

河
口

堰
下

流
は

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護

岸
が

続
く

単
調

で
人

工
的

な
景

観
と

な
っ

て
い

る
が

、
河

川
工

事
等

の
際

に
は

「多
自

然
川

づ
く

り
」を

基
本

と
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
自

然
度

の
高

い
河

川
景

観
の

創
出

に
努

め
る

。
さ

ら
に

、
排

水
門

（
樋

門
・
樋

管
）
等

の
構

造
物

は
、

地
域

の
歴

史
・文

化
、

周
辺

景
観

と
調

和
す

る
よ

う
に

努
め

、
木

材
を

利
用

す
る

場
合

は
、

国
産

木
材

を
有

効
利

用
す

る
な

ど
、

材
料

の
使

用
に

つ
い

て
も

配
慮

し
て

い
く
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
4
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働

　
ま

た
、

外
来

生
物

に
つ

い
て

は
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
に

よ
り

侵
入

状
況

を
把

握
し

た
う

え
で

専
門

家
や

関
係

機
関

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
必

要
に

応
じ

て
防

除
等

の
対

策
を

推
進

す
る

。
さ

ら
に

、
地

域
住

民
や

川
づ

く
り

に
関

わ
る

関
係

者
に

対
し

て
、

｢多
自

然
川

づ
く

り
｣の

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
魚

道
補

修
の

際
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

機
関

等
と

連
携

・調
整

を
図

り
な

が
ら

、
機

能
向

上
に

向
け

た
調

査
・研

究
を

進
め

る
。

な
お

、
既

に
整

備
が

図
ら

れ
、

ス
ポ

ー
ツ

交
流

や
自

然
体

験
の

場
と

し
て

活
用

さ
れ

て
い

る
「水

辺
の

楽
校

」等
の

地
域

交
流

拠
点

の
整

備
に

つ
い

て
も

地
域

づ
く

り
相

談
窓

口
等

を
通

じ
、

地
域

づ
く

り
の

活
動

と
の

連
携

・支
援

を
行

な
う

も
の

と
し

て
引

き
続

き
推

進
し

て
い

く
。

要
旨

b
3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
】

1
）
 動

植
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
環

境

　
な

お
、

工
事

等
を

実
施

す
る

際
に

は
、

現
況

に
お

け
る

動
植

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

環
境

の
現

状
の

把
握

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
河

川
環

境
へ

の
影

響
を

評
価

し
た

う
え

で
、

河
川

環
境

へ
の

影
響

を
軽

減
す

る
た

め
に

必
要

な
回

避
・低

減
・代

償
等

（ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

）を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

「
多

自
然

川
づ

く
り

」
を

基
本

と
し

、
構

造
等

に
配

慮
し

な
が

ら
河

川
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
「多

自
然

川
づ

く
り

」に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

等
と

情
報

共
有

や
意

見
交

換
等

を
行

っ
て

お
り

、
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

域
住

民
や

川
づ

く
り

に
関

わ
る

関
係

者
等

に
対

し
て

、
｢多

自
然

川
づ

く
り

｣の
啓

発
に

努
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
伝

統
工

法
に

つ
い

て
は

、
多

自
然

川
づ

く
り

の
中

で
検

討
、

実
施

す
る

場
合

に
は

構
造

等
に

つ
い

て
専

門
家

等
の

意
見

を
伺

い
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
そ

の
旨

を
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
,7

6
,1

3
0
,1

3
1
に

追
記

し
ま

し
た

。
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8
　

多
自

然
川

づ
く

り
の

検
討

に
つ

い
て

（
工

法
）

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

(2
) 

旧
吉

野
川

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
6
】

1
）
 動

植
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
環

境

　
な

お
、

工
事

等
を

実
施

す
る

際
に

は
、

現
況

に
お

け
る

動
植

物
の

生
息

・生
育

・繁
殖

環
境

の
現

状
の

把
握

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
て

河
川

環
境

へ
の

影
響

を
評

価
し

た
う

え
で

、
河

川
環

境
へ

の
影

響
を

軽
減

す
る

た
め

に
必

要
な

回
避

・低
減

・代
償

等
（ミ

チ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

）を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

「
多

自
然

川
づ

く
り

」
を

基
本

と
し

、
構

造
等

に
配

慮
し

な
が

ら
河

川
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
(2

) 
河

川
景

観
の

維
持

・
形

成
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
0
】

1
) 

吉
野

川

　
河

川
景

観
に

つ
い

て
は

、
流

域
の

特
性

、
土

地
利

用
、

地
域

の
歴

史
・文

化
等

と
の

調
和

を
図

り
つ

つ
、

そ
の

維
持

・形
成

に
努

め
る

。

　
吉

野
川

中
流

域
（池

田
ダ

ム
～

第
十

堰
湛

水
域

上
流

端
）は

、
水

害
防

備
林

（竹
林

）や
レ

キ
河

原
等

の
特

徴
的

な
河

川
景

観
を

有
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

河
道

の
掘

削
が

必
要

な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
緩

傾
斜

に
す

る
こ

と
で

オ
ギ

・ツ
ル

ヨ
シ

群
落

等
の

水
際

植
生

の
回

復
を

図
る

な
ど

、
良

好
な

河
川

景
観

の
維

持
・形

成
に

努
め

る
。

ま
た

、
地

域
住

民
と

の
連

携
の

も
と

放
置

さ
れ

た
水

害
防

備
林

の
適

切
正

な
管

理
に

努
め

る
。

　
吉

野
川

の
河

口
部

で
は

、
河

口
部

に
特

有
の

雄
大

な
河

川
景

観
の

維
持

・形
成

に
努

め
る

。

　
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

「多
自

然
川

づ
く

り
」を

基
本

と
す

る
と

と
も

に
、

排
水

門
（
樋

門
・
樋

管
）
等

の
構

造
物

は
、

地
域

の
歴

史
・文

化
、

周
辺

景
観

と
調

和
す

る
よ

う
に

努
め

、
木

材
を

利
用

す
る

場
合

は
、

国
産

木
材

を
有

効
利

用
す

る
な

ど
、

材
料

の
使

用
に

つ
い

て
も

配
慮

し
て

い
く
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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8
　

多
自

然
川

づ
く

り
の

検
討

に
つ

い
て

（
工

法
）

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
1
】

2
) 

旧
吉

野
川

　
ヤ

ナ
ギ

や
竹

林
等

が
繁

茂
す

る
水

際
に

は
、

多
様

な
植

生
が

見
ら

れ
る

。
そ

こ
で

、
河

道
の

掘
削

が
必

要
な

箇
所

で
、

多
様

な
水

際
植

生
の

回
復

を
図

る
な

ど
、

良
好

な
河

川
景

観
の

維
持

・形
成

に
努

め
る

。
ま

た
、

河
口

堰
下

流
は

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護

岸
が

続
く

単
調

で
人

工
的

な
景

観
と

な
っ

て
い

る
が

、
河

川
工

事
等

の
際

に
は

「多
自

然
川

づ
く

り
」を

基
本

と
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
自

然
度

の
高

い
河

川
景

観
の

創
出

に
努

め
る

。
さ

ら
に

、
排

水
門

（
樋

門
・
樋

管
）
等

の
構

造
物

は
、

地
域

の
歴

史
・文

化
、

周
辺

景
観

と
調

和
す

る
よ

う
に

努
め

、
木

材
を

利
用

す
る

場
合

は
、

国
産

木
材

を
有

効
利

用
す

る
な

ど
、

材
料

の
使

用
に

つ
い

て
も

配
慮

し
て

い
く
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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9
　

多
自

然
川

づ
く

り
の

検
討

に
つ

い
て

（
仕

組
み

）

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
】

3
-
5
-2

　
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
目

標
　 　

な
お

、
河

川
工

事
等

の
際

に
は

、
河

川
全

体
の

自
然

の
営

み
を

視
野

に
入

れ
、

地
域

の
暮

ら
し

や
歴

史
、

・文
化

と
の

調
和

に
も

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

の
保

全
・創

出
を

基
本

と
す

る
「多

自
然

川
づ

く
り

」に
努

め
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
4
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働

　
ま

た
、

外
来

生
物

に
つ

い
て

は
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
に

よ
り

侵
入

状
況

を
把

握
し

た
う

え
で

専
門

家
や

関
係

機
関

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
必

要
に

応
じ

て
防

除
等

の
対

策
を

推
進

す
る

。
さ

ら
に

、
地

域
住

民
や

川
づ

く
り

に
関

わ
る

関
係

者
に

対
し

て
、

｢多
自

然
川

づ
く

り
｣の

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
魚

道
補

修
の

際
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

機
関

等
と

連
携

・調
整

を
図

り
な

が
ら

、
機

能
向

上
に

向
け

た
調

査
・研

究
を

進
め

る
。

な
お

、
既

に
整

備
が

図
ら

れ
、

ス
ポ

ー
ツ

交
流

や
自

然
体

験
の

場
と

し
て

活
用

さ
れ

て
い

る
「水

辺
の

楽
校

」等
の

地
域

交
流

拠
点

の
整

備
に

つ
い

て
も

地
域

づ
く

り
相

談
窓

口
等

を
通

じ
、

地
域

づ
く

り
の

活
動

と
の

連
携

・支
援

を
行

な
う

も
の

と
し

て
引

き
続

き
推

進
し

て
い

く
。

要
旨

a

要
旨

a.
 多

自
然

川
づ

く
り

に
つ

い
て

は
、

住
民

や
専

門
家

の
意

見
を

聞
き

、
議

論
で

き
る

シ
ス

テ
ム

づ
く

り
が

大
切

で
あ

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
「多

自
然

川
づ

く
り

」に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

等
と

情
報

共
有

や
意

見
交

換
等

を
行

っ
て

お
り

、
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

域
住

民
や

川
づ

く
り

に
関

わ
る

関
係

者
等

に
対

し
て

、
｢多

自
然

川
づ

く
り

｣の
啓

発
に

よ
り

一
層

努
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
今

後
も

必
要

に
応

じ
て

専
門

家
や

地
域

住
民

の
方

の
ご

意
見

も
伺

え
る

よ
う

な
仕

組
み

づ
く

り
に

つ
い

て
も

検
討

を
進

め
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
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1
0
　

多
自

然
川

づ
く

り
の

検
討

に
つ

い
て

（
調

査
・

評
価

）

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
【
河

川
整

備
計

画
原

案
P

7
5
】

3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

　
河

川
環

境
に

つ
い

て
は

、
河

川
環

境
情

報
図

等
の

基
礎

情
報

を
活

用
し

な
が

ら
、

治
水

・利
水

・河
川

利
用

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
良

好
な

自
然

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

ま
た

、
洪

水
に

よ
る

河
道

状
況

の
変

化
や

外
来

生
物

の
侵

入
等

、
さ

ま
ざ

ま
な

要
因

で
変

化
し

て
い

く
自

然
環

境
に

つ
い

て
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
等

に
よ

り
重

要
種

特
定

種
の

分
布

状
況

も
含

め
て

把
握

し
評

価
す

る
。

と
と

も
に

、
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

自
然

再
生

事
業

の
実

施
や

そ
の

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
に

あ
た

っ
て

は
、

等
を

関
係

機
関

、
地

域
住

民
等

と
連

携
し

な
が

ら
行

う
。

  
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

河
川

全
体

の
自

然
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

、
地

域
の

暮
ら

し
や

歴
史

・文
化

と
の

調
和

に
も

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

の
保

全
・創

出
を

基
本

と
す

る
「多

自
然

川
づ

く
り

」に
努

め
る

。

要
旨

b

　
吉

野
川

に
お

け
る

河
川

環
境

の
把

握
の

た
め

に
、

定
期

的
に

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
を

行
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

河
川

工
事

を
行

う
に

あ
た

っ
て

は
、

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
今

後
も

こ
の

よ
う

な
調

査
を

継
続

し
て

行
う

こ
と

に
よ

り
、

河
川

の
自

然
環

境
の

把
握

及
び

保
全

に
努

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

ま
た

、
多

自
然

川
づ

く
り

に
つ

い
て

は
、

施
工

事
例

等
の

情
報

を
蓄

積
し

、
今

後
の

河
川

工
事

に
活

か
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
既

に
護

岸
等

の
あ

る
箇

所
に

つ
い

て
は

、
変

形
・損

傷
等

の
状

況
に

応
じ

て
、

適
切

な
補

修
方

法
を

検
討

し
て

い
き

た
い

と
考

え
、

河
川

整
備

計
画

案
P
75

 3
-5

-2
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
目

標
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 環

境
へ

の
影

響
に

つ
い

て
検

証
を

行
い

、
工

事
に

活
か

す
べ

き
で

は
な

い
か

。
要

旨
b
. 

既
に

行
わ

れ
た

工
事

箇
所

に
お

い
て

、
自

然
環

境
を

回
復

し
て

欲
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

- 137 -
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1
1
　

河
川

景
観

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

2
-
2
-5

 河
川

景
観

【
河

川
整

備
計

画
案

P
6
0
】

 (
1)

 吉
野

川
 　

吉
野

川
上

流
域

（源
流

～
池

田
ダ

ム
）は

、
大

歩
危

・小
歩

危
を

は
じ

め
と

し
て

渓
谷

美
の

豊
か

な
四

国
有

数
の

景
勝

地
と

な
っ

て
お

り
、

多
く

の
観

光
客

で
賑

わ
っ

て
い

る
。

 　
吉

野
川

中
流

域
（池

田
ダ

ム
～

第
十

堰
湛

水
域

上
流

端
）に

は
、

広
い

レ
キ

河
原

や
藩

政
時

代
か

ら
水

害
防

備
林

と
し

て
植

林
さ

れ
て

き
た

竹
林

が
広

が
っ

て
お

り
、

吉
野

川
の

歴
史

や
文

化
と

関
わ

り
の

あ
る

河
川

景
観

を
醸

し
出

し
て

い
る

。
一

方
、

水
害

防
備

林
（竹

林
）の

多
く

は
放

置
さ

れ
た

状
態

と
な

っ
て

お
り

、
河

川
景

観
を

悪
化

さ
せ

る
一

因
と

も
な

っ
て

い
る

。
 　

吉
野

川
の

河
口

部
に

は
広

大
な

干
潟

が
広

が
っ

て
お

り
、

雄
大

な
河

川
景

観
を

呈
し

て
い

る
。

   
こ

の
よ

う
な

河
川

景
観

は
、

自
然

の
力

に
よ

り
形

成
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
と

と
も

に
、

地
域

社
会

の
歴

史
の

中
に

お
い

て
形

づ
く

ら
れ

た
吉

野
川

の
特

徴
的

な
景

観
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

河
川

景
観

の
維

持
・形

成
に

向
け

た
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

 (2
) 

旧
吉

野
川

 　
第

十
樋

門
か

ら
今

切
川

分
派

点
ま

で
は

、
水

際
に

生
育

す
る

オ
ギ

群
落

や
ハ

チ
ク

－
マ

ダ
ケ

林
等

と
穏

や
か

に
流

れ
る

水
面

が
一

体
と

な
り

、
自

然
度

の
高

い
景

観
と

な
っ

て
い

る
。

 　
今

切
川

分
派

点
か

ら
旧

吉
野

川
、

今
切

川
両

河
口

堰
ま

で
は

、
市

街
化

が
進

ん
で

い
る

平
野

部
を

緩
や

か
に

流
下

し
て

お
り

、
川

沿
い

に
は

住
宅

地
や

工
場

が
点

在
し

て
い

る
。

　
ま

た
、

両
河

口
堰

か
ら

河
口

ま
で

の
間

は
、

大
部

分
が

コ
ン

ク
リ
ー

ト
護

岸
を

有
し

、
比

較
的

単
調

で
人

工
的

な
景

観
を

呈
し

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
旧

吉
野

川
や

今
切

川
に

つ
い

て
は

、
河

川
周

辺
の

建
築

物
、

市
街

地
空

間
の

多
様

な
表

情
や

河
川

の
利

用
形

態
等

を
考

慮
し

た
河

川
景

観
の

維
持

・形
成

に
向

け
た

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
河

川
景

観
に

つ
い

て
は

、
河

川
整

備
計

画
案

P
68

、
○

河
川

本
来

の
自

然
環

境
を

有
す

る
吉

野
川

の
再

生
及

び
P
7
5
 3

-
5
-
2
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
目

標
に

お
い

て
記

載
し

て
い

る
と

お
り

、
広

大
で

自
然

豊
か

な
河

川
景

観
の

保
全

に
努

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

河
川

工
事

を
行

う
際

に
は

、
必

要
に

応
じ

て
専

門
家

や
地

域
住

民
等

の
意

見
も

伺
い

な
が

ら
景

観
へ

の
配

慮
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
ま

た
、

今
後

、
地

域
文

化
・景

観
に

配
慮

し
た

河
川

整
備

の
検

討
を

試
行

的
に

行
う

た
め

に
、

河
川

景
観

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

『河
川

景
観

の
形

成
と

保
全

の
考

え
方

』を
参

考
と

し
な

が
ら

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
く

と
と

も
に

、
検

討
の

内
容

な
ど

を
踏

ま
え

、
工

事
を

実
施

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 河

川
景

観
の

分
析

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。
風

土
・地

域
の

資
源

と
し

て
残

し
た

い
風

景
に

つ
い

て
、

地
域

住
民

と
共

有
す

る
必

要
が

あ
る

。
要

旨
b
. 

景
観

を
保

全
す

る
た

め
の

委
員

会
や

協
議

会
を

設
け

る
こ

と
を

明
記

し
て

頂
き

た
い

。
要

旨
c.

 河
川

景
観

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
従

っ
て

景
観

の
計

画
を

立
て

て
、

整
備

計
画

の
中

に
入

れ
て

頂
き

た
い

。

要
旨

a
要

旨
b

要
旨

c
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1
1
　

河
川

景
観

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

3
-
1
 河

川
整

備
の

基
本

理
念

【
河

川
整

備
計

画
案

P
6
8
】

○
河

川
本

来
の

自
然

環
境

を
有

す
る

吉
野

川
の

再
生

 　
吉

野
川

に
残

る
良

好
な

自
然

環
境

や
景

観
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
近

年
失

わ
れ

つ
つ

あ
る

吉
野

川
が

本
来

有
す

る
レ

キ
河

原
や

水
辺

の
な

だ
ら

か
な

連
続

性
（エ

コ
ト
ー

ン
）、

清
ら

か
な

吉
野

川
の

流
水

な
ど

自
然

環
境

の
再

生
を

図
る

た
め

の
施

策
を

展
開

す
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
5
～

7
6
】

3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

 　
河

川
環

境
に

つ
い

て
は

、
河

川
環

境
情

報
図

等
の

基
礎

情
報

を
活

用
し

な
が

ら
、

治
水

・利
水

・河
川

利
用

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
良

好
な

自
然

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

ま
た

、
洪

水
に

よ
る

河
道

状
況

の
変

化
や

外
来

生
物

の
侵

入
等

、
さ

ま
ざ

ま
な

要
因

で
変

化
し

て
い

く
自

然
環

境
に

つ
い

て
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
等

に
よ

り
重

要
種

特
定

種
の

分
布

状
況

も
含

め
て

把
握

し
評

価
す

る
。

と
と

も
に

、
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

自
然

再
生

事
業

の
実

施
や

そ
の

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
に

あ
た

っ
て

は
、

等
を

関
係

機
関

、
地

域
住

民
等

と
連

携
し

な
が

ら
行

う
。

   
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

河
川

全
体

の
自

然
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

、
地

域
の

暮
ら

し
や

歴
史

・文
化

と
の

調
和

に
も

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

の
保

全
・創

出
を

基
本

と
す

る
「多

自
然

川
づ

く
り

」に
努

め
る

。

2
) 

河
川

景
観

 　
河

川
景

観
の

維
持

・形
成

に
つ

い
て

は
、

河
口

干
潟

、
広

い
レ

キ
河

原
や

河
岸

の
水

害
防

備
林

等
が

、
固

有
の

生
態

系
や

豊
か

に
流

れ
る

水
、

季
節

の
変

化
や

流
域

の
歴

史
・文

化
等

と
と

も
に

、
吉

野
川

の
優

れ
た

河
川

景
観

を
形

作
っ

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
、

こ
の

よ
う

な
河

川
景

観
の

特
徴

に
配

慮
し

な
が

ら
、

治
水

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
、

そ
の

保
全

に
努

め
る

。
 　

な
お

、
河

川
工

事
等

の
際

に
は

、
「多

自
然

川
づ

く
り

」を
基

本
と

し
、

周
辺

景
観

と
調

和
す

る
よ

う
に

努
め

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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1
1
　

河
川

景
観

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

(2
) 

旧
吉

野
川

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
6
】

2
) 

河
川

景
観

　
旧

吉
野

川
・今

切
川

の
河

川
景

観
は

、
第

十
樋

門
か

ら
今

切
川

分
派

点
に

見
ら

れ
る

オ
ギ

群
落

等
の

植
生

が
も

た
ら

す
こ

と
に

よ
る

比
較

的
自

然
度

の
高

い
景

観
か

ら
、

旧
吉

野
川

、
今

切
川

両
河

口
堰

か
ら

河
口

の
市

街
地

に
お

け
る

人
工

的
な

景
観

ま
で

多
様

に
変

化
し

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
そ

こ
に

流
れ

て
い

る
豊

か
で

緩
や

か
な

水
の

流
れ

は
、

川
岸

と
水

面
が

一
体

と
な

っ
た

自
然

度
の

高
い

景
観

や
市

街
地

空
間

の
中

に
あ

っ
て

は
安

ら
ぎ

を
感

じ
る

こ
と

の
で

き
る

景
観

を
形

作
っ

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
、

こ
の

よ
う

な
河

川
景

観
の

特
徴

に
配

慮
し

な
が

ら
、

治
水

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
、

そ
の

保
全

に
努

め
る

。

　
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

「多
自

然
川

づ
く

り
」を

基
本

と
し

、
周

辺
景

観
と

調
和

す
る

よ
う

に
努

め
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
0
～

1
3
1
】

（
2
）
河

川
景

観
の

維
持

・
形

成
　

1
）吉

野
川

　
河

川
景

観
に

つ
い

て
は

、
流

域
の

特
性

、
土

地
利

用
、

地
域

の
歴

史
・文

化
等

と
の

調
和

を
図

り
つ

つ
、

そ
の

維
持

・形
成

に
努

め
る

。

　
吉

野
川

中
流

域
（池

田
ダ

ム
～

第
十

堰
湛

水
域

上
流

端
）は

、
水

害
防

備
林

（竹
林

）や
レ

キ
河

等
の

特
徴

的
な

河
川

景
観

を
有

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
河

道
の

掘
削

が
必

要
な

箇
所

に
つ

い
て

は
、

緩
傾

斜
に

す
る

こ
と

で
オ

ギ
・ツ

ル
ヨ

シ
群

落
等

の
水

際
植

生
の

回
復

を
図

る
な

ど
、

良
好

な
河

川
景

観
の

維
持

・形
成

に
努

め
る

。
ま

た
、

地
域

住
民

と
の

連
携

の
も

と
放

置
さ

れ
た

水
害

防
備

林
の

適
切

な
管

理
に

努
め

る
。

　
吉

野
川

の
河

口
部

で
は

、
河

口
部

に
特

有
の

雄
大

な
河

川
景

観
の

維
持

・形
成

に
努

め
る

。

　
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
、

「多
自

然
川

づ
く

り
」を

基
本

と
す

る
と

と
も

に
、

排
水

門
（
樋

門
・
樋

管
）
等

の
構

造
物

は
、

地
域

の
歴

史
・文

化
、

周
辺

景
観

と
調

和
す

る
よ

う
に

努
め

、
木

材
を

利
用

す
る

場
合

は
、

国
産

木
材

を
有

効
利

用
す

る
な

ど
、

材
料

の
使

用
に

つ
い

て
も

配
慮

し
て

い
く
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

- 140 -



テ ー マ
 環

境
－

1
1
　

河
川

景
観

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
2
)旧

吉
野

川
　

ヤ
ナ

ギ
や

竹
林

等
が

繁
茂

す
る

水
際

に
は

、
多

様
な

植
生

が
見

ら
れ

る
。

そ
こ

で
、

河
道

の
掘

削
が

必
要

な
箇

所
で

、
多

様
な

水
際

植
生

の
回

復
を

図
る

な
ど

、
良

好
な

河
川

景
観

の
維

持
・形

成
に

努
め

る
。

ま
た

、
河

口
堰

下
流

は
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
護

岸
が

続
く

単
調

で
人

工
的

な
景

観
と

な
っ

て
い

る
が

、
河

川
工

事
等

の
際

に
は

「多
自

然
川

づ
く

り
」を

基
本

と
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
自

然
度

の
高

い
河

川
景

観
の

創
出

に
努

め
る

。
さ

ら
に

、
排

水
門

（
樋

門
・
樋

管
）
等

の
構

造
物

は
、

地
域

の
歴

史
・文

化
、

周
辺

景
観

と
調

和
す

る
よ

う
に

努
め

、
木

材
を

利
用

す
る

場
合

は
、

国
産

木
材

を
有

効
利

用
す

る
な

ど
、

材
料

の
使

用
に

つ
い

て
も

配
慮

し
て

い
く
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
3
～

1
3
4
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働

　
一

方
、

河
川

は
多

様
な

生
物

を
育

む
と

と
も

に
自

然
の

力
と

地
域

社
会

の
歴

史
の

中
で

形
づ

く
ら

れ
た

景
観

を
持

つ
地

域
固

有
の

自
然

公
物

で
あ

る
。

ま
た

、
河

川
環

境
は

流
域

環
境

と
一

連
の

も
の

で
も

あ
る

た
め

、
河

川
環

境
の

保
全

に
あ

た
っ

て
は

、
河

川
に

お
け

る
取

り
組

み
と

流
域

に
お

け
る

取
り

組
み

が
一

体
と

な
っ

て
進

め
ら

れ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

　
良

好
な

生
物

の
生

息
・生

育
・繁

殖
環

境
や

河
川

景
観

を
保

全
す

る
た

め
に

は
、

地
域

住
民

、
市

民
団

体
、

自
治

体
、

河
川

管
理

者
等

が
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

に
加

え
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
認

識
し

つ
つ

、
協

働
に

よ
る

川
の

自
然

環
境

調
査

や
調

査
結

果
の

共
有

等
に

お
い

て
、

よ
り

一
層

連
携

を
強

化
し

て
い

く
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 環

境
－

1
2
　

河
川

空
間

（
河

川
敷

）
の

利
用

促
進

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 水

辺
に

近
づ

き
や

す
い

親
水

護
岸

等
を

整
備

す
る

な
ど

、
多

く
の

人
々

が
親

し
み

を
持

て
る

よ
う

に
河

川
空

間
を

活
用

し
て

ほ
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
河

川
空

間
の

利
用

促
進

や
子

供
た

ち
が

自
然

と
親

し
め

る
水

辺
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

関
係

市
町

の
河

川
利

用
に

関
す

る
計

画
・調

整
等

も
踏

ま
え

て
、

可
能

な
範

囲
で

基
盤

整
備

等
の

支
援

を
行

っ
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

河
川

整
備

計
画

案
P
77

 3
-5

-3
河

川
空

間
の

利
用

に
関

す
る

目
標

及
び

P
1
3
1
 (
3
)河

川
空

間
の

整
備

と
適

正
な

利
用

に
記

載
し

て
い

る
と

お
り

、
河

川
空

間
の

整
備

に
あ

た
っ

て
は

、
河

川
環

境
と

の
調

和
を

図
っ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
7
】

3
-
5
-3

 河
川

空
間

の
利

用
に

関
す

る
目

標
 　

人
と

川
と

の
ふ

れ
あ

い
や

環
境

学
習

の
場

等
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

河
川

環
境

と
の

調
和

を
図

り
つ

つ
、

多
く

の
人

々
が

よ
り

一
層

川
に

親
し

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

努
め

る
。

 　
ま

た
、

関
係

機
関

や
地

域
住

民
等

と
連

携
し

て
、

人
々

が
貴

重
な

自
然

や
水

辺
空

間
と

の
ふ

れ
あ

い
を

体
験

で
き

る
施

策
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

人
と

川
、

地
域

と
川

と
の

共
生

関
係

を
築

く
と

と
も

に
、

人
と

自
然

の
交

流
の

促
進

に
努

め
る

。
 4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
1
】

(3
) 

河
川

空
間

の
整

備
と

適
正

な
利

用
 　

吉
野

川
水

系
に

お
け

る
河

川
空

間
の

整
備

と
適

正
な

利
用

に
関

し
て

は
、

身
近

な
生

活
の

場
と

し
て

人
々

に
う

る
お

い
や

や
す

ら
ぎ

を
与

え
、

人
と

人
が

ふ
れ

あ
う

こ
と

が
で

き
る

水
辺

空
間

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
豊

か
な

自
然

と
美

し
い

景
観

を
保

全
す

る
と

と
も

に
、

誰
も

が
自

由
に

自
然

と
ふ

れ
あ

う
こ

と
が

で
き

る
親

水
空

間
を

整
備

す
る

。
 　

吉
野

川
上

流
域

（直
轄

ダ
ム

管
理

区
間

）は
、

ダ
ム

湖
周

辺
の

豊
か

な
自

然
環

境
と

調
和

を
図

り
な

が
ら

、
ダ

ム
湖

周
辺

を
ス

ポ
ー

ツ
・レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

等
の

行
え

る
水

辺
空

間
と

な
る

よ
う

管
理

す
る

。
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テ ー マ
 環

境
－

1
2
　

河
川

空
間

（
河

川
敷

）
の

利
用

促
進

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

 　
吉

野
川

中
流

域
（池

田
ダ

ム
～

第
十

堰
堪

水
域

上
流

端
）は

、
水

辺
に

残
さ

れ
た

水
害

防
備

林
（竹

林
）等

の
自

然
植

生
と

の
調

和
を

図
り

な
が

ら
、

限
ら

れ
た

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
の

河
川

敷
（
高

水
敷

）
を

活
か

し
、

川
沿

い
の

地
域

に
密

着
し

た
多

目
的

な
広

場
等

と
し

て
管

理
す

る
。

ま
た

、
河

川
敷

（
高

水
敷

）
を

利
用

し
た

耕
作

地
等

の
生

産
緑

地
と

の
調

整
を

図
り

つ
つ

、
河

川
敷

（
高

水
敷

）
を

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

等
の

行
え

る
快

適
な

河
川

空
間

と
な

る
よ

う
に

管
理

す
る

。
 　

吉
野

川
下

流
域

（第
十

堰
堪

水
域

～
河

口
）は

、
河

口
部

に
位

置
す

る
広

大
な

河
川

空
間

を
持

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ふ

る
さ

と
の

シ
ン

ボ
ル

と
な

る
河

口
部

の
広

大
な

自
然

景
観

や
自

然
環

境
を

活
か

し
た

親
水

空
間

と
し

て
管

理
す

る
と

と
も

に
、

市
街

地
に

接
し

た
河

川
と

し
て

河
川

敷
（
高

水
敷

）
に

お
け

る
利

用
度

を
高

め
、

ス
ポ

ー
ツ

や
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
な

る
よ

う
管

理
す

る
。

 　
旧

吉
野

川
・今

切
川

は
、

吉
野

川
左

岸
部

に
位

置
し

、
工

業
地

域
を

含
む

市
街

化
が

進
行

す
る

地
区

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
川

沿
い

の
地

域
住

民
に

う
る

お
い

と
憩

い
を

与
え

る
身

近
な

水
辺

の
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
と

な
る

よ
う

管
理

す
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 環

境
－

1
3
　

河
川

空
間

（
堤

防
）

の
利

用
促

進
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 道

の
駅

の
よ

う
な

施
設

が
あ

れ
ば

、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
な

ど
の

目
的

地
に

な
り

、
憩

い
の

場
に

な
る

と
思

う
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
河

川
空

間
の

利
用

促
進

や
子

供
た

ち
が

自
然

と
親

し
め

る
水

辺
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

関
係

市
町

の
河

川
利

用
に

関
す

る
計

画
・調

整
等

も
踏

ま
え

て
、

可
能

な
範

囲
で

基
盤

整
備

等
の

支
援

を
行

っ
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

4
-
2
-3

 河
川

環
境

の
保

全
に

関
す

る
事

項
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
3
1
】

(3
)河

川
空

間
の

整
備

と
適

正
な

利
用

　
吉

野
川

水
系

に
お

け
る

河
川

空
間

の
整

備
と

適
正

な
利

用
に

関
し

て
は

、
身

近
な

生
活

の
場

と
し

て
人

々
に

う
る

お
い

や
や

す
ら

ぎ
を

与
え

、
人

と
人

が
ふ

れ
あ

う
こ

と
が

で
き

る
水

辺
空

間
を

整
備

す
る

。
ま

た
、

豊
か

な
自

然
と

美
し

い
景

観
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
誰

も
が

自
由

に
自

然
と

ふ
れ

あ
う

こ
と

が
で

き
る

親
水

空
間

を
整

備
す

る
。
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テ ー マ
 環

境
－

1
4
　

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
環

境
の

現
状

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

2
-
2
-3

　
水

質
【
河

川
整

備
計

画
案

P
5
2
】

(2
)早

明
浦

ダ
ム

の
濁

水
等

　
こ

れ
ら

の
技

術
的

な
検

討
結

果
を

受
け

、
昭

和
54

年
か

ら
は

国
（
直

轄
）
に

よ
る

砂
防

事
業

、
昭

和
62

年
か

ら
は

グ
リ
ー

ン
ベ

ル
ト
事

業
(早

明
浦

ダ
ム

貯
水

池
水

質
保

全
事

業
)及

び
高

知
県

に
よ

る
特

定
貯

水
池

流
域

保
全

事
業

も
着

手
さ

れ
た

。

　
平

成
11

年
に

は
、

表
面

取
水

設
備

か
ら

選
択

取
水

設
備

に
改

造
を

完
了

し
、

「早
明

浦
ダ

ム
選

択
取

水
設

備
操

作
に

関
す

る
検

討
会

」を
開

催
し

そ
の

検
討

結
果

を
受

け
て

、
洪

水
時

に
お

け
る

貯
水

池
内

の
濁

水
の

早
期

排
除

を
目

的
と

し
た

操
作

ル
ー

ル
策

定
な

ど
、

濁
水

軽
減

効
果

を
発

揮
さ

せ
る

た
め

の
改

善
対

策
を

続
け

て
い

る
。

ま
た

、
渇

水
時

に
お

い
て

は
低

水
温

の
放

流
が

発
生

す
る

こ
と

か
ら

、
温

水
温

存
放

流
を

平
成

2
0
年

４
月

か
ら

試
験

的
に

実
施

し
て

い
る

。

4
-
1
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

吉
野

川
【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
6
】

6
)上

流
ダ

ム
群

の
改

良
等

　
上

流
ダ

ム
群

の
洪

水
調

節
機

能
の

確
保

に
向

け
、

関
係

機
関

と
調

整
・
連

携
し

つ
つ

、
早

明
浦

ダ
ム

、
柳

瀬
ダ

ム
で

は
、

低
い

貯
水

位
で

も
放

流
で

き
る

よ
う

施
設

を
改

築
す

る
と

と
も

に
、

早
明

浦
ダ

ム
で

は
洪

水
調

節
容

量
を

増
大

さ
せ

る
。

な
お

、
早

明
浦

ダ
ム

の
施

設
の

改
築

に
よ

り
、

放
流

に
伴

う
濁

水
の

長
期

化
を

抑
制

す
る

副
次

的
効

果
も

期
待

さ
れ

る
。

　
ま

た
、

上
流

ダ
ム

群
の

さ
ら

な
る

治
水

機
能

向
上

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

を
行

う
。

　
池

田
ダ

ム
に

お
い

て
は

、
池

田
地

点
に

お
け

る
河

川
整

備
計

画
の

目
標

流
量

12
,5

00
m

3
/s

の
安

全
な

流
下

を
図

る
た

め
、

貯
水

池
周

辺
の

浸
水

箇
所

に
お

い
て

、
堤

防
の

新
設

も
し

く
は

宅
地

嵩
上

げ
等

の
対

策
を

行
う

。

要
旨

a
　

ダ
ム

湖
の

水
温

は
、

通
常

春
か

ら
秋

に
か

け
て

は
表

面
付

近
は

暖
か

く
、

深
部

に
な

る
ほ

ど
冷

た
く

な
っ

て
い

ま
す

。
早

明
浦

ダ
ム

に
お

け
る

用
水

補
給

で
は

選
択

取
水

設
備

に
よ

り
、

基
本

的
に

は
表

面
か

ら
水

深
４

ｍ
部

分
の

、
ダ

ム
の

流
入

水
や

支
流

の
河

川
水

温
よ

り
温

か
い

水
を

下
流

に
放

流
し

て
お

り
ま

す
の

で
冷

水
問

題
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
し

か
し

大
渇

水
に

な
る

と
、

ダ
ム

の
下

流
の

支
川

の
流

量
も

極
端

に
少

な
く

な
る

こ
と

か
ら

、
早

明
浦

ダ
ム

か
ら

下
流

へ
補

給
す

る
流

量
は

膨
大

と
な

り
ま

す
。

そ
の

結
果

、
貯

水
位

が
下

が
り

、
深

部
の

低
水

温
の

水
し

か
補

給
で

き
な

い
事

態
が

ま
れ

に
発

生
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

　
こ

の
低

水
温

の
水

を
放

流
す

る
こ

と
の

改
善

策
と

し
て

、
「第

９
回

早
明

浦
ダ

ム
選

択
取

水
設

備
操

作
に

関
す

る
検

討
会

」に
よ

り
「温

水
温

存
放

流
」の

試
行

を
決

定
し

、
平

成
20

年
４

月
よ

り
低

水
温

の
放

流
と

な
ら

な
い

操
作

に
努

め
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

低
温

放
流

に
つ

い
て

、
河

川
整

備
計

画
案

P
52

 (
2)

早
明

浦
ダ

ム
の

濁
水

等
に

現
状

を
、

P
12

7 
(3

)水
質

の
保

全
に

実
施

に
関

す
る

事
項

を
記

載
し

ま
し

た
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
  
（早

明
浦

ダ
ム

に
は

）冷
水

温
の

放
水

の
問

題
が

あ
り

ま
す

が
、

【素
案

】で
は

、
「
冷

水
温

」に
つ

い
て

、
一

言
も

触
れ

ら
れ

て
い

ま
せ

ん
。

こ
れ

ま
で

の
状

況
と

、
分

析
と

、
対

策
に

つ
い

て
明

記
く

だ
さ

い
。

要
旨

b
. 

濁
水

・渇
水

に
伴

う
河

川
環

境
の

悪
化

に
つ

い
て

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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 環

境
－

1
4
　

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
環

境
の

現
状

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

b
　

早
明

浦
ダ

ム
の

濁
水

対
策

と
し

て
は

、
国

の
砂

防
事

業
・グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト
事

業
に

よ
る

土
砂

流
出

防
止

対
策

、
渇

水
時

に
お

け
る

濁
水

発
生

原
因

と
な

っ
て

い
る

堆
砂

の
除

去
、

選
択

取
水

設
備

の
運

用
等

を
実

施
し

て
き

た
と

こ
ろ

で
す

。
　

さ
ら

に
、

選
択

取
水

設
備

の
運

用
に

つ
い

て
は

、
年

１
回

程
度

下
流

自
治

体
、

学
識

経
験

者
、

漁
協

関
係

者
に

参
加

い
た

だ
き

「選
択

設
備

操
作

に
関

す
る

検
討

会
」に

よ
り

、
選

択
取

水
設

備
の

運
用

方
法

の
改

善
に

努
め

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
早

明
浦

ダ
ム

の
放

流
設

備
の

追
加

が
濁

水
軽

減
に

効
果

が
あ

る
と

の
検

討
結

果
も

で
て

お
り

、
河

川
整

備
計

画
案

P
52

 (
2)

早
明

浦
ダ

ム
の

濁
水

に
記

載
す

る
と

と
も

に
、

P
96

 6
)上

流
ダ

ム
群

の
改

良
に

お
い

て
実

施
に

つ
い

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
濁

水
対

策
の

た
め

の
さ

ま
ざ

ま
な

検
討

及
び

対
策

は
今

後
も

引
き

続
き

行
っ

て
い

き
ま

す
。

　
渇

水
時

に
お

い
て

は
、

ダ
ム

か
ら

流
水

を
供

給
し

て
お

り
、

ダ
ム

が
無

い
場

合
に

比
べ

流
況

の
安

定
化

を
図

っ
て

い
ま

す
。

4
-
4
-2

　
河

川
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

項
目

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
7
】

(3
)水

質
の

保
全

　
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
淡

水
赤

潮
の

発
生

も
あ

る
こ

と
か

ら
引

き
続

き
定

期
的

な
水

質
観

測
に

よ
り

、
水

質
・底

質
の

動
向

を
監

視
し

て
い

く
。

　
ま

た
、

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
洪

水
後

及
び

渇
水

時
の

濁
水

長
期

化
を

軽
減

す
る

た
め

に
、

関
係

機
関

と
連

携
し

今
後

と
も

貯
水

池
の

適
正

な
維

持
管

理
及

び
濁

水
発

生
の

実
態

把
握

に
努

め
る

。
ま

た
、

選
択

取
水

設
備

の
運

用
や

底
泥

除
去

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

温
水

温
存

放
流

等
を

実
施

す
る

こ
と

で
低

温
放

流
が

発
生

し
な

い
よ

う
努

め
、

さ
ま

ざ
ま

な
検

討
及

び
対

策
を

今
後

も
引

き
続

き
行

う
。

　
銅

山
川

に
つ

い
て

も
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
さ

ら
な

る
環

境
改

善
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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1
5
　

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
濁

水
対

策
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

b
4
-
1
-1

　
洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

又
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
9
6
】

6
）
上

流
ダ

ム
群

の
改

良
等

　
上

流
ダ

ム
群

の
洪

水
調

節
機

能
の

確
保

に
向

け
、

関
係

機
関

と
調

整
・
連

携
し

つ
つ

、
早

明
浦

ダ
ム

、
柳

瀬
ダ

ム
で

は
、

低
い

貯
水

位
で

も
放

流
で

き
る

よ
う

施
設

を
改

築
す

る
と

と
も

に
、

早
明

浦
ダ

ム
で

は
洪

水
調

節
容

量
を

増
大

さ
せ

る
。

な
お

、
早

明
浦

ダ
ム

の
施

設
の

改
築

に
よ

り
、

放
流

に
伴

う
濁

水
の

長
期

化
を

抑
制

す
る

副
次

的
効

果
も

期
待

さ
れ

る
。

　
ま

た
、

上
流

ダ
ム

群
の

さ
ら

な
る

治
水

機
能

向
上

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

を
行

う
。

　
分

水
を

一
時

的
に

止
め

、
吉

野
川

・銅
山

川
に

流
す

こ
と

は
、

水
利

権
が

設
定

さ
れ

て
お

り
、

濁
水

対
策

の
手

法
と

し
て

用
い

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

2
-
2
-3

　
水

質
【
河

川
整

備
計

画
案

P
5
2
】

(2
)早

明
浦

ダ
ム

の
濁

水
等

　
こ

れ
ら

の
技

術
的

な
検

討
結

果
を

受
け

、
昭

和
54

年
か

ら
は

国
（
直

轄
）
に

よ
る

砂
防

事
業

、
昭

和
62

年
か

ら
は

グ
リ
ー

ン
ベ

ル
ト
事

業
（早

明
浦

ダ
ム

貯
水

池
水

質
保

全
事

業
）及

び
高

知
県

に
よ

る
特

定
貯

水
池

流
域

保
全

事
業

も
着

手
さ

れ
た

。

　
平

成
1
1
年

に
は

、
表

面
取

水
設

備
か

ら
選

択
取

水
設

備
に

改
造

を
完

了
し

、
「早

明
浦

ダ
ム

選
択

取
水

設
備

操
作

に
関

す
る

検
討

会
」を

開
催

し
そ

の
検

討
結

果
を

受
け

て
、

洪
水

時
に

お
け

る
貯

水
池

内
の

濁
水

の
早

期
排

除
を

目
的

と
し

た
操

作
ル

ー
ル

策
定

な
ど

、
濁

水
軽

減
効

果
を

発
揮

さ
せ

る
た

め
の

改
善

対
策

を
続

け
て

い
る

。
ま

た
、

渇
水

時
に

お
い

て
は

低
水

温
の

放
流

が
発

生
す

る
こ

と
か

ら
、

温
水

温
存

放
流

を
平

成
2
0
年

４
月

か
ら

試
験

的
に

実
施

し
て

い
る

。

　
平

成
14

年
度

か
ら

は
、

渇
水

時
の

濁
水

へ
の

対
策

と
し

て
堆

砂
除

去
を

実
施

し
て

い
る

が
、

平
成

16
年

、
17

年
に

お
い

て
も

、
放

流
濁

度
10

度
以

上
の

延
べ

日
数

が
50

日
を

超
え

る
な

ど
濁

水
放

流
が

長
期

化
し

た
た

め
、

さ
ら

な
る

対
策

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。

　
な

お
、

平
成

１
５

年
よ

り
開

催
し

て
い

る
「早

明
浦

ダ
ム

濁
水

対
策

技
術

検
討

会
」で

は
、

治
水

機
能

向
上

の
た

め
の

放
流

設
備

の
増

設
が

濁
水

を
早

期
に

放
流

す
る

こ
と

で
濁

水
軽

減
に

も
効

果
が

あ
る

と
さ

れ
て

お
り

、
今

後
実

現
に

向
け

た
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

　
早

明
浦

ダ
ム

の
濁

水
対

策
と

し
て

は
、

国
の

砂
防

事
業

・グ
リ
ー

ン
ベ

ル
ト
事

業
に

よ
る

土
砂

流
出

防
止

対
策

、
渇

水
時

に
お

け
る

濁
水

発
生

原
因

と
な

っ
て

い
る

堆
砂

の
除

去
、

選
択

取
水

設
備

の
運

用
等

を
実

施
し

て
き

た
と

こ
ろ

で
す

。
　

さ
ら

に
、

選
択

取
水

設
備

の
運

用
に

つ
い

て
は

、
年

１
回

程
度

下
流

自
治

体
、

学
識

経
験

者
、

漁
協

関
係

者
に

参
加

い
た

だ
き

「選
択

設
備

操
作

に
関

す
る

検
討

会
」に

よ
り

、
選

択
取

水
設

備
の

運
用

方
法

の
改

善
に

努
め

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
早

明
浦

ダ
ム

の
放

流
設

備
の

追
加

が
濁

水
軽

減
に

効
果

が
あ

る
と

の
検

討
結

果
も

で
て

お
り

、
河

川
整

備
計

画
案

P
52

 (
2)

早
明

浦
ダ

ム
の

濁
水

に
記

載
す

る
と

と
も

に
、

P
96

 6
)上

流
ダ

ム
群

の
改

良
に

お
い

て
実

施
に

つ
い

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
　

尚
、

実
施

方
法

、
時

期
等

の
詳

細
に

つ
い

て
は

今
後

具
体

的
な

検
討

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
　

濁
水

対
策

に
関

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
検

討
及

び
対

策
は

今
後

も
引

き
続

き
行

っ
て

い
き

ま
す

。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 早

明
浦

ダ
ム

に
起

因
し

た
濁

水
問

題
に

対
し

て
、

抜
本

的
な

対
策

を
講

じ
て

ほ
し

い
。

要
旨

b
. 

高
知

分
水

は
、

単
な

る
発

電
の

分
水

な
の

で
、

異
常

な
大

渇
水

期
に

お
い

て
は

、
ダ

ム
の

濁
水

の
放

水
を

減
ら

す
た

め
に

、
こ

の
水

を
戻

す
よ

う
な

処
置

は
で

き
な

い
の

か
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え
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1
5
　

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
濁

水
対

策
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
2
-2

 河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
7
】

(3
)水

質
の

保
全

　
ま

た
、

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
洪

水
後

及
び

渇
水

時
の

濁
水

長
期

化
を

軽
減

す
る

た
め

に
、

関
係

機
関

と
連

携
し

今
後

と
も

貯
水

池
の

適
正

な
維

持
管

理
及

び
濁

水
発

生
の

実
態

把
握

に
努

め
る

。
ま

た
、

選
択

取
水

設
備

の
運

用
や

底
泥

除
去

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

温
水

温
存

放
流

等
を

実
施

す
る

こ
と

で
低

温
放

流
が

発
生

し
な

い
よ

う
努

め
、

さ
ま

ざ
ま

な
検

討
及

び
対

策
を

今
後

も
引

き
続

き
行

う
。

　
銅

山
川

に
つ

い
て

も
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
さ

ら
な

る
環

境
改

善
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

【
河

川
整

備
計

画
原

素
案

P
1
3
4
】

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働

　
さ

ら
に

、
森

林
保

全
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
土

砂
流

出
の

防
備

機
能

等
の

保
全

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

森
林

整
備

を
実

施
し

て
い

る
林

野
庁

四
国

森
林

管
理

局
等

の
関

係
機

関
と

連
携

に
努

め
る

。
ま

た
、

上
流

域
で

下
草

刈
り

、
植

樹
、

間
伐

等
の

活
動

を
行

っ
て

い
る

様
々

な
N

P
O

団
体

と
も

連
携

を
深

め
る

よ
う

に
努

め
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 環

境
－

1
6
　

水
源

地
域

ビ
ジ

ョ
ン

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
4
-
1
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(2
) 

河
川

空
間

の
整

備
と

適
正

な
利

用
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
5
】

2
) 

ダ
ム

貯
水

池
周

辺
整

備
の

推
進

　
ダ

ム
貯

水
池

周
辺

は
、

森
と

湖
に

囲
ま

れ
た

貴
重

な
水

辺
空

間
で

あ
る

と
と

も
に

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

の
場

と
し

て
も

非
常

に
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

、
ダ

ム
環

境
の

整
備

や
、

利
便

性
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
ダ

ム
を

活
か

し
た

水
源

地
域

の
自

立
的

、
持

続
的

な
活

性
化

を
目

的
と

し
た

「水
源

地
域

ビ
ジ

ョ
ン

」に
基

づ
く

施
策

の
推

進
に

対
し

て
関

係
機

関
と

連
携

し
、

積
極

的
な

支
援

を
行

う
。

要
旨

a.
 河

川
整

備
計

画
は

、
銅

山
川

3ダ
ム

水
源

地
域

ビ
ジ

ョ
ン

と
の

連
携

協
力

体
制

で
臨

ん
で

ほ
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
銅

山
川

３
ダ

ム
の

水
源

地
域

ビ
ジ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
活

性
化

に
つ

な
が

る
よ

う
支

援
を

行
っ

て
い

く
こ

と
を

、
河

川
整

備
計

画
案

P
11

5 
2)

ダ
ム

貯
水

池
周

辺
整

備
の

推
進

に
記

載
し

て
い

ま
す

。
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テ ー マ
 環

境
ｰ
1
7
　

銅
山

川
の

完
全

分
水

問
題

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
2
-
2
-3

 水
質

【
河

川
整

備
計

画
案

P
4
8
～

5
1
】

(1
)水

質
状

況

　
ま

た
、

ダ
ム

湖
の

環
境

基
準

は
、

早
明

浦
ダ

ム
、

柳
瀬

ダ
ム

、
新

宮
ダ

ム
で

は
湖

沼
A

類
型

、
富

郷
ダ

ム
で

は
河

川
A

A
類

型
、

池
田

ダ
ム

で
は

河
川

A
類

型
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

全
ダ

ム
に

お
け

る
B

O
D

 7
5
%
値

、
C

O
D

7
5
%
値

は
環

境
基

準
を

達
成

し
て

お
り

、
水

質
は

良
好

と
言

え
る

。
な

お
、

一
部

の
ダ

ム
湖

で
は

淡
水

赤
潮

が
発

生
す

る
こ

と
も

あ
り

、
水

質
・底

質
の

動
向

を
監

視
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
銅

山
川

で
は

、
富

郷
ダ

ム
建

設
に

伴
い

設
置

さ
れ

た
「影

井
堰

」を
活

用
し

た
河

川
環

境
保

全
の

た
め

の
放

流
を

試
行

的
に

行
う

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

連
携

し
た

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

実
施

し
て

い
る

。

要
旨

a.
 銅

山
川

の
完

全
分

水
の

問
題

に
つ

い
て

も
配

慮
し

て
頂

き
た

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
銅

山
川

に
お

け
る

環
境

用
水

は
、

水
利

権
等

の
範

囲
で

、
利

水
者

の
協

力
を

得
て

放
流

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

富
郷

ダ
ム

建
設

に
伴

い
設

置
さ

れ
た

「影
井

堰
」を

活
用

し
た

河
川

環
境

の
保

全
の

た
め

の
放

流
を

行
っ

て
い

ま
す

。
　 　

新
宮

ダ
ム

や
影

井
堰

の
運

用
に

よ
っ

て
流

量
は

増
加

し
て

お
り

、
水

面
幅

や
水

深
が

増
す

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

今
後

と
も

影
井

堰
か

ら
の

環
境

用
水

の
よ

り
効

果
的

な
放

流
方

法
や

富
郷

ダ
ム

等
の

活
用

に
よ

り
、

影
井

堰
下

流
の

さ
ら

な
る

環
境

改
善

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

と
と

も
に

関
係

機
関

と
連

携
し

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
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テ ー マ
 維

持
管

理
－

1
　

防
災

情
報

の
充

実
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a.
 防

災
情

報
が

正
確

か
つ

迅
速

に
伝

わ
る

よ
う

に
、

分
か

り
易

い
情

報
の

整
理

と
伝

達
方

法
の

改
良

を
し

て
ほ

し
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
徳

島
河

川
国

道
事

務
所

で
は

、
昭

和
32

年
度

よ
り

徳
島

地
方

気
象

台
と

共
同

で
吉

野
川

の
洪

水
予

報
の

発
表

・通
知

を
行

う
と

と
も

に
、

昭
和

33
年

度
よ

り
継

続
し

て
、

洪
水

時
に

お
け

る
水

防
・避

難
情

報
と

し
て

水
防

警
報

・主
要

観
測

所
の

水
位

予
測

を
徳

島
県

水
防

本
部

を
通

じ
て

沿
川

各
市

町
や

報
道

機
関

等
へ

伝
達

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

現
在

整
備

中
の

光
フ

ァ
イ

バ
ー

網
を

活
用

し
て

、
沿

川
市

町
と

の
間

を
接

続
し

、
防

災
情

報
等

を
直

接
伝

達
す

る
た

め
の

整
備

を
順

次
進

め
て

お
り

、
こ

れ
ま

で
に

３
市

２
町

（鳴
門

市
、

吉
野

川
市

、
美

馬
市

、
北

島
町

、
藍

住
町

）へ
の

接
続

を
完

了
し

て
い

ま
す

。

　
加

え
て

、
流

域
住

民
の

皆
様

へ
は

、
報

道
機

関
を

通
じ

た
情

報
提

供
の

外
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

携
帯

電
話

に
よ

る
情

報
配

信
の

手
段

を
整

え
る

等
、

徳
島

県
、

沿
川

市
町

、
報

道
機

関
等

関
係

機
関

や
流

域
住

民
の

皆
様

へ
の

防
災

情
報

の
提

供
を

積
極

的
に

行
っ

て
き

て
い

ま
す

。

　
そ

の
他

に
、

事
前

の
対

応
と

し
て

、
水

防
連

絡
会

や
重

要
水

防
箇

所
合

同
パ

ト
ロ

ー
ル

に
よ

る
沿

川
市

町
・水

防
団

体
へ

の
危

険
箇

所
の

周
知

、
水

防
演

習
・水

防
技

術
講

習
会

な
ど

の
各

種
訓

練
や

防
災

情
報

の
普

及
・啓

発
活

動
、

技
術

的
支

援
な

ど
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
防

災
体

制
の

充
実

に
も

努
め

て
い

ま
す

。

  
四

国
地

方
整

備
局

は
、

浸
水

想
定

区
域

を
公

表
し

て
お

り
、

こ
れ

を
も

と
に

市
町

村
が

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
て

、
洪

水
時

に
お

け
る

避
難

場
所

や
避

難
経

路
等

の
情

報
を

事
前

に
地

域
住

民
の

皆
様

へ
周

知
す

る
こ

と
で

、
円

滑
な

避
難

を
支

援
す

る
取

り
組

み
を

進
め

て
お

り
、

全
て

の
関

係
市

町
村

に
お

い
て

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
が

作
成

さ
れ

て
い

ま
す

。

要
旨

a
4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
2
】

(3
) 

浸
水

被
害

軽
減

策
及

び
危

機
管

理
体

制
の

整
備

　
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

の
整

備
に

向
け

、
災

害
情

報
協

議
会

等
を

通
じ

て
関

係
機

関
相

互
の

情
報

共
有

、
連

携
強

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
河

川
情

報
の

収
集

・提
供

、
水

防
団

と
の

連
携

等
の

支
援

・
協

力
を

実
施

す
る

。

　
ま

た
、

今
後

、
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

象
変

化
等

に
よ

り
激

化
す

る
水

災
害

へ
の

対
応

と
し

て
、

被
害

の
最

小
化

を
目

的
と

す
る

適
応

策
に

つ
い

て
、

研
究

や
全

国
的

な
施

策
展

開
の

状
況

を
踏

ま
え

、
吉

野
川

の
流

域
特

性
等

に
照

ら
し

て
、

必
要

な
も

の
か

ら
取

り
組

ん
で

い
く

。

1
) 

河
川

情
報

の
収

集
・
提

供

　
四

国
地

方
整

備
局

防
災

業
務

計
画

書
に

基
づ

き
、

洪
水

、
水

質
事

故
、

地
震

等
の

緊
急

時
に

は
、

組
織

体
制

を
執

り
、

迅
速

か
つ

的
確

に
河

川
情

報
等

を
収

集
し

、
地

域
住

民
の

避
難

、
防

災
活

動
の

た
め

の
情

報
と

し
て

県
を

通
じ

て
関

係
市

町
に

周
知

す
る

。
ま

た
、

報
道

機
関

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
、

携
帯

電
話

等
を

通
じ

て
地

域
住

民
へ

の
情

報
提

供
に

努
め

る
。

　
な

お
、

吉
野

川
(国

（
直

轄
）
管

理
区

間
)は

「洪
水

予
報

河
川

」に
指

定
さ

れ
て

お
り

、
気

象
台

と
共

同
し

て
洪

水
予

報
の

迅
速

な
発

令
を

行
う

と
と

も
に

、
関

係
機

関
に

迅
速

か
つ

確
実

な
情

報
連

絡
を

行
い

、
報

道
機

関
等

を
通

じ
た

地
域

住
民

等
へ

の
情

報
提

供
に

努
め

る
。

　
ま

た
、

旧
吉

野
川

・今
切

川
は

、
平

成
17

年
5月

の
水

防
法

改
正

に
伴

い
、

「水
位

周
知

河
川

（水
位

情
報

周
知

河
川

）
」
と

し
て

指
定

さ
れ

た
ら

。
こ

れ
に

よ
り

、
浸

水
被

害
が

始
ま

る
お

そ
れ

の
あ

る
水

位
情

報
は

、
関

係
機

関
に

迅
速

か
つ

確
実

に
連

絡
す

る
と

と
も

に
報

道
機

関
等

を
通

じ
て

地
域

住
民

へ
の

情
報

の
周

知
に

努
め

る
。

　
同

様
に

ダ
ム

に
関

し
て

も
関

係
機

関
へ

の
情

報
連

絡
を

行
う

と
と

も
に

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
、

携
帯

電
話

等
を

通
じ

て
地

域
住

民
へ

の
情

報
提

供
に

努
め

る
。

（
つ

づ
く
）
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テ ー マ
 維

持
管

理
－

1
　

防
災

情
報

の
充

実
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
さ

ら
に

、
地

域
住

民
、

学
校

、
企

業
等

が
水

害
に

対
す

る
意

識
を

高
め

、
日

頃
か

ら
浸

水
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

の
備

え
を

進
め

る
と

と
も

に
、

洪
水

時
に

自
立

的
か

つ
適

切
な

行
動

が
と

れ
る

よ
う

に
、

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

活
用

し
た

避
難

訓
練

、
避

難
計

画
検

討
等

の
取

り
組

み
に

対
し

て
必

要
な

支
援

・協
力

を
行

う
。

4
) 

水
防

団
等

と
の

連
携

　
洪

水
時

の
水

防
活

動
は

水
防

団
が

主
体

と
な

っ
て

実
施

し
て

い
る

。
水

防
活

動
を

迅
速

か
つ

円
滑

に
行

う
た

め
、

そ
の

主
体

と
な

る
自

治
体

と
関

係
機

関
、

河
川

管
理

者
か

ら
な

る
「吉

野
川

上
・下

流
水

防
連

絡
協

議
会

」を
定

期
的

に
開

催
し

、
連

絡
体

制
・重

要
水

防
箇

所
等

の
確

認
、

土
砂

、
土

の
う

袋
等

の
水

防
資

機
材

の
備

蓄
状

況
な

ど
関

連
す

る
情

報
に

つ
い

て
共

有
化

を
図

る
。

ま
た

出
水

期
前

に
重

要
水

防
箇

所
の

合
同

巡
視

、
水

防
訓

練
等

に
よ

り
水

防
体

制
の

充
実

を
図

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
さ

ら
に

、
水

防
警

報
の

迅
速

な
発

令
に

よ
り

円
滑

な
水

防
活

動
を

支
援

、
災

害
の

軽
減

を
図

る
と

と
も

に
、

出
水

期
前

に
は

関
係

機
関

と
連

携
し

て
、

情
報

伝
達

訓
練

を
行

う
。

　
防

災
情

報
の

提
供

に
あ

た
っ

て
は

、
住

民
等

の
受

け
手

側
が

防
災

情
報

を
正

確
に

理
解

し
、

的
確

な
判

断
や

行
動

に
繋

が
る

よ
う

、
防

災
情

報
に

使
用

す
る

用
語

の
改

善
な

ど
も

含
め

、
提

供
を

行
っ

た
情

報
で

共
通

し
た

危
険

性
を

認
識

で
き

る
よ

う
情

報
の

内
容

や
発

信
法

の
改

善
と

充
実

に
努

め
る

。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
3
～

1
2
4
】

2
) 

地
震

及
び

洪
水

へ
の

対
応

　
地

震
や

洪
水

の
際

に
は

、
河

川
巡

視
等

に
よ

り
堤

防
・護

岸
な

ど
河

川
管

理
施

設
等

の
被

災
状

況
を

把
握

し
、

迅
速

か
つ

的
確

な
対

応
を

行
う

。

　
ま

た
、

不
測

の
事

態
が

発
生

し
た

場
合

に
は

臨
機

に
応

急
復

旧
な

ど
緊

急
的

な
対

応
等

を
実

施
し

、
徳

島
県

を
経

由
し

た
各

市
町

村
か

ら
の

出
動

要
請

に
応

え
、

保
有

す
る

災
害

対
策

用
機

械
の

派
遣

等
を

行
う

こ
と

で
、

地
震

・洪
水

被
害

の
防

止
・軽

減
に

努
め

る
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
3
～

1
2
4
】

3
) 

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
整

備
の

促
進

活
用

　
洪

水
時

に
適

切
に

対
応

す
る

た
め

、
各

市
町

の
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
・公

表
・改

善
、

ま
る

ご
と

ま
ち

ご
と

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

施
策

の
推

進
な

ど
水

防
体

制
や

避
難

誘
導

体
制

の
拡

充
に

向
け

た
取

り
組

み
に

対
し

、
今

後
も

可
能

な
限

り
技

術
的

支
援

・協
力

を
実

施
す

る
。

　
平

成
２

１
年

４
月

１
日

よ
り

水
災

害
予

報
対

策
を

円
滑

に
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
水

災
害

予
報

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

ま
し

た
。

水
災

害
の

監
視

・予
測

の
高

度
化

、
水

災
害

の
監

視
・予

測
・予

警
報

・水
位

情
報

等
に

関
す

る
情

報
収

集
や

情
報

提
供

、
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

候
変

化
に

よ
る

水
災

害
へ

の
影

響
分

析
・評

価
、

防
災

関
係

機
関

に
対

す
る

支
援

、
そ

の
他

必
要

な
対

策
を

講
じ

て
い

き
ま

す
。

- 152 -



テ ー マ
 維

持
管

理
－

1
　

防
災

情
報

の
充

実
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

5
)水

害
防

止
体

制
の

構
築

　
地

域
住

民
、

水
防

団
、

自
治

体
、

河
川

管
理

者
等

が
、

洪
水

時
に

、
自

助
、

共
助

、
公

助
の

連
携

、
協

働
を

踏
ま

え
つ

つ
、

的
確

に
行

動
し

、
被

害
を

で
き

る
だ

け
軽

減
す

る
た

め
の

防
災

体
制

や
連

絡
体

制
の

一
層

の
強

化
を

図
る

。

　
こ

の
た

め
、

国
土

交
通

省
と

地
元

自
治

体
が

洪
水

時
の

河
川

の
状

況
や

は
ん

濫
の

状
況

を
迅

速
か

つ
的

確
に

把
握

し
て

、
水

防
活

動
や

避
難

等
の

活
動

を
効

果
的

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

雨
量

や
水

位
等

の
河

川
情

報
を

よ
り

分
か

り
や

す
い

形
で

伝
達

す
る

。
ま

た
、

地
域

の
実

情
に

詳
し

い
住

民
等

か
ら

現
地

の
情

報
収

集
を

行
う

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

を
共

有
す

る
体

制
の

確
立

に
努

め
る

。

　
ま

た
、

地
域

住
民

、
自

主
防

災
組

織
、

民
間

団
体

等
が

、
災

害
時

に
行

う
水

害
防

止
活

動
を

支
援

す
る

よ
う

努
め

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
さ

ら
に

、
洪

水
時

に
は

、
水

防
団

等
が

迅
速

な
水

防
活

動
を

行
え

る
よ

う
に

河
川

情
報

を
提

供
す

る
等

の
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
水

防
団

等
が

高
齢

化
し

て
い

る
現

状
を

踏
ま

え
、

水
防

活
動

の
機

械
化

等
の

省
力

化
に

努
め

る
。

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
4
】

6
) 

浸
水

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

の
支

援

　
浸

水
の

危
険

性
が

あ
る

地
域

の
周

知
や

洪
水

は
ん

濫
及

び
水

害
対

策
に

関
す

る
知

見
の

提
供

等
に

よ
り

、
市

町
に

よ
る

浸
水

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

を
支

援
す

る
。

7
) 

水
質

事
故

へ
の

対
応

　
不

法
投

棄
や

事
故

等
に

よ
り

油
類

あ
る

い
は

有
害

物
質

が
河

川
に

流
出

す
る

水
質

事
故

は
、

流
域

内
に

生
息

す
る

魚
類

等
の

生
態

系
の

み
な

ら
ず

水
利

用
者

に
も

多
大

な
影

響
を

与
え

る
た

め
、

水
質

事
故

発
生

時
に

は
流

出
の

阻
止

や
拡

散
防

止
の

対
策

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

対
応

に
必

要
な

資
機

材
の

整
備

を
行

う
。

ま
た

、
定

期
的

に
「吉

野
川

水
系

水
質

汚
濁

防
止

連
絡

協
議

会
」等

を
開

催
し

連
絡

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

水
質

事
故

訓
練

等
を

行
う

こ
と

で
、

迅
速

な
対

応
が

可
能

と
な

る
よ

う
体

制
を

充
実

を
す

る
。

　
水

質
事

故
防

止
に

は
、

地
域

住
民

の
意

識
の

向
上

が
不

可
欠

で
あ

り
、

関
係

機
関

が
連

携
し

て
水

質
事

故
防

止
に

向
け

た
啓

発
や

情
報

提
供

を
行

う
。
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テ ー マ
 維

持
管

理
－

2
　

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

の
充

実
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 地

形
の

特
殊

な
と

こ
ろ

に
つ

い
て

は
、

い
ろ

ん
な

形
で

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
し

、
地

域
の

特
性

を
踏

ま
え

、
本

当
に

役
に

立
つ

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

す
る

た
め

の
支

援
を

し
て

ほ
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

2
-
1
　

治
水

の
現

状
と

課
題

【
河

川
整

備
計

画
案

P
4
1
】

(4
)浸

水
被

害
の

軽
減

策
及

び
危

機
管

理

　
吉

野
川

で
は

、
こ

れ
ま

で
も

工
事

実
施

基
本

計
画

に
基

づ
く

着
実

な
整

備
を

実
施

し
て

き
た

。
し

か
し

、
現

状
施

設
の

整
備

水
準

以
上

の
洪

水
が

発
生

す
る

可
能

性
は

常
に

存
在

し
て

い
る

。
ま

た
、

将
来

、
計

画
さ

れ
た

施
設

整
備

が
完

成
し

た
と

し
て

も
、

計
画

規
模

以
上

の
洪

水
（超

過
洪

水
）が

発
生

す
る

可
能

性
は

存
在

す
る

。
さ

ら
に

、
今

後
、

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
化

に
よ

る
洪

水
・高

潮
の

増
大

等
の

リ
ス

ク
の

増
大

が
見

込
ま

れ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

こ
れ

ら
水

災
害

の
す

べ
て

を
完

全
に

防
御

す
る

こ
と

は
難

し
い

こ
と

か
ら

、
洪

水
は

ん
濫

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

の
施

設
整

備
を

着
実

に
進

め
て

い
く

こ
と

と
並

行
し

て
、

例
え

そ
の

よ
う

な
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

で
も

、
壊

滅
的

な
被

害
を

回
避

す
る

と
と

も
に

、
被

害
の

最
小

化
を

目
的

と
す

る
適

応
策

の
実

施
に

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
洪

水
は

ん
濫

が
発

生
し

た
場

合
に

も
人

的
被

害
の

発
生

を
回

避
す

る
た

め
に

は
、

的
確

な
避

難
を

可
能

と
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
住

民
が

的
確

な
避

難
行

動
を

取
る

た
め

に
役

立
つ

情
報

を
分

か
り

や
す

く
提

供
す

る
必

要
が

あ
る

。
国

土
交

通
省

で
は

、
自

治
体

に
よ

る
避

難
勧

告
・避

難
指

示
の

発
令

を
支

援
す

る
た

め
、

洪
水

予
報

に
よ

り
洪

水
時

に
予

測
さ

れ
る

水
位

情
報

等
を

提
供

し
て

い
る

。

　
ま

た
、

国
土

交
通

省
は

、
浸

水
想

定
区

域
図

の
公

表
に

よ
り

、
自

治
体

に
よ

る
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

平
成

17
年

5月
に

改
正

さ
れ

た
水

防
法

に
よ

り
、

市
町

村
は

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

公
表

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る

が
お

り
、

現
在

公
表

済
み

の
吉

野
川

流
域

（国
管

理
区

間
沿

川
）の

す
べ

て
の

自
治

体
は

、
で

あ
る

6
市

7
8
町

で
あ

り
、

公
表

さ
れ

て
い

る
。

今
後

は
残

る
町

に
つ

い
て

も
早

急
に

公
表

で
き

る
よ

う
に

も
河

川
情

報
等

の
普

及
に

対
し

支
援

し
て

い
く

と
と

も
に

、
ま

る
ご

と
ま

ち
ご

と
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
の

施
策

を
推

進
・支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
住

民
に

と
っ

て
身

近
で

わ
か

り
や

す
い

情
報

と
し

て
定

着
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

　
四

国
地

方
整

備
局

で
は

、
今

後
と

も
ま

る
ご

と
ま

ち
ご

と
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
推

進
も

含
め

、
各

市
町

村
別

の
課

題
に

関
す

る
相

談
や

解
決

に
向

け
必

要
な

情
報

等
に

関
し

て
、

で
き

る
限

り
技

術
的

支
援

・協
力

を
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
、

そ
の

旨
河

川
整

備
計

画
案

P
4
1
,1

2
3
 3

)洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
整

備
の

促
進

を
記

載
し

て
い

ま
す

。

　
な

お
、

吉
野

川
・旧

吉
野

川
・今

切
川

に
お

け
る

浸
水

想
定

区
域

図
に

つ
い

て
は

、
徳

島
河

川
国

道
事

務
所

の
Ｈ

Ｐ

［
h
tt

p
:/

/
w
w
w
.s

kr
.m

lit
.g

o
.j
p
/
to

ku
sh

im
a/

b
o
u
sa

i/
b
o
u
sa

i.
h
tm

l ］

に
掲

載
を

行
っ

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
各

市
町

村
の

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

つ
い

て
は

、
国

土
交

通
省

H
P
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト

［
h
tt

p
:/

/
w
w
w
1
.g

si
.g

o
.j
p
/
ge

o
w
w
w
/
d
is

ap
o
ta

l/
in

d
ex

.h
tm

l］

か
ら

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
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持
管

理
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2
　

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

の
充

実
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(3
) 

浸
水

被
害

軽
減

策
及

び
危

機
管

理
体

制
の

整
備

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
3
】

3
) 

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
整

備
の

促
進

活
用

　
洪

水
時

に
適

切
に

対
応

す
る

た
め

、
各

市
町

の
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
・公

表
･改

善
、

ま
る

ご
と

ま
ち

ご
と

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

施
策

の
推

進
な

ど
水

防
体

制
や

避
難

誘
導

体
制

の
拡

充
に

向
け

た
取

り
組

み
に

対
し

、
今

後
も

可
能

な
限

り
技

術
的

支
援

・協
力

を
実

施
す

る
。

　
さ

ら
に

、
地

域
住

民
、

学
校

、
企

業
等

が
水

害
に

対
す

る
意

識
を

高
め

、
日

頃
か

ら
浸

水
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

の
備

え
を

進
め

る
と

と
も

に
、

洪
水

時
に

自
立

的
か

つ
適

切
な

行
動

が
と

れ
る

よ
う

に
、

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

活
用

し
た

避
難

訓
練

、
避

難
計

画
検

討
等

の
取

り
組

み
に

対
し

て
必

要
な

支
援

・協
力

を
行

う
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 維

持
管

理
－

3
　

河
道

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
（

樹
木

伐
採

・
河

積
確

保
）

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 川

の
中

に
ど

ん
ど

ん
木

が
増

え
て

、
洪

水
時

に
流

水
を

妨
げ

る
の

で
、

計
画

を
早

め
に

立
て

て
、

早
く

取
り

除
い

て
ほ

し
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
洪

水
の

疎
通

能
力

の
維

持
及

び
低

水
路

の
安

定
化

を
図

る
た

め
、

河
床

変
動

及
び

竹
林

の
繁

茂
状

況
に

つ
い

て
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

、
河

道
整

正
及

び
樹

木
伐

採
を

実
施

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

、
そ

の
こ

と
に

つ
い

て
は

、
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
6
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

4
-
1
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
の

保
全

・
再

生
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
4
】

3
) 

河
道

内
樹

木
の

取
扱

い

　
吉

野
川

で
は

、
河

道
内

樹
木

の
繁

茂
・拡

大
が

洪
水

の
安

全
な

流
下

の
支

障
と

な
っ

て
い

る
箇

所
や

レ
キ

河
原

の
減

少
等

、
吉

野
川

本
来

の
景

観
や

自
然

環
境

を
変

化
さ

せ
て

い
る

箇
所

に
お

い
て

、
治

水
・環

境
・風

土
の

側
面

か
ら

吉
野

川
の

望
ま

し
い

河
川

環
境

の
創

出
・再

生
を

目
的

と
し

て
樹

木
管

理
を

行
う

。

　
樹

木
管

理
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

、
当

面
の

対
象

樹
木

に
関

す
る

管
理

計
画

を
立

案
し

、
初

め
に

個
別

箇
所

の
管

理
目

標
を

明
確

に
定

め
た

上
で

、
現

状
の

河
道

内
樹

木
を

治
水

、
環

境
、

風
土

の
観

点
か

ら
評

価
す

る
。

そ
の

結
果

、
全

て
の

観
点

か
ら

プ
ラ

ス
と

評
価

さ
れ

る
場

合
に

は
「保

全
・促

進
」、

マ
イ

ナ
ス

と
評

価
さ

れ
る

場
合

は
「排

除
・改

善
」す

る
た

め
の

手
法

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
プ

ラ
ス

と
マ

イ
ナ

ス
の

評
価

が
混

在
す

る
場

合
に

は
、

派
生

す
る

矛
盾

や
対

立
を

調
整

す
る

た
め

に
回

避
、

低
減

、
代

償
等

（
ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

）の
措

置
を

実
施

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

、
目

標
の

達
成

に
向

け
た

適
正

な
管

理
に

努
め

る
。
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テ ー マ
 維

持
管

理
－

3
　

河
道

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
（

樹
木

伐
採

・
河

積
確

保
）

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

河
川

の
維

持
管

理
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
6
】

①
 河

道
の

維
持

管
理

　
事

業
実

施
箇

所
に

お
け

る
効

果
の

持
続

性
や

洪
水

の
流

下
に

支
障

を
生

じ
な

い
よ

う
に

、
河

道
に

つ
い

て
は

、
河

川
巡

視
や

縦
横

断
測

量
等

、
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
い

、
土

砂
堆

積
や

河
床

低
下

等
の

河
道

状
況

の
把

握
に

努
め

る
。

　
洪

水
の

流
下

能
力

の
維

持
及

び
低

水
路

の
安

定
化

を
図

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
て

河
道

整
正

や
樹

木
伐

採
を

行
う

。

　
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
施

策
と

し
て

、
河

道
の

掘
削

や
樹

木
伐

採
を

行
う

箇
所

、
特

に
吉

野
川

中
流

域
の

清
谷

川
合

流
点

か
ら

美
馬

中
央

橋
付

近
等

に
つ

い
て

は
、

河
床

変
動

及
び

竹
林

の
繁

茂
状

況
を

定
期

的
に

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
し

、
流

下
能

力
評

価
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
、

河
道

整
正

や
樹

木
管

理
等

の
措

置
を

実
施

す
る

。

　
ま

た
、

増
水

（
出

水
）
後

は
、

河
川

巡
視

等
に

よ
り

点
検

を
行

う
と

と
も

に
、

水
衝

部
付

近
の

局
所

的
な

深
掘

れ
が

見
ら

れ
る

箇
所

に
つ

い
て

は
、

そ
の

進
行

状
況

の
点

検
を

実
施

し
、

必
要

に
応

じ
、

適
切

に
護

岸
・根

固
め

等
の

補
修

を
実

施
す

る
。

　
旧

吉
野

川
の

ホ
テ

イ
ア

オ
イ

や
ボ

タ
ン

ウ
キ

ク
サ

等
へ

の
対

応
と

し
て

は
、

河
川

巡
視

に
よ

り
早

期
に

発
見

す
る

と
と

も
に

、
「
ホ

テ
イ

ア
オ

イ
等

対
策

連
絡

会
」等

を
通

じ
て

、
関

係
機

関
と

情
報

共
有

を
行

う
な

ど
、

連
携

を
図

り
、

早
期

の
駆

除
に

努
め

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
 維

持
管

理
－

4
　

河
川

の
適

正
な

維
持

管
理

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

4
-
1
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(1
) 

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
の

保
全

・
再

生
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
4
】

3
) 

河
道

内
樹

木
の

取
扱

い

　
吉

野
川

で
は

、
河

道
内

樹
木

の
繁

茂
・拡

大
が

洪
水

の
安

全
な

流
下

の
支

障
と

な
っ

て
い

る
箇

所
や

レ
キ

河
原

の
減

少
等

、
吉

野
川

本
来

の
景

観
や

自
然

環
境

を
変

化
さ

せ
て

い
る

箇
所

に
お

い
て

、
治

水
・環

境
・風

土
の

側
面

か
ら

吉
野

川
の

望
ま

し
い

河
川

環
境

の
創

出
・再

生
を

目
的

と
し

て
樹

木
管

理
を

行
う

。

　
樹

木
管

理
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

、
当

面
の

対
象

樹
木

に
関

す
る

管
理

計
画

を
立

案
し

、
初

め
に

個
別

箇
所

の
管

理
目

標
を

明
確

に
定

め
た

上
で

、
現

状
の

河
道

内
樹

木
を

治
水

、
環

境
、

風
土

の
観

点
か

ら
評

価
す

る
。

そ
の

結
果

、
全

て
の

観
点

か
ら

プ
ラ

ス
と

評
価

さ
れ

る
場

合
に

は
「保

全
・促

進
」、

マ
イ

ナ
ス

と
評

価
さ

れ
る

場
合

は
「排

除
・改

善
」す

る
た

め
の

手
法

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
プ

ラ
ス

と
マ

イ
ナ

ス
の

評
価

が
混

在
す

る
場

合
に

は
、

派
生

す
る

矛
盾

や
対

立
を

調
整

す
る

た
め

に
回

避
、

低
減

、
代

償
等

（
ミ
チ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

）の
措

置
を

実
施

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

、
目

標
の

達
成

に
向

け
た

適
正

な
管

理
に

努
め

る
。

要
旨

a

意
見

要
旨

要
旨

a.
 河

道
内

の
清

掃
活

動
、

樹
木

や
竹

の
伐

採
な

ど
を

行
い

、
水

の
流

れ
や

景
観

を
守

っ
て

ほ
し

い
。

要
旨

b
. 

適
切

な
維

持
管

理
に

つ
い

て

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
河

川
の

清
掃

や
樹

木
伐

採
に

つ
い

て
は

、
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
4
,1

1
6
,1

1
9
に

記
載

し
て

い
る

と
お

り
、

河
川

の
良

好
な

状
態

を
保

ち
、

ま
た

、
本

来
の

機
能

が
発

揮
さ

れ
る

よ
う

適
切

に
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

河
川

の
維

持
管

理
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
6
】

①
 河

道
の

維
持

管
理

　
事

業
実

施
箇

所
に

お
け

る
効

果
の

持
続

性
や

洪
水

の
流

下
に

支
障

を
生

じ
な

い
よ

う
に

、
河

道
に

つ
い

て
は

、
河

川
巡

視
や

縦
横

断
測

量
等

、
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
い

、
土

砂
堆

積
や

河
床

低
下

等
の

河
道

状
況

の
把

握
に

努
め

る
。

　
洪

水
の

流
下

能
力

の
維

持
及

び
低

水
路

の
安

定
化

を
図

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
て

河
道

整
正

や
樹

木
伐

採
を

行
う

。

　
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
施

策
と

し
て

、
河

道
の

掘
削

や
樹

木
伐

採
を

行
う

箇
所

、
特

に
吉

野
川

中
流

域
の

清
谷

川
合

流
点

か
ら

美
馬

中
央

橋
付

近
等

に
つ

い
て

は
、

河
床

変
動

及
び

竹
林

の
繁

茂
状

況
を

定
期

的
に

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
し

、
流

下
能

力
評

価
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
、

河
道

整
正

や
樹

木
管

理
等

の
措

置
を

実
施

す
る

。
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テ ー マ
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持
管

理
－

4
　

河
川

の
適

正
な

維
持

管
理

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
ま

た
、

増
水

（
出

水
）
後

は
、

河
川

巡
視

等
に

よ
り

点
検

を
行

う
と

と
も

に
、

水
衝

部
付

近
の

局
所

的
な

深
掘

れ
が

見
ら

れ
る

箇
所

に
つ

い
て

は
、

そ
の

進
行

状
況

の
点

検
を

実
施

し
、

必
要

に
応

じ
、

適
切

に
護

岸
・根

固
め

等
の

補
修

を
実

施
す

る
。

　
旧

吉
野

川
の

ホ
テ

イ
ア

オ
イ

や
ボ

タ
ン

ウ
キ

ク
サ

等
へ

の
対

応
と

し
て

は
、

河
川

巡
視

に
よ

り
早

期
に

発
見

す
る

と
と

も
に

、
「
ホ

テ
イ

ア
オ

イ
等

対
策

連
絡

会
」等

を
通

じ
て

、
関

係
機

関
と

情
報

共
有

を
行

う
な

ど
、

連
携

を
図

り
、

早
期

の
駆

除
に

努
め

る
。

要
旨

b
4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

河
川

の
維

持
管

理
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
7
】

②
 堤

防
・
護

岸
の

維
持

管
理

 　
堤

防
や

護
岸

に
つ

い
て

は
、

洪
水

時
に

機
能

を
維

持
で

き
る

よ
う

、
平

常
時

の
点

検
と

必
要

に
応

じ
た

適
切

な
堤

防
除

草
・補

修
を

実
施

す
る

。
 　

ま
た

、
洪

水
時

に
お

い
て

も
、

河
川

巡
視

等
に

よ
る

漏
水

や
護

岸
損

傷
等

の
状

況
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、

洪
水

後
に

は
、

堤
防

や
護

岸
の

変
形

や
被

災
の

有
無

を
巡

視
・点

検
し

、
必

要
に

応
じ

て
適

切
な

補
修

を
実

施
す

る
。

 　
な

お
、

堤
防

に
つ

い
て

は
、

堤
防

の
変

形
・ひ

び
割

れ
等

の
変

状
を

早
期

に
発

見
す

る
た

め
、

堤
防

除
草

を
出

水
期

の
前

後
（年

2回
）に

行
っ

た
上

で
徒

歩
に

よ
る

堤
防

目
視

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
の

点
検

を
実

施
し

、
必

要
に

応
じ

て
適

切
な

補
修

を
行

う
。

な
お

、
刈

草
に

つ
い

て
は

、
農

家
で

の
再

利
用

や
堆

肥
化

な
ど

の
リ
サ

イ
ク

ル
・コ

ス
ト

縮
減

に
努

め
る

。

　
河

川
巡

視
等

に
よ

る
点

検
お

よ
び

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
対

処
す

る
な

ど
、

こ
れ

か
ら

も
適

切
な

河
川

の
維

持
管

理
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

河
川

の
維

持
管

理
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
9
】

⑤
河

川
美

化

　
河

川
の

監
視

体
制

の
強

化
や

河
川

愛
護

モ
ニ

タ
ー

制
度

の
積

極
的

な
活

用
等

に
よ

り
、

地
域

住
民

や
関

係
機

関
と

連
携

・協
働

し
、

今
後

さ
ら

な
る

河
川

美
化

に
努

め
る

。
　

ま
た

、
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

一
斉

清
掃

を
実

施
し

ゴ
ミ
土

砂
等

の
不

法
投

棄
に

対
し

て
は

、
河

川
巡

視
の

強
化

や
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

不
法

投
棄

行
為

者
に

対
し

撤
去

指
導

を
行

う
等

の
適

切
な

対
策

を
行

い
、

放
置

車
両

等
に

つ
い

て
も

同
様

な
対

策
を

実
施

す
る

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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5
　

水
質

の
保

全
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
要

旨
b

　
環

境
用

水
に

つ
い

て
は

、
居

住
地

区
の

親
水

性
の

向
上

等
公

共
の

福
祉

の
増

進
に

資
す

る
も

の
で

あ
れ

ば
、

地
方

公
共

団
体

等
に

許
可

で
き

る
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

。
今

後
、

環
境

用
水

の
申

請
が

あ
れ

ば
、

上
水

道
な

ど
生

活
に

関
わ

る
利

水
状

況
や

取
水

を
優

先
さ

せ
た

う
え

で
、

取
水

が
行

わ
れ

る
河

川
の

環
境

保
全

に
必

要
な

水
量

と
の

バ
ラ

ン
ス

を
考

慮
し

な
が

ら
、

適
正

に
対

応
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
ま

た
、

環
境

用
水

は
水

利
権

の
一

つ
で

あ
り

、
環

境
用

水
の

許
可

受
主

体
で

あ
る

市
町

村
な

ど
か

ら
申

請
が

あ
っ

た
際

、
流

水
の

状
況

、
利

水
状

況
を

勘
案

し
て

許
可

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

ま
す

が
、

許
可

の
基

準
に

つ
い

て
河

川
整

備
計

画
案

P
11

9 
「許

認
可

事
務

」に
あ

る
よ

う
に

、
河

川
法

に
基

づ
き

適
正

に
実

施
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 水

質
悪

化
の

著
し

い
地

域
や

そ
の

生
物

環
境

を
保

全
再

生
す

る
た

め
に

、
環

境
水

利
権

の
考

え
を

取
り

入
れ

て
ほ

し
い

。
要

旨
b
. 

具
体

的
に

水
質

の
基

準
や

保
全

の
行

動
の

指
針

を
示

し
て

ほ
し

い
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

3
-
5
-2

 河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

【
河

川
整

備
計

画
案

P
7
6
】

3
) 

水
質

　
良

好
な

水
質

を
維

持
す

る
こ

と
は

、
流

域
に

暮
ら

す
多

く
の

人
々

の
生

活
や

河
川

に
生

息
・生

育
・繁

殖
し

て
い

る
生

物
に

と
っ

て
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
関

係
機

関
と

の
連

携
、

調
整

及
び

地
域

住
民

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
良

好
な

水
質

の
維

持
に

向
け

た
取

り
組

み
を

推
進

す
る

。

2
-
2
-3

 水
質

【
河

川
整

備
計

画
案

P
4
8
】

(1
) 

水
質

状
況

  
吉

野
川

の
環

境
基

準
の

類
型

指
定

の
状

況
は

、
大

川
橋

上
流

で
は

A
A

類
型

、
大

川
橋

直
下

流
か

ら
河

口
ま

で
は

A
類

型
で

あ
り

、
両

区
間

と
も

環
境

基
準

（B
O

D
7
5
%
値

）
を

達
成

し
て

お
り

、
良

好
な

水
質

が
維

持
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

旧
吉

野
川

・今
切

川
は

、
第

十
樋

門
か

ら
旧

吉
野

川
河

口
堰

ま
で

は
A

類
型

、
旧

吉
野

川
河

口
堰

下
流

な
ら

び
に

今
切

川
河

口
堰

下
流

で
B

類
型

、
今

切
川

河
口

堰
上

流
で

は
C

類
型

と
な

っ
て

お
り

、
い

ず
れ

の
区

間
も

環
境

基
準

(B
O

D
7
5
%
値

)を
達

成
し

て
い

る
。

た
だ

し
、

徳
島

県
に

お
け

る
汚

水
処

理
施

設
の

整
備

率
は

全
国

的
に

も
低

く
、

下
水

道
整

備
の

遅
れ

等
に

よ
り

水
質

悪
化

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

。
吉

野
川

の
水

は
、

流
域

に
暮

ら
す

多
く

の
人

々
の

生
活

や
産

業
を

支
え

る
水

道
用

水
や

か
ん

が
い

用
水

等
と

し
て

、
ま

た
、

河
川

で
生

物
が

生
息

・生
育

・繁
殖

す
る

た
め

の
水

と
し

て
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

の
も

と
、

下
水

道
の

整
備

や
合

併
処

理
浄

化
槽

の
設

置
等

の
促

進
に

よ
り

、
工

場
や

家
庭

排
水

か
ら

の
汚

濁
負

荷
量

の
低

減
に

よ
る

良
好

な
水

質
や

河
床

の
環

境
の

維
持

に
向

け
た

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

  
ま

た
、

ダ
ム

湖
の

環
境

基
準

は
、

早
明

浦
ダ

ム
、

柳
瀬

ダ
ム

、
新

宮
ダ

ム
で

は
湖

沼
A

類
型

、
富

郷
ダ

ム
で

は
河

川
A

A
類

型
、

池
田

ダ
ム

で
は

河
川

A
類

型
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

全
ダ

ム
に

お
け

る
B

O
D

7
5
％

値
、

C
O

D
7
5
％

値
は

環
境

基
準

を
満

足
し

て
お

り
、

水
質

は
良

好
と

言
え

る
。

な
お

、
一

部
の

ダ
ム

湖
で

は
淡

水
赤

潮
が

発
生

す
る

こ
と

も
あ

り
、

水
質

・底
質

の
動

向
を

監
視

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

　
今

後
も

定
期

的
な

水
質

の
監

視
を

行
う

と
と

も
に

、
下

水
道

事
業

等
と

連
携

し
て

水
質

の
保

全
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
6
,1

2
7
 (
3
)水

質
の

保
全

に
記

載
し

て
い

る
よ

う
に

、
吉

野
川

流
域

一
斉

水
質

調
査

や
水

生
生

物
調

査
な

ど
、

地
域

住
民

等
と

一
体

と
な

っ
た

水
質

保
全

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

い
く

と
と

も
に

、
今

後
も

水
質

調
査

結
果

を
公

表
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
良

好
な

水
質

の
維

持
・改

善
に

向
け

た
広

報
・啓

発
等

に
努

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。
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5
　

水
質

の
保

全
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

4
-
2
-2

 河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
6
～

1
2
7
】

(3
) 

水
質

の
保

全

　
吉

野
川

は
良

好
な

水
環

境
を

有
す

る
河

川
で

あ
り

、
多

種
多

様
な

動
植

物
が

生
息

・生
育

・繁
殖

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
流

水
は

水
道

用
水

や
か

ん
が

い
用

水
等

に
利

用
さ

れ
る

な
ど

、
流

域
に

暮
ら

す
多

く
の

人
々

の
生

活
や

産
業

活
動

を
支

え
て

い
る

こ
と

か
ら

、
良

好
な

水
質

や
河

床
の

環
境

を
保

全
す

る
こ

と
は

人
間

生
活

と
調

和
の

と
れ

た
自

然
豊

か
な

河
川

環
境

を
保

全
す

る
た

め
の

重
要

な
課

題
で

あ
る

。

　
水

質
の

保
全

に
あ

た
っ

て
は

、
吉

野
川

及
び

旧
吉

野
川

・今
切

川
の

水
質

（B
O

D
75

%値
）は

、
環

境
基

準
を

達
成

し
て

い
る

が
、

引
き

続
き

定
期

的
な

観
測

に
よ

り
水

質
の

状
況

を
監

視
す

る
。

水
質

が
悪

化
し

た
河

川
に

お
い

て
は

、
浄

化
事

業
に

つ
い

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、

環
境

用
水

に
つ

い
て

は
申

請
が

あ
れ

ば
適

正
に

対
応

す
る

。
ま

た
、

良
好

な
水

質
を

維
持

す
る

た
め

に
は

、
流

域
全

体
に

お
け

る
取

り
組

み
が

重
要

と
な

る
こ

と
か

ら
、

吉
野

川
流

域
一

斉
水

質
調

査
や

水
生

生
物

調
査

に
よ

る
地

域
住

民
等

と
一

体
と

な
っ

た
水

質
を

保
全

す
る

取
り

組
み

を
継

続
す

る
な

ど
、

良
好

な
水

質
の

維
持

に
向

け
た

広
報

・啓
発

等
を

行
う

。
ま

た
、

｢吉
野

川
水

系
水

質
汚

濁
防

止
連

絡
協

議
会

｣等
を

通
じ

て
情

報
を

共
有

し
、

地
域

住
民

、
関

係
機

関
等

と
の

連
携

の
も

と
で

現
況

水
質

の
維

持
に

努
め

る
。

　
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
淡

水
赤

潮
の

発
生

も
あ

る
こ

と
か

ら
引

き
続

き
定

期
的

な
水

質
観

測
に

よ
り

、
水

質
・底

質
の

動
向

を
監

視
し

て
い

く
。

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(1
) 

河
川

の
維

持
管

理
【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
1
9
】

④
許

認
可

事
務

  
河

川
区

域
内

の
土

地
の

占
用

、
工

作
物

の
新

築
・
改

築
、

土
地

の
形

状
変

更
、

砂
利

採
取

等
の

許
認

可
事

務
に

つ
い

て
は

、
河

川
法

に
基

づ
き

適
正

な
処

理
を

行
う

。

　
と

く
に

、
砂

利
採

取
は

、
砂

利
資

源
の

枯
渇

傾
向

な
ら

び
に

河
川

管
理

施
設

や
河

川
環

境
へ

の
影

響
に

十
分

に
配

慮
し

な
が

ら
砂

利
採

取
法

等
に

基
づ

き
適

正
な

処
理

を
行

う
。
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6
　

ダ
ム

の
管

理
規

定
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

b

　
早

明
浦

ダ
ム

の
放

流
量

は
、

特
定

多
目

的
ダ

ム
法

に
よ

り
作

成
が

義
務

づ
け

ら
れ

た
基

本
計

画
に

定
め

ら
れ

て
お

り
、

実
運

用
に

つ
い

て
「施

設
管

理
規

程
と

管
理

規
程

細
則

」に
従

い
決

定
し

て
い

ま
す

。

　
吉

野
川

２
ダ

ム
（早

明
浦

ダ
ム

、
池

田
ダ

ム
）と

銅
山

川
３

ダ
ム

（富
郷

ダ
ム

、
柳

瀬
ダ

ム
、

新
宮

ダ
ム

）に
つ

い
て

は
、

統
合

管
理

に
よ

り
流

域
全

体
の

視
点

に
た

っ
た

、
効

果
的

な
流

量
調

節
を

行
っ

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
異

常
渇

水
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
広

域
的

水
利

用
及

び
危

機
管

理
の

観
点

か
ら

、
既

存
の

水
資

源
開

発
施

設
の

有
効

利
用

も
含

め
た

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、

上
流

ダ
ム

群
の

治
水

機
能

向
上

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
  
ダ

ム
の

運
用

は
、

ど
こ

が
管

理
し

て
い

る
の

で
す

か
。

ま
た

、
管

理
規

程
は

公
表

さ
れ

て
い

る
の

で
す

か
。

要
旨

b
. 

上
流

ダ
ム

群
の

統
合

管
理

の
重

要
性

に
つ

い
て

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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維

持
管

理
－

7
　

早
明

浦
ダ

ム
に

お
け

る
護

岸
補

修
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 早

明
浦

ダ
ム

の
護

岸
の

保
全

を
実

施
し

て
ほ

し
い

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
ダ

ム
貯

水
池

周
辺

の
河

岸
の

保
全

は
重

要
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
堆

砂
に

つ
い

て
は

渇
水

時
の

濁
水

の
発

生
原

因
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
ら

の
整

備
の

必
要

性
の

高
い

箇
所

の
護

岸
整

備
や

堆
砂

撤
去

は
ダ

ム
管

理
者

が
適

宜
実

施
し

て
い

ま
す

。

　
一

方
、

堆
砂

土
に

つ
い

て
は

有
効

利
用

を
図

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
が

、
道

路
へ

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
道

路
管

理
者

が
事

業
主

体
と

な
り

ま
す

。
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テ ー マ
 維

持
管

理
－

8
　

ダ
ム

堆
砂

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

b

　
柳

瀬
ダ

ム
で

は
、

利
水

容
量

と
洪

水
調

節
容

量
な

ど
の

有
効

容
量

内
の

堆
砂

率
は

約
1割

と
な

っ
て

お
り

、
平

成
3年

度
よ

り
堆

砂
除

去
等

の
対

策
を

検
討

・実
施

し
て

い
ま

す
。

今
後

と
も

引
き

続
き

容
量

回
復

の
為

、
ダ

ム
貯

水
位

が
低

下
し

た
時

な
ど

に
お

い
て

堆
砂

除
去

を
行

う
予

定
で

あ
り

、
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
0
 (
2
)ダ

ム
の

維
持

管
理

に
記

載
し

て
い

ま
す

。

　
早

明
浦

ダ
ム

の
堆

砂
に

つ
い

て
は

、
有

効
容

量
内

の
堆

砂
率

は
ご

く
わ

ず
か

で
あ

り
、

現
在

の
と

こ
ろ

利
水

上
の

機
能

に
影

響
を

与
え

て
い

ま
せ

ん
。

　
貯

水
位

が
下

が
っ

た
際

の
堆

砂
除

去
は

、
堆

砂
が

渇
水

時
の

濁
水

の
原

因
と

な
っ

て
い

る
た

め
実

施
し

て
い

る
も

の
で

す
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 近

年
の

度
重

な
る

出
水

に
よ

っ
て

ダ
ム

堆
砂

が
進

み
、

ダ
ム

の
洪

水
調

節
効

果
が

減
少

し
て

い
る

の
で

は
な

い
で

す
か

。
早

く
何

か
の

処
置

を
考

え
て

ほ
し

い
。

要
旨

b
. 

ダ
ム

の
堆

砂
を

除
去

し
、

利
水

容
量

を
確

保
し

て
ほ

し
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

4
-
2
-1

 洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

【
河

川
整

備
計

画
案

P
1
2
0
】

(2
) 

ダ
ム

の
維

持
管

理

　
上

流
ダ

ム
群

に
つ

い
て

は
、

統
合

管
理

に
よ

り
流

域
全

体
の

視
点

に
立

っ
た

、
効

果
的

な
流

量
調

節
を

行
う

。
そ

の
た

め
、

各
ダ

ム
や

水
文

観
測

所
等

の
河

川
管

理
施

設
に

つ
い

て
基

準
に

従
っ

て
適

正
に

点
検

し
、

管
理

す
る

と
と

も
に

、
流

木
処

理
や

堆
砂

対
策

等
を

適
切

に
行

い
、

ダ
ム

（
貯

水
池

）機
能

の
確

保
を

図
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
除

去
し

た
流

木
や

土
砂

は
、

可
能

な
限

り
有

効
活

用
を

図
る

。
ま

た
、

吉
野

川
上

流
ダ

ム
群

に
お

い
て

は
貯

水
池

内
の

地
す

べ
り

滑
動

の
監

視
を

継
続

し
、

必
要

に
応

じ
て

、
適

切
な

対
策

を
行

う
。

　
尚

、
ダ

ム
の

安
全

性
を

確
認

す
る

た
め

に
、

堤
体

等
に

お
け

る
必

要
な

観
測

を
適

切
に

行
う

と
共

に
、

施
設

の
維

持
補

修
、

ゲ
ー

ト
、

機
械

・電
気

設
備

等
の

維
持

補
修

に
つ

い
て

は
適

宜
実

施
し

て
い

く
。

　
柳

瀬
ダ

ム
で

は
、

治
水

機
能

の
向

上
等

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
、

平
成

17
年

度
よ

り
え

ん
堤

改
良

事
業

と
し

て
堆

砂
除

去
等

に
着

手
し

て
お

り
、

適
切

に
事

業
を

進
め

る
。
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住
民

参
加

に
関

す
る

仕
組

み
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

　
四

国
地

方
整

備
局

と
し

て
は

、
こ

れ
ま

で
に

素
案

、
修

正
素

案
、

再
修

正
素

案
、

原
案

を
お

示
し

し
て

、
「意

見
を

聴
く

会
」「

公
聴

会
」や

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
等

を
通

じ
、

み
な

さ
ま

か
ら

幅
広

く
丁

寧
か

つ
公

平
に

ご
意

見
を

お
聴

き
す

る
取

り
組

み
を

進
め

て
き

ま
し

た
。

　
お

聴
き

し
た

ご
意

見
に

つ
い

て
は

、
そ

の
ま

ま
公

表
す

る
と

と
も

に
、

問
題

点
の

明
確

化
や

論
点

の
整

理
の

た
め

の
と

り
ま

と
め

結
果

を
公

表
し

、
意

見
の

共
有

を
図

っ
て

い
ま

す
。

　
こ

れ
ま

で
３

年
間

に
わ

た
る

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

は
、

頂
い

た
ご

意
見

を
も

と
に

練
り

直
し

、
そ

れ
に

対
し

て
再

度
ご

意
見

を
頂

く
、

そ
の

よ
う

な
修

正
を

繰
り

返
す

こ
と

で
、

流
域

の
皆

様
の

ご
意

見
を

十
分

に
反

映
し

て
い

け
る

と
考

え
、

継
続

し
て

行
っ

て
き

た
も

の
で

す
。

　
こ

れ
ま

で
に

頂
い

た
ご

意
見

は
、

約
2
,9

0
0
件

に
及

び
そ

の
内

容
は

、
吉

野
川

は
流

域
が

四
国

４
県

に
わ

た
り

流
域

面
積

が
広

く
、

抱
え

る
課

題
や

関
心

事
項

が
地

区
毎

に
異

な
る

こ
と

か
ら

、
「ダ

ム
に

関
す

る
こ

と
」、

「無
堤

地
区

の
解

消
」、

「環
境

の
保

全
」等

と
会

場
毎

に
特

色
が

あ
る

な
ど

、
地

域
や

立
場

に
よ

り
異

な
る

多
様

な
ご

意
見

を
伺

う
こ

と
が

で
き

て
お

り
、

丁
寧

に
幅

広
く

か
つ

公
平

に
ご

意
見

を
聴

く
と

い
う

考
え

に
沿

っ
た

形
で

、
整

備
計

画
策

定
作

業
が

進
め

ら
れ

た
も

の
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

「吉
野

川
流

域
住

民
の

意
見

を
聴

く
会

」「
吉

野
川

市
町

村
長

の
意

見
を

聴
く

会
」「

公
聴

会
」を

各
地

域
毎

に
実

施
し

た
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

は
、

妥
当

で
あ

っ
た

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
今

回
実

施
し

た
方

法
は

、
「学

識
者

会
議

」、
「住

民
の

意
見

を
聴

く
会

」
、

「市
町

村
長

の
意

見
を

聴
く

会
」「

公
聴

会
」を

公
開

の
も

と
実

施
す

る
こ

と
、

ま
た

、
お

聴
き

し
た

ご
意

見
及

び
、

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
に

つ
い

て
は

取
り

ま
と

め
て

公
表

す
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

会
の

ご
意

見
及

び
、

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
に

つ
い

て
は

互
い

に
情

報
を

十
分

共
有

で
き

た
と

考
え

て
い

ま
す

。

要
旨

a

意
見

要
旨

要
旨

a.
 住

民
が

参
加

し
、

有
識

者
と

意
見

交
換

で
き

る
流

域
委

員
会

を
設

置
す

る
べ

き
で

あ
る

。
要

旨
b
. 

住
民

参
加

型
の

仕
組

み
を

実
現

し
て

ほ
し

い
。

要
旨

c.
 テ

ー
マ

ご
と

、
分

科
会

方
式

で
意

見
を

交
換

す
る

場
が

必
要

で
あ

る
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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住
民

参
加

に
関

す
る

仕
組

み
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

b
要

旨
c

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
今

後
、

河
川

整
備

計
画

の
具

体
的

内
容

を
進

め
る

に
当

た
っ

て
は

、
地

域
住

民
、

関
係

機
関

等
と

よ
り

一
層

連
携

、
協

働
を

強
化

し
実

施
し

て
い

く
と

共
に

、
必

要
に

応
じ

て
、

地
域

住
民

、
関

係
機

関
や

専
門

家
等

の
方

々
か

ら
ご

意
見

を
伺

い
な

が
ら

、
実

施
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
ま

た
、

河
川

整
備

計
画

の
変

更
を

行
う

際
に

は
、

河
川

法
第

１
６

条
の

２
の

規
定

に
基

づ
き

適
切

に
実

施
し

ま
す

。

- 166 -



テ ー マ
 そ

の
他

－
2
　

「
明

日
の

吉
野

川
と

市
民

参
加

の
あ

り
方

を
考

え
る

懇
談

会
」

の
最

終
提

言
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 国

交
省

が
ま

と
め

た
「明

日
の

吉
野

川
と

市
民

参
加

の
あ

り
方

を
考

え
る

懇
談

会
」の

最
終

提
言

を
な

ぜ
採

用
し

な
い

の
か

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
吉

野
川

流
域

は
四

国
4県

に
わ

た
り

、
流

域
面

積
も

広
く

地
域

性
も

異
な

る
こ

と
か

ら
、

流
域

住
民

の
多

様
な

意
見

が
あ

る
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

　
河

川
整

備
計

画
の

検
討

を
進

め
る

に
あ

た
っ

て
は

、
様

々
な

専
門

的
分

野
の

学
識

経
験

者
の

意
見

を
十

分
お

聴
き

す
る

と
と

も
に

、
流

域
の

各
地

域
で

よ
り

多
く

の
住

民
の

方
や

市
町

村
長

の
意

見
を

伺
う

こ
と

が
必

要
で

す
。

　
　

「明
日

の
吉

野
川

と
市

民
参

加
の

あ
り

方
を

考
え

る
懇

談
会

（H
1
2
.2

.1
2
）
」
の

提
言

も
貴

重
な

意
見

と
し

て
受

け
止

め
て

い
ま

す
が

、
学

識
者

、
住

民
、

市
町

村
長

よ
り

そ
れ

ぞ
れ

意
見

を
聴

く
取

り
組

み
は

、
丁

寧
に

幅
広

く
公

平
に

意
見

を
聴

く
こ

と
が

で
き

る
こ

と
か

ら
、

さ
ま

ざ
ま

な
関

係
者

の
皆

さ
ん

か
ら

の
意

見
を

適
切

に
反

映
で

き
る

と
考

え
採

用
し

ま
し

た
。
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河
川

整
備

計
画

の
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 一

日
も

早
い

整
備

計
画

の
策

定
に

よ
り

、
流

域
住

民
の

生
命

、
財

産
を

守
り

、
安

心
し

て
過

ご
せ

る
吉

野
川

に
し

て
ほ

し
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
吉

野
川

水
系

河
川

整
備

計
画

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
関

係
知

事
協

議
、

関
係

機
関

協
議

を
行

い
、

出
来

る
限

り
早

期
策

定
を

目
指

し
て

進
め

て
い

き
た

い
考

え
て

お
り

ま
す

。
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テ ー マ
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の
他

－
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意
見

の
反

映
方

法
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a
要

旨
b

　
流

域
の

み
な

さ
ま

方
か

ら
直

接
い

た
だ

い
た

、
貴

重
な

ご
意

見
に

つ
い

て
は

、
公

表
す

る
と

と
も

に
、

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
を

お
示

し
し

、
出

来
る

限
り

河
川

整
備

計
画

に
反

映
し

、
反

映
出

来
な

い
ご

意
見

に
つ

い
て

は
、

理
由

を
付

し
て

公
表

し
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

今
ま

で
頂

い
た

ご
意

見
に

よ
り

、
河

川
整

備
計

画
素

案
を

公
表

し
た

時
点

か
ら

、
河

川
整

備
計

画
案

に
至

る
ま

で
に

、
合

計
18

5箇
所

（
第

1
回

6
8
箇

所
、

第
2
回

6
1
箇

所
、

第
3
回

3
1
箇

所
、

公
聴

会
等

2
5

箇
所

）の
修

正
を

行
っ

て
来

ま
し

た
。

　
こ

の
よ

う
に

、
ご

意
見

を
徹

底
的

に
お

聴
き

し
て

素
案

等
を

修
正

す
る

と
い

う
過

程
を

繰
り

返
す

こ
と

で
、

皆
さ

ま
の

ご
意

見
を

十
分

に
河

川
整

備
計

画
に

反
映

で
き

て
い

る
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 意

見
を

ど
の

よ
う

に
取

り
扱

い
、

反
映

さ
れ

て
い

く
の

か
教

え
て

ほ
し

い
。

要
旨

b
. 

住
民

の
方

か
ら

の
意

見
を

十
分

に
聴

き
、

整
備

計
画

に
反

映
し

て
ほ

し
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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テ ー マ
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の
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－
5
　

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
の

選
定

方
法

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

を
介

し
て

の
形

そ
の

も
の

に
も

不
満

が
出

て
い

る
の

で
、

再
考

の
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
流

域
住

民
と

の
意

見
交

換
に

お
い

て
、

河
川

管
理

者
、

住
民

と
の

間
で

中
立

性
及

び
透

明
性

を
確

保
し

、
進

行
し

て
い

た
だ

い
た

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
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公
聴

会
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

b

　
今

回
、

【原
案

】に
関

し
て

、
河

川
法

（第
１

６
条

の
２

第
4項

）に
則

り
、

住
民

の
皆

様
か

ら
ご

意
見

を
お

聴
き

す
る

た
め

、
公

述
人

を
募

集
し

、
公

聴
会

を
開

催
し

た
と

こ
ろ

で
す

。

　
公

聴
会

は
、

公
述

人
に

よ
り

原
案

に
対

す
る

多
様

な
意

見
を

聴
く

と
共

に
、

公
聴

会
を

通
じ

て
傍

聴
者

等
か

ら
パ

ブ
リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
に

よ
り

意
見

を
再

度
聞

く
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
し

て
い

る
も

の
で

す
。

　
こ

れ
ら

公
述

人
か

ら
頂

い
た

意
見

及
び

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
等

で
頂

い
た

意
見

に
つ

い
て

は
、

公
表

す
る

と
と

も
に

、
四

国
地

方
整

備
局

の
考

え
方

を
お

示
し

し
、

出
来

る
限

り
河

川
整

備
計

画
に

反
映

し
、

反
映

出
来

な
い

ご
意

見
に

つ
い

て
は

、
理

由
を

付
し

て
公

表
し

て
い

ま
す

。

　
公

述
人

の
選

定
に

つ
い

て
は

、
公

述
人

選
定

の
要

件
、

決
定

方
法

を
事

前
公

表
し

た
う

え
で

、
こ

の
方

法
に

従
い

、
意

見
の

多
様

性
、

地
域

性
等

を
考

慮
し

て
適

切
に

決
定

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

　
吉

野
川

流
域

は
四

国
４

県
に

わ
た

り
、

流
域

面
積

も
広

く
地

域
性

も
異

な
る

こ
と

か
ら

、
流

域
住

民
の

多
様

な
意

見
が

あ
る

と
認

識
し

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

こ
れ

ま
で

の
「意

見
を

聴
く

会
」の

会
場

設
定

状
況

も
考

慮
し

て
実

施
場

所
と

回
数

を
決

定
し

ま
し

た
。

意
見

要
旨

要
旨

a.
 公

聴
会

の
目

的
に

つ
い

て
要

旨
b
. 

公
聴

会
の

回
数

に
つ

い
て

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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抜
本

的
な

第
十

堰
の

対
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

e.
 0

5年
に

決
定

し
た

「河
川

整
備

基
本

方
針

」に
よ

り
、

第
十

堰
の

可
動

堰
問

題
の

再
浮

上
が

必
至

と
な

り
ま

し
た

。
要

旨
ｄ
. 

第
十

堰
の

抜
本

的
な

対
策

に
つ

い
て

の
検

討
は

、
い

つ
頃

か
ら

ど
の

よ
う

な
や

り
方

で
行

う
の

か
。

意
見

要
旨

要
旨

e.
 上

堰
の

青
石

ぐ
み

、
下

堰
の

工
法

な
ど

文
化

的
遺

産
を

も
っ

と
尊

重
し

、
将

来
の

た
め

に
残

す
べ

き
方

策
を

考
え

て
ほ

し
い

。

要
旨

a
要

旨
b

要
旨

c
要

旨
d

要
旨

e
要

旨
f

　
従

前
は

現
堰

を
撤

去
し

可
動

堰
に

改
築

す
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
堰

上
げ

現
象

の
再

現
、

流
下

能
力

の
把

握
を

主
体

に
検

討
し

て
ま

い
り

ま
し

た
。

　
平

成
16

年
4月

の
「よ

り
よ

い
吉

野
川

づ
く

り
」に

向
け

て
の

公
表

に
お

い
て

、
「抜

本
的

な
第

十
堰

の
対

策
の

あ
り

方
」に

つ
い

て
は

、
吉

野
川

水
系

を
現

状
よ

り
も

少
し

で
も

良
く

す
る

た
め

、
可

動
堰

に
は

こ
だ

わ
ら

ず
に

、
こ

れ
ま

で
検

討
し

て
い

な
か

っ
た

可
動

堰
以

外
の

方
法

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
、

あ
ら

ゆ
る

選
択

肢
に

つ
い

て
評

価
を

行
っ

て
結

論
を

得
た

い
と

考
え

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
　

こ
の

た
め

、
第

十
堰

周
辺

の
複

雑
な

流
れ

・河
床

変
動

の
状

況
・現

第
十

堰
の

状
況

や
詳

細
な

構
造

等
を

把
握

し
、

あ
ら

ゆ
る

選
択

肢
に

つ
い

て
評

価
、

検
討

す
る

た
め

に
、

変
状

調
査

・空
洞

化
調

査
、

横
断

測
量

等
の

基
礎

調
査

を
継

続
的

か
つ

着
実

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

平
成

16
年

、
17

年
の

洪
水

時
に

は
堰

周
辺

の
詳

細
な

水
位

調
査

、
洪

水
痕

跡
測

量
を

行
い

ま
し

た
。

　
更

に
、

平
成

18
年

度
か

ら
は

、
右

岸
深

掘
れ

部
の

洗
掘

深
調

査
や

堰
取

付
部

の
構

造
調

査
等

精
度

を
更

に
高

め
る

た
め

の
調

査
を

開
始

し
ま

し
た

。
こ

れ
ら

の
調

査
結

果
に

つ
い

て
は

、
毎

年
記

者
発

表
等

に
よ

り
お

知
ら

せ
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。

　
今

後
分

析
作

業
を

行
い

、
こ

れ
ら

、
基

礎
調

査
・分

析
作

業
の

結
果

等
を

踏
ま

え
て

検
討

・
評

価
に

進
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

要
旨

a.
  
な

ぜ
、

一
番

危
険

な
第

十
堰

付
近

か
ら

対
策

を
行

わ
な

い
の

か
。

要
旨

b
. 

第
十

堰
の

対
策

を
な

ぜ
整

備
計

画
か

ら
除

く
の

か
。

要
旨

c.
 身

近
な

人
の

不
安

を
よ

そ
に

可
動

堰
に

反
対

し
た

無
責

任
な

人
達

は
何

を
考

え
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方
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県
管

理
区

間
の

直
轄

化
要

望
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 早

明
浦

ダ
ム

下
流

の
指

定
区

間
を

直
轄

管
理

区
間

に
い

れ
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
洪

水
時

に
お

い
て

、
早

明
浦

ダ
ム

下
流

で
被

害
が

発
生

し
て

い
る

状
況

に
つ

い
て

は
国

と
し

て
も

認
識

し
て

い
ま

す
。

　
し

か
し

、
県

管
理

区
間

の
国

管
理

区
間

へ
の

編
入

に
関

し
て

は
国

土
交

通
省

令
に

定
め

ら
れ

た
条

件
の

何
れ

か
に

該
当

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
現

時
点

で
は

当
該

区
間

は
そ

れ
ら

の
条

件
に

該
当

し
な

い
と

判
断

し
て

お
り

、
、

早
明

浦
ダ

ム
下

流
の

県
管

理
区

間
の

国
管

理
区

間
へ

の
編

入
は

難
し

い
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

な
お

、
早

明
浦

ダ
ム

下
流

の
河

川
整

備
・管

理
に

関
す

る
課

題
解

決
に

向
け

、
何

ら
か

の
対

応
を

す
べ

く
、

関
係

機
関

と
連

携
し

必
要

な
対

策
に

つ
い

て
調

整
、

検
討

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

　
今

後
、

引
き

続
き

ど
の

よ
う

な
対

応
が

で
き

る
か

具
体

的
に

検
討

し
、

実
施

で
き

る
も

の
か

ら
取

り
組

ん
で

参
り

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。
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の
他

－
9
　

高
知

県
管

理
区

間
の

浸
水

被
害

に
つ

い
て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
 早

明
浦

ダ
ム

の
放

流
に

よ
っ

て
、

ダ
ム

下
流

域
で

浸
水

被
害

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
を

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
る

の
か

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
早

明
浦

ダ
ム

で
は

、
洪

水
期

に
は

9,
00

0万
m

3
の

洪
水

調
節

容
量

を
用

い
、

下
流

区
間

の
広

い
範

囲
で

効
果

を
発

揮
で

き
る

よ
う

定
め

た
 施

設
管

理
規

程
に

基
づ

き
、

適
正

な
洪

水
調

節
に

努
め

て
お

り
、

管
理

開
始

以
降

全
て

の
洪

水
に

対
し

、
ダ

ム
が

無
い

場
合

に
比

べ
て

、
下

流
の

洪
水

被
害

を
低

下
さ

せ
浸

水
被

害
の

軽
減

に
寄

与
し

て
い

ま
す

。

　
計

画
高

水
位

の
設

定
に

つ
い

て
管

理
す

る
高

知
県

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

、

「県
管

理
区

間
に

つ
い

て
現

況
の

河
道

の
状

況
な

ど
か

ら
現

時
点

で
は

改
修

の
目

標
と

な
る

計
画

高
水

流
量

を
設

定
す

る
計

画
は

あ
り

ま
せ

ん
。

た
だ

、
今

後
被

害
が

想
定

さ
れ

る
よ

う
な

大
き

な
洪

水
時

に
お

い
て

水
防

活
動

や
避

難
等

の
対

策
が

迅
速

に
行

え
る

よ
う

、
既

存
の

水
位

局
（
本

山
橋

、
豊

永
）で

ど
れ

く
ら

い
の

水
位

に
な

る
と

ど
こ

で
浸

水
の

危
険

が
あ

る
の

か
と

い
っ

た
検

討
を

行
っ

て
お

り
、

そ
れ

を
基

に
水

防
活

動
や

避
難

判
断

の
基

準
と

な
る

水
位

の
設

定
、

公
表

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
洪

水
時

に
は

こ
の

よ
う

な
水

位
設

定
や

ダ
ム

を
管

理
し

ま
す

水
資

源
機

構
や

地
元

自
治

体
と

の
情

報
連

絡
を

密
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、

現
況

の
河

道
の

能
力

以
上

の
洪

水
の

際
に

も
被

害
を

最
小

限
と

す
る

取
り

組
み

を
続

け
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

」

と
の

回
答

を
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。
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テ ー マ
 そ

の
他

－
1
0
　

高
知

県
管

理
区

間
の

改
修

要
望

・
河

川
整

備
計

画
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

意
見

要
旨

要
旨

ｄ
. 

ダ
ム

が
あ

り
な

が
ら

大
豊

町
内

に
お

い
て

農
地

冠
水

等
の

洪
水

被
害

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

対
し

対
策

を
実

施
し

て
ほ

し
い

要
旨

a
要

旨
b

要
旨

c
要

旨
d

要
旨

a.
 河

道
を

掘
削

し
て

、
地

蔵
寺

川
が

せ
き

止
め

ら
れ

な
い

よ
う

に
す

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
要

旨
b
. 

高
知

県
の

調
査

は
、

何
年

ご
ろ

ま
で

す
る

の
か

。
そ

し
て

、
そ

の
計

画
は

、
何

年
ご

ろ
ま

で
立

て
て

、
実

際
工

事
は

い
つ

ご
ろ

す
る

の
か

。
要

旨
c.

 河
川

敷
に

堆
積

し
て

い
る

砂
利

等
へ

の
対

策
に

つ
い

て

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
本

河
川

整
備

計
画

で
は

、
国

の
管

理
区

間
を

対
象

と
し

て
実

施
す

る
施

策
を

記
述

し
て

い
ま

す
。

　
早

明
浦

ダ
ム

で
は

、
洪

水
期

に
は

9,
00

0万
m

3
の

洪
水

調
節

容
量

を
用

い
、

下
流

区
間

の
広

い
範

囲
で

効
果

を
発

揮
で

き
る

よ
う

定
め

た
 施

設
管

理
規

程
に

基
づ

き
、

適
正

な
洪

水
調

節
に

努
め

て
お

り
、

管
理

開
始

以
降

全
て

の
洪

水
に

対
し

、
ダ

ム
が

無
い

場
合

に
比

べ
て

、
下

流
の

洪
水

被
害

を
低

下
さ

せ
浸

水
被

害
の

軽
減

に
寄

与
し

て
い

ま
す

。

　
早

明
浦

ダ
ム

に
お

い
て

は
、

洪
水

調
節

機
能

の
確

保
に

向
け

、
放

流
設

備
の

改
築

に
よ

り
低

い
水

位
か

ら
の

放
流

を
可

能
と

し
洪

水
調

節
容

量
を

有
効

に
使

用
す

る
と

と
も

に
、

併
せ

て
洪

水
調

節
容

量
を

増
大

さ
せ

る
こ

と
と

し
て

、
河

川
整

備
計

画
案

P
96

 6
)上

流
ダ

ム
群

の
改

良
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

　 　
な

お
、

本
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
は

、
国

の
管

理
区

間
を

対
象

と
し

て
実

施
す

る
施

策
を

記
述

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
早

明
浦

ダ
ム

下
流

の
県

管
理

区
間

の
河

川
整

備
に

つ
い

て
、

河
川

管
理

者
で

あ
る

高
知

県
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

「早
明

浦
ダ

ム
下

流
の

県
管

理
区

間
に

つ
い

て
は

現
時

点
で

改
修

事
業

等
は

行
っ

て
お

ら
ず

、
直

ち
に

河
川

整
備

計
画

を
策

定
す

る
こ

と
に

は
な

り
ま

せ
ん

が
、

今
後

、
現

況
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
地

元
の

要
望

を
聞

き
な

が
ら

検
討

を
進

め
、

条
件

が
整

え
ば

県
単

独
で

河
川

整
備

計
画

を
策

定
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

」

と
の

回
答

を
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。
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テ ー マ
 そ

の
他

－
1
1
　

高
知

県
と

の
連

携
に

つ
い

て

意
見

要
旨

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

要
旨

a.
  
県

管
理

区
域

で
あ

っ
て

も
、

国
と

し
て

県
に

対
し

て
国

土
保

全
の

考
え

を
指

導
し

、
連

携
を

と
り

、
ど

う
対

策
を

講
じ

た
ら

い
い

の
か

を
基

本
に

置
い

て
話

を
し

て
ほ

し
い

。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
整

備
計

画
の

と
り

ま
と

め
に

際
し

て
は

、
高

知
県

と
連

絡
調

整
を

行
っ

て
き

た
と

こ
ろ

で
す

。
今

後
も

、
吉

野
川

に
お

け
る

河
川

整
備

の
円

滑
な

推
進

に
向

け
連

携
を

行
っ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
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テ ー マ
そ

の
他

－
1
2
　

徳
島

県
管

理
区

間
の

改
修

要
望

等
に

つ
い

て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

意
見

要
旨

要
旨

a.
 飯

尾
川

に
つ

い
て

も
早

急
な

護
岸

工
事

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
徳

島
県

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

　
「飯

尾
川

は
、

２
市

１
町

に
ま

た
が

る
、

県
内

最
大

の
内

水
河

川
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
県

と
し

て
も

最
重

要
河

川
の

１
つ

と
位

置
づ

け
て

お
り

、
平

成
１

８
年

度
か

ら
｢総

合
内

水
対

策
緊

急
事

業
｣の

採
択

を
受

け
、

整
備

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
現

在
、

加
減

堰
撤

去
に

向
け

た
環

境
を

整
え

る
た

め
、

加
減

堰
下

流
の

河
道

整
備

と
飯

尾
川

第
二

樋
門

の
改

築
を

重
点

的
に

推
進

し
て

お
り

ま
す

。
  
ま

た
、

飯
尾

川
内

水
対

策
の

取
り

組
み

は
ハ

ー
ド

の
整

備
の

み
な

ら
ず

、
流

域
市

町
の

御
協

力
の

も
と

飯
尾

川
流

域
ソ

フ
ト
対

策
検

討
会

議
の

開
催

な
ど

、
総

合
治

水
の

概
念

で
ソ

フ
ト
面

に
よ

る
対

策
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
  
今

後
と

も
、

流
域

の
皆

様
の

御
理

解
御

協
力

を
い

た
だ

き
な

が
ら

、
浸

水
被

害
の

軽
減

に
向

け
、

取
り

組
ん

で
ま

い
り

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
」

と
い

う
回

答
を

頂
い

て
お

り
ま

す
。
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テ ー マ
 そ

の
他

－
1
3
　

調
査

・
検

討
資

料
の

情
報

公
開

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

意
見

要
旨

要
旨

a.
 情

報
公

開
の

充
実

に
つ

い
て

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
ダ

ム
に

関
す

る
情

報
や

水
文

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

、
国

土
交

通
省

の
ダ

ム
諸

量
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
h
tt

p
:/

/
w
w
w
2
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
d
am

/
）
（
平

成
5年

1月
1日

以
降

）や
、

水
文

水
質

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
h
tt

p
:/

/
w
w
w
1
.r

iv
er

.g
o
.j
p/

）に
お

い
て

も
、

過
去

の
デ

ー
タ

を
閲

覧
い

た
だ

け
る

よ
う

に
整

備
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

は
、

川
の

防
災

情
報

（h
tt

p:
//

w
w
w
.r

iv
er

.g
o.

jp
/）

等
に

よ
り

提
供

し
て

お
り

、
様

々
な

情
報

を
広

く
皆

様
に

ご
覧

頂
く

た
め

の
整

備
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
尚

、
水

資
源

機
構

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
で

公
開

し
て

い
ま

す
「池

田
総

合
管

理
所

 ダ
ム

情
報

掲
示

板
」で

は
、

ネ
ッ

ト
上

で
の

操
作

ス
ピ

ー
ド

等
を

考
慮

し
て

、
過

去
３

ヶ
月

分
ま

で
に

限
っ

て
ダ

ム
や

河
川

の
各

種
デ

ー
タ

が
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
整

備
し

て
お

り
ま

す
。

３
ヶ

月
以

前
の

デ
ー

タ
が

必
要

な
場

合
は

水
資

源
機

構
池

田
総

合
管

理
所

ま
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
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テ ー マ
そ

の
他

－
1
4
　

発
電

事
業

に
つ

い
て

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

要
旨

a

テ ー マ
そ

の
他

－
1
5
　

そ
の

他
（

河
川

関
係

以
外

、
感

想
・

意
見

）

意
見

要
旨

考
え

方
に

対
応

し
た

河
川

整
備

計
画

【
案

】
内
容

-

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
河

川
整

備
計

画
の

内
容

に
係

わ
る

も
の

で
な

い
及

び
河

川
管

理
者

に
係

わ
る

も
の

で
な

い
感

想
・意

見
等

な
の

で
特

に
回

答
は

控
え

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。

-

意
見

要
旨

要
旨

a.
 早

明
浦

発
電

所
か

ら
の

放
流

を
安

定
し

た
も

の
に

改
善

し
て

ほ
し

い
。

意
見

要
旨

　
-

四
国

地
方

整
備

局
の

考
え

方

　
早

明
浦

発
電

所
か

ら
の

発
電

放
流

は
、

山
崎

ダ
ム

に
お

い
て

管
理

規
程

に
従

っ
て

安
定

し
た

流
量

へ
と

調
整

し
、

下
流

へ
流

す
よ

う
運

用
し

て
い

ま
す

。
　

管
理

規
程

に
は

水
位

変
動

幅
を

50
cm

/
日

と
定

め
ら

れ
て

お
り

、
河

川
管

理
者

に
お

い
て

も
こ

れ
に

基
づ

い
た

運
用

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
管

理
者

で
あ

る
電

源
開

発
㈱

よ
り

確
認

し
て

い
ま

す
。
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